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この資料 は,日 本 自転車振興会か ら競輪

収益の一 部である機械工業振興資金 の補助

を受けて昭和53年 度 に実施 した 「情報化

国際講演 ・討論会 」の成果 を当 日の速記録

を もとに とりま とめた ものであ ります。
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開 会 の あ い さ つ

上 野 幸 七1)

本 日は御 多忙の中を通商産業 省御 当局は じ

め,多 数 の方 々の御出席 をいただ き,こ こに

昭和53年 度 の情報 化週間の行事 と して,第7

回情 報化国際講演 ・討論会 を開催で きます こ

とは,主 催 者 といた しま して,ま ことに喜 ば

しく感謝 をいた してお ります。 また ガル ビン

博 士,ダ ンザン博 士並 びにウ ィシン トン博 士

におかれま しては,本 討論会に御参加 をいた

だ くため,遠 路 はるばる御来 日をいただ き,

また 国内の学識経験者 の方 々にも多数御参加

を得 ま して,ま ことにあ りが とうございま し

た。 さ らに,こ の討論会の開催 にあた りま し

て通 商産業省 は じめ,多 数 の関係団体 の御後

援,御 協力 をたまわ りま した ことを厚 くお礼

を申 し上げ ます。

私 どもは過 去6カ 年 にわ た り情報化週間 の

行事 といた しま して,そ の時 々に適応 したテ

ー マを取 り上げま して国際講演 ・討論会 を開

催 いた してまい りま した。 おか げをもちま し

て,年 々多 くの方 々の御参加を得ま して多大

の成果 を収 め,情 報化週間中における主要 な

行事 の1つ として定着 して まい りま した こと

は,ま こ とに喜 ば しく存 じます。本年 は過去

6カ 年 の成果 と昨今の諸情勢 を踏 まえま して,

「80年 代 における情報 システムー その経営

環境 に与えるイ ンパク トをさぐる」 とい うテ

ー マを取 り上げま して ,将 来のオフ ィス ・イ

1)日 本情報処理開発協会会長

メージの展望 と付随 する問題点 を考 えてみ る

こととい たしま した。

皆様方御承 知の とお り80年 代 のオ フィスは,

情 報の収集 ・加工 ・蓄積 ・伝達 機能が効率 よ

く組 み合 わされ,ま た,従 来の データ処理 と

経 営サ イ ドにおける情報管理 とが統 合 され ま

して,新 しい トータル ・オ フィスの システム

が展開 する といわれてお ります。す でに技 術

的 には,ワ ー ド・プロセ ッシ ング,複 写装 置,

マ イクロフィルム,フ ァク シ ミリ,電 子郵便

な ど,各 種 の ツールが出 そろいつつ あ りまし

て,今 後 はこれ らを どのよ うに統 合 し,人 間

との インタ フェースをいかに とってい くか と

い うこ とが課題になろ うか と思 います。 また,

通 信手段 といた しま して も,光 通信や衛星通

信 など新 しいサービスの実用 化が期待を され

ておるよ うな次第で ございます。

一方,国 際間の データ流通が爆発的に増大

す るに伴 いま して,プ ライバ シーや デー タの

保 護 あるいは データ流通に関す る規制が国際

的な問題 とな ってまい りま した。 この問題 は,

グローバル ・ネッ トワークでデ ータをや りと

りしてい るわが国の企業 に とりま して も,今

後の大 きな問題 になると考 え られ ます。

以 上申 し上 げま した ような観点 か らいた し

ま して,今 回のセ ッシ ョンごとの テーマとい

たしまして,「 新 しい通 信 メディアへの期待」

それか ら 「国際間 デー タフローをめ ぐる諸問

題 」 また 「オ フィス ・オー トメー ション時代」
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とい う3つ の セ ッシ ョンにわ た りま して問題

を取 り上げた次第 でございます。講 師の方々

並 びに本 日御参集の皆 様方が,こ れ らの問題

につ きま して真摯,率 直な討論 を行われ,有

益な成果 が上げ られ ますことを期待 してやみ

ませ ん。

以 上,は な はだ簡単で ござい ますが,私 の

開会 の ごあい さつにかえさせてい ただきます。

どうも御清聴 あ りが とうござい ました。(拍

手)
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祝 辞

通商産業大臣 河 本 敏 夫

情 報化国際講演 ・討論会の開催 にあた り,

一 言 ごあいさつ申 し上 げます。今 日,わ れ わ

れの 日常生活及 び産業 開発 を見渡 します と,

コ ン ピュータを中心 とする情報 処理 や,情 報

提供等 の情報化が国民生活のあ らゆ る分野 に

浸透 してお り,こ れ な くしては現代 の複雑 か

っ高度 化 した社会経 済が正常に機能 す ること

が もはや困難 なほ どにその役 割は高 まってき

てお ります。 また,こ うした情報 化を支 える

情報産業 は,省 資源,無 公害 の典型的知識集

約型産業 であ るとと もに,情 報化社会 の実現

に向けて情報 化が一層進展す る中で,引 き続

き高い成長が見込 まれ る産業 分野 で あるとこ

ろか ら,今 日のわが国の産業貿易構造 高度化

の中核を担 うリーデ ィング ・インダス トリー

として,そ の健全 な成長,発 展が強 く期待 さ

れてお ります。

この よ うな観点 か ら,政 府 とい たしまして

も,情 報化 の推進,情 報産業 の振興 のため諸

般 の施 策を講 じてい るところであ りますが,

その1つ として,毎 年10月 の第1週 を情報化

週間 とし,多 くの人 々に情報化 に関 して正 し

い認識 と理解 を深めていただ くよ う努 めてま

い りました。今年度,こ こに その参加行事 の

一環 として,「80年 代 におけ る情 報 システム」

と題 しまして,「 新 しい通 信 メデ ィアへの期

待 」「国際 間 デー タ フ ローをめ ぐる諸 問題 」

あるいは 「オフィス ・オ ー トメー シ・ン時代 」

の テーマに関 し,内 外の英知 を結集 して本講

演 ・討 論会 が開催 され ます ことは,ま ことに

時宜 を得 た もの であ ると思 い ます 。本 講演 ・

討論会 にお きまして,情 報 システムの現状 と

今後の展望に関 し,有 意義 な議 論が展開 され,

この企画が所期の成果 を上げ られ ます ことを

祈念い たし まして,私 の ごあい さつ といたし

ます。
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セ ッ シ ョ ン1 新 しい通信 メデ ィアへの期待

要 旨

衛 星通 信や光通信 など,広 帯域 かつ全 デ ジタルで デー

タ,画 像,音 声 を総合的に伝送す る新 しい通 信 メデ ィア

の実用 化が 目前 に迫 ってい る。特 に,米 国では,こ うし

た新 メデ ィアをペースにした幾 つかの新 しいサ ー ビスの

計画が進 め られてい る。

今 回は これ らのひ とつであ る衛星 システムにつ いて,

主 として ユーザ ーの立場か ら,具 体 的実験 を通 じてその

経済性,ア プ リケー シ ョンな どを提示 し,さ らにわが国

の事情 をふ まえて,今 後どのような通信 メデ ィアが望 ま

しいか を探究 す る。



新 しい通信 メデ ィアへの期待

ジ ョ ン ・M・ ガ ル ビ ン1)

ここ数ヵ月 にわた り私は 日本 を訪 れ この国

際 シンポジウムの参加者の方 々に,サ テライ

ト ・コ ミュニケー ションについて話をする機

会 を待 ち望んで まい りました。 きょう,私 は

東京に来て,大 変 うれ しく思 っているわけで

すが,同 時に,非 常 に謙遜 な気持 に もか られ

てお ります。 日本 の方 々の技術的 な天才ぶ り

は世界 的に よく知 られてお りますし,特 にサ

テ ライ ト ・ビジネス ・システムで働 いてい る

ものに とっては非常によ く知 られてお ります。

この サテライ ト ・ビジネス ・システム,SB

Sと 呼 んで まい りたい と思い ますが,こ れは

エ トナ,IBM及 び コムサ ット ・ジェネラル

が保有 してい る会社 で ござい ます。過 去1年

間,SBSは 各 業界 に対 し,衛 星か ら地 上局

の コンポーネン トに至 るさまざまな主要 機器

の開発 に関す るプロポーザルを出す ように要

請 しました。 そのすべての場合 において 日本

の企業 が仕事 をす るとい うプロポーザルを出

され た ときは,そ の うちの1社 が必 ず契約 を

とられ たわ けです。 このよ うに,日 本 の技術

水準の高 さ及 びコス ト面 での競争力 の強 さを

身 を もって知 ってお りますがゆえに,私 は き

ょう話が できます ことを非常 に名誉に感 じて

い るわけでして,ま た,き ょ う私が申 し上 げ

る ことが少 しで も皆 様方 のお役に立 ち,そ し

て興味深 けれ ば と念 じている次第 でご ざいま

1)エ トナ ・ラ イ フ&カ ジ ュ ア ル テ ィ筆 頭

副 社 長

す。

しかしなが ら,最 初 に一言だけ明確 に申し

上げておきたいこ とが あ ります。 きょ う準備

してまい りま した講演は,衛 星通信 ビジネス

マンの観点か ら取 り上 げる とい うことであ り

ます。 こういったアプローチ をす ることによ

りまして,き ょうお集 ま りの皆 様方の関心で

あ ります技術的,経 済的 な問題 をほ とん どカ

バ ーす ることがで きる と思 い ま す し,ま た

1980年 代 における衛星通信に関す る皆様方

の概念 な り考えな りを少 し変 えることができ

るのではないか と思 ってお ります。

SBSの テ レコ ミュニケーシ ョン ・システ

ムの技術的,サ ー ビス及 び ビジネス ・プラン

の詳細 に入 る前に,な ぜ大手の保険 会社 が電

気通 信に大幅 に投 資し,そ してIBMや コム

サ ットの ような技術 の高 いパー トナ ーと組 む

よ うになったかを御紹介 したい と思 い ます。

エ トナは米国におけ る最大 かつ最 も多角化し

た株式公開会社であ ります。 これは生命保険,

傷 害保 険,団 体保険 の分野 において もリー ダ

ー であ り,主 要な機関投資家 として も活躍 を

してお り,年 間の投 資額 は40億 ドルに及んで

お ります。 さらに さま ざまな投資 を不動 産,

商 業金融及 びGeosourceの よ うな ペ ンチュ

ア ・キャピタルに対 して も投資 して お ります。

Geosourceと い うのは,石 油産業 に対 して

製品や サー ビスを提供 してい る株式 公開会社

であ ります。 エ トナは その35%を 保 有し,最

大 の株主 であります。 ほかの協同経 営はSB
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Sで あ りま して,こ の うち十の株式 を保 有 し

てお ります。資産200億 ドル以 上を管理 し,

従 業員 は34,000人 に及 んでお ります。 また,

保 険関係 では,独 立 した外交員 が同 じくらい

お りまして,そ れを管理 す ることと,そ れ か

らさま ざまな投資及 び多様化 された業務 を管

理す ることゆ えに,こ の会社 において高度 な

技術 を利用 で きる管理体制が必要 になって く

るわけです。特 に通信 とデー タ処理 の分野に

おい て,そ うい う能力が必要 になって くるわ

けです。エ トナは,そ うい う意味 で新 しい技

術の アプリケー ション及 び これ らの製品の進

展に対 しては,常 に主導性 を発揮 してい るわ

けで あ ります 。少 し数字 を引用 してみ ます と,

1978年 に,通 信 に対 して3,960万 ドル以 上

を支出す る予定 です。 データ処理に おいては,

現 在6台 の370/168,2台 の アムダールV

/6,V/7,7台 の36(ン/30～65,27台 の ミ

ニコンピュータ,ま た,3 ,000以 上 の端末 を

使 ってい るか,も しくはこれ らを発注 してい

る状態 にあるわけです。

このよ うな通信及 びデー タ処理技術の高度

な ユーザーであ るとい う観点 に基 づいて,わ

れ われは科学 の進 歩に対 し関心 を持つ と同時

に,コ ムサ ット ・ジェネ ラル及 びIBMと パ

ー トナーを組 んで貢献 をしたい と考 えて いる

わけです。 われわれ の クォリフ ィケーシ ョン

ゆえ に,パ ー トナー シップが バ ランスの とれ

た ものにな り,そ の成功を保 障 す ることにな

ると思い ますし,同 時 に利益 を生 む ものであ

ります。

最 後に電気通信,特 に衛 星通信 はエ トナに

とって,投 資及 び多様化の機会 を提供 す るも

のであ り,こ れは他の代 替案 よ りもす ぐれ た

機会 であると思い ます。電気通 信の分野 は,

過 去10年 間 にわた って競争力 を奨励 しよ うと

い うFCCの きわめて進歩的,か つ好意的な

規制 によって,ま た,通 信 の消費者 としての

ビジ.ネスマンの期待が増大 した ことによって,

さまざまな技術的革新 も相 まって,多 くの新

新 しい通 信 メデ ィアへの期 待

し く,か つ急速に進 歩す る投資機会 を提供 す

ることにな ってきました。

私の意見 では,電 気通 信における主要 な機

会 は,ビ ジネス ・オペ レーシ ョンの中 にある

と思 います。 ますます生産性 の向上 が この分

野 で求め られているわけです。今 日,ま さに

国及 び企業 がチャ レンジを受 けてい る分野 が

これ であ ります。米 国は過去10年 間 で生産性

の伸び率が最 も低か った国 の1つ であ りまし

た。1950年 代 及 び60年 代 のほ とん どの時期

にわたって,米 国経済の生産 性は きわ めて急

速 に伸び ました。 しかしなが ら,上 昇 するに

従 って,所 得,生 活水準 も向上 したわけであ

ります。 ところが,10年 く らい前 に,そ の伸

び率が鈍化 し始 め まして,過 去1年 半の間 に

は,ほ とん ど進 歩が見 られな かった とい う状

態 であ ります。 この よ うに生産 性の伸 びが得

られ ない こ との結果 として,イ ンフレがなか

なか抑制 しが たくな りました。 国内に おいて

公共的な富において も,プ ライベ ー トな富 に

おいても,安 定的な伸びを求 め る結果,政 治

的及 び社会的な問題 が出て くるわけで あ りま

す。

この ような生産性 の伸びの鈍化 には多 くの

ファクターがあるわけです。 た とえば新規 の

設備投 資の伸 び率が低 くなったか らであ ると

か,公 害防止の ための施設 に対 す る投資が 高

くな り過 ぎたためであ るとい うこ とを言 う人

もお ります。 さらに政府及 びサー ビスの機能

が不均衡 なほどに伸 びて きてい るとい うこと

も1つ の ファクター として挙 げる ことが で き

ると思 います。 これ らすべての要 素が相 ま っ

て現状 をつ くり上げてい るわけで,さ らに現

状 を悪化 させている とも言 え ます。違 った観

点 か ら考え てみ ます と,過 去数年 間の米国 の

アウ トプ ットは,従 業 員の数 をふや す こ とに

よって得 られたわけ です。個 々の人の生産 性

を伸ばす ことによって得 られた ものではあ り

ません。 このよ うに企業 の総経費 が大 き くな

ったわけであ りまして,そ れ に対応 す るアウ
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トプッ トの伸 びが見 られなかったわけで,こ

れは非常 な問題 として考 え られなければな ら

ないわけであ ります。 しか し,同 時に,専 用

の衛 星通信 システムの発展 を期 待す る機会 で

もあ ります。

世界 の ほかの地域 と同 じように,米 国にお

いてはオー トメー シ ョンが企業 の産業 的及 び

製造 的な機能に広 がったわけであ りますが,

一般的 なオフィス ・ワーカーの オー トメ化は ,

コン ピュータを例外 としてほ とん ど行われな

かったわけです。技術 の生 産性 の伸び とい う

恩恵 をオ フィス ・ワー カーは受 けなかったわ

けです。 オ フィス ・ワーカーの数はだん だん

と増加 いたしまして,現 在 では米国の総労働

力の22%く らいであ ります。しか し,シ ステ

ムとい う観点 か らは,そ の生産 性はほ とん ど

変わ ってお りませ んし,ま た,き わ めて労働

集約的になっているわ けであ ります。過 去10

年 間,産 業の生産性 は,約90%も 伸 びたわけ

ですが,同 じ時期 に,オ フ ィスの生産性の伸

びは4%に しかす ぎませ んでした。

労働 コス トが ます ます増 大 を続 けてお りま

して,現 在 では,伸 び率 が年 率7%に な って

い るわけです。 また,オ ー トメー シ ョンの価

格 が年間 で10な い し20%落 ち続 けているわ

け ですか ら,も っ とオフ ィスの オ ー トメ化を

はか る ことが,よ り大 きな機会 として出て き

ているわけであ ります。

いま申 し上 げました ビジネスの 機会,そ れ

によって生産性 の向上 とインフレ圧力 を低減

させ るこ とがで きるわけです。 そのためには

多 くの重要な技 術を利用 す ることが必要 であ

りまして,そ の中の主要 な ものが電気通信 サ

ー ビスであ ります
。 これ を得 ることに よりま

して,各 企業が専用 の インチプレーテ ッド・

ネ ットワー クをボイス,デ ー タ及 びイメー ジ

の伝送 に競争力 のある コス トで得 ることがで

きるわ けです。過去数年 間 にわ たって,SB

Sは こ ういった種類 の電気通信 サー ビスが達

成 し ようとす る目標 の リス トを開発す るため

に,抜 本的 な市場 分析 を行 ったわ けです。

その結果 として出 て くるシス テムは,き わ

めて ユニークな もの とわれわれ は信 じてお り

ます。

まず第1に,こ れ は現在の衛星及 び地上の

マ イクロウエーブ ・システムが4GHzと6GHz

で あ るのに比べ まして,14GHz-12GHzで

オ ペレー シ ョンで きるわけであ ります。 こ う

い うことに よ りまして共振の問題 は(coor-

dinationproblem)ほ とん ど除去す ること

がで きるわけです。 また,こ れに よってSB

Sは 大 量の比較的小型 の地上局 をつ くること

がで きるわけで,典 型 的には5メ ー トルか ら

7メ ー トル くらいの ア ンテナを顧客の メジャ

ー ・トラ ピック ・ノー ドを屋根 とか駐 車場 に

設置す るこ とが で きるわけです。 こ ういった

小型 の顧客構 内の地上局 によりまして,地 上

のアクセ ス ・ラインに対 するニーズを大幅に

低減 させ ることがで きます。

この システムはオール ・デ ィジタルの特性

を持 ってお ります。 これはデー タに対 する能

率 を高 め,ま たアプ リケー シ ョンの能率 も高

め,音 声の トラフ ィックに利用 することもで

きます。 つ ま り,音 声は この場合は デ ィジタ
ト

ルで取 り扱われ るわけです。 また高速のチ ャ

ンネル,つ ま り1セ カ ン ド当 り630万 ビッ ト

が得 られ ることに よりまして,現 在及 び将 来

ともあ らわれて くるハ イ ・データ ・レー トの

コ ミュニケー シ ョンの要件 を満足 させ ること

が できます。

SBSシ ス テムは,時 分割多元接続 として

知 られ る高度な技 術 を使用す ることとな りま

す。 これ に より各 顧客 に専用の コ ミュニケー

シ ョン ・ネ ッ トワー クを提供 し,こ れ にょっ

てすべての顧 客の音声,画 像及 びデータ等の

内部通信を統 合 して行 うことが できます。 こ

れ らの ネッ トワー クは,顧 客の特定 の要求 に

答えるこ とが で きます。顧 客は,そ の衛 星の

能力 を リアル ・タイムの トラフィックの要求

に応 じて動的 に地上 局に配分す ることが でき
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ます。

SBSシ ス テムの基本的な原則 は,ほ かの

ほとん どの サテライ ト・ネ ットワー クと同様

であ りまして,相 対的 に単純 であ ります。 通

常,事 務 所の屋上にあ ります地上局 か らラジ

オ ・ウエーブを衛 星に送 りまして,こ こで増

幅 して,赤 道上22,300マ イルの 静止軌道に

送 って,そ れ をすべて米国の各地 に放送 する

わ けであ ります。 サ テライ ト自身 は翼のつい

た マイクロウエー ブ ・タワーほど複雑 ではあ

りません。私 た ちの設計 では,太 陽エネルギー

を集 め るスカー トがあ り,小 さな ロケ ット・

モー タで位 置の修正 を行 います。

SBSが 予 定 してお りますシステムには3

つ の衛 星が含 まれ ます。2っ 軌道上に乗せ る

わ けで,そ の うちの1つ はスペ アです。 それ

か ら第3番 目には,地 上に スペ アとして1つ

置いてお くわけです。 それ ぞれの衛 星は,10

個 の トランスポ ンダーを持 ってお ります。 そ

の トランスポンダー それ ぞれ のパ ワー ・アウ

トプ ットは20ワ ットで中継機能 としては最高

4800万 ビ ッ ト/セ カ ン ドです。

競争入札の結果,ヒ ューズ ・エァクラット・

カンパ ニーが 選 ばれ ま して,こ の3つ のSB・

Sの サテライ トの設計 と製造 に当た ることに

な りました。

SBSは,こ の衛 星打 ち上げのためにNA

SAの ス ペース ・シャ トル を使 うことを予定

してお ります。 これは80年 の7月 に予定 され

てお ります。 この スペース ・シャ トルを使 う

ことによ りまして,現 行の1回 限 りの打 ち上

げ システムを使 って衛 星を軌道 にのせ る場合

に比べて,打 ち上げコス トを半分 にす ること

ができます。 さらに,衛 星の打 ち上げ コス ト

を十 に下げる可能性 も十分にあ ります。 もし

スペース ・シ ャトル計画 が遅れ る場 合に備 え

まして,DeltaThorの ロケットによる1号

機の打 ち上げの代替策 も講 じてあ ります。

われわれの シス テムは非常 に単純 な もので

ござい まして,最 終的 には地 上に戻 って くる

新 し い 通 信 メ デ ィ アへ の 期 待

わ け で あ り ま す 。SBSは 非 常 に 高 度 な 装 置

を 顧 客 の オ フ ィ ス に 備 え つ け ます 。 これ が サ

テ ラ イ ト ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ コ ン ト ロ ー

ラ ー とい う もの で,顧 客 の ネ ッ ト ワ ー クの 中

で イ ン テ リ ジ ェ ン ス と コ ン トロー ル を 提 供 す

る 主 要 な エ レ ク ト ロニ ク/ソ フ ト ウ ェ ア ・コ

ン ポ ー ネ ン トで あ り ま す 。

こ の コ ン ト ロ ー ラ ー で,ユ ー ザ ー が 送 る い

ろ い ろ な 種 類 の 情 報,つ ま り電 話,フ ァ ク シ

ミ リ,コ ン ピ ュ ー タ,テ レ ビ と い っ た 情 報 を

均 一 な デ ィ ジ タ ル ・ ビ ッ ト ・ス ト リ ー ム に 直

す わ け で す 。 電 話 の ア ナ ロ グ ・シ グ ナ ル を,

ち ょ う ど コ ン ピ ュー タ か ら出 て く る デ ィ ジ タ

ル ・デ ー タ に 直 す わ け で す 。 ま た 同 時 に,ビ

ッ トの フ ロ ー を 圧 縮 し1回 の 電 話 の コ ー ル を

相 手 の 間 の と こ ろ に コ ン デ ン ス い た し ま し て,

他 の 低 ・中 速 デ ー タ を 高 速 の ドロ ッ プ レ ッ ト

に ス ク イ ズ し ま す○ そ れ ぞ れ の メ ッ セ ー ジ に

は ア ド レ ス ・タ ッ グ が つ い て お り ま し て,目

的 地 が わ か る よ うに な っ て お り ま す 。 こ れ ら

が す べ て1つ の デ ー タ の 流 れ に統 合 さ れ る わ

け で,1秒 当 た り メ ガ ・ビ ッ ト とい う速 さ で

動 くわ け で あ り ま す 。

そ れ ぞ れ の 顧 客 に は,衛 星 の チ ャ ン ネ ル の

1つ に,毎 秒50回 の 割 合 で 数 ミ リセ カ ン ドが

割 当 て られ ま す 。1秒 に つ き3回 程 度 それ ぞ

れ の ス テ ー シ ョ ン に あ る コ ン ト ロ ー ラ ー が,

そ の ス テ ー シ ョ ン が デ ー タ を送 る た め に 何 ミ

リ セ カ ン ド必 要 か を 計 算 い た し ま す 。 こ の 情

報 に基 づ い て,セ ン トラ ル ・コ ン ピ ュ ー タ で,

時 間 を 必 要 と し て い る ス テ ー シ ・ ン に 対 し て,

数 ミ リ セ カ ン ドつ つ 割 当 て 順 番 に コ ン ト ロ ー

ラ ー を稼 働 さ せ ま す。 ビ ッ ト ・ス ト リー ム が

屋 上 に あ り ま す ラ ジ オ ・エ ク ィ プ メ ン トに 行

き ま し て,周 波 数 を 上 げ,出 力 を 増 し て 衛 星

に 送 り ま す 。

戻 っ て ま い り ま す シ グ ナ ル は,い ろ い ろ な

ス テ ー シ ョ ン,ネ ッ ト ワ ー クか ら出 て ま い り

ま す シ グ ナ ル で 構 成 され ま す モ ザ イ ク の よ う

な も の で あ り ま す 。 い ろ い ろ な ア ド レ ス ・タ
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ッ グ を 見 て,コ ン ト ロ ー ラ ー が 各 ス テ ー シ ョ

ン に お い て どの ト ラ フ ィ ッ ク を 受 け 取 る べ き

か を決 定 し,こ れ を 個 々 の 電 話 や デ ー タ の メ

ッ セ ー ジ に 戻 す わ け で す 。 非 常 に 複 雑 で す の

で,そ れ 自体 が セ キ ュ リ テ ィに な っ て い る わ

け で す が,も し さ らに 望 む の で あ れ ば,暗 号

化 の 装 置 を シ ス テ ム に つ け加 え る こ と も可 能

で す 。

顧 客 はSBSの モ ジ ュ レ ー シ ョ ン と ア ク セ

ス装 置 に よ っ て 提 供 され て お り ま す ア ク セ ス

・ ポ ー トを使 っ て ,ネ ッ ト ワ ー ク 中 の コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン を す る わ け で す 。 こ の ボ ー ト,

局 は,ア ナ ロ グ の ボ イ ス ・グ レ ー ドの シ グ ナ

ル と,そ れ か ら デ ィ ジ タ ル ・ レー トの 非 常 に

広 い ス ペ ク トル に 適 用 す る よ うに で き て い ま

す 。 そ れ ぞ れ の ス テ ー シ ョ ン に お け る ポ ー ト

の 数 と タ イ プ は,顧 客 の 望 む トラ フ ィ ッ ク の

種 類 と量 に よ っ て 決 ま り ま す 。

SBSサ ー ビ ス の 一 環 と し て,顧 客 は 大 型

の 専 用 の ネ ッ ト ワ ー ク を 全 期 間 に わ た っ て 専

用 べ 一・ス で 衛 星 の ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン ・キ ャ

パ シ テ ィを 獲 得 す る こ と が で き ま す し,必 要

に 応 じて オ ー バ ー フロ ー の キ ャパ シ テ ィも入 手 す

る こ とが で き ま す 。 顧 客 全 体 の 衛 星 の 電 送 能

力 は,顧 客 の トラ フ ィ ッ ク ・リ ク ワ イ ァ メ ン

トを 満 た す た め に,動 的 に 割 当 て る こ とが で

き ま す 。 これ は ル ー チ ン グ に 関 し て も,音 声,

デ ー タ,画 像 と い っ た よ う な タ イ プ に 関 し て

も同 じ で あ り ま す 。 こ れ は顧 客 の 確 立 し た プ

ラ イ オ リ テ ィに よ っ て 決 ま り ます 。

顧 客 の ネ ノ ト ワ ー ク の 中 に,SBSの サ ー

ビ ス と し て,ネ ッ トワ ー ク ・マ ネ ー ジ メ ン ト

・フ ァ シ リ テ ィ と い うの が あ り ま す 。 こ れ が

い わ ば顧 客 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ネ ッ ト ワ

ー ク に 対 す る窓 口 の よ う な もの に な る わ け で ,

そ れ に ょ って 顧 客 が ネ ッ ト ワ ー ク の 状 態 を モ

ニ タ ー し た り,ト ラ フ ィ ッ ク の プ ラ イ オ リ テ

ィ を 変 え た り,サ ー ビ ス を 変 え た り,ま た 内

部 の 会 計 報 告 の た め に 使 用 頻 度 等 の デ ー タ を

集 め る こ と もで き ま す 。

これ とは別 にシステム ・マネージ メン ト ・

フ ァシリテ ィをSBSが 社 内で使 う予定 です。

これに よって衛星 とそれか ら地 上局の状況 を

モニターし,顧 客の要 求に答え るためネ ット

ワークの設計 に当た り,顧 客 の ネッ トワー ク

を衛 星の トランスポ ンダーに十 分に効率 よ く

配布 ・分配し,シ ステムの メインテナンスを

行 うわけで あります。

さらに,わ れわれ米国2ヵ 所 にテレメ トリ

ー とトラッキング及 び コマン ドの施 設をつ く

る ことにな ってお ります。申西部 と東海岸に

予定 してお ります。 これは全寿 命 を通 じて衛

星 の健全性 と位置 を確認す る もので あ り,同

時 にRFの ス〔 ク トラム ・モニターとい うも

の もつ くりまして,こ れ によって コミュニケ

ー ション ・シス テムの健全性 を継続 的にチ ェ

ックできるようにしてい るわけです。 ・

SBSの 技 術に よ りまして,顧 客は幾つか

の非常 に高度な アプ リケーシ ョンをす ること

がで きます。 ここでは,次 の3つ について特

に述べ たい と思い ます。

まず最初 が,BatchDocumentElectro-

nicDistributionSystemで あ りまして,

'BDSな い しは電子郵便 と呼ばれている もの

です。 この シス テムの 目的は大 量に顧客 のサ

イ ト間 での メール室 か らメール室への コ ミュ

ニケー シ ョンのための ものです。 これは,文

書 の コ ミュニケー シ・ンの非常に重要 な リン

クにな るわけで,現 在 の会社内の郵便 をよ り

安い コス トでとってかわろ うとす る ものです。

この シス テムの中には,た とえば物理的な物

件 とか有価 証券 とか,大 量 の コンピュー タか

らのプ リン トア ウ ト(こ の場合 にはコン ピュ

ー タ間で直接で きますか ら必要 あ りません。)

それか らカラースキ ャンとかプ リン ト・オペ

レーシ ョンが必要な ものは含 まれ ません。 し

か しなが ら,こ のシステムには,図 面 である と

か,印 刷ずみの フォーム,そ れ か ら蓄積 ・交

換 ワー ド・プ ロセ ッシング ・システムのメ ッ

セー ジ等 は送 る ことがで きます。
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SBSの 研 究 に よりますと,会 社の郵便物

D85%が 社 内郵便 であ るとい うこと,そ して,

そ の うちの85%は 直接 データに変換 で きる種

類 の ものであ るとい う結果 が出 てお ります。

BDSは,社 内の ドキ ュメ ン ト・ネ ッ トワ

ー クの コ ミュニケーシ ョンの部分 を含 むわけ

で,こ れは3つ 以上 の分 散点 を持 って お り,

そ れぞれが必要 なセ ン ド ・レシー ブといった

ベ ンダーに よってサ プライされた装置 を持 っ

ているメー ルルームに ロケー シ ョンされてい

るわけであ ります。BDSは,主 に バ ッチで

オーバーナイ トで ドキ ュメン トを電送 す るた

めの もので あ りまして,い わゆ る緊急 な コ ミ

ュニケーシ ョンの ニー ズについて は一部 しか

満 たす ことが できません。大体 全体の2%く

らいであ ります。 この場 合,緊 急 と言 ってお

りますのは,送 り手か ら受 け手 までに2時 間

以 内に到達 しなけれ ばい けな い ものの ことを

言 ってお ります。 そ うい うわけで,情 報の大

部分は翌 日渡 され るわけで,現 在 で も会社内

のい ろいろな施設間の情 報の あ り方 として は,

翌 日とい うのが通常の ものであ ります。

次 に,テ レ コン ファレンスであ りますけれ

ど も,過 去数年,非 常に研究 の対象 に もな り,

話 題 に もな ってまい りました。衛星が あるこ

とによ りまして,非 常に高度 な ビデオ ・コン

フ ァレンスが可能 にな ると思 います。 フル ・

モー ションのカ ラー ・テレビを使 って も,ま

たいわゆ る静止画像 の技 術を使 って も,ど ち

らで も非常 に高度 な ものをつ くることができ

ると思 います。

最近,SBSで は 実際 に代表的 なユーザー

の もとで実験 を行 い まして,サ テライ ト・コ

ミュニケー シ ョンの持つ現実的 な側面 を評価

する とい うことを行 ない ま,した。 この中には,

大 企業 の ための テレコンフ ァレンス も含め ま

した。2つ の地 上移動 局を距離 を離 して置 き,

それ からUS/CanadianCommunication

TechnologySatelliteを 使 い ました。 こ

れを使 うこ とに よって,SBSは テ レコンフ

新 しい通信 メデ ィアへ の期待

アレンスとかフ ァク シ ミリのアプ リケーシ ョ

ンが,大 型 の テレ コ ミュニケー シ ョン ・'ユー

ザー に とって どうい う意味 を持 つかを テス ト

したわけです。 このプ ログ ラムをプ ロジェク

ト・プレ リュー ドとわれ われ呼 んでお りまし

て,実 際に4つ の会社が入 りまして,日 本 と

アメ リカのベ ンダーが装置 を提 供いた しまし

た。 この4社 の うちの1社 が エ トナで ござい

ます。

SBSの マー ケテ ィングの方で,昨 年11月

か ら2月 にかけて行 なわれ ましたプロジェク

ト・プ レリュー ドに参加し た1,476人 の 参加

者か らアンケー トの回答 を得 ました。

アンケー トに 答え た人の約辛が,テ レコン

フ ァレンスの方が実際に会議 をす るためにわ

ざわ ざ旅行 す るよ り良い と解 答し ました。

子の人が,実 際に面談 で ミー テ ィングをす

るの と同 じ程度 の成功 をテ レコンファレンス

で も収め ることがで きると解 答しました。

また約子 が自社 で もテ レコンフ ァレンスを

や りたい とい う意向 を示 しました。

回答書の阜以 上が,エ レク トロニ クの ドキ

ュメ ントの ス トレー ジと リトリーバルは,現

在 の ビジネ ス上 の要件 を満 たすのに非常 に有

効 であると解 答 しました。

最後 に,テ レコン フ7レ ンスの最 も重要 な

メリットは,旅 行時間の削減 と,そ れ か ら意

思決定 が早 く行 われ るとい うことであって,

出張費,交 通費 の削減 とい うのは,あ ま り高

い プライオ リテ ィではあ りませんでした。

プロジェク ト ・プ レリュー ドに エ トナが参

加した ことによ りまして,そ の マネー ジメン

トは以下 のよ うなことを発見 い たしました。

それ 自体 で考 える場合 に は,テ レコンフ ァ

レ ンスは,実 際 にかか る費用 及 びエグゼクテ

ィブの失 われ た時間 と同 じくらい,コ ス トが

かか るとい うこ とです。 しか しながら,実 際

に節約 で きるの は,実 際 に旅 行すれ ば失われ

ていた時間 を,も っ と生 産的 な仕事に回す こ

とに よって,そ して また,今 日ではで きな い
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よ うな ことをす ることに よって得 られ るわけ

であ ります。最 初の段 階で,ビ デオ ・テレ コ

ンフ ァレンスが本 当に意味 があ るものか どう

か とい うことに対 して懸念 を持 ってお りまし

たけれ ども.そ の ような懸念 は大幅 に少 な く

な ってお ります。現在 では,テ レコンファレ

ンスを旅行時間及 び旅行 の費用 をか けないで

もマーケテ ィング訓練及 び さま ざまな ア ドミ

ニス トレーシ 。ン上 の活動 に効果的 に利用 で

きると考 えてお ります。

第3の 進んだアプ リケー ションは,あ ま り

一般に知 られていない製品 を含ん だ ものです
。

SatelliteTransmissionInput/Output

Controllerと い う言葉 であ りますが,こ れ

は ローカル及 び リモー トのCPUと,そ れか

らローカルCPUか ら リモー トの端末 との間

において高速 のデータ伝送,つ ま り56KBP

Sか ら6.3MBPSま での高速 データ伝送 をす

ることがで きる技術 であ ります。CPUと そ

れか ら端末の間 の コ ミュニケー ションをイン

プッ ト ・アウ トプ ット ・スピー ドです るとい

うことは,同 じファシリテ ィの中の機器だけ

において可能 であ ります。 しか しなが ら,衛

星通信 と顧 客構内の地上局 を導入す ることに

よりまして,前 者 は距離 に関係の ない コス ト

で,後 者は地上の イ ンター コネ クトの制限的

なス ピー ドをバ イパ スす ることが できるわけ

で,こ れ らの制限 は除去 され まして,地 理 的 ー

に分散 された コンピュー タ と端末 を,コ ンピ

ュータのインプ ット ・アウ トプ ッ ト速 度 と同

じくらいの スピー ドで もって コ ミュニケー シ

ョンされ ることが可能 であ ります。

この進んだ アプ リケー ションについての話

を締 め くくるにあた りまして,SBSの 補 助

的な機器 プログラムについて説明 をしたい と

思 い ます。SBSは,最 近,相 互 に利 益 を も

た らす よ うな投資 機会に関心 を持 ってい る多

くの会社に対 して情報の提供依頼 をしました。

この機会 とい うのは,衛 星通信 シス テムに補

完的な新 しい機器 を提供 す るわ けで,こ れ を

SBSが や ろうとしてい るわけであ ります。

ベ ンダーに要請 を出し まして,全 般的 もしく

は部分的にSBSの サ ー ビス要件 に合 う機器

についての情 報を提示 してほしい とい う要請

を出 したわ けであ りまして,も し この機器 が

ない場合には,ベ ンダーがSBSの スペ ック

に合 うよ うな機器 を開発 する意図が あるか ど

うかを聞い たわけであ ります。

私が申 し上 げましたサー ビス というのは,

ほ とん どの場 合,現 在 では トータルなシステ

ム としてはない ものであ りまして,き わめて

革新的な ものであ ります。音声 のアプリケー

ションを含めて,そ れ ぞれ が ビジネスのプラ

ンにおいてSBSが 考 えている もの につ いて

は,き わめて経済的にお もしろい ものであ り

ます。 そこで,こ のプ ランの重要な要素 の一

部 についてお話ししたい と思 います。

まず最初 に,SBSは エ ン ド・ッー ・エ ン

ド,も し くは局か ら局へ の トー タル ・システ

ムを提供 す る計画 を持 ってお ります。 これ は

顧客の具体的な要件及 び能力 に合わせた もの

にす るつ もりで あります。 カス トマー ・ネッ

トワークの主要な利用 とい うの は,最 初は音

声 の トラフィックだ と思 います。 これは年間

の伸 び率が8な い し10%で あ ります。 しかし

なが ら,フ ルノー ド ・コネク ティビティ及 び

カス トマー ・キ ャパ シティ ・コン トロールを

SBSが 提 供す ることに よりまして,顧 客 は

テ レコンフ ァレンシングとかその他の きわめ

て高度の アプ リケー シ ョンを社 内で,し か も

コス ト増 を低 く抑えて実験 す ることがで きる

わ けです。 この ように経費 は少 な く,ま た学

習 をしよ うとい うア プローチは,こ うい う組

織の構造,コ ン トロール及 びマネー ジメン ト

を通 じて,生 産性を改善 す るための新しい,

ま た見 たこと もない ようなツールを導入 す る

上 ではい ままで経験 がない とい うことで,非

常 に重要な アプローチ となって くるわけです。

各 顧客は,そ の24時 間 の リクワィアメン ト

に合 うように設計 されている特定の キャパ シ
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ティを買い取 ることも,確 保 す ることもで き

るわ けです。週 日の8時 か ら5時 の間 は,音

声,ビ デオ及 びロー ・ス ピー ドの インター ア

クテ ィブ ・データ ・トラフ ィックに用 い られ

ますが,オ フ ・ア ワーの伝送 コス トは,ほ と

ん ど顧 客に とってただ とい うことになってい

るわ けです。 つま り,昼 間のオペレー シ ョン

の要件 に合 わせ て24時 間分買 っているとい う

ことにな るわけです。 ですか ら,こ の安 い伝

送期間 を利用 することがで きれば,そ の コス

トを低 く,生 産性 を上 げることができ るわ け

です。 さ らに追加的な容量が必要 な場 合 には,

その システムは要求 に合わせて容量 を増大 す

る能力 も備 えてお ります。

SBSの 見 解 では,顧 客 の ネッ トワー クの

受入れ は,以 下の点 によって変わ って くると

思 います。 まず第1番 目は,音 声及 びデータ

の地 上に現 在 ある施 設に対 して コス ト的 にメ

リ ットがあるか どうか。2番 目に,経 済的に

成 り立 つよ うな追加的 な新 しい ワイ ドバン ド

の アプリケーションがあるか どうか。3番 目

に,顧 客が その電気通信 ニーズに対 す る トー

タル ・システム的な ソ リューシ ョンの価値 を

どのよ うに把握 す るか とい うこ とです。 この

ように,地 上型 と,衛 星 によるアプ ローチの

価値 を決め る非常 に大 きなフ ァクター とな る

の は,顧 客 の プラン トとファシ リティとの距

離 ネ ットワークの複雑 さ,ま た活動 の総回路

ボリ ュー ム,ま たその ニーズに合 わせ てネ ッ

トワークが柔軟性 を持つか ど うか とい うこ と

であ ります。特 に最後の ポイン トは,地 理的

に も拡 散している顧 客に とっては重要 であ り

ます。 ネッ トワークを柔軟的 に変化 させ る こ

とによ って,現 在の要請 と将来の要請 に同時

に こたえる ことので きるような もので なけれ

ばな りません。

実際の市場に対す るインパク トを理解す る

ために,SBSの マーケ ティング担 当の職員

は,サ ー ビス業,製 造業及 び商業におけ る主

要 な会社についての大規模な調査 を行い まし

た。 エ トナ もその対象 会社の1つ であ ります

ので,皆 様方に対 して,SBSの 職 員が エ ト

ナの経営者 と協力いたしまして,音 声及 びデー

タの トラピック,出 張,メ イル及 び職員 の教 育

プログラム等 にっいて情報 の収集 と分析 をした

点について直接お話す ることができるわ けであ

ります。これに基づいて,エ トナの企業活動 に

ついての分析 が行われたわけであ りまして,こ

れを専 用の衛 星通信 ネットワークを利用 するこ ・

とによって,ど のよう.に効率化 で きるか とい う

ことが検討 されたわけであ ります。また,経 営

者 に対 しては経済的 な評価が提示 されまして,

そして現在 のコモン ・キャリア ・サ ービスを利

用しないですむことによる節約 と,そ れか ら会

社 の生産性 を向上させることによって得 られる

節 約 とを評価 したわけであります。新 しいア プ

リケーションによれば,こ の ような節約が 可能

であるということが提示 されたわけであります。

エ トナ及 びその他の ケース ・スタデ ィの結

果,ま たSBSが つ くりましたその他 の マー

ケ ティング関係の情報 に基 づ きまして,市 場

構造の基準 を米国の大企業 の評価 をす るため

につ くったわけであ ります。 この基準 とい う

のは,こ れ らの会社に適用 され た ものであ り'

ますが,そ れ を見て も衛星通信の潜在的市場

は きわ めて大 きい とい うこ とがわか ります。

この調査 に基づいて,SBSカ ス トマーの

プロフィールを見 ていきた い と思 います。S

BSの 専 用線の利用者 は,地 理的に分散 した

施設 を持 っていて通信 サー ビスに対す る予算

が大 きいこ と,そ して また,き わ めて大量及

び広範囲 なデー タ処理 の ユー ザーであ ります。

これ らの大企業 は,電 気通 信が,た だ単 に ビ

ジネスの コス ト以上の ものであ る。 そしてま

た,こ の電気通信を利用 す ることに よって,

異 常に利益 が上 りなが ら,か つ大幅 な節約 が

できる とい うことを理解 し始 めてお ります。

た とえば平均的 なケース ・スタディに よる と

10%コ ス ト節約 をする可能性 があ るとい うこ

と。それ か ら1株 当た りの税引 き前所得 も同
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じくらい伸 びる とい うことを述 べてお ります。

またSBSカ ス トマーの中で特 にす ぐれ たカ

ス トマーとしては,そ の音声 と伝送 コストが,

その データ処理 コス トの伸 び率 よ り高 いよ う

な伸び率 を示 している場合 であ ります。つ ま

り,こ こで陣し上 げたいこ とは,こ ういった

種類 の組織 にお きましては,デ ー タ処理機能

に対す る需要が増大 する とい うこと,そ して

また,新 しい通信 に対す る要請 がふえて くる

とい うことの結果 として,シ ステム及 びマネ

ー ジメン トを再評価す る とい うこと
。 そして

また,イ ンテグ レー トされ た トータル ・シス

テム的 な解決 に対 す る受 け入れ度 を高 めるこ

とが必要 にな って くるわ けです。

ケ ース ・スタ ディの平均的な数字 を見 てみ

ます と顧客 の通信予算が,デ ータ処理予算 よ

りは伸 び率が高 い とい うことがわか ります。

またデータ処理 と通信 を比較 いたします と,

職 員の数が大 きくな って きてい るわけで,こ

れ を見 まして も,デ ータ処理,通 信の組織 を

再編成す ることが必要 であ るとい うことが言

えまし ょう。

また大規模な専用 線の顧客 に追加いたしま

して,SBSは 公共 サ ー ビス部門 を含めた政

府及 び民間の連合体 が電 気通信 の主要なユー

ザーだ と考えてお ります。米 国の連邦政府 は,

きわめて分散化の進 んだ組織 であ りますし,

また通信 と情 報処理 ネ ッ トワー クにきわめて

多 く依存 しているわ けで あ ります。現 在,12

の主 要 な政府の データ通信網,こ れは軍事用

の ものは除 いてあ りますが,そ れ と2つ の主

要 な音声 ネ ットワー クが稼働 中であ ります。

また さまざまな政府機関内にお きまして,衛

星通 信に対 する重点が大 きくな ってきてお り

ます。最近 のNASAの 決 定 を見 まして も,同

じ軌道 か らスペー ス ・トラッキ ングのオペ レ

ー シ ョンをす るとい う決定が行われた ことを

見 て も,こ の傾 向がわか ると思 い ます。最後

に,政 府 の市場 は,き わめて大 きな市場 であ

ります。今年,連 邦政府 は,通 信 に対 し まし

て,21億 ドルの経 費 を投入 してお ります。 ま

た国防省は,そ の機器及 びサー ビスに対 して,

これか ら5年 間,世 界的 な通信 ネッ トワーク

をサ ポー トす るために38億 ドル以上支 出す る

こ とになってお ります。

3番 目の顧客の カテゴリーを,い ま民間の

連合体 と呼ん だの ですが,こ の連 合体は,小

さな企業 ないしは団体の集 まりで ござい まし

て,規 模 が小 さいゆえに単独 ではその トラピ

ックの量 か ら言 って も,ま た地理的な分散度

か ら言 って も,SBSを 単 独 では利用 で きな

い グループの ことであ ります。つ ま り単独 で

はだめなので,共 通の 目的,つ ま り通信問題

を解決 す るために,ほ かの会社,団 体 と協力

して1つ のSBSネ ッ トワークを共有 しよう

とい うことであ ります。 そして この連合体の

考え方は,い ろいろなグループの目的に応 じ

て形態.を とることができるわけで,ち ょ うど

共通の 目的 を持 った一連の会社,団 体の ため

に,専 用 の デー タ処理 と電気通 信のユーテ ィ

リテ ィを持 つ ことになるわ けです。 その中に

は,集 中化 され たデータ処理の サー ビスを含

むこと もで きるで しょう。

残 り時間 を利 用 して,い ま申 し上げた技術

上 また経済的 な問題が,実 際に は顧 客の利益

とい う観点 ではど うい うふ うにつながって く

るのか申し上 げたい と思います。SBSサ ー

ビスは,非 常 に広範囲な企業や産業 に利 益を

与える ものだ と思 いますが,主 な受益団体,

対 象 としてはや は り非常に文書 の多 い,労 働

集約的 なオ フィスであ りまして,つ ま り文章

の生成,フ ァイ リング,検 索,通 信 を主要な

機能 としてい るよ うな無数 のワ ー ク ・ステー

シ ョンであ ります。先ほ ど申 しましたよ うに,

オ フィスとい うのは,ア メリカ社会 にお いて

も非常に労働集約的 であ り,そ れゆえに企業

の生産性 を上げ るためにか くことので きない

目標 にな ってい るわけです。 アメ リカでは年

間 オフィス関係の経費が,実 に6,000億 ドル

を超えて いるわけであ ります。 しかし,そ う
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い った作業 のか な りの部分 がオー トメ化が可

能 なの です。 もうち ょっ と違 う数字 を挙 げて

申し上 げてみ ましょ う。最近め経験 によ りま

す と,過 去7年 間 にわ たって考 えた場合に,

1つ の オ フィスの建物 を40年 の耐用期間 を持

つ もの として考え,そ れ にかかわ るすべて の

コス トを計算い たします と,そ の うちめ設備

投資関係 の もの,つ ま り土地 とか建設 コス ト,

備 品等 はほんの全体の2%に しかす ぎない。

しか もオペ レーテ ィング ・コス トとい うのは

6%で あ る。つ ま り,残 りの実に92%が 人件

費で ある。 賃金 とそれか ら特別給付 を含む人

件 費で あるとい う驚 くべ き数字が出 ているわ

けです。 この よ うに文書志向型 の環境 におい

ては,コ ス トの7割 か ら8割 が人間に よって

と られてい るわけです。ま さに企業の経営者

は,コ ス トを コン トロール し,生 産性 を改善

させ るためには,ど うして も取 り組 まざるを

得 ない分野 であ りまし ょう。

完全 な エン ド・ツー ・エン ドの電気通信 サ

ービスには ,3つ の重要 な要素 があ ります。

第1の 重要 な要素,こ れ は トラ ンス ミッショ

ンであ りまして,こ れ はすでにSBSに つ い

てお話 しした ときにかな りカバーいた しまし

た。第2番 目の重要 なエ レメン トとは,オ フ

ィスの ビルデ ィング内 における,ま たは ロー

カルな デ ィス トリビュー ション ・ファシリテ

ィとか,必 要 な場 合 には地上局 とのインター

コネ クシ ョンとい うのが第2番 目の要素 にな

ります。第3番 目の要素 としては,オ フィス

の中に あるすべ ての装置 とソフ トウェアであ

って,こ の中 にはたとえば ワー ド・プロセ ッ

サ ーとか ファクシ ミリ,マ イクログラ フィッ

ク,コ ピー ・マシン,デ ィクテーション ・マ

シン,イ ンテ リジェ ント ・エク ィプメ ン ト,

テ レコンフ ァレンシング,そ してオプティカ

ル ・キ ャラクタ ・リーダとい うものが技術 と

して考え られ ます。

い ま申 し上 げた3つ の分野 それ ぞれにお き

まして,企 業 の意思決定者 はやは りいわゆ る

新 しい通信 メデ ィアへの期待

投 資利 益率 を もとにして,そ ういった電 子化

され たオフ ィス,エ レク トロニック ・オ フ ィス

の企業 に とっての有用性 を評価 しなければな

りません。 われわれの考え では,電 気通信 は,

ほ かの企業 の投 資と同 じよ うな形 で考 え るべ

き時期が来 たと思 ってお りますが残念 なが ら,

今 日の電気 通信の環境 においては,そ れはむ

ずか しいわけであ ります。 とい うのは,ト ラ

ンス ミッシ ョンとか,コ モン ・キ ャリア ・サ

ービス とい うのは ,米 国にお きましては,1

つ の組織 だ けが長距 離において もロー カル ・

ル ープのサー ビスにおいて も独 占的 な地位 を

占めてい るか らです。 ベル ・シス テムなわけ

であ りますが,ベ ル ・シス テムは,電 話を単

な るユー テ ィリティ ・サービス とい う ものに

お としめて しまったわけで,ベ ル ・シ ステ ム

に対 しましては,現 在 の顧客 の持 っている完

全 な電気通信 のニー ズを,現 在す でに利用可

能 な技術 で もってこたえ ようとして いないと

批 判 を浴 びているわけであ ります。 このイン

ター コネ クションとか ロー カル ・デ ィス トリ

ビュー ションの要素 が,1つ の新 しい ビジネ

スの機会 である と認識 されたのは,ほ んの最

近 のこ とであ ります。われわれ エ トナにおき

まして は,SBSと 共 同 で研究 をいたしまし

て,そ れ ぞれの分野 における技 術的 また経済

的 な代 替案 は何であ るか とい うこ とを考え ま

した。 マイク ロウエーブ とか フ ァイバ ー ・オ

プテ ィック,ワ イ ドバン ドの ケー ブル等 を含

んでお ります。最後 に,電 子化 され たオフ ィ

ス,エ レクトロニック ・オ フィスの分野にお き

まして は,い ろいろな時期に,い ろい ろな ニ

ーズを満 たすために ,い ろい ろな メー カーか

ら買った マ シンやデバイスが あふれ出てい る

わけで あ りまして,そ の結果 メデ ィア間 の コ

ンパテ ィビ リティがないわけであ ります。 と

い うのは,技 術 は日進 月歩で進 んでい るか ら

であ ります。 このマシン間の コンパ ティビ リ

テ ィが ない とい うことが,会 社 内または会社

間 の通信 の問題 をさらに複雑 化し,ま た本 当
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の意味 で機能 を持 ったオフィス,つ まりすべ

て の部分が完全 にイ ンテグレー トされ,機 能

的 にデ ィス トリビュー シ ョンされた よ うなオ

フ ィスの出現 をはばん でいるわけで,真 の意

味 で インテグレー トされ たエレク トロニック

・オ フィスの例 はほ とん どあ りませ ん。

さて,将 来に 目を向けてみ ます と,エ ン ド

・ツー ・エン ドの通信 のモデルにおいての ト

ラ ンス ミッション ・エレメン トとい うのは,

衛 星及 び地上のキ ャリアが健全な競争 をす る

ことに よって経済性 が上が るというふ うに考

え てい るわ けであ ります。伝統 的な コモン ・

キ ャリア とい うものが衛星の技 術を増大 させ,

そ の結果,伝 統 的な地上の マイクロウエーブ

と競合 しない よ うな周波数 にできる ようにな

れ ば,そ して地 上局 と宇宙 関 係の コス トが

ボ リュームを増大し,技 術 も増大 し,ス ペー

ス ・シャ トルによって コス トが下がれ ば,当

然健全 な競争環境 とい うものが出て まい りま

す。 それ によって電気通信 の コス トを大幅に

削減 で きると私 は信 じてい るわけです。

ただ,こ のよ うな コス トを削減す るために

は,長 距離及 びローカル ・デ ィス トリビュー

シ ョン ・サー ビスの両 面にわたって検討 を行

うことが必要 です。特 に後者 の場合 には現在

非常に割高 になってい るわけで,ロ ーカル ・

デ ィス トリビューシ ョンの分野に おいては,

もっ と もっと研究が必要 だ と思 います。 同軸

ケ ー ブル,オ プテ ィカル ・ファイバー,ロ ー

・コス トの マイクロウエー ブ ・シス テム等 々

の出現 によ りま して,非 常 に優 秀な会社 に と

って は,ロ ーカルな デ ィス トリビュー シ ョン

・シス テムを電話 システムの枠外 で ,よ り高

い経済性 を もっていわば カスタム ・デザイ ン

す るこ とも可能 なわ けで あります。

独立系電話会社 とかケ ーブルの テレビジ ョ

ン ・プ ロバ イダー とか,そ れか らキ ャ リアの

将 来の役割 とい うもの も考えなければな りま

せ ん。 ローカル ・デ ィス トリビューシ ョン ・

サー ビス というのは,彼 らに とっては当然ね

らうべ き市場 であ ります。彼 らの ビジネスは
'

まさに電気通信なので あって,そ れに向かっ

て競合す ることが必 要 です。 さ もない と,今

日の アメリカの鉄道会社 の ような状況 になっ

てし まうでしょう。米国の鉄 道がだめになっ

たのは,輸 送 のための ニー ズがな くなったか

らではあ りません。逆に,輸 送のニー ズは非

常に大幅に増大 をしたわ けであ ります。しか

し,鉄 道は規制当局の保 護 にあ ま りに多 く身

をゆだねす ぎ,ま た顧客の ニー ズをよりよく

満 たせ るような,よ り効果的な輸送方式があ

ったに もかかわ らず,そ れ にか た くなに 目を

つぶ った結果 であ ります。 この電気通信のエ

ン ド・ッー ・エ ン ドとい う概念が現 実になる

ためには,非 常 に多 くの調整 と変化 をた くさ

んの電話会社 がや っているようなや り方に対

して加 えていかなけれ ばな らないわけです。

こ ういった変化,こ ういった調整 をす ること

がで きる会社 こそが重要 なわけであ りまして,

ただ単 に電話会社 とい うのは音声の サー ビス

だけだ とい うふ うに考 え るのではな く,電 気

通信がサービスであ ると考 えるべ きであ りま

しょう。

さて,わ れわれ,い わゆ るインテ グレー ト

された エレクトロニック ・オ フィスに向か って

急速 に進 んでい るわけであ ります。 この エレ

クトロニック・オフィスは,幾 つかのエ レク ト

ロニック ・デバイスを持 ち,メ ディアを持 ち,

ソ フトウェアを持 ち,そ れに よって単一 の ど

の ワーク ・ステー シ ョンにおいて も情報 を貯

蔵し た り処理 した り,電 送 した り,受 信した

りす ることが できる態 勢 を もっ たものの こと

なわけであ ります。 つ ま り,各 ワー ク ・ステ

ー シ・ンとい うのが処理能力 を持 ち ,そ れに

ょってデータがネ ットワー クの中 をコーヘ ァ

レン トな,ト ランスペア レン トな,透 明な形

で流れ ることがで きるわ けです。 この ような

トランスペアレンシー があるこ とに よって,

ち ょうどい ろいろな資源 である とか,周 辺機

器が 同居 してい るかの ように,資 源,周 辺機

一16一



器 をシェアす る ことがで きるわ けであ りまし

て,ま たネ ッ トワー クの内部 の作動,プ ロ ト

コルとか コー ドの コンバージ ョンの ア ドレシ

ングとい った もの も,ユ ーザーに とって トラ

ンスペ アレ ン トなわ けであ ります。つ まり,

システム上 のター ミナルであれば,ど の ター

ミナルか らで もネ ッ トワークに対 して情報 に

対 する リクエス トを出 し,ネ ッ トワークの イ

ンテリジェ ンスが それ を見て ローケー トし,

必 要 な フォー マ ットで デ ィリバーす ることが

で きるわけです。

概念 自体 は,そ れほ ど複雑 ではないのです

けれ ども,こ れ を現 実世界 で構 築 してい くた

めには,ま だまだ解 決 しなければな らない問

題が た くさん あ ります。 ちょ うど大型 の コン

ピュータ ・シス テムをばらば らに解剖 して,

そ の解剖 した小 さな破 片,つ ま りプロセッサ

ー とか メモ リー とか ,デ ータベ ースとかプ リ

ン ターとか,そ うい った周辺機器 を1つ の組

織 の各 オフ ィスに割 り当 てる作業 を考 えてみ

て も大変だ とい うこ とがおわか りいただけ る

と思い ます。場合 に よっては隣 に並ん でいる

こ ともあるで しょ うし,同 じ ビルデ ィングに

あることも,ま た隣 の町 に,ま た外国 にある

こ ともあるわけであ ります。情送電送 のス ピ

ー ドと,そ れ か らその コス トは,現 在 では距

離 とバン ド幅 に大 き く依 存 してい るこ とは周

新 しい通信 メデ ィアへの期待

知の事実で あ りますか ら,理 想的 な システム

は,デ ィジタルな ワイ ド ・バ ン ドなハ イウエ

イを使 う,つ ま りSBSシ ス テム こそが理想

的 な システムとい うことにな るわけです。

きょ うのお話では,衛 星 を用 いたデータ電

送 の経済性 とい うこと と,そ れが将 来 のオフ

ィス環境に与え るイ ンパ ク トにつ いてお話 を

い たしました。少 し幅 を広 げまして,そ の中

に完全 にイ ンテグレー トされ たデ ィジタルの

衛星通信 システムの トピ ック も入れ ました。

ス ピー ド・バ リアブルのバ ン ド幅 と,そ れか

らこの よ うな シス テムの場合 には距離 という

ものが コス トの大 きな要素 にはな りませんの

で,こ れで もって将来 の新 しいオ フィスを考

え る基盤 と十分にな るはず であ ります。 そ う

い う意 味で,商 業的 に も社会的 に も機会 と便

益は非常に大 きいわ けです。 これ はちょ うど

コンピュー タがわれ われ に対 して与 えて くれ

た商業 的,社 会的な便益 に も匹敵す る もので

あ ると考 え るわけです。 もう工業 化時代 は終

わ りました。 い まやわれ われは情報化時代 に

入 りつつあ るわけであ りまして,そ うい う意

味では,わ れわれの情 報化時代 にお いては,

ち ょうどエ ンジンが工業 化時代 にお いて持 っ

たの と同 じような重要性 をサテライ トが持 つ

ことがで きるのではないで しょうか。

御清聴 あ りが とうござい ました。(拍 手)
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セ ッシ ョ ン1〈 パ ネル ・デ ィス カ ッ シ ョン〉
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新 しい通信 メデ ィアへ の期待

パ ネ リ ス ト 綾 日 天 彦1)

コ ー デ ィ ネ ー タ

鈴 木 秀 郎2)

平 山 博3)

ジ ョン ・M・ ガ ル ビン4)

5)ラ
ッセル ・D・ヘンスレイ

関 本 忠 弘6)

関 本 約1時 間 にわ た り,「 新 しい通信 メ

デ ィアへの期待」 とい うテーマで ガルビンさ

んか らい ろいろ と有益 なお話が ござい ました。

私 自身 も1965年 か ら1967年 に かけまして

コムサ ットにお きましてTDMAの 開発 に も

従事い たしまして,SBSの 中 に も多 くの友

人 を持 ってお.るわけであ りますけれ ども,1

つ の疑問 は,こ の保険会社 で あったエ トナが

なぜ コムサ ット ・ジェネラルあ るいはIBM

と と もにSBSを つ くられたか,こ れが私 た

ちの1つ の疑問で あったわ けで ございます。

これ は大変 クリァ リーに きょうお話 が ござい

ました。持 ってお られ る問題は,私 たち情報

化時代 を迎 えましてのわが国が持 っておる問

題 と全 く共通の問題で ご ざいます。一言 で言

えば,い わゆ る高度な マネージメ ントを必要

とす る時代 が来ておる。 そして,経 営の効率

化 をや っていかなければ企業 は成 り立 ってい

かないのだ。 そのために コン ピュータは もち

ろんで ござい ますけれ ど も,さ らに最近す ぐ

1)三 井造 船 システム本部 部長

2)日 本 郵船情 報 システ ム室室長

3)早 稲 田大学 理工学部電 子通 信科教授

4)エ トナ生命損保筆頭 副社長

5)エ トナ生 命損保 副社長

6)日 本 電気専務取締 役

れ た技 術 で も っ て 伸 び て お る テ レ コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ・ ン と い う技 術 と の 統 合 の 中 で 生 産 性,

い わ ゆ る経 営 の 効 率 化,こ とに オ フ ィス の 効

率 化 とい う こ と を ね ら っ て い か な け れ ば い け

な い 。 そ れ に は あ る意 味 で は モ ル モ ッ トが わ

り に もな りな が ら エ トナ と し て は 大 い に そ う

い う シ ス テ ム を,コ ン ピ ュ ー タ のIBMと 通

信 関 係 の コ ム サ ッ ト ・ジ ェ ネ ラ ル と コ オ ペ レ

ー トし な が ら リ ア ラ イ ズ し て い こ う で は な い

か と い うの が,今 回 のSBSが 形 成 さ れ た ね

ら い で あ る と い う こ と で あ ろ う か と思 い ま す。

それ と と も に,い ま言 い ま し た高 度 な マ ネ ー

ジ メ ン ト,こ と に オ フ ィ ス ・マ シ ー ン と い い

ま す か,オ フ ィ ス ・マ ネ ー ジ メ ン トを よ り よ

く し て い く た め に は,一 言 で 言 う と,技 術 的

な 背 景 と し て はTDMA,デ ィ ジ タ ル と い う

技 術 が あ る 。 し か も デ ィ ジ タ ル とい う 中 で特

に衛 星 通 信 に お き ま すTDMA(TimeDi-

visionMultipleAccess)が キ ー ・フ ァ

ク タ 三 に な っ て お る。 こ れ に よ っ て ボ イ ス と

か テ レ ビ シ グ ナ ル とか あ る い は ま た フ ァ ク シ

ミ リ の シ グ ナ ル とか を 区 別 す る こ と な く,テ

レ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンの こ と に ロ ン グ ホ ー ル

の そ う い う リ ン ク の 中 に,そ うい う情 報 の 性

質 を 区 別 す る こ と な く ペ リー ・フ レ キ シ ブ ル

に 送 っ て い く こ と が で き る,こ れ が この 技 術
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の背景であ る。 そ うい うような技術 を使 って

いろい ろな アプ リケーシ ョンをこれか ら実行

し ようとしてお る,1つ は 電子郵便(エ レク

トロニ ック ・メール),1つ は テレビ会議電

話(テ レコンファレ ンス)と い うよ うな もの,

あ るいはまたインプ ット ・アウ トプ ットの ア

プ リケーション,散 らばってお るCPUあ る

いは端末 とい うよ うな もの,こ れ を場 所の隔

た りな く使 っていける,こ うい うアプ リケー

シ ョンとい うものが今後 ます ます重要 にな る

だろ うし,そ うい う意 味 でのい ろいろな実験

並 びに その リアクシ ョン,ア ンケー トとい う

ようなことをやってお る とい うよ うなことが,

先 ほど約1時 間 にわた って皆 さん方がお聞 き

に なったお話 の ポイン トではな いか と私 は理

解 してお ります。

いずれ にして も経営 の合理化,生 産性の向

上,そ うい うよ うな ことに私 は コン ピュー タ

と コ ミュニケ ー シ ョンの技術,私 たちよ くC

ア ン ドCと 呼 んでお ります けれ ども,コ ン ピ

ュータとコ ミュニケ ーシ ョンの結婚 が この技

術 によってさ らにまたその端末,マ ン ・マシ

ー ン ・インタフェース ,人 間 とそ うい う機械

系 との間 にある端末装置,タ ー ミナルス,こ

れ はマン ・マシー ン ・イ ンタフ ェースの エク

ィプ メントですが,こ れ との結合の中で,い

ままさにそ うい うことへの チ ャレンジが行わ

れ ようとしてお るとい うのが,い まあ りまし

たお話の要約 ではなかろ うか と借越 なが ら司

会者は そう思 うわけで ございます。

そ ういう話 をペースにいたしまして,き ょ

うここで日本側 か ら3名 の方 々に来て いただ

いてお りますので,ま ずお1人 約10分 の スケ

ジ ュールで,い まの発表 に関 しましての,あ

るいは また それ に関連 しましての意 見 をひ と

つ発表 していただ きまして,そ の後討議 に入

りた いと思 います。

それでは綾 さんからひ とつお願い します。

綾 先 ほ どガル ビンさんか らサテライ ト ・

コ ミュニケー シ ョンの明 るい未来 につ きまし

新 しい通信 メデ ィアへの期待

て非常 に感銘深 いお話 を聞かせ ていただ きま

した。 このサ テライ ト ・コ ミュ ニケ ー ション

の技術は,い まお話が あ りましたよ うに,コ

ンピュータの技術 と結合 しまして,こ れか ら

経営の合理化 に大 きな可能性 を秘 めてお るの

ではないか と私,考 え てお ります。 これか ら

の産業構造 の変化 とい うよ うな問題点 に立 っ

て,特 に私,製 造業 に属 してお りますの で,

そ ういった観点 で,長 期的 に どうい うこ とを

考えていかなければ いけないか とい うことに

つい て,若 干の問題提起 を させ ていただきた

い と思 います。

先 ほ どお話 があ りましたよ うに,サ テライ

ト通信 とか光通信 とか とい うものにつ きまし

て,新 しい技術 で通信 コス トが非常 に下が っ

てい くとい うことが技術的 に明 らか になった

と思 います。 と同時 に,最 近非常に進歩が著

しい マイクロプロセ ッサの応 用 によ りまして,

これ らの コミュニケー シ ・ン と非常 に多種多

様な ター ミナル,特 殊 なター ミナルが接続す

ることも技術的 には可能に なってお ります。

こういった新 しい技術 で,経 営上,あ るいは

産業構造上 ど ういう変化が あるか とい うこと

は,こ れか ら経営合理化 を考 えてい く上 で非

常に大 きな問題 ではないか と考 えてい るわ け

です。特 にこ うい った ことで一番問題 にな る

と思 われ ますのは,経 済環境の変化 とい う問

題が ある と思 い ます。地球上,場 所 と時間,

そ ういった ものの制約の壁 がな くな ることに

な ります と,必 然的 に1国 内あ るいは国 の中

だけで考 えてい るとい うこ とか ら離 れ まして,

多国籍化 とい うのですか,マ ルチ ナシ ョナル

とい うよ うな局面を考 えなけれ ばいけな くな

ると思 います。 したが って,こ れ までのよ う

な産業構造 ではやは りや っていけな くな るの

ではないかとい う問題 が,構 造的 には一番大

きな問題 ではないか と思 います。私 ど もの属

してお ります製造業 にお きまして も,こ うい

ったことで単に 日本 で製造 して外国 へ輸出す

るとい うパターンか ら変 わ りまして,エ ンジ
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ニ ァ リング志 向 といい ますか,世 界 じゅ う一

番安い ところで買 って組み立 てて提供す る と

い うふ うな形 に体質 その ものが変わ っていか

な くてはな らない と思 い ますし,そ うい った

問題に対 処す る方法 とい うこ とは,い ままで

の マネージメン トのパター ンとだいぶ変わっ

て くるのではないか。 同時 に企業経営の効率

化 の問題 につ きまして も同 じようなこ とが言

え るのではないか。1つ は先ほ どお話 があ り

ましたよ うにエレク トロニ ック ・オ フィス とい

うの ですか,そ うい った ビジネスの本 当の意

味 のオー トメー シ ・ンが可能にな って くる。

そうします と,オ フ ィスの巨大化 を避 け られ

るとか あるいは組 織の問題 とか そういった非

常 にバ イタルな問題が出て くる と思 います。

こ ういった組 織,制 度 の思 い切 った簡素化 と

い うことが1つ は可能に なって くる。

それ か らもう1つ は,や は りこ うい った コ

ミュニケーシ ョンの技 術の改善 に よ りまして

情 報の流れが非常 にスムーズにな るとい うこ

とは,や は り独 自の技術 とサー ビスを売 りも

のにしなけれ ばな らな くなるだ ろ う,本 当に

いい ものでなけれ ば売れ な くなるだろうとい

うことで,あ る意味の専業化 とい うのですか,

そ うい った ものが世界的 な規模 で行われなけ

れ ばな らない,考 えなけれ ばいけない とい う

こ とも1つ 出て ぐると思 い ます。

それか らもう1つ は流通 の問題 だと思 いま

す。 コ ～ユニケー シ ョンが そ うい う時間 と距

離の壁 を越 えて解決 す る とい うことにな りま

す と,む だな輸送 とかそ うい うものは理論的

には省 けるわけで,そ ういった問題 で物的 な

流通の ほかに,商 的 な流通 の問題 もあわせて

こうい った流通 機構 の改革 とい う問題 も当然

出 て くるだろ うと思 われ ます。

こうい うことで,特 にユ ーザー として期待

す るファクターは非常に大 きいわけですけれ

ども,い ずれ もわれわれが いままで経験 した

ことのない未知 の分野へ の挑 戦 とい う問題 に

な ると思 います。 したが って,従 来わが国で

行われて きました ようなボ トムアップとい う

のですか,稟 議制度 による合理化 とい うよ う

な ことでは解決 ので きない新 しい問題 が出て

くるのではないか と思 います。 これ までの よ

うなや り方 ではな くて,新 し く価値 とい うの

ですかバ リューの創造 とい うもの を探求 しな

けれ ば こうい ったシステムは導入で きない。

そうい うところに一番大 きな問題が出て くる

のではない か と思 い ます。

先 ほ ど申し上 げました ように,80年 代 の課

題 としまして は,日 本 の場合 も1ド ル=180

円台 にな りますと,国 際的 に も賃金 は一番 高

い ような,見 かけ上最 も高 い とい うよ うな こ

とに もなって まい ります。 こういったことを

踏 まえまして,先 進国的 な企業体質 に変えて

い くとい うことは どうして も不 可欠 になるだ

ろ うと思 います。

それか ら もう1つ,国 際水平分業 の問題 も

新 たに出て くる。 そ ういった非常 に多 くの難

問 を日本 の企業 は抱え るわけですけれ ども,

先 ほ どか らのお話 にあ ります よ うに,テ クノ

ロ ジー としては もう現 在存在 してお る。 しか

もマーケ ッ トに も,先 ほどお話があ りま した

ように,今 度 新しい会社 で,新 しいサー ビス

が始 まる とい うことに な ります と,テ クノロ

ジーが あ り,だ れが マーケ ッ トに持 って くる

か とい う問題 も解 決 した とな ります と,ど う

い うふ うに使 ってい くか とい うことが問題 と

して残 るのではないか と思 います。 これか ら

先 そうい ったことに対 して どうい うふ うな ア

プローチをしてい くか とい うことが 一番 大 き

な問題 ではないか とい うふ うに考 えてお りま

す。

簡単 ではあ りますけれ ども,私 の問題提起

とさせていただ きます。

関 本 いまのお話,こ れ また要約 します と,

こ うい うシステム とい うもの を単 に ドメステ

ィック といいますか国内 システムとしてだけ

と らえるのではなしに,国 際化 とい うが,日

本 の企業 も国際的 な企業 にな りつつ あるわけ
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であ ります。 その国際 化 とい うような規模で

もって とらえていかなければいかぬの じゃな

いだ ろうか,こ れが1つ で ございます。

それか ら2番 目に,こ うい うCア ン ドCと

私 は簡単 に呼 びます けれ ど も,こ うい う時代

とい うのは,単 なる経営 のや り方 について量

的 に変化 があ るとい うだけに とどま らないで,

い わゆる質 的 な変化,た とえば組織 論な ら組

織論 な どを含 めまして質的 な変化 とい うもの

が ともか く必要 にな って くるのではないか。

した がって そ うい う意味 か ら言 えば,稟 議制

とい うかボ トム アップ とい う,ど ち らか とい

うと定性的 には大 きく方針 を変 えないで,あ

る基本 の与 え られ た方針 の申 で定 量的 にい ろ

いろ経 営の改善 をす る,デ シジ ョンをしてい

く,こ うい うよ うなや り方 自体が,こ のCア

ンドC時 代 にお いて は果 たして成 り立つのか

どうか,そ れ でいいのか ど うか,こ うい うよ

うな問題提起。

それ から3番 目に は,技 術的 には私 もよ く

使 う言葉 ですけれ ど も,人 間が月 にまで行 け

る時代 が来てお るわ けで あ りますか ら,技 術

的 にはいろい ろな意 味で問題 はかな り解決 し

て お ります。 しかし問題 は,そ れ をどうい う

よ うな形 で使 ってい くか とい う,使 い方 につ

いては,き ょ う3つ ばか りの例 の話 も出 てい

るわけ ですが,果 た して それだけではな くて,

もっ といわゆ る使 い方の クリエイティブといい

ますか創造,こ うい うシステムを使 うアプ リ

ケ ー シ・ンの創造 とい うことがますます必要

になっ てくるの じゃないだろ うか とい うよう

な ことがい まお話が あったのだ と思 うわけ で

ございます。

それ では次 に,鈴 木 さんひ とっ お願 い しま

す。

鈴 木 私 の場 合,先 ほ どの ガル ビンさんの

お話をお聞 きいたしましたので,そ れに関連

しまして,一 応 日本 のユーザーの立場 か らお

話 ししたい と思 います。

まず第1は,日 本 にお けるいわゆ るサ テラ

新 しい通信 メディアへの期待

イ トを対象 としま した使用環境 について少 し

お話 したい と思 います。 それで特 に距離 の問

題 がな くな った とい うことが非常に魅力が あ

るわけで ございます。 まず第1に,日 本 とい

う国は地理的 に海 に囲 まれてお りまして,し

か も資源が非常 に少 ない とい う,こ うい うこ

とが続 く限 りは,貿 易 で生活 をしていかな け

ればな らない。 その ためにどうして も立国の

基礎 とい うものを貿易 に求 めることは当然 の

ことと思われ ます。特 に現在の ようないわゆ

る低成長時代 にな りまして,産 業構造 もいわ

ゆる加工産 業の分野 で付加価値 の高 い品物の

貿易量がい ま相対的 に非常にふえてい くとい

うことが考 え られ るわけでございます。 そ こ

で,現 在の 日本 におけ るいわゆる外国貿易 の

ペーパ ーワー クについて見 ます と,年 間9億

枚以上の書類 それか ら70億 枚 以上 の コピーが

作成 されて いるわけ です 。これ は推定 であ り

ますけれ ど も,も うこれ以上ではないか とい

うことで ございます。それで先 ほ どのお話の

中 で,い わゆ るサテライ トが ドキ ュメン ト処

理 にきわめ て効果的 だ とい うお話 をお聞 きい

た しました 。特 にいわゆ るオ フ ィス ・ドキ ュ

メンテー シ ョンの処理 に効果的 だ。アメ リカ

にお きま して年 間6,000億 ドル とい ういわゆ

るサテライ トの対象業務があ る。それが92%

が い わゆ る人件 費だ。 それか らもう1つ は紙

の量,大 量 の整理 をす る とい うことに今後非

常 に効果的 な仕事が できるとい うことをお聞

きしたわけ です。 日本の最 も大事な貿易 とい

うものが,や は りドキ ュメンテー ションの大

変 な処理 コス トがかか っているわけで ござい

ます。 この コス トの90%が 人件費であ ります。

それか らもう1っ は膨大 な紙の量,こ れの大

量整理 とい う問題が現 在起 ってお ります。 そ

れ らの いわ ゆる書類作成に要 する経 費は非常

に膨大だ とい うことでございますが,さ らに

この複雑 な事務手続 それか ら書類の作成事務

によ りまして,い わゆ るシッパーか ら混載荷

に至 る貨 物の運送時間 が きわめて制約 され る
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わけで ござい ます。 すなわ ち貨物 の遅延 とい

う事態を起 こしてい るその要 素にな ってい る

とい うことです。 この2っ の要因が,膨 大な

経費 の ロス とい うものを招 いてい るわけ でご

ざいます。現 在の ところ正確 には まだ計算 さ

れ てお りませんが,こ れが兆円の単位の ロス

であ るという ことは間違 いないと思い ます。

ですか ら,こ れ を先 ほ どのお話か ら,サ テラ

イ ト ・システムの利用 とい うことによ りま し

て よ り効率的 に解決 され るであろ うか とい う

こ とが,ま ず第1の 問題 で ございます。

次に第2番 目 とい たしま して,日 本 におけ

る最大の資源 は人材 でござい ます。 この豊富

な人材 の活用 とい うのは,高 度な ソフ トウェ

ア産業 とい うものを育成 してい くのではない

か。 そ こで,皆 さん よく御存 じの とお りで ご

ざいますけれ ども,私 ども貿易 に携 わってお

りますので,非 常に身に しみ るのですが,現

在中進 国諸国 のいわゆ る貿易 面での 日本へ の

追い上げは,非 常 にす さまじい ものが ござい

ます。 この差 を縮 めさせ ないで,日 本が より

発展 させ るためには,た とえばこのサ テライ

ト・システムを中心 にした ソフ トウェアの充

実化,こ れに よって,先 ほど1つ の例 ですけ

れ ども,貿 易業務 とい うものを効率的 に シス

テム化す る,こ うい うものが1つ の重要 な要

素に入 っ てくる とい うことを先 ほ どのお話 か

ら感 じたわけで ございます。 ですか ら,こ の

システムづ くりとい うものがそ こで うま くい

くのだ ろ うか とい うことが,第2番 目の問題

点 で ございます。

それか ら第3番 目の問題 は,日 本におけ る

サ テライ ト ・システムに対す るニーズでござ

います。国内通信 とい うのは今回一応 除外い

た します。 日本 の国は非常 に狭 いです し,距

離に関係 ない とい うことで,サ テライ トの対

象業務 を まず国際間にわた るもの として考 え

てみ ます と,先 ほ ども申 しま したよ.うに,ま

ず一番大 きいのは貿易 データの伝達 システム

ではないか。それ か ら次は貿易 貨物 の情 報 シ

ス テムではないか。い ま日本 の輸出産業 は非

常 に強いわけですけれ ども,部 品管理1っ と

って も,情 報管理 いわ ゆるサテライ ト対象業

務 の ような輸出貨物 に対 する管理 とい うもの

を皆 さん よ くお話 してお ります。それか らも

う1つ は,輸 出対象の プラン ト関係,こ れが

今 後の 日本 の目玉の1つ にな りますけれ ども,

これの情 報 システム,貿 易 だけで も3っ の大

きな内容 が ございます。

あとは,こ れ も皆 さん御 存 じの金融機関 と

か クレジッ ト業 の信用 メ ッセージの伝達 シス

テム とか旅行業 のいわ ゆる予約 メッセー ジの

伝達 シス テムといろいろ ござい ます。た とえ

ば私 どもの所属する1海 運会社 としまして も,

現 在45,000個 とい うコンティナの箱 を アメリ

カ,ヨ ーロ ッパ に全部 散 らば してお ります。

これの メッセージ ・システムとい うもの もサ

テライ トの対象業務 としては非 常に魅力が ご

ざいます。

サテライ ト適用業務 としまして以上のよ う

な ものが考 えられ ますけれ ど も,ま だまだ こ

れ は多 くあ るのではないか と思われ ます。

それか ら2番 目で ございます けれ ども,い

わゆ るサテライ ト ・シス テムに対す るユーザ

ーの立場 で ござい ますけれ ども,こ れは も う

どの企業 も同 じでござい まして,今 後企業を

取 り巻 くいわゆる外部環境 とい うのはます ま

す流動的になってお ります し,こ れか らは新

しい分野が急速 に展開 して くる とい うことが

考 え られ るわけで ございます。 このサ テライ

ト ・システムも恐 らくその1つ ではないか と

考 え られ ます。 これ まで 日本 におい て,大 体

ニー ズを先取 りした企業 とい うのは常に発 展

してお ります。 そ こで企業 とい うのは新 しい

分野やニーズに対応 したいわゆ る体制づ くり,

これが企業 の収益 を挙 げる目的に うまく ミー

トした体制づ くりが必要 だ とい うことで ござ

います。

ユーザー として サテ ライ ト・システムを利

用 す る立場か らは,先 ほ どお話 を聞 いたよ う
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な新技術,新 機軸 の追求 とい う問題 と,そ れ

か ら開発構想,き ょ うも開発構想 のお話 をだ

いぶお聞 きしたのですけれ ども,特 にサー ビ

スの形態 が ど うな るのだ とい うことが非常 に

関 心が ござい ます。 こうい うものを十分見詰

め て研究 してい くことが今後 重要 ではないか

とい うことを きょう感 じたわけで ございます。

それか ら3番 目は,い わゆ るユーザーの期

待 と問題点 で ござい ます。私,ユ ーザー とい

うよ り,最 近 このよ うな関係 の まとめ役 を政

府 の命令でや ってお りますので,そ うい うユ

ー ザー,日 本全体の ユーザーではあ りませ ん

けれ ども,お も立 ったユーザーの意見 として

お話す るわけで ございます。

それ の第1は,い わゆ る国際的 に分 散 した

コンピ ュー タの関連 機器 を単 一の シス テムに

統 合す ることができ るか とい うことで ござい

ます。 それ か ら第2番 目は,国 際間 で関連機

器 と事務処理 機械 を リンクして,そ れ ぞれ の

企業 のペー パー ワー クを容易 に処理 で きない

か,こ の2つ の問題 とい うのが ユーザーの期

待 としてあ るわけで ございます。

たとえば私 どもの会社の例 を言 うのは非常

に恐縮 なんですけれ ども,私 どもの会社 で,

い わゆ る海運会社 と して多種類 の貿易関係 の

ドキ ュメ ントを扱 っているわけですけれ ども,

この シス テムは従来 はオ ンライ ンの システム

で,た くさんのいろいろな違 った端末,回 線

でや ってい たわ けです。 これをIBM社 の 提

供 のSNA(シ ス テム ・ネッ トワーク ・アー

キ テクチュ ア)と い うこ とに よって,国 内は

単 一のオ ンライン ・システムに統合 いた しま

して非常 に成果 を挙 げてお ります。 ですか ら

ユーザーの期待 としましては,要 するにど う

すれば多種 多様の コ ンピュータと周辺機器そ

れか ら事務 処理機器 などが相互 に うま くリ ン

ク しま して,事 務処理 が円滑 にで きるよ うに

な るか とい ういわゆ る着想 と思考 とい うもの

が,今 回の サテライ トに対 して期待 され るわ

けで ございます。

新 しい通信 メデ ィアへ の期待

問題点 としましては,や は りユーザーとし

ま しては,サ テライ ト適用業務 に対 して価 値

の創造 とい うのが今後大切 にな るわ けです。

先 ほど幾つか述べましたいわゆ る対 象業 務 で

す けれ ども,そ れ以上に まだまだ 日本 にお け

るユーザーにとって価値 を創造 で きるサテラ

イ トの対象業務 があるのではないか。 そ うい

う場合,や は りバ リューに対 す る重 要な要 因

とい うものが,こ の サテライ トの能 力 とそれ

か ら地上局 のコス ト,こ の2っ にかか って く

るのではないか とい うことが考 え られ ます。

最 初のサ テライ トが打 ち上げ られ ましてか ら

現在12年 た ってお りますけれ ども,こ の技術

革 新 も,能 力 とコス トの面 で まだ何か問題点

が多 く残 ってい るよ うに感ず るわけ でござい

ます。 しか し,先 ほ どの話か ら,そ の能 力 の

拡大 化 と回線当たりのコス トの低下が急速に進

ん でおるよ うで ございますので,私 ど もユー

ザー としま しては,よ り便利 な,そ してよ り

コス ト安 ということは必要 です けれ ど も,い

わゆるサー ビス形態が非常に問題 で あ りま し

て,ユ ーザーに とって便利 なサー ビス形 態の

実現 とい うことが望 まれ るわけ でござい ます。

以 上3点 について簡単 に コメン トいた しま

す。

関 本 実際のいろいろな御経験 の中 で定量

的 な数字 を挙げなが ら,ド キュメンテーシ ョ

ン処理 の問題あ るいは国際間に またが るそ う

い う仕事の遂行 をもっ と能率 よくや るよ うな

問題 とい うよ うな ことにっいて まず触 れ られ

ま した し,ま たわが国の特徴 としての こうい

う分野 にお いてのいわゆ るエンジニア リン グ

産業 と申 しますか ソフトウェアとい うことを

中心 に した産業展開の問題,こ れは またひい

てはわ れわれの人材活用 とい うことになると

い う問題提起,並 びに衛 星 システムに対 す る

ユ ーザーの立場 とい う観点 か らは,新 技術 を

よ く注意 しなが らニーズを先取 りしてい くべ

きではないか,さ らにまたいわ ゆ る標準 化の

問題,い ろ いろな機器,い ろい ろな会社の コ
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ン ピュータ,こ れがやは り国際間 に分散 して

お る とい うときに,そ れを コンパチ ブルで動

かす こ とがで きるのかで きないのか,い まの

現況 は ど うであ り,今 後は どうなるのだろ う

か ・こ うい うよ うな問題,あ るいは これ は後

で また ガル ビンさんあ るいは ヘンスレイさん

にお聞 き したい1つ の問題 ですが,た とえば

い まの衛 星通信 とい うものの能力 とコス トと

い うの が,バ リューを さらに追求 し,経 費節

減 とい うか経 営の効率 化を図 るとい う現在 の

立場 で,も うこれは十分な ところに行 ってい

るのか どうか,こ れは後 でひ とっお答え願 い

たい と思 ってお ります。そ うい うような発表

があ りま した。

それでは次に,平 山教授 ひとつお願 い レま

す。

平 山 きょうはサ テライ トを中心に皆 さん

か らお話が あったわけであ りますが,私 は き

ょ うの標 題の 「新 しい通信 メデ ィアへの期待」

とい う広 い立場 で話 をしてみたいと思 ってお

ります。

先 ほ どガルビンさんか ら話 があ りましたよ

うに,日 本で過 去10年 間,製 造工場 における

生産性 が100%以 上 も伸びた とい うデータを

お見 せ いただいたわけであ ります。 日本 の社

会 の これか らの発 展を1980年 の み な らず

2000年 代 への期待 とい う形 で考 えてみ たい

と思 うわけで あ ります。 そ うい う意味 では,

産 業構造 を第1次 産業,第2次 産業,第3次

産業 に分類 が されてお りますが,第1次 産業

は国の広 さに比例 をす るであろ う,第2次 産

業 は海岸線 の長 さに比例 するか もしれない。

しか らば第3次 産業 は何にデペン ドす るので

あ ろうか とい う問題 があ ります。国の広 さは

アメ リカ と日本 では格段 の相違が あ ります。

いわゆ る第1次 産業 におい ては,日 本 は貧弱

な国であ ります。 プ アーな国 であ ります。 ア

メ リカは リッチな国であ ります。 しか し第2

次産業 に おいては,現 在 においてすでにア メ

リカに匹敵す るほ ど,自 動車 において もカメ

ラにおいて も,テ レ ビ受信機 において もしか

りであ ります。 とい うことは,海 岸線の長 さ

とい うものはアメ リカ とほぼイコール であり

ます。 それ では将来の2000年 の 期待 として

第3次 産業 はわれわれの国 の何に デペン ドす

るのであろ うか とい うことを10年 前 に考 えた

ことがあ ります。 それは日本 の国の人間の イ

ン テリジェ ンスに関連が あるであろ う,あ る

いは コンピュー タの ソフ トウェアであ るとか

あるいは通信 の高度 な処理 であるとか,新 し

い情報 の技術で あるとか,そ うい うものにデ

ペ ン ドす るであろ う。それ は非常 な大 ざっぱ

な言 い方 をい たしますれ ば,30万 あるいは25

万 の都市の数 に比例 するのではないか と私 は

思 ったわけ であ ります。それ は30万 とか20

万 の都市 は,都 市 としての構造の中 にすべて

の機能 を持 ってい るか らであ ります。10万 の

都市 は高度 な機能 を持 ち得 ないわ けで あ りま

す。 そ ういった地域の中に育 った人間が,そ

ういった ソフ トウェアである とか あるいは情

報 である とか とい うものの高度な能力 を持 ち

得 る素地 を持 ってい るのではないか と私は思

ったわけであ ります。 しか しきょ うSBSを

聞 くに及 びま して,ま たその考 えは改 めなけ

れ ばな らないわけであ ります。 それ はそ うい

う都市がいか に分散 して も,あ るいは もっと

5万 都市,10万 都 市がいかに地方 に分散 しよ

うとも,そ の間に情 報の伝達 が距離 を克服す

る という ことであ ります。 日本 は幸い に して

狭 い国 にた くさんの人が住 む とい うことが1

っ のメ リッ トであっ たのではないか と思 うわ

けで あ ります。それが今度 は広 い国 において

人間が分散 され てもお互 いに情報のや りとり

が非常 に うま くやれ るだろ うとい うこ とが,

こ ういった距離を克服 した通信,テ レ コ ミュ

ニケーシ ョンとデー タ ・プ ロセ ッシングの2

つ の利用 によって それがで きるであろ うとい

うことであ ります。 そ うする と,い ままでの

日本の第2次 産業の延長線上 にわれわれの社

会構造の中 で第3次 産業 は同 じ方法論 で伸 び
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るであろ うか ということは,全 く違った こと

を考 えなけれ ばな らないのではないか と私 は

思 います。

そ うい うこ とを考 えま した ときに,い まま

で製造 部門 にお いて コンピュータあるいは テ

レコ ミュニケー シ・ンの応用 によっていかに

その生産性 を向上 してきたか,あ るいは きょ

うSBSで お 話が あ りま したよ うに,事 務機

械 といいますか,保 険会社 であるとか銀行 で

ある とか あるいはいろいろな商事会社 であ る

とか とい う ところのオ フ ィス ・オ ー トメー シ

ョンを いか に テ レコ ミュニケ ー ションとコン

ピュータを結 びつけて効率 を上 げようか とい

うお話 は,今 後 その延長線上 に方 々でや られ

るに違 いない と思 うわけであ ります。 それは

サテライ トを使 う,使 わ ないは,そ の国柄 あ

るいは土地柄 に応 じたや り方が あるに違 いな

い と思 います。 あるいは仕事量 に応 じたや り

方があ るに違いないわ けであ ります。 ある と

きには,地 域 が近い場合 には光 通信 を利用す

るで あ りま しょ うし,大 量の情 報 で距離間が

短 い ときには光通信 がいいか もしれ ません。

距離 が非常に離 れて,そ して仕事量 が ちょ う

どサテライ ト,ト ランスポン ダーに匹敵す る

24時 間 効率 のいい使 い方が,先 ほ どお話があ

りま したよ うに,デ ータ ープロセ ッシングあ

るいはデータの トランス ミッシ ョンのみ な ら

ず,音 声 もあ るいは イメージもテ レビの会議

も,そ のあいている時間に使 お うとい うちょ

うど24時 間 にふ さわ しい能率 のいい割 当をす

る ことがで きるな らば,そ れ は非常 にフィッ

トしたや り方 であるに違いない と思 います。

それ はその トランスポンダー,衛 星 の大 きさ

とそれ からその 仕事が ちょうど適応 したか ら

であるに違 いない と思 います。 しか しそ うい

う適応 した会社が必 ず全世界 にあるとは限 ら

な い と思 い ます。 あ るいは適応 した会社 を集

めなければな らない第3の 会社が必要 であ る

か もしれ ません。 それ はあ る意 味では第3セ

クターが必要で ある とい うこ とになろ うか と

新 しい通信 メデ ィアへ の期待

思 うわ けであ りますが,私 は問題 を もつ1っ

もとへ戻 りたい と思 い ます 。

社会の成長 ということを考 えま した ときに,

物 の豊 か さとい うものを満足 した後 には,心

の豊 か さを求 めるに違 いないわ けであ ります。

それは今度 のSBSの 仕事が保険業 務 である

に違いない。 これはわれわれの安心感 のため

にお金 を払 うような習慣が で きてお るか ら成

り立 っている会社に違 いあ りません。 しか し

そ うい う保険以外の,こ とにわれわれ は 日ご

ろの行動 の中 で,安 心の ためにいか に支払 う

とい う習慣 があるであ りま しょ うか とい う問

題 が1つ あ ります。 そ うい う習慣 が ないな ら

ば,そ れはわが国においては国家 な りあるい

は都道府県,市 町村 とい う政府 の中 で,わ れ

われ住民 の中 に安心 のための情 報 である とか

安ll>の た めのデータバ ンクあるいはデータの

イ ンフォメー ション ・リ トリーバ ルである と

か そ うい うものが必要 であ ります。わが国に

お きま しては地震がよ く起 こります。 台風 は

毎年 やってまい ります。 アメ リカの よ うに竜

巻 きはあ りませんが ……。 そうい うもの に対

する情報 をいかに住民に知 らせ るか とい うネ

ッ トワークは,も うか る企業 の中 でや るはず

があ りません。 これ はわが国 の通信 な りあ る

いは新 しい情 報のメデ ィアを持 ったナシ ョナ

ル ・プ ロジェク トでなければやれ ないはずで

あ ります。 そ うい うものにわが 国の方向は,

た ぶん衛 星通信(サ テラ イト ・コ ミュニケ ー

シ ョン),日 本 ではコ ミュニケー シ ョン ・サ

テライ トと言 ってお ります実験 の シス テムが

将 来実用化 にな った場 合に も,そ うい う方向

の使われ方が まず第1に され るに違 いない と

い うことを私 は思 うわ けであ ります。 そ して

ま たなおかつサ テライ トにおいては,わ が国

は アメ リカか ら最 もお くれ てい る技術 の1つ

で ある。 さらに コン ピュータ もまた しか りで

あ ります。ほかのテレコ ミュニケー シ ョンの

同軸 であ るとか コアキ シャル ・ケー ブルのワ

イ ドバン ドの トランス ミッシ ョンであ るとか
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マイ クロウエーブの トランス ミッションの技

術 であ るとかあるいは交換の技術 であるとか

は,ア メ リカか ら習 って,な おかつ アメ リカ

と競争 ので きる技術 を私 どもは持 った と私 は

思ってお ります。 しか し衛星の技術並 びにコ

ンピュータの技 術は,ま だアメ リカの第1線

の テクニ ックよ りはお くれ をとってい ると思

うわ けで ありますが,ア メ リカは先ほ どか ら

お話が あ りました ように,コ ミュニケー ショ

ンにおいて もコモ ン ・キ ャリア とそういった

独 占排除,い わゆ る競争原理 の中 においてそ

うい うものが採用 してお られる とい うことを

聞 いてお りますが,わ が国においてそ ういっ

た最 もお くれ てい る技術 をいかに国家的な要

請 においてそれ を伸 ばすか とい うナシ ョナル

・プロジェク トがあっていいはずであ ります。

そ うい うこ とを考 えます と,そ うい う競争 原

理 でや ってい けない ものは,た とえば私の子

供が5歳 であるとか6歳 である とかそ うい う

子供 を育成すべ き時期 においては,親 の保護

が必要 であ ります。経 済的 に も援助をす る必

要 があ ります。 それが1人 前になっ たときに,

初 めて競争原理の世に出すはず であろうと思

い ます。 そ うい う意味 において,サ テライ ト

の コ ミュニケー ションはわが 日本 におい ては

残念 なが らまだまだ アメ リカか ら習い,ま た

わが国の国家 的援助 の もとに育てなけれ ばな

らな い時期で あると思 います。そ うい う意味

で,経 済原則 の上 においてサテライ ト通信 を

論ず る ことはわが国においてはまだ10年 早 い

のではないか と私 は思 うわけであります。10

年 間 われ われ は これ を育 て,育 成 しなければ

な らない。 ちょ うど私の子供 が小学 校の とき

に,経 済 的な援助 をして能力を上げて世の中

に出 したの と同様 な ことをしなけれ ばな らな

いのではないか と思 ってお ります。 しか しそ

の ときにテレコ ミュニケ ーシ ョンが膨大 なニ

ーズがわ き立つ ためには,デ ータ ・プ ロセ ッ

シング,情 報処理 の ためにデ ィジタルの通信

の情報 を遠隔に送 ります情 報量 というものは,

現 在の 日本の電話の情報量に匹敵 して,将 来

10年 後 に相当大 きなものでないはず であ りま

す。 あ るいはテレビ伝送 に比 してデー タの送

ります,ト ランス ミッションを します情 報量

というものはそんなに膨大 なもので ないわけ

で あります。 そ うす ると,そ うい う情 報が増

大 して トランス ミッシ ョンが必要で あるため

には,ど うして もイメー ジあるいは画像,そ

うい うものが社会構造の中で,一 般市民生活

の中 で必要 な時代が来なければな らないわけ

であ ります。それがわが国の電 子工業界 にお

け るポス ト・カラー テレ ビジ ョンの 問題 であ

ります。 また日本 のNTTと い うコモ ン ・キ

ャ リアが問題に しなけれ ばな らない,将 来の

電 話でない ニーズであ ります。 電話で もあ り

ません し,単 な るデータの コ ミュニケー ショ

ンだけではない問題であ ります。そ うい う意

味 にお きましては,わ れわれ一般市民生活 の

中 でそ うい うニーズが起 こるためには,そ れ

は1980年 ごろではない と思 います。 それは

2000年 の 時代 であろ うと思 いますが,そ の

時代 には一般市民 が新 しい情 報の形態 をほ し

が るわけであ りますか ら,そ れはいままでの ・

ブロー ドキ ャスティング,テ レ ビ放送 である

とか ラジオ放送 のよ うな一様 な情 報 を受ける

形 ではあ りませ ん。 またエ ン ド・ッー ・エ ン

ドの電 話の ような情 報形態 ではないわ けであ

ります。 そのためにはエ ン ド ・ツー ・セ ンタ

ーの情 報が非常 に必要になって くるはずであ

ります。そ してそのエン ドには多様 な端末が

必要 であるとい うことは,こ れは ビジネス ・

オー トメー シ ョンにおけるニー ズと全 く同 じ

であろ うか と思いますけれ ども,多 様 な端末

とそ してそれの ネッ トワークはあ る意 味では

コモン ・キャ リアが持 たなければ な らない宿

命にあろ うか と思います。 それ は将 来 の拡張

も含め,あ る企業体の利益 を追求 す るために

全体 のシステムのデザインがで きないか らで

あ ります。非常に多様な一般 市民 が コモ ン ・

キ ャリア側にそ うい うことを期待 されて くる
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に違 いあ りません。 そ うい う時代背景 を考 え

て コンピュータとそれか らイ メー ジ,あ るい

は フ ァクシ ミリ,そ うい うものを総合 した一

般 市民 のニー ズに こたえるよ うな ものを これ

か ら考 えなけれ ばな らない と思 うわけであ り

ます。 その ときに各 家庭の端 末の能力 を上 げ

るべ きか,ネ ッ トワークの センターの能力を

上 げるべ きか とい う問題が あ ります。

それ か らもう1っ は,コ ンピュータ産業 と

ネ ッ トワークに支払 うべ き料金 の割合 の問題

が あ ります。 これ はSBS,IBMに お いて

さっ きお話が あ りま したよ うに,ト ランス ミ

ッシ・ンに払 う料金 をいか に倹 約す ることが

で きるか とい うお話 があ りま したが,そ うい

う料金 問題 とい うものは今後一般 市民 の新 し

い情報 のニー ズを掘 り起 こす といいますか,

シ ーズを探 す といいますか,そ うい うた めに

はその料金 制度 の見 直 しとい うことも,今 後

の 日本 における コモ ン ・キ ャリア側 としてや

らなけれ ばな らない仕事 ではないか と思 って

お ります。

大変 時間が長 くな りま したが,こ れ で終わ

ります。

関 本 平 山教授,2000年 までの展望 とい

うことで大変格調 の高い話 を していただいて,

ま とめ るのが むずか しいので すけれ ど も,や

は り産業構造問題 とこうい う衛 星通信 を中心

としたいろいろなテ レコ ミュニケー ションの

発達 の問題,か な り関連 が ある問題 である と

い うこ と,特 に安心 のための心め豊か さをさ

らに得 るための そ うい う情 報 ネッ トワー クと

い うような ことをナシ ョナル ・プロジェク ト

で ともか くや ってい くべ きで はなかろ うか。

わが国 の コ ミュニケ ーシ ョン ・サテライ トと

い うのは,い まの日本 の実情 か らいけば,と

もか くそ うい うよ うな心 の豊 か さあるいは社

会 の安心 とい うよ うなことを得 るための1つ

の手段 とい うような形 でいまとらえてい く時

代 ではないだろ うか。

それ か ら問題 は,こ ういう情報化時代 とい

新 しい通信 メディアへの期待

うものは,企 業間,企 業間の情 報化 とい うだ

けに とどま らず,や は り一般大 衆 とい うもの

との間 の システム とい うよ うな ものが将 来来

るのではないだろうか。 こ うい うようなとき

に,コ ンピュータ側 とい うか情 報処理側 の コ

ス トとテレ コ ミュニケ ー ション側 の コ ストと

の問題,こ れ はいろいろな料金 問題 とい うこ

とはか な り経済的,政 治的問題 を含ん でい る

わけですけれ ども,そ うい うよ うな問題 もそ

の時期 には議論 され るのではないだ ろ うか と

い うよ うな ことをいまお話 にな ったと私な り

に理解 するわ けであ ります。

それ で,日 本側 の3講 師 のお話 は一応 いま

出 たわけ で ございますが,次 に ガル ビンさん

に対 しま して,先 ほ ども少 し申 し上 げてお り

ま したが,い まのバ リュー追求 とい う,わ れ

われのいまの段階において衛 星通信 というの

は,端 的 にい うとその能力,パ フォーマンス,

それ といわ ゆる価格,コ ス トとい うか,こ れ

は十分 に利用に値 す るもの である,そ こまで

来 ておるのだ ということなのか,い まは一応

あ るところまで来て,大 いに使われ るような

あ るレベルまで来ているけれ ども,他 の シス

テ ムに比べ た りあるいは本当 にいまのバ リュ

ー とい うか効率化 とい うよ うな点 で問題 を と

らえた ときには,ま だまだ不十分で,い まま

だ試行段階 なんだ とい うのか,こ の辺 をひと

っ ガル ビンさん並びに ドクター ・ヘンスレ イ,

ど ちらか らで も結構 で ございますが,ひ とつ

お答 えを願 いたい。

ガル ビン サテライ ト・システムの コス ト

に関 して であ りますけれ ども,私 ど もが今 日

予測 してお る限 り,そ して また最 初の考 え方

でい きま して,ア メ リカのFCCに 申請 を出

してお ります範囲内で申 し上 げます な らば,

この システムを使 うすべ ての企業 に関 して,

も ちろん これはパブ リック ・システムではな

くて専用の システムを考 えているの です けれ

ど も,こ うい う会社 に とっての節 約は,全 般

的 な平均値 としてとらえます と,大 体,今 日
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存在 してお ります地上 システムの十 ぐらいの

コス トで済むであろ うとい うふ うに考 えてお

ります。 また,た だ単 に出発点 として考 えて

い るわけであ りま して,コ ン ピュー タの世界

でいみ じくも実証 され てまい りましたよ うに,

コ ンピュー タの世代が1っ 変わ るごとに よ り

よいサー ビスを よ り安 い コス トで提供 で きる

よ うに なって きているわ けであ ります。 この

同 じこ とがサ テライ ト ・コ ミュニケー ション

の分野 で も言 えるとい うふ うに考 えてお りま

す。

今 日までのサ テライ トの歴史 を考えてみま

す と,ト ランスポンダーの コス トは大幅 に下

が ってきたわ けで あ ります。そ うい う意 味で,

こ ういった傾 向は さらに続 きます けれ ど も,

将 来 はその傾向が さらに激 しく出 て くる と思

うわ けであ ります。

また もう1っ の キャtxeシ テ ィに関す る御質

問にお答えいたします と,現 在の サ テライ ト

は,実 際 にエ クセス ・キャパ シティを持 って

お ります。将 来 ともそ うい うエ クセス ・キ ャ

パシティを持 ち続 けるで あ りま しょう。 その

理 由は,部 分的 には これがいま十分 に利用 さ

れていないか らとい うこと,そ れ か ら2番 目

の理 由 は,今 日のサテライ トは4～6GHzの

もので あ りますが限定 されてい るか ら,十 分

に利用 されていないわ けで あ ります。

次 に,将 来の追加的 キャペシティとい うこ

とですけれ ども,こ れ はまず技術 面か ら可能

になって くると思 います し,ま た第2番 目に

スペ ース ・シャ トルを利用 して,そ して よ り

大型 で より効果 的なサテ ライ トを軌 道上に打

ち上げ ることがで きるようになる。 そレてま

たよ り高 いGHzの レ ンジが得 られ るように

なって,そ の意 味で空中 におけるクロー サー

スペー シングが できるとい うことにな り,そ

れ にょ ってキ ャパ シティをますます現 在 よ り

も拡大す る ことが できると思 ってお ります。

関 本 いまのお 答えは,と もか く現 在 の地

上 シス テム等 に比べて も約 十でそ ういうサー

ビスを提供 で きる,ま たキ ャパ シティについ

て も,大 いに必要 に応 じて これ は大量 に伸ば

していけるとい う裏づけがあ るとい うことだ

と思 います。

それ で,私 はいまの議 論の1つ といた しま

して,ま ず この国際化 とい う問題,SBSは

これはアメリカの国 内的な もの としていまお

考 えになってい るはずだ と思 います。 しか し

この問題 は当然の ことなが ら,い ろいろな講

師がお語 いたしましたよ うに,国 際化 の問題

を解決 しな くては,サ テライ ト ・システムと

かつまたコンピュータ ・システム との結合,

これの効果に対 しては十分ではない とい う時

代 が必 ず来 るだ ろうと思 ってお ります。 これ

にっ きま してSBSと しましての,SBSは

ドメスティックのカ ンパ ニーでござい ますが,

ミスター ・ガル ビンあるいは ドクター ・ヘン

ス レイ個人 としまして この問題 についての御

意 見を伺えれば と思 います。

ガル ビン まず最 初に申 し上げたい のであ

りますけれ ど も,国 際化 のポ テンシャル とい

うのは確 かに長期的にサテラ イ トの利用 を考

える場 合にか くことので きない要素 で ござい

ます。技術的 な観点か ら見 て も,わ れ われす

でに能力 としては備 えてい るわけで ございま

して,国 際化をする能力 は,最 初に打 ち上げ

の衛星の段階か らもう備わ っているわけです。

もちろん国内のキャ リアであ りますけれ ども,

同時 に国際的な もの たる能力 もあるわけであ

ります。われわれが少 な くとも近い将 来にお

いては,ド メスティックなキ ャ リアであ ると

い う制限ですけれ ども,こ れは技 術的な面か

らくる制約に よって ドメステ ィックにな って

い るのではな くて,政 治的な理由に よって ド

メス ティックにな らざるを得 ないとい うこと

であ りま して,こ の点 に関 しま してはあした

話 がある とい うふ うに思 うわ けであ りま して,

私 は これ に関 して答えを用意 してお りません

ので,彼 が きっとすば らしい話 を してくれ る

と思 います。国家のセキ ュリティの問題が あ
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ります し,国 家の威信 とい う問題 もあるわけ

であ ります。 っま り1っ の国が国際的 に国境

を越 えて出入 りするよ うな情 報に対 して コン

トロールを持 ち得 るわ けであ りますか ら,非

常 に微 妙な問題が含 まれ てくるわけで,こ れ

は適切 に処理 す るのにはか な り微 妙な問題 の

配慮 が必要 だ と思い ます。す でに,ある程度 の

矛盾 は もう現在出 て きている と思 うので,ち

ょっ とお時間をいただいて具体的な例 を出 し

てみ たいのです。

先週の こ となんですが,で きるだけ早 くこ

こで発表 す る原稿 の コピーを送れ とい う要請

を受け ました。私 がそれ を送 るや り方 として

は,パ ンアメ リカン航空 の小包 サー ビスを利

用 したわけ で,ニ ュー ヨークで手渡 しまして

そ こで航 空機に載 せ て成 田の空港 に着いて,

そ してそれが税 関を通 っていったわ けであ り

ます。私が 日本に来 たのは月曜 日だったので

す が,そ の ときに私が出 しま した小包が まだ

税関 にある とい うこ とだ ったので,結 局私は

自分 で日本 にわ ざわ ざ来て,そ して自分の手

で自分の原稿を渡 さなけれ ばいけなか ったわ

けであ ります。 もし私が送 る方法 として違 う

ものを選ん だ としたな らば,つ ま りテ レック

スで私 の原稿全体を送 っておけば,コ ストは

高 くなったけれ ども,税 関に ひっかかる こと

はなか ったわけですか ら,そ うい うテレック

スで送 れば,も ちろん私が着 く前に この講演

の内容 が皆 さんに届 いたはずであ ります。

そ うい うことで,も うす でに現 行の レギュ

レー シ ョンにおいてす ら矛盾が内包 され てい

るわけですか ら,こ うい ったデー タフロー,

ま た知識的 な情 報を送 る場合の規制のあ り方

とい うのが非常 に問題 になるわ けであ ります。

普通 のキ ャ リアを選 んで,そ してそれが税関

を通 る とい うことになれ ば,税 関が非常 に大

きな関 門にな って しま うわ けであ ります。 し

か し逆 にそ ういった税関 といった制約 のない

キ ャリアを選 んだ とい うふ うにいた します と,

わ れわれの送 ろ うとす る情報は税 関に よって

新 しい通信 メデ ィアへ の期 待

当然 干渉 され ることはないわけであ ります 。

とい うことにな ると,そ れ では一体知識,デ

ータの分野 において何 を コン トロールす るの

が一番重要 なのか,そ してその うち自由に流

れるべ き要素 とい うのは特 に何なのか,そ し

てそれを国境 を越 えて行 うとい う場 合 に,一

体 どうい う要素 を考 えれ ばわれわれの生活 が

少 しで もシンプルにな り,よ くなるのか とい

う観点 か ら考 える必要 があ るの じゃないで し

ょ うか。

関 本 これ はいま日本側 の,た とえば 日本

郵船 の鈴 木さんの意 見で も,と もか く国際 的

にそ うい う ドキ ュメン ト等 々を能率 よ く送 ら

なけれ ばいけ ない,こ うい う問題が あるわけ

ですが,私 が いま もう1歩 突 き進 んで質 問 し

たいのは,い まのインテルサ ッ ト衛星 を使 う

限 り,こ れ はある意 味ではた とえば高速の フ

ァクシ ミリとかあるい はテ レックス網 とか,

専用回線 であった り,あ るいはまた公衆回線

を使 うことを許 され てい る国 もあるわ けです

が,こ れ は行 くわけで あ ります。 しか しSB

Sと しての特徴 は何か,先 ほ どガル ビンさん

おっしゃった中の1つ のポイン トは エン ド ・

ッー ・エン ド ・アプリケーションとい うか,

最 後の ところ まで ともか くその企業 がすべ て

責任を持 って シス テムをつ くることが,設 計

もし,実 行 す ることが できる,こ れがSBS

シ ス テムの1つ の大 きな特 徴だろ うと思 うの

です。 そ うい うような ことか らした ときに,

た とえば ある会 社,Xと い う会社が エ トナ ・

インシュランス ・カンパニーで もいいんです

けれ ど も,ア メ リカの中 でいまの カス トマー

・プロ ミス ・アース ・ス テーション とい う形で

のシステムがで きて も,こ れは外国 た とえば

日本 にお ける支社 あるいは ヨー ロッパにおけ

る支社 との間の システ ムは トータ リー,オ ー

バーオールに エン ド ・ツー ・エ ン ド・アプ リ

ケー シ ョン とはいかないの じゃないだろうか。

この辺 について,た とえばエ トナ ・インシ ュ

ランス ・カ ンパ ニー とい う立場 において はど
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うい うふ うに将 来をお考 えにな ってお るのか

とい うことです。

ガル ビン ただいま指摘 され ましたような

考 え方が,国 際的なサ テライ ト・コミュニケ

ー ションの発 展 してい く方向 だ と思 います
。

つ まり専用 のサテ ライ ト ・システムが国際的

な分野 でコ ミュニケーシ ョン しようとい うこ

とになって まい りますな らば,そ のよ うな専

用 のシステムは どこか,た とえば インテルサ

ッ トとか といった種類の国際的な ものを経 ざ

るを得 ない と思 います。 またたとえば アメ リ

カか ら日本 に来 るとい う例 を考えてみます と,

少 なくとも近い将 来においてはエ ン ド・ッー

・エン ドとい うシス テムではな くて
,実 際的

に米国の国 内の ドメスティック ・サテライ ト

か らインテルサ ッ トに入れ るとい う道 を経て,

それか ら次 に日本の方に持 って きて,NTT

もし くはその他の機関が仲介 をす るとい うこ

とにな ると思 います。

ヘンス レイ ちょっと付 言 したいと思 うの

ですが,コ ムサ ットとい う会社 は現 在調査を

やってお りま して,ア メ リカの郵便の調査を

しているわ けで あ ります。エ レク トロニック

・メールの利点 とい う問題 と米国の郵便 サー

ビス及 びその他のPTTっ ま り・teスタル ・テ

レフォン ・アン ド ・テレグラ フ ・サー ビスを

世界的 に どうや って恩 恵を持 たせ るか とい う

ことを検討 してい るわけであ りま して,そ の

方法 として,フ ァクシ ミリを使 ってインテル

サ ッ トのケ ィパ ビリティ も使 うとい うことで

あ ります。 そしてそれ を トータルな システム

にする ことに よって ドキ ュメ ンテー ションの

時間を速 く しようとい うことであ ります。特

に貿易 分野 に関 してB/L(billoflading)

と い う ものにパルプが必要 であって,そ れを

た とえば モン トリオールか ら持 って こなけれ

ばい けない とい うことになるわけですけれ ど

も,そ のペーパー ワーク とい うのは3週 間 ぐ

らいかか るわけであ りま して,現 在行 ってい

る調査を見 ます と,2～3時 間でそ うい うモ

ントリオールか ら資材 を持 って きてパル プを

つ くる とい うそ うい うペーパー ワー クがで き

るわけであ りま して,た とえば こういった問

題 に関 してだれを信頼す るか とい う問題 はあ

るのです けれ ども,基 本 的には技術 は もうあ

るわけで,ポ テンシャル としてはあ るわけで

あ りま して,問 題 は どうい う種類 の フィー ド

バ ックが こうい う諸国か ら出て くるか とい う

こ とで,そ れが非常 に大 きい問題 だ と思 うわ

けであ りまして,国 際的な郵便 サー ビスをエ

レク トロニック ・メールを使 ってや る とい う

こ とが この4～5年 先には可能 にな って くる

と思 うわけで,こ うい った種類 のプロ トタイ

プのシステムを使っ てたとえばパー ウエー ブ

とか アバ ンギ ャル ドとい うもの を考 えてい く

べ きで,そ うい う非常に前衛的 なものの考え

方 をす ることによって技術 をど う生 かすか と

い うことを考 えてい くべ きだ と思い ます。

関 本 どうもあ りが とうござい ま した。 一

応 国際化 とい う問題,日 本の講師か ら出 た問

題を取 り上 げてい ままで議論 したわけで あ り

ますけれ ども,平 山先生,い まの問題にっい

て何 か補 足的に質 問,議 論 はござい ませんで

しょうか。

平 山 いわゆ る電 子郵便(エ レク ト・ ・メ

ール)の お話が国際 化の中の話題 の1っ にな

ってお りま したけれ ども,わ が国において も

や は りエ レク トロ ・メール とい うのは1つ 問

題 であ ります。

それか ら もう1つ わが国におけ る独特 な問

題が1つ あ ります。 それは国際的な問題 にな

らない1つ であ りますが,こ れは 日本 の文字

であ ります。 日本 の文字を用 いて コンピュー

タに入力 す るとい うことが非常にむず か しい

わ けで あ ります。 タイプライターを習慣 上使

ってい らっしゃる ヨー ロッパ,ア メ リカの国

々とは違っ た意味 での困難 さがあ ります。 こ

れは 日本 のみな らず,将 来中 国あるいは アジ

アの いろいろな諸国 において,今 後 同様な問

題 を持 っ てお ると思 います。 そ うい う意味 で
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はやは り国際性 の問題 であろ うか と思 うわけ

で あ ります。 文字をいか にコ ンピュータに入

れ るか,テ レコ ミュニケ ーションを し,そ し

てさ らに コンピュー タに入力す るか とい うこ

とが1つ の問題 であ ります。 これ は郵便のみ

な らず いろ いろな ところに,新 しい利 用 にお

いて大 きな問題 を抱 えてお ります。 これは ヨ

ー ロッパ とか アメリカでは余 り問題 にな らな

い分野 であ ると思 います。 これ もひ とっヨー

ロッパ あるいは アメ リカの方 々か らもいいお

知恵が あればお聞 きしたい と思 うわけであ り

ます。 フ ァクシ ミリとい う形 では,全 く同様

に画像 とわれわれの 日本 の文字 は1つ のパ タ

ー ンで送 りますか ら ,同 じ意味 を持 ってお る

と思 いますが,そ うい う意味 において,新 し

い国際的な問題 の申でそ うい った象形文字 と

いいますか,パ ター ンを用 いた文字の国 々に

おける情報のや りと りとい うのが新 しい問題

ではないか と思 ってお ります。

鈴 木 先 ほどガルビン さんのお話 で,貿 易

関係書類の問題 が具体例 として出 たわけであ

ります。 この中 でお話にな ったいわゆる船荷

証券,現 在 日本の場 合 このB/Lの 遅 延が非

常 に多いの ですが,こ の証券 が仮 に1日 早 く

荷主 の手元に戻 って くると,日 本 国内 で大体

月間100億 円,年 に して1200億 円 に上る金

利 の負担を軽減す るとい うことがで きるわ け

で ございます。それか ら もう1っ 重要 なの は,

荷 主 にとっ ていわゆ る書類 が早 くなる とい う

ことは船積 み を早 くす るということで,こ の

ために保管料 とか作業料 の コス トとい うもの

も軽減 で きるわ けです。 この早 さとい うの は,

貿 易関係 の場 合大 きな影響力 があ るとい うこ

とで ございます。

綾 先ほ どお話があ りました ように,サ テ

ライ ト・ビジネスは エン ド ・ッー ・エン ド,

それが特徴 である。 一方 この問題 は国際的 に

は政治 的な問題 があ るとい うことなん ですけ

れ ど も,わ れわれ企業 の方 の立場 か らします

と,国 際競争力 とい うよ うな点か ら,片 方の

新 しい通信 メデ ィアへの期待

国ではそういっ たことが便利 に合理化が進 む

のに対 して,わ が国 の場合 のよ うに情報鎖国

というのですか,そ うい うような形 で利用 で

きるもの もで きない とい う場合 に,い ろいろ

な メリット,デ メ リットはあ るで しょ うけれ

ど も,問 題が あるの じゃないか とい うふ うに

考 えます。

関 本 それでは時間 の関係 もあ りますので,

この国際化 とい うことの問題 につ きま しては

この辺 で終わ りまして,も う1つ の議論 と し

て,そ うい うCア ン ドC・ システムが フレキ

シブルになれば なるだけ,ま た大 きくなれば

な るだけ,そ こに使 われ る端末関係 の コンパ

テ ィビリテ ィというものが問題 になる と思 い

ます し,さ らにCPU自 体 におきま して も,

必 ず しもあ らゆ る会社の ものが同 じフ ォーマ

ットでや られてお るわけではない とい うのが

現 実の姿 で ございます。私 自身 も日本 にお き

ます ファクシ ミリの委員長 といた しま して,

特 にファク シ ミリの端 末の標準化 とい うこと

に対 しては いろいろ努力 もしてまい ったわけ

であ ります けれ ども,特 に ファクシ ミリのみ

に限 らず,い ま言い ましたいろいろなデータ

端末 あ るいはCPUと い うよ うな問題 のコン

パ ティビリティ,こ れが重要 な問題 の1つ だ

と思 います が,SBSと して1981年 か ら広

くこの事業 をや っていかれ,か っ多 くのカス

トマーを獲得 しよ うとい うことは当然 のこと

だ と思 いますけれ ど も,そ のカス トマーの中

には,た とえば コン ピュー タ ・システムにっ

きまして も,IBMも あれ ば ハネ ウェルもあ

れば,そ の ほか いろい ろな ものがあろ うか と

思 います。

それ で,閉 ざされた経営 と私 はあえて言い

ますが,い わゆ る同 じコンピ ュータを使 って

お るよ うな企業,た とえば大 きな企業は大体

同 じよ うな ことも多 いわけであ りますけれ ど

も,そ うい う閉 ざされた経 営においては それ

ほ ど問題ではあ りませ んが,よ り有効 にこ う

い うシステムというのが働 くよ うになるため
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には,開 かれた経営 といいますか においては,

違 ったコンピ ュータ会社の コン ピュー タとの

コ ミュニケー シ・ンとい うような問題 も起 こ

って くる可能性 がある し,こ うい うことにつ

きま してSBSと しては事業 を展開す るとい

う立場か らどうい うふ うにお考 えになってお

るのか,お 聞かせ願 いたい と思 うわけです。

ヘ ンス レイ この問題 を考 える一番いいや

り方 としては,い わゆる レイアウ トされたプ

ロ トコル とい うものを考 えてみ る ということ

だ と思い ます。 つま り世界 にはいろいろな も

のが あるわけで,た とえばデ ータ ・システム

を考 えた場 合には,次 の よ うなスタンダー ド

を考 えな ければいけない わけです。

まず第1に,物 理的な フ ィジカル ・サーキ

ットのスタン ダー ド,プ ロ トコルのスタンダ

ー ドが あるわけであ りま して ,こ れは その フ

ィジカルな もの自体が サーキ ッ トとど うい う

ふ うに コネク トされ るか とい うことであ りま

す。 もう皆 さん コンピュータについて御存 じ

の方,ま たテレコ ミュニケーシ ョンの方はC

CITT,イ ン ターナシ ョナル ・スタンダー

ドのRS237と かX20と か そ うい うことは御

存 じだ と思い ます。 デ ィジタル ・シグナ リン

グに関 してですけれ ども。 ですか ら,こ うい

った物理的な ものをサーキ ッ トに乗せ るため

の コネ クションがまず必要 で,こ こでスタン

ダー ドが1つ 出て くるわけです。

次にデータ ・コン トロール ・リンクの プロ

トコルのスタンダー ドが必要 にな ります。 こ

こで一体何 を考えているか といいます と,こ

のそれ ぞれの フィジカル ・エ ンテティとい う

ものがそれ ぞれ ど うい う形 でお互 いに対話が

で きるか,つ ま りシス テム としては全体 とし

て どうな っているか とい うことであ って,た

とえばバ イシ ンクロナスなデ ータリンク とか

SDLCと か シンクロナ ス ・デー タ ・コ ント

ロール とかハイヤー レベル ・デ ータ リン ク ・

コン トロール等 々いろいろな ものが考 え られ

るわ けであ ります。

次に第3番 目のレベルで考えなければいけ

ないのが パケ ッ ト・スイ ッチ ・プ ロ トコルの,

ス タンダー ドであ りま して,こ こで一番問題

になるのは,そ れ ではネ ットワークにあるメ

ッセージを どうい う形 で システムがアンデ ン

ティファイで きるのか とい うことであ ります。

そ して システムが一体 どうい う形 でそれ をル

ー テ ィング し
,コ ン トロールで きるか とい う

そのノウハ ウとい うことにな ります。 ちょ う

どアプ リケ ーシ ョンの ファンクシ ョンのプロ

トコルの スタン ダー ドの場合 と同 じように,

ア プリケー ション とそれか らた とえばター ミ

ナルがお互 いに どうい う形 で インターアク シ

ョンをす るか とい うことが問題 になるわけで

す。 っま りこういった もろもろの問題 を解決

して初 めて システムが出 て くるわけで,わ れ

われSBSと しては こういった諸問題 をいま

非常 に慎重に検討 していると ころなわけであ

ります。最初の第1レ ベルについては もうか

な り楽 々と越 えた と思 います。つ ま りフィジ

カルなサーキ ッ トの問題 は,わ れわれは もう

克服 できたと思 うわけで,い ろいろなデー タ

のポー トとか ボイスのポー トとい うもの が物

理的 にカス トマーの プレ ミスのエ クィップ メ

ン トに コネクシ ョンで きるか とい うことは解

決 した と思 います。 インター ナショナルな コ

ネ クションもも う大 丈夫 であ りましょう。例

外 としては,X20と か インバ ウン ド・シグナ

ルの場合 には別 で,そ の場合 には1,2の オ

ル タナ ティブが あ りますけれ ども,そ れを除

けば大体 うまくいってお ります。

次に ソフ トウェアの プロ トコル,SDLC・

とかHDLCと い っ た ものを考 えて も,IB

Mで もHDLCの ものを持 って いるわけであ

りまして,そ れは現 実にあるわ けであ ります。

ガルビンさんの プレゼンテー ションでインプ

ット ・アウ トプ ット ・アプリケー ションの コ

ン トロー ラーの話が出ま した。 これ がまさに

この システム全体のか ぎとな るわけであ りま

して,こ の デバ イスに対 しては アメリカ及 び
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日本 の ベ ン ダ ー に 対 し て 検 討 し て も ら っ て い

る わ け で す 。 そ し て ど う い っ た ソ フ ト ウ ェ ア

が,そ して ど う い っ た ハ ー ド ウ ェ ア ・ソ フ ト

ウ ェ ア ・ ミ ッ ク ス とい う もの が 可 能 な の か と

い う こ とを 考 え て も ら っ て い る わ け で,そ れ

に よ っ て 先 ほ ど お 話 に な り ま し た ト ラ ン ス ペ

ア レ ン シー,CPUの シ ス テ ム で あれ,マ ル

チ プ レ ッ ク ス の イ ン プ ッ ト ・ア ウ トプ ッ ト ・

チ ャ ン ネ ル で あ れ,ほ か の イ ン プ ッ ト ・ア ウ

トプ ッ ト ・チ ャ ン ネ ル で あ れ,CPUと ペ リ

フ ェ ラ ル と の 関 係 に お い て も,そ の ト ラ ン ス

ペ ア レ ン シ ー と い う もの を ど うや っ て保 つ か

と い うわ け で あ り ま して,ベ ン ダ ー の特 別 な

具 体 的 な ソ フ ト ウ ェ ア とか エ ク ィ ッ プ メ ン ト

に セ ン シ テ ィ ブ が な い も の と い う こ と で あ り

ま す 。 つ ま り現 在 の 場 合,た と え ばSPSシ

ス テ ム に お い て も イ ン タ フ ェ ー ス と い う もの

が な い とい う こ と が 問 題 に な る わ け で あ りま

す 。SPSと い う の は,タ イ ム ・マ ル チ プ ル

・ア ク セ ス と い う も の が あ っ た 場 合 に 必 ず よ

い パ ケ ッ ト ス イ ッチ の ネ ッ ト ワ ー クが あ る わ

け で あ りま す か ら,そ れ は 余 り問 題 に な ら な

い と し て も,っ ま り 申 し 上 げ た い の は,い ろ

い ろ異 な っ た プ ロ ト コ ル とか フ ォ ー マ ッ ト と

い う も の が あ っ て,タ ー ミナ ル との コ ン パ テ

ィ ビ リ テ ィ と い う問 題 も も ち ろ ん 十 分 考 え ま

し た し,も う こ の 点 に っ い て は か な り 作 業 が

出 て き て い る の で,第1段 階 は う ま く い っ た

と い う ふ う に 思 うわ け で す 。 い ま 問 題 に な っ

て い る の は,プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン で 使 っ た 言

葉 つ ま り コ ン プ リ メ ン タ リ ー な エ ク ィ ッ プ メ

ン トの ベ ン ダ ー と い う こ とを 言 っ た わ け で あ

りま し て,ベ ン ダ ー が ま さ にSPSと か サ テ

ラ イ トの コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ・コ ン ト ロ ー ラ

ー とい っ た もの を 保 管 し な け れ ば な ら な い わ

け で あ り ま す 。 こ う い う こ と が うま く行 え れ

ば,い ろ い ろ な 種 類 の トラ ン ス ペ ア レ ン シ ー,

い ろ い ろ な 段 階 の ト ラ ン ス ペ ア レ ン シ ー とい

うめ は 徐 々 に 確 立 し て い く こ と が で き る とい

う ふ う に 思 い ます 。

新 しい通信 メディアへの期待

特 に私は現 在非常 に関 心を持 ってい るのは,

1つ の オルタナ ティブとして考 えた場 合なん

ですけれ ど も,実 際 に コンピュータをエクス

ブ ロー ドさせて ファイルプロセ ッサ とか アプ

リケー シ ョン ・プロセッサに分解 してい った

らどうか,そ れによってハ イス ピー ドの ソフ

ィスティケー トされ たインター プロセッサの

バスを使 うわけであ ります。つ ま りデータの

マネー ジメン トをや るわけ で,そ れに よって

データの インフォメーシ ョンをルー テ ィング

す るわけで,フ ァイルの アプ リケー シ ョンか

らその建物全体 とか カス トマーのキ ャンパス

全体 に流 してい くわけ であ りますけれ ども,

このバスを非常 にハイス ピー ドで行 うことが

で きれば,将 来私はそ うな ると思 うのです け

れ ども,サ テライトが入 って くれば必 ずそ う

い うふ うになる とい うふ うに思 うわけで,非

常 に有効 な手段 にな り得 るで しょう。 それが

可能になった段階で,小 さな マス プロ化 され

たいわばプロセ ッサ とい うものの出現が考 え

られ るわけで,全 く同 じ投 資かない しは投資

が少 な くて も,パ ワーはメ インフレー ムの も

の よりも大 きい ものを全体 としては確立 して

いるのではな いか と思い ます。 この分野 で も

多 くの研究,開 発 が現在行 われ てお ります。

そ してそれ こそまさに カス トマー ・プ レ ミス

の ものにな るわ けで,そ れ に よって カス トマ

ー ・プレ ミスの トランスペ アレンシーが いや

が上 に も高 ま ります。

平 山 これは ネッ トワー クとコンピュータ

あるいはIOタ ー ミナル との間の インタ フェ

ースの問題 が技術的 な問題 として重要 であ り

ます し,そ れ がいわゆ るネッ トワー ク側 とそ

れか らコン ピュータ側 との 仕事の分担 の問題

に もかかわ りがあ ります。 さ らにまたセンタ

ーの コンピュー タとター ミナルの仕事の分散

に もかかわ りがあります し,そ うい うものが

1っ の企業体 の中 で トータル ・シ ステム とし

ていかなる形 が一番い いか とい う形 で設計 す

ることは容易 であ りますが,先 ほ ど司会の方
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か らお話が あ りましたように,い ろい ろなコ

ンピュー タを後か らっなげ ようとい うことに

っいては トータル ・システムとしていか なる

形 が最 適であるか とい うことは大変 むず か し

い問題 である と私は思い ます。 いわゆ るイ ン

タフ ェースをどち ら側 が とるか とい うことが

常に問題 になるわ けで,ネ ッ トワーク側 にそ

れだ けの能力 を持 たせ るよ うにす るのか,あ

るいは コンピュータあるいは ター ミナル側 に

そ うい う能力 を持 たせ るか とい うこ とは,い

ろいろな意味 で利害得失 があ るわけであ りま

すので,今 後あるいはコモン ・キ ャリア側 の

ネ ットワー クとコ ンピュー タ ・メーカーの間

の1つ の争 いになる可能性 もあります。 それ

はSBSの よ うにネ ットワー ク,ト ランス ミ

ッション ・ネットワーク とコンピュー タあ る

いはター ミナル とが全部 の トータル ・システ

ム として適正なデザインをや ることの方が私

はある意味では非常 に楽 ではないか と思 うわ

けであ ります。今後 イ ンターナショナルに も

ネ ットワー ク側 とそ ういったた くさんの コン

ピュータの間の インタフェー スをいかな る側

で標準 を決 めるかは,先 ほ どお話が あ りまし

た ようにCCITTで は,ネ ッ トワー クの立

場 で議論 をす ると思 います。 それか らISO

で は コンピュータの側 で議論 をすると思 いま

す。 その両者が最近は歩 み寄 って話 をし始 め

たとい うことを聞いてお りますが,そ うい う

意味 では,将 来 インターナ ショナルな立場 に

おいて も,コ ン ピュー タとネットワークと両

方合 わせ たよ うな,あ る意味 のSBSの よ う

な インターナ ショナルな立場 で もって,コ ン

ピュータとネ ットワー クが一体 とな った何か

標準化の方向が進め られ るのがいい と思 いま

す。 それ ぞれ過 去の歴史 を背負 っている もの

で,必 ず しもそ ううま くいかないのではない

か とい うおそれ を持 ってお ります。

それか らもう1つ,大 学 の学者 としては,

そ うい ったプロ トコルをいかに表現 をす るか

とい う問題 があ りま して,表 現 をす る仕方 が,

だ れで もがそれを間違 えず に 」そ してすべて

が誤解 のない ように表現 する とい う学問が将

来発達す ることを大学 の学者 として は期待 し

てお ります。

鈴 木 私 の方は,い わゆる異 なった コンピ

ュータの連結で きると,こ れ は企業 に とって

あ りがたいのですけれ ども,こ れ はむ しろ今

回関本 さんにお聞 きした方 が早 いの じゃない

か と思 うのですが,い かがで ござい ま しょう。

関 本 それは技 術的には可能 になるだろ う

と思います が,問 題は経済 的に,い っの時点

か,こ れはなか なかだれ も,ノ ーボデ ィ ・ノ

ーズ,こ うい うところじゃないか と思 います。

しかし将来 の姿の中 で,や は りCア ン ドCと

い う姿の発展の中で,私 たちが提供 で きるそ

ういうCア ン ドCシ ステムが より有効 になる

のには,私 はや は りコンパ ティビリティがど

の程度 までい くか とい うところに も1つ 大 き

な問題があろ うか と思 います。

ただ,た とえば ファク シ ミリの例 に ついて

申 します と,こ れ はいまの ところた とえばG

3と い うハ イスピー ドの ファクシ ミリ,こ れ

は商売 としてかな り日本の中 に もふ えてまい

ってお ります し,国 際的 に もあるわ けであ り

ますけれ ど も,ど ちらか とい うと,ま だ閉 じ

られた世界,閉 じられた シス テムであるとい

うところが あるわけであ ります。 したが って,

い まの段階 だけで,い まの量 ぐらいだけで満

足する とい うか,い まの有効性 がそれ でいい

というな ら,何 もあえて標準 化を緊急 に進 め

な くともいい と言え るわけであ りますけれ ど

も,や は り一層そ うい う効用 とい うもの を社

会に提供 してい くとい うためには,や は り何

らかの形の標準化を1歩1歩,ま た ファクシ

ミリの例 か ら言 えばいまの時点 で進 めなけれ

ばいかぬだろ うと思 い ます。

したが って,よ りコンパ テ ィビリティを追

求 してい くべ きであると思 い ます。 しか しな

が らい ま平山教授が おっ しゃったよ うな意味

でのそ うい う歴史的 な背景 がみな あるわけで
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あ ります。それ ぞれ にはみな存在する理 由が

あ るわ けで あります。その存在す る理 由をさ

らに大 局的見地 か らコンパテ ィビリティを持

たせ てい くには,あ る意味での権 威の力 と時

間 とがかか ろうとい うの が一般的 に言え るこ

とではないか と思 います。 コンピュー タの問

題 にっ きまして も,恐 らくこれ らの10年,20

年 の中 でい ま言 った ような問題が,紆 余曲折

の形で いろい ろ起 こって くる とい うのが私の

意見 であ ります。

ヘンス レイ 私 もちょ っと付言 したい と思 .

い ます。 いま指摘 されている問題 は非常に大

きな問題 だ と思 い ます。 そ してサ テライ ト ・

ビジネ ス ・システムを導 入 しよ うと思 って い

る人 な ら,だ れで もこの問題 を認識 してい る

と思 います。 しか しなが らカ ス トマーについ

て検討 をす る場 合に,発 表 の中 で も言われ ま

した ように,あ る特定 の カス トマー ・セッ ト

とい うものがあ るわけで,カ ス トマーがそ う

い うことをや りたい と思 っている し,カ ス ト

マーは フロン トエン ドに立 ちたい と思 ってい

るわけであ りま して,い ろいろなデータ処理

の コス トもかか るし,電 話料金 も高 い し,そ

してまた17%も 料 金 が上が って きてい るわ け

で,そ うい うこ とを考 えた場合 に,単 に こう

い う コス トを下げるだけではな くて,新 しい

生産性 の改善 の方法 を見 つけたい と思 ってい

るわけ です。 こうい うカス トマーの立場か ら

考 えると,最 初 はなか なか それを断 わ ること

は できない と思 います。 たとえば 「フォチ ュ

ーン」の上位500社 とい うこと言 われ ますが,

これ らは,非 常 に大 きなユーザーです し,ア

メ リカ全体 にあ ちこ ちに ファシ リティが分散

してい るわ けで,こ うい うよ うな企業 に行 き

ま してそ してテ レコ ミュニケー シ ョンのオー

ガニゼ ーションを成 長 させ ることを説 いて回

るわけ です。 た とえばデータ処理 の人 た ちの

数が非常 に大 きいわ けで ありまして,そ れ に

比べれ ばテレコ ミュニケーシ ョンの人 の数 は

現 在少 ないわけです。少 な くとも大手 の企業

新 しい通信 メデ ィアへの期待

に対 していま こうい う教育活動 をや っている

わけです。 もちろん この組織 を大 き くしよう

という気持 ちはあ りますが,イ ンタフ ェース

を しよ うとす る場合 に,す べてのデ ィジタル

の フロン トエン ドとイ ンタフェー スしよ うと

す る場合に は,カ ス トマーに対 してわれわれ

の システムの 方に来て もらわなけれ ばな らな

いのです。い まのところ これ にっいては特 に

問題 はない と思 います。 プロ トコル について

もまた標準化 され たコンピュータの コンパ テ

ィビリティに ついても考 えていかな ければい

けないわ けで あ りま して,こ れ を本 当 にユニ

バーサルにしようと思 えば そうい うこ とを考

えていか なければな りませ ん。 しか し,そ の

前に大 きな企業,大 手の カス トマーの方 をわ

れ われ のシステムに合 わせて標 準化 して もら

うことを説得 す る必要があ るわ けで,わ れわ

れの プロトコルを確 立 して,統 一的 な ものを

っ くってそれ を標準化す る ことがまず第1番

にや ることだ と思 います。残 りの人 た ちはそ

の大企業 の人の節約 ぶ りを見 ま して,そ して

また生産性 の伸 びとい うものを機会 として と

らえて見てい くと思 います 。あ る意味 で これ

は賭 の ような ものです。 こうい う節約 がで き

ることを説得 して,た とえばIBMが50年 代

に コンピュータを導入 した ときにや りま した

よ うな ことをわれわれ もや ってい くべ きでは

ないで レよ うか。 そ うすれ ば非常 に大規模 な

力が結集 され ると思 います。 た とえばSBS

とかNTTと か またその他 の どんな会社 で も

いいですか ら,そ うい う会社が責 任を持 って,

そ して全責任 の上に立 って標準 化 とい うのを

や ってい くべ きだ と思 うわけで,カ ス トマー

もそれに参加 をしてい くとい うことが重要 だ

と思 います。

綾 ただいまのヘ ンスレイさんのお話,私

も全 く同感 で して,私 どもも企業 にい る立場

か らします と,先 ほ どの全般 的な コンパ ティ

ビリティは非常 に望 ま しい と考 えますけれ ど

も,現 実問題 としてわれ われが アプローチを
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していか なければいけないのは,そ ういっ た

ことがた とえすべて解決 しな くても,一 応長

期 ビジ ョンを もってス テップ ・バイ ・ステッ

プで トー タル ・コス ト ・リダクション ・プラ

ン として アプローチ していけば,通 信 コス ト

が十か らスター トとい う ことですか ら,そ う

いった ことでか な りな節 約が期待 で きるの で

はないか と思 います。企業 レベルではあ る程

度 の大企業 ではそ うい ったことで現 実的な ア

プローチをする。 ただ,そ ういった場合,や

は りその企業 としての長 期 ビジョンが大事だ

と思います。

関 本 それで はいまの件 で私か ら質問なん

ですが,端 的 に言 います と標準 化,こ れ はい

ま私 フ ァクシ ミリの例で も挙げ ましたよ うに,

それが進 まなけれ ば企業 は取 り入れ るべ きで

はない とい うことではな くて,い わゆる閉 じ

られた経営 とい うか,閉 じ られた世界 とい う

か,そ ういった ところ ではそれ が大 いに有効

であるか ら,み な大いに採用 もされ,伸 びて

お る,こ れ が現実 の姿で あ りますが,問 題 は,

そのい まの中 で私 の理解が間違いがなけれ ば,

と もか くSBSと して も大 きな企業 に対 して

大 いに働 きかけて,こ れだ け経費 が節約 にな

る とい う例 を挙 げなが らその仲 間をふや して,

そ れ をSBSス タ ンダー ドというような形 で

大 いに標 準化に貢献 してい こうじゃないか と

い うよ うな話だろ うと思 うのですが,そ の場

合 にアメ リカの中 にお きま しては,私 も知 っ

ている範 囲では,た とえばウ ェスタンユニオ

ンがウェスターを上げまして,や は りドメス

ティック ・サテライ ト・システムの計画を進

行 しているのです。 また,ア メ リカン ・サ テ

ライ トもやは り同 じようにデータ ・エクスチ

ェンジ とい うことで,同 じよ うなアイデ アで,

私 は時期 としましては アメ リカの サテライ ト

はすで にあるカス トマーを とってや ってお る。

こうい う状態か らい きま して,い わゆ るアメ

リカの自由経 済の中で大 いに競合が行われ る

だろ う。 これ はある意味 では結構 な ことだ と

思 いますけれ ども,問 題 はその場合 にや は り

標準化 といいますか コ ンパティビ リテ ィ,ウ

ェ スタン ・ユニオン ・スタンダー ドとアムサ

ッ ト・スタンダー ドとアメ リカン ・サテラ イ

ト ・スタンダー ドとそれか らSBSス タ ンダ

ー ドとい うような ものが将 来に禍根 を残 すの

か残 さないのか,こ れ は私はわか りません。

しか しその辺についてはSBSと しては どう

い うふ うにお考えになってお るか とい うのが

私 の質問 で ございます。

ヘ ンス レイ 予測 がで きるよ うな水晶玉が

あ るわ けで はあ りませんか ら,コ ンパ テ ィビ

リティが これ これのデバ イス間で ある とかな

い とか を予測す るのは非常 にむずか しいわけ

ですけれ ど も,た だ,ぜ ひ認識 しなけれ ばい

けないのは,少 な くともSBSと い う観点か

ら見た場合,ち ょっ と例 を挙 げてみま しょう。

ファクシ ミリの例 を挙 げ られ ま したので,私

は違 う例を挙 げてみます。

インバウ ン ドの シグナ ルのデータの ことを

考 えてみます と,X21と い うふ うに呼んでい

るのですけれ ど も,わ れ われ 当初一体 どっち

の方向に行 った らいいかわか らなか ったわけ

です。 まず インバ ウン ド ・シグナルについて

お話 します と,イ ンバ ウン ド・シグナ リング

とい うのは コールア ップの インフォメー シ ョ

ンとそれか らファース ト ・デー タと両方 を同

じ物理 的なチ ャンネルに乗せ ることが できる

ことを言 うわけ であ りますか ら,1つ の コン

ピュー タの コー ルを ほかのチ ャンネルに乗せ

て,も う1つ 別 のチ ャンネルに乗せ る とい う

こ とは必要 なわ けです。

ここでそれで は一体 ど うい う方 向に入 った

らいいのか とい うこ とを考 えた場合 に,CC

ITTを ま ずプ ッシ ュす るべ きなのか,そ し

て それ をス タンダー ドとす るべ きなのか,そ

れ とも独 自の スタ ンダー ドをや るべ きなのか

と考 えたわけです。CCITTと してはSB

Sの ス タ ンダー ド,た とえばメーカー とかベ

ンダーが参加すれば,ど ちらをスタンダー ド
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とするかとい うのは まだ オープンな問題 であ

って,ま だ決 まってお りませ ん。 インパウン

ド・シグナ リングとい うのはSBSの 中 で も

非 常に緊急の問題にな ってお りま して,意 思

決定 を間 もな く行わなければな らない段階に

来ているのですが,ま ず最 初にだれ が何 を言

うか1そ してまず この スタンダー ドはいいん

だ よ,こ れがベ ンダーの リクワイァメ ン トも

満 たす し,本 当に この スタ ンダー ドがいいん
ノ

だ とい うふ うに最初に まず名の り出た者が一

番得に なるのか もしれ ません。ですか らまず

最 初にだれかが前面に立 ってRア ンドDを や

って,そ してそのほかの もろもろの必要 な作

業 をや って,ま ずだれかが これがいいスタン

ダー ドだ と言 えばまさに一番 の先端 になるわ

けであ ります。 それ によって本当に創造的な

方向が決 ま って い くので はな いでしょうか。,

これをや りたい と思 っているわ けです。

関 本 いままで一応 日本側 の講 師か ら出 た

お話 の中 で,国 際化 とい う問題 と標準化 とい

うか コンパ テ ィビリテ ィの問題に しぼって話

題 を進 めてまいったわけです けれ ども,今 度

はSBS側 の ガル ビンさん あるいはヘ ンスレ

イさんの方か ら何か 日本側 のパ ネ リス トに対

して この機会 に聞い てお きたい とい うか,議

論,問 題 を提供 したい とい うよ うな ことがあ

れば,ひ とつ質 問の形 な り意 見の形 で出 して

いただ きたい と思 います。

ヘンス レイ できれば1つ 伺いたいことが

あ ります。 それは2番 目の ス ピーカーの方が,

貿 易の問題 について触 れ られ,非 常 にお もし

ろい コメン トと思 い ました。後で もう1度 テ

キ ス トで も読 ませて いただ きたいと思 ってお

ります。

先 ほ どの指 摘の中で,日 本 は多かれ少 なか

れ貿易立国 である,そ して多 くの貿易産業 が

あ るとおっ しゃったわけです。 その意味 でペ

ーパー ワーク志 向型 とい うことであ りまして,

すべ ての貿易 作業 とい うのは紙 を取 り扱 う,

そ してまた労働集約 的であ って,人 間が ペ一

新 しい通信 メデ ィアへの期待

パー ワークをや るのだ とい うこ とをお っしゃ

ったわ けです。 そして遅 れが生 じる と,非 常

に コス ト高に つ くとい うこ とを指摘 されたわ

けです。 その ときに3兆 円 とい う数字 を挙 げ

られ た と思い ます。3兆 円 の ロスが起 こ り得

るとい うこ とをお っ しゃったのですが,こ れ

は メッセージを伝 えるための ロスなんで しょ

うか,一 体 どうい う意 味でおっ しゃったか伺

いたい と思 います。

鈴 木 メ ッセージの方のいわゆ る貿易書類

の関係,こ れ また正 確に計 算 され ないのです

けれ ども,そ の中 の ロスは,大 体書類の ロス

が8,000億 と推定 され てお ります。 それか ら

貨物 の遅延,こ れは非常に膨大 であ りま して,

や は り1兆,2兆 とい う単位 ではないか とい

うことが現在推定 され てい るわけで ございま

す。

それか ら先 ほ どの ガルビンさんのお話 にあ

りましたいわゆ るB/Lの 遅 延,貿 易 書類 は

非常 にた くさん の書類 があ りま して,特 にB

/L,船 荷 証券 が1日 荷主 の ところに来 るの

がお くれます と,金 利 を考 えます と,日 本の

国全体 で1ヵ 月 で大体100億 円,で すか ら年

に1,200億 円 の金利 が1日 の差 に よって生 じ

るのです。1日 早 く来 ると,そ れ だけの金 利

負担が軽減 され る。 その辺 を計算 してい きま

す と,何 兆円か になる と推定 したわけです。

これ はまだ現 在正確 には計算 してお りません

けれ ども,ア メ リカで もたとえば貿易関係 の

書類の いわゆ る ロス とい うものが相 当ある。

日本円 に換算 してや は り何 千億,5,000億 か

6,000億 あ る と聞い てお りますけれ ども, .こ

の辺 はあるい は計算の仕方がいろいろあ りま

すので,大 体大 ざっぱに先 ほ ど3兆 円 ぐらい

ではないか とい うこ とを申 し上げたわけであ

ります。

関 本 さ らにSBS側 か ら見 てこの機会 に

何 か日本のそ ういう情 報化 の問題,物 事の考

え方の問題等 々で質 問,御 意見 が ございます

か。
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ガル ビン 私の方か らひ とつ コメン ト申 し

上げたいので,ち ょっ と冗談 ですけれ ど も,

最 初に言わせ てい ただ きたい と思 います。

私が了解する限 り,米 国 が現在貿易 ミッシ

ョンを日本 に送 ってい るようであ ります。 そ

してその ミッションを通 じて対 日輸出 をふや

したい と考えてい るようであ ります。 そ うい

う意味で,も し私 どもが ここでや ろ うとして

いるこ とを通 じて 日本 の貿易 を拡大す る,つ

ま り輸出を増大す るような ことのために私 ど

もが助 けをしてい るよ うで,ど うもアメ リカ

政府の意 図 とは逆行す るような気が して しか

たがあ りません。

関 本 これはアメ リカ政府 の意図か ど うか

は別 として,わ れ われ人類 の平和 と発展のた

めにい ろいろ と有効な システムをお互い に提

供 し合 う,あ るいは意見 を交換 し合 う,そ う

す るこ とによって最 も効率 的な社会,別 な言

葉 で言 えば平和 な社会,戦 争 のない社会,こ

れ に貢献 してい くこ とがで きれば,い まの日

米貿易 アンバランスの問題 も過渡的 な問題 と

してお考 えいただければ結構 ではないか とい

うのが私の意 見で ござい ます。

ガル ビン 私 も賛成 です。

関 本 それではかな りいろい ろなお話が出

たわけであ'りますが,最 後に もう1つ 私 か ら

これは質問の形 で ござい ますが,日 本 と米国

ではいろいろとコモン ・キャ リアとい う考 え

方,組 織が違 うわけであ ります。 仕組 みが違

うわけであ りまして,そ こで特 に アメリカに

お きますATTとSBS,こ の 関係 は先 ほ ど

の発表 の中 にもあ りま したけれ ども,地 上の

回線 に比 べて十の経済的な リンクを提供 す る

とい う問題の提起 とい うか説明 もあ りま した

けれ ども,ATTとSBSと の将 来 とい うか,

これはあ る人 は,あ る ジャー ナルに出ていた

わけですが,ATTとIBMの 闘 いはま さに

竜虎の闘いである。 タイ ガー と ドラ ゴンの闘

い,ど ちらがタイガーで どちらが ドラ ゴンか

わ か りませ んけれ ども,と にか く竜虎の闘い

である。 これの萌芽がい まま さにSBSと い

う姿の中でIBMと い うもの がそ うい う形 で

姿 をあらわ して きた とい うような ことが,私

が言 うのではな くて,い ろいろ新聞 ・雑誌 で

取 りあげられた りしてお ります。 この辺 をひ

とっ,自 由な立場 で答 えていただけれ ば と思

います。

ガル ビン それでは軽 く申 し上げる といた

します と,虎 の方 は非常に敏速 でやせ てお り

ます し,竜 の方 は もう熱 い空 気に満 ち満 ちて

い るとい うふ うに思 うわけです。 ですか らど

っちが どっちかは皆 さんの判断 にお任せ いた

します。

関 本 それではほかの講師の方か ら何か最

後に コメン トな り質問 な りござい ませ んで し

ょうか。

平 山 ちょっと質問 をSBSの 方 に したい

と思います。

SBSの 説 明の中に,ネ ッ トワー ク ・マネ

ー ジメン トのお話が ございましたの で ,ネ ッ

トワーク ・マネー ジメン トについてお話を聞

きたい と思います。 それ は1つ は トラフィ ッ

ク ・コン トロー ルの優先度 を常 に一定 にして

いるのか とい う質 問であ ります。時 と場 合 に

よって優先順位 を変 えるようなや り方 をや り

ますか とい うのが1つ の質問。

それか らもう1つ の質 問は,コ ンピュータ

と トランス ミッシ ョンすべての信頼性 につい

ていかな るデザインをや られ ましたか とい う

質問であ ります。その2点 にっい て御 説明 い

ただければあ りが たい と思 います。

ヘンスレイ プライオ リティに関 して,そ

してネッ トワーク ・マネージメン トに関 して

ですけれ ども,そ れ を言われた ときに,ポ ー

トでの プライオ リティ とい うこ とを考 えてお

られ たの じゃないか と思 いますけれ ども,デ

ータ ・ポ ー トとかボ イス ・ポ ー トの中 で どち

らのシグナルにプ ライオ リティを与 えて コン

トロー ラに アクセス され るか とい うそ うい う

意味 での プライオ リティだった と思 うのです
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けれ ど も,そ の後 でモ ジュレー シ ョンされて,

サ テライ トな りター ミナルな り行 く,そ して

戻 す とい うことで よろ しいの ですか。 それ と

もカス トマーの プラ イオ リティとい うこ とな

んです か。っま りカ ス トマーがいろいろな種

類 の コンプ リメンタ リー ・エ ク ィプメン トっ

ま りファクシ ミ.リと高速 デー タ処理,テ レコ

ンファレンシ ングの プライオ リテ ィと,ど っ

ちのプライオ リティだ ったので しょうか。

平 山 プライオ リティの中 に2通 りあると

思 いますが,ト ランス ミッシ ョン ・ネ ットワ

ー クの トラ フィックの要求が非常 に多 くな っ

た場合 に,ト ラフ ィック ・コン トロールを ど

うい うポリシー でSBSと してはや られます

か。そ してそれ はある ときにはカス トマーで

あるし,あ る ときに はポー トごとに優先順位

が決 まっている,プ ライオ リテ ィが何通 りか

あると思 います。 そ うい うものの階層構 造み

たいな ものがない と,本 当の オペ レー ション

・システムの設計が で きないはずだ ろ うと思

ってお りますの で,そ うい うこ とが コモ ン ・

キ ャリアとしては非常 にむず か しい問題 で,

コ モン ・キ ャリア側 としてはプ ライオ リテ ィ

がつけ にくい問題 であ りますので,こ うい う

よ うなSBSの よ うな場合 には プライオ リテ

ィがその企業 の中 で コンセ ンサスが とれ てつ

くれ るの じゃないか と思 いますが,そ の辺 の

ところを教 えていただければいい し,ま たそ

れ が時 々刻 々プ ライオ リティが変更 で きるよ

うな システムとい うのは柔軟 なや り方であ り

ま して,こ れは コン トロール ・システム とし

ては非常にお も しろい システムであ ると思 い

ますが,そ うい うことは ど うい うか .っこうで,

設 計 な さるか基本的 な考 え方 を教 えていただ

け るとあ りがたい と思 い ます。

ヘンスレイ ごく簡単 に言 い ます と,サ テ

ライ ト ・ビジネス ・システム とい うのは以 下

のよ うな点 で きわめて ユニー クで あ ります。

いわゆ るデマン ド ・アサ イメン トとい うのを

システムの中に組 み込 んで あ ります。っま り

新 し い 通 信 メ デ ィア へ の 期 待

これ は以 下 の よ うな こ とを 意 味 し て お り ま す 。

つ ま り サ テ ラ イ ト ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・コ

ン ト ロー ラ と い うの が 基 本 的 な ブ ロ ッ ク に な

っ て い て,こ れ が コ ン ト ロ ー ル ・デ バ イ ス に

な っ て い る わ け で す 。 こ れ は 地 上 局 の 場 合 で

す 。 そ し てそ の 性 能 と し て さ ま ざ ま な 伝 送 さ

れ る項 目,こ れ は フ ァ ク シ ミ リ で あ っ て も テ

レ コ ン フ ァ レ ン シ ン グ で あ っ て も,デ ー タ で

も音 声 で も そ れ を 競 合 し,そ し て そ の 間 に プ

ラ イ オ リ テ ィ を 与 え る と い う能 力 を 持 っ て い

る わ け で す。 っ ま り どれ を 最 初 に伝 送 す るか,

そ して ど れ を 高 速 の バ ッ フ7に 入 れ る と い う

プ ラ イ オ リ テ ィ を 与 え る こ とが で き る わ け で,

そ うい う プ ラ イ オ リ テ ィ は,サ テ ラ イ ト ・コ

ミュ ニ ケ ー シ ョ ン'コ ン ト ロ ー ラ用 の 各 地 上

局 に 入 っ て い る わ け で す 。 そ し て そ れ ぞ れ を

入 れ て バ ー ス トさ せ て い く わ け で あ り ま す 。

2っ の 種 類 の ア ル ゴ リ ズ ム を 私 ど もは 備 え て

お り ま して,そ の ア ル ゴ リ ズ ム に よ っ て そ れ

を 可 能 に し て い る わ け で す 。1つ は バ リ ア ブ

ル ・デ ィ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン と呼 ば れ て い る も

の で あ り ま し て,そ の 意 味 と し て は,あ る サ

'テラ イ ト ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・コ ン ト ロー

ラが 特 定 の バ ー ス ト ・タ イ ム を 持 っ て い る と,

っ ま り バ リ ア ブ ル ・ デ ィ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン と

い うの は 固 定 化 さ れ て い る と い う こ と を 意 味

す るわ け で あ り ま し て,あ る特 定 の バ ー ス ト

に 入 る 項 目,ビ ッ ト ・ス ト リ ン グ の バ ー ス ト

とい う の は ・ドー トを あ らわ して い る わ け で あ

りま して,サ テ ラ イ ト ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

・コ ン トロ ー ラ は と き お り そ れ ら の ポ ー トの

ヒ ス ト リ ー を チ ェ ッ ク す る わ け で あ り ま す 。

そ れ で テ ー ブ ル ・ル ッ ク ア ッ プ を し て,ア ク

テ ィ ビ テ ィ ・ フ ァ ク タ ー と い うの を 見 る わ け

で す 。 そ れ を 見 る こ と に よ っ て どの ポ ー トが

バ ー ス トを 続 け る か と い う こ と を見 て い く わ

け で す 。 統 計 的 に チ ェ ッ ク し て み て,ほ か の

ポ ー トが オ フ フ ッ ク か オ ン フ ッ ク に な っ て い

る か を 見 る わ け で あ り ま し て,こ うい うバ ー

ス ト ・タ イ ム の 固 定 化 と い う こ とが 行 わ れ て

一41一



い る わ け で あ り ま す 。 し か し な が らい わ ゆ る

フル バ リ ア ブ ル ・ア ル ゴ リズ ム と呼 ば れ て い

る ア ル ゴ リズ ム の 場 合 に は,以 下 の よ うな こ

と を 意 味 し て い る わ け で す 。 つ ま り こ の 場 合

の 性 能 と し て は バ ー ス ト ・フ レ ー ム を 延 長 す

る こ とが で き る わ け で す 。 こ の 場 合 に,バ ー

ス ト ・フ レ ー ム を 長 くす る こ と は,各 サ テ ラ

イ ト ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ・コ ン トロ 」 ラ と

い うの が も は や 大 き な 固 定 し た バ ー ス ト ・パ

タ ー ン を持 っ て い る の で は な く て,追 加 的 な

性 能 を 与 え られ る と い う こ と で す 。 た と え ば

15ミ リセ カ ン ドの よ うな 長 さ の フ レ ー ム を 持

っ て い る と して,そ れ が コ ン ト ロ ー ル の 場 を

持 っ て い る とす る わ け で あ り ま す 。 テ キ ス ト

の フ ィ ー ル ドも あ る と い た し ま す 。 そ し て 追

加 的 な リ ソ ー ス を持 っ た よ う な プ ー ル が 入 っ

て い る わ け で す 。 そ う す る と サ テ ラ イ ト ・コ

ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ・コ ン トロ ー ラ は そ こ に い

っ て ア ス ク す る こ と が で き る わ け で あ りま し

て,こ の ア ル ゴ リズ ム を 利 用 し ま し て サ テ ラ

イ ト ・ マ ネ ー ジ メ ン ト ・ フ ァ シ リ テ ィ と い う

コ ン ピ ュ ー タ の と こ ろ に 戻 っ て い っ て,そ し

て追 加 的 な タ イ ム を 割 り 当 て て も ら う こ とが

で き る わ け で す 。 た と え ば メ ガ ビ ッ トの バ ン

ドを追 加 的 に 要 求 す る こ と が で き る わ け で す 。

こ のSBSの 中 に は3つ の レ ベ ル の コ ン テ ン

シ ョ ン ・プ ラ イ オ リ テ ィ が あ る わ け で,1つ

は さ ま ざ ま な 種 類 の 機 器 に 対 す る プ ラ イ オ リ

テ ィで あ りま し て,つ ま りポ ー トに 入 る た め

の プ ラ イオ リ テ ィ で あ り ま す 。 そ れ か ら 次 に

さ ま ざ ま な 地 上 局 の 間 の プ ラ イ オ リ テ ィ が あ

る わ け で す 。 各 サ テ ラ イ ト ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン を各 地 上 局 に 割 り当 て る わ け で,カ ス ト

マー の 全 ネ ッ ト ワ ー ク に お い て 追 加 的 な 時 間

に 対 す る プ ラ イオ リ テ ィ を 考 え ま す 。 そ して

そ の 後 で,ま た 究 極 的 に は 各 ト ラ ン ス ポ ン ダ

一 間 の プ ラ イ オ リ テ ィ を 地 上 局 に お い て 考 え

て い く わ け で す 。 とい う こ と は,3つ の レベ

ル の プ ラ イ オ リ テ ィが あ っ て,そ れ に 基 づ い

て 追 加 的 な ハ ン ド幅 で あ る とか 追 加 的 な ケ イ

パ ビリティとい うものを求 めることがで きる

よ うにな るわけです。 いかなる国 において も

こんな種類 の シス テムが あ るとい うことはな

いわけで あ りま して,た とえば電話会社 で追

加的なキ ャパ シティをほ しい として,た とえ

ば60Kと か112Kビ ッ トとい うものを考 えた

場合 に,そ れに対 して払 わなければな らない

価格 を永久 に考 え るといた しますな らば,ラ

インを入 れてそれを固定化 してしま うわけで

すか ら,マ イ クロ ウエーブで も何で も永久に

閉 じた世界 になって,要 らな くなって も持 っ

ていなけれ ばいけない。 そ して金 を払 って リ

ー スしなけれ ばな らない とい うことになるわ

けで ありま して,SBSが や ろ うとしてお り

ますのは,先 ほ ど利用統計にっいてお話 しし

ましたが,追 加的 なキ ャパ シティは買 うけれ

ど も,そ れをパーマネン トの施 設には しない

ということで,プ ライオ リティのあるネッ ト

ワー クを使 うこ とに よって私 どもの言 うこ と

を実現す るこ とが できるわ けで す。 こうい う

プライオ リテ ィを可能にす るこ とによって,

カ ス トマーが 自分 のニー ズに合 ったサー ビス

を受けることがで きるわけ です。 このよ うに

プライオ リテ ィを独 自でカス トマーがつ くる

ことは,そ の後 で もで きると思 います。

鈴 木 これ までいろいろSBSの システム

の ことをお聞 きしたのです けれ ども,こ のシ

ステムは,己 れ までのお話 です と,現 ユー ザ

ーの既存 のシステムを相 当 とい うよ りも,全 ・

面的 に変 えな けれ ばな らな いの じゃないか と

い う1つ の疑問が あ ります。 こ うい う既存の

システムを変 える とい うことにな ります と,

今 後利用 す るユーザーが二の足 を踏 むの では

ないか,と い う危惧が あるのです けれ ど も,

これについていかがで ございますか。

ガル ビン ビジネスの世界 においては,新

しい アプローチ をとる場 合には,必 ずそれが

採用 され る前には鋳躇 の心が伴 うものであ り

ます。 しかしそ うい った新 しい アプローチか

ら出て くる と考 え られ る便益 が十分 に太 きけ
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れば,そ ういった鋳躇 の念は直 ちに克服 で き

るであ りまし ょう。IBMも エ トナも両 方 と

もが社 内で研究 を行 って,SBSシ ス テムの

アプ リケ ーシ ョンの研究 を行 って いるわけで

す けれ ども,そ して たぶんそ うい った最 初に

設置 されるシステムの2つ の うちの1つ にな

ると思 うのであ りますが,そ の内部的 な研究

をしている重要 な理 由 として は,ユ ーザ ーと

してのポテンシャルを持 ってい る人 を考 えた

ときに,こ の システムを実施 に移 す場合 に ど

うい う問題点 が考え られ るのか,ま たそ うい

った シス テムに移行 した場合 の その後 に起 こ

り得 る問題点 とい うの と,そ れか ら完全 にシ

ステムを適用 した ときの便益 とを比較 して ど

うな るか とい うこ とを考 え るわけであ ります。

こうい う形 で事 前の研究 を十分 してお くこと

によ って,そ うい った カス トマーの持 つ躊躇

の念 は解決 で きると思 い ます。 つま りかな り

早 い段階で この シス テム を使 いたい とい うよ

うな ユー ザーが1な い し2社 がかな り有力に

あ るわけで あ りま して,そ うい う人の場合 に

はいわゆ るIBMと か エ トナがデモンス トレ

ーシ ョンをする ときに持 ち得 るよ うな偏見を

持 たない新 しい目で システムの研究に も貢献

できると思 います。

綾 ただいまの こ とに関連 して もう1つ 質

問 したい ことが あ ります。 いまお話に なった

ように,す ぐれ た経 営者が いて りっぱな企業

が こういったこ とを先 に採用 され るのではな

いか と思 います。 これに はセールス としては

スーパ ーセー ルスマン とい うの ですか,そ う

い う人が要 ると思 い ます けれ ど も,SBSと

し ては どういったセール ス活動 をおや りにな

るか とい うことが1つ 。それか らもう1っ,

こ うい った新 しい可能性 を利用 した革新 され

た新 しい会社 とい うのですか,そ うい った も

のが何年 ごろ何社 ぐらい とい うふ うに予想 さ

れ てい るのか,こ れ は軽 い気持 ちで結構 なん

ですけれ ども,そ うい ったこ とを ちょっとお

聞かせ願 えれば と思 い ます。

新 しい通信 メデ ィアへの期待

ガル ビン まず最初 にマー ケテ ィング活動

の方か らお話 したい と思い ます。

この分野 においてわれわれがい かに重要 と

思 っているか ということは,マ ー ケテ ィング

の部門にSBSが 置 いてお ります人間の数 で

あ ります。 マーケテ ィングの人 員がエ ンジニ

アの数 より多 いわけであ ります。 それを見て

も,わ れわれ がこの分野 をいかに重 要に思 っ

ているか,お わか りいただけ ると思 います。

それか らもう1つ ぜひ指摘 してお きたいの

は,SBSの 先 祖をち ょっとた どってみます

と,っ ま りIBMの インプッ トとい うこと'を

考 えてい るのですが,そ れを考 えてみます と,

IBMと して も常に マーケテ ィングとい うも

のを製品 を市場 に出す上で非常 に重要 な もの

として位置づ けをしているわけであ ります。

SBSの 背 後 にある非常 に強 い駆動力 として

考え られ るのは,わ れわれ は トータル ・シス

テムとしての コ ミュニケー ションの問題 を個

々の カス トマーの レベルで わか っている。そ

してその トー タルなシステム上 の問題に対 し

て トータルな回答を出す準備が あるとい うこ

とであ ります。 もちろんその場 合 にはかな り

鋭敏な スーパーセールスマン とい うのが 当然

必要にな ると思 うわけで,す で に何人かのそ

うい う人 た ちをわれわれは採用 してお ります。

シス テム といわばそ うい ったセー ルスマンた

ち もとも進歩 し,勉 強 してい るわけで,セ ー

ル スマ ンとしての機能 を十分に果 たし,カ ス

トマー との対話等において も非 常に効率 よく

行い得 る,そ ういった資質 を持 った人がだん

だんふえてお ります。 タ イ ミン グ的 に申 しま

して も,実 際 の商業利用可能 なオペ レーシ ョ

ンの システムと しては1981年 の初頭 にはそ

れが市場 に出せ ると思 います。

ヘンスレイ 一言 ガル ビン氏 の発言 に追加

したいと思 うのですが,マ ーケテ ィングの組

織 をっ くった ときに,ま ず最 初 それ は地理別

でやろ うとい うふ うに考 えたわ けです。 それ

はそ もそ もIBMが や ってい るや り方 なわけ
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で,そ のカス トマーのいる地理的 な問題 とそ

れか らサー ビスの密度 とい う観点 か ら分 けて

いたわけです。 ただ,だ んだん と経験 を重 ね

るにつれ ま して,こ れは変 えた方がいい とい

う結論に達 しま した。 とい うのは,カ ス トマ

ーがわれわれの ところにや って きて
,シ ステ

ムは一体 どん なものか とわ ざわ ざ彼 らの方か

ら問い合 わせ に くるわけで,わ れ われ として

はその場合 にはカス トマーの質問 に対 して答

える人を数人置 いていたのです。だか ら,い

わばカス トマーの方が シス テムを求 めて くる

とい うような状況 があ るわけで,技 術的 なス

ペ ックとか そ うい った ものにっいてはわれわ

れ も確立 いた しました し,ま た コス トのパ ラ

メーターにっいて ももう十分 な ものになって

お ります か ら,特 にマーケ ティング努力 を し

な くて も,ど ん どん 自然 に売 れてい くくらい

のものだ と思 ってお ります。

関 本 もうあと時間 が約10分 を残 すのみ に

な りま したが,パ ネリス トの皆 さん方には活

発に質問 を し,意 見も言 っていただいたわけ

でございます。 そ こで,会 場 の皆 さん方の中

か らひ とっい ま出たわれ われの質問 等 々を超

えた,あ るいは関連 があって も結構 で ござい

ますが,何 か ひとっこの機会 にパ ネリス トに

対 して質 問 をす ることがあれ ば活発 に質問 し

ていただきたい と思 います。 どなたか ござい

ませんか。

質 問 先 ほどのSBSの コ ス トが地 上系 に

比べて十 とい うお話があ りま したけれ ども,

細 かい点 ですが,そ の十 とい うのは,地 上系

の どの程度の距離段 階 と比べ た場合 なのかと

い うこ とをお聞 きしたい と思 います。 っま り

ローカルの部 分 と競争す る とい うことは考 え

てい らっしゃらない と思 うので,あ る程度の

距離段階の部分です と十程度 とい う意味 だろ

うととったわけです。

それか ら2番 目は,い ま ヨー ロッパを中心

に たとえばマ イクロプ ロセ ッサを ジョブキラ

ーだとい うことで ,労 働問題 と非常 にか かわ

り合いがあ ります けれ ども,お 話の中 にあ り

ま したエ レク トロニ ック ・オフ ィス とい うの

も,そ うい う観点か ら考 えた場合 に今後何か

大 きな問題 になるか と思い ますが,そ の点 に

ついて どのよ うにお考 えにな ってい るか とい

う,こ の2点 につ いてちょっとお伺いいた し

ます。

ガル ビン まず第1に,も しか したら誤解

を与えたか もしれ ませんので,訂 正 したい と

思 います。

先 ほ ど,現 在の料 金が十になるとい うふ う

に言 ったわけですけれ ども,そ れ はコス トが

寸一に下が ってい くだ ろ うとい うことを言いた

か ったわけで あ ります。 このコス トの十低減

とい う点 に関 して考 えてお りま したのは,S

BSが 検 討い た しま したケース ・スタディっ

ま り大手会社の トー タル ・コ ミュニケーシ ョ

ン ・システムの コス トとい う意味 で申 し上 げ

たわけであ りまして,あ る特定 のポイン ト・

ッー ・ポイン トの コス ト比較 とい う意味での

タリフコス トとして考えていたのではなくて,

コ ミュニケー シ。ン ・ネ ッ トワークの全体 の

コス トとして大手会社 について考 えたわけで

あ ります。 明 らかに地 上系の コス トの方が よ

り安 いとい うことが特 に音声 の場合 につい て

は言 えるわけであ りま して,サ テラ イト・シ

ステムよ りず っと安 い とい うこともあるわけ

であ ります。 またデー タ ・シス テム とかそれ

か らファクシ ミリで もって きわめて デー タレ

ー トの高い ワイ ドバン ドの アプリケ ーシ ョン

のよ うな場 合には,サ テライ トか ら得 られ る

ベネ フィ ットは大 き く出て くるとい うことで,

ケ ース ・バイ ・ケー スで コス ト比 較 とい うも

のは変わって くると思い ます。

次 にジ ・ブ ・キ ラー とい う,失 業問題に関

してであ りますけれ ど も,現 段 階ではこれが

失業 の原因 とな るとい うふ うには考 えません。

しか レなが ら確かに私が申 し上げたコメン ト

の内容か らして,あ る種 の量の仕事 にかけ る

人手 を少 な くす るこ とがで きるとい うことも
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考 え られ ます。失 業の問題 とい うの も当然出

てき得 る とは思 ってお ります。 こういったこ

とは常 にいままでの歴史 の中 で ポテンシャル

な脅威 としてコン ピュータの場合 に考 え られ

て きたわ けであ りま して,コ ンピュータが人

間 に とってか わる,そ れで失業 が起 こる とい

うよ うな ことがず っと言 われ て きたわけであ

ります。 しか し逆 に よ りよい労働環境が でき

るのだ とい うこ とはなかなか言 われなかった

わけであ ります。 ところが いま まではそ うで

はなか ったわ けで あ りま して,コ ン ピュータ

によ って より多 くの仕事が出 て まい りま した

し,そ してよ り高い レベルの労働力 の インプ

ッ トが行 われ るよ うにな って きたわけであ り

ます。 コンピュータが導 入 されなか った場合

と比 べれ ばず っ と環境 は よ くなっているわ け

であ ります。 ですか ら,全 く同 じことがサ テ

ライト ・コ ミュニケー シ ョンの利用 について

も言 えるのではないか と思 います。 またその

他 の コ ミュニケーシ ョンの地 上系 における進

歩について も言 えるのではないか と思 います。

われ われが本当 に小 さな貢献 に しかす ぎない

か もしれ ませ んけれ ども,や りたい と思 って

お りますのは,労 働方程式 の人 間の インプッ

トを向上させ て,す べての人間 の生活水準 を

向上 させ たい とい うことであ ります。

ヘ ンス レイ1点 だけ ガル ビンさんのお っ

しゃ ったこ とにつけ加 えたい と思 い ます。 こ

のSBSと それか らほかの コモ ン ・キ ャリア

の プロダク トを比較す るときにわなが あると

思 うのです。 コモン ・キ ャ リアの場合 にはラ

イ ンごとに料金 を払 うわけです。私 どもは ラ

インベースで もって コモ ン ・キ ャリアと競争

しよ うと思 ってい るわけではあ りません。 ネ

ッ トワー クとい うことで考 えているわけです。

た とえばあ る会社 を考 えた場 合 に・ケース ・

スタデ ィでも出て きたのです けれ ども,デ ィ

スプ レィスメン トの コス ト,つ ま りコモ ン ・

キャ リアを使 わないで済 むこ とに よって出て

くる節 約,た とえば電話料金 とかデータ ・ビ

新 しい通信 メデ ィアへ の期待

ルを払わないで済 むこ とに よって出 て くる節

約 とい うのは,も しか した ら長期的 に生産性

を上げることに よっ て得 られ る節約 よ りは小

さいか もしれません。 っ まり非常 にす ぐれ た

ツールを使 うことによって長期的 に得 られ る

節 約 の方が非常 に大 きいわけであ りま して,

た とえばマーケ ットが具体的 に どうな ってい

くか とい うこ とによって も変 わ って まい りま

す し,そ れか ら実際 にこうい うプロダ ク トに

よって出て くるセー ビングが どん な ものであ

るか とい うことを定量 化する ことがで きた と

して も,全 く新 しい想像力 に富 んだサー ビス

を提供 できる,そ れ によって生産性 を非常 に

改善 することができる。会社 の1株 当 たりの

収益 も非常に高 めるこ とがで きるわけです。

こん なこ とは テレコ ミュニケー シ ョンの観点

か らやった人はだれ もいないわけで,あ る意

味 で新 しい地平線を開 いてい るとい うふ うに

思 うわけです。 ただこれを士 だけの節約 に し

かす ぎない とい うよ うな考 え方でいけば ちょ

っ とわなにはまることにな ると思 います。

質 問 先 ほ ど日本 で上が って いる通信衛 星

が,実 験 衛 星2つ とい うことで あ りますけ

れ ども,イ ン ドネシアがすでに実用衛 星2つ

持 ってい る。私 は電電公社それか らKDD並

び にそれにつなが る独 占が 日本 の発達 を阻害

していると思 ってお るので ござい ます。 それ

をアメ リカか らご らんにな っていかがで ござ

いま しょうか。 たとえばパケ ッ ト通 信 はアメ

リカよ り9年 お くれ てお ります。 それ をひと

っコメン トいただきたいので ございます。

ガル ビン ただい まの御質問 で,現 在あ る

日本の2つ の サテラ イトとイン ドネシアのサ

テライ トに関 しての言及 が ございま した。質

問 され た方はた※ん現在 の衛 星の開発 とい う

の は必 ず しも十分な レベルで行 われていない。

特 にパ ケ ット ・スイッチ ングの場合 には,ア

メ リカに比べ てずいぶん とお くれ てい る,9

年 もお くれているとい うふ うにお っしゃった

わけです。 それ に対 して私の方 か ら申 し上げ
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られ ることとしては,ア メ リカ国内で も問題

が全 くないわけではあ りません。特 に規制当

局 との関係 で問題があ るわけであ りま して,

御 存 じの方 もい らっ しゃる と思い ますが,S

BSは 現 在裁判所 で法廷 闘争 をや ってお りま

して,私 どもに敵対 す る人 たちがわれわれ の

活動 をや め させ よ うと して訴えてお ります。

法廷闘争 を余儀 な くされ てい るわけで,そ の

意味 で問題が全 くないわけではないわけです。

ただ, .アメ リカ国内でわれわれ こうい う問題

が解決 で きる とい うふ うに確信 してお ります。

日本 において も,日 本の衛星等を考えた場合

に,皆 様 の技術,そ して技術を非常に急速 に

実用 化す る能力 とい う観点か ら見てみます と,

非 常に近 い将 来,日 本 で もわれわれに完全 に

追いついて 一 追 いつ くどころか,わ れわれ

を追い抜 かすのではな↓・か と私 どもは確信 し

てお ります。

質 問 今 日は1978年 で,80年 代 と申 しま

す と,も う間 もな くで ございます。78年 代 の

最大の テーマが実 は きょうのSBSの 問題 だ

ったよ うに感 ず るわけで ございますが,SB

Sの い ろい ろな問題 につ きま して きょ ういろ

いろな点 でわか ったよ うな気がするので ござ

います。実はパ ネラーの先生方 にぜ ひ.このS

BSと い うものを80年 代 に予測 しま して,私

は現 在情報処理サ ービス産業 に従事 してお る

ので ございますが,こ れは コモ ン ・キ ャリア

に関連 してお られ る方 もおいでだろ うと思い

ます し,あ るいは学界 の方 もお られ ると思 う

のですが,こ うい う事態に対処いた しま して,

80年 代 と申 します とあ と2年 しかないわけな

んで ございますが,パ ネラーの先生 はわれわ

れに対 して これを一体 ど うい うぐあいに考 え

るべ きであ るか,こ の あた りの ところの御指

導的 な御発言 がいただけれ ば非常に あ りがた

いと思 い ます。

関 本 時間 もあ りません ので,各 先生 か ら

30秒 ぐ らいずつ答えて くだ さい。それを結 び

の言葉に したい と思 います。

平 山 日本 における通信衛 星の実用化 とい

うのは,い まか ら5年 後 ぐらいであろ うと私

は思います。現 在 は御 存 じの ように放送衛星,

通 信衛星 も実験の段階 でありますので,実 用

化 とい うものはあ と5年 後に来 る と思います。

その5年 後 にそ ういった国内の通信衛星が先

ほどのSBSの よ うな形で使 われ るか ど うか

とい うことは幾 分疑問が 日本 の国内で は現状

の延長 線上にはある と思 います。先 ほどちよ

っと申 し上 げま した ような,国 家的 な通信の

ニーズに対 処す るよ うなそ うい う方向 に使わ

れ ることが考 え られ ておるわ けであ りますの

で,デ ータ通信特有 の衛星 を1つ の企業体が

上げるとい う形 が日本 ではす ぐとられ ない で

あろ うと思 うわけであ ります。 そ うい う意味

では,も う1世 代 日本 の場合には時間がかか

るのではないか,そ うい うぐあいに考 えます

と,私 の想 像 でも,そ うい う時代 は1980年

代 は日本 の場合 にはSBSと 同 じような シス

テムができる とい うことはむずか しい と思い

ます。

鈴 木 や は り80年 代 にな ります と,こ のS

BSと い う問題 だけではな くて,社 会的,産

業 間に も相 当新 しい分野 が急激に展開 して く

るのではないか,そ うい う使用環境 とい うも

のが非常 に変 わって くるの じゃないか。です

か らそ うい・う中 で,先 ほどの後質問 ですけれ

ども,私 た ちがやるべ きことは,そ うい う中

でいわゆ る価値 のある仕事,い わゆるバ リュ

ーのある仕事 を創造 していこうとい うのが大

切ではないか と思 います。SBSと い うのは

その うちの1っ に考 えれ ばいいので あって,

まだまだいろいろな問題 があらわれ,わ れわ

れ対応 す るものが出て くるの じゃないか と考

え られます。

綾,私,造 船業 で,い ま国際的に構造不況

とい うこ とで困 ってい るわけなんですけれ ど

も,こ れ までみ たいに高度成長 とかそ ういっ

た ことは帰 ってこないのではないか。 そ うし

ます と・ これか ら先 ビジネスをや?て い く上
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におい てイ ンターナ ショナルにこ うい った新

しい可能性 があ るとした ら,そ ういったもの

を うま く利用 して体質改善 を していか なけれ ,

ばいけないのではないか とい うこ とで,わ れ

われ と して もそ うい った新 しい可能性 につい

ては よく勉強 を して対処 してい きたい,そ う

い うふうに考 えてお ります。

関 本 それでは私,最 後 にいまの質問 に対

す るお答えをしま して このパ ネル ・デ ィスカ

ッシ ョンを終 わ りたい と思 い ます。

きょ うの このお話 は,い わゆ る新 しい通信

メデ ィアへ の期待 といい ますか,そ れの例 と

して,大 変特 徴的で あ り,大 変 フレキ シブル

な シス テム としてTDMA衛 星通 信方式,オ

ンデ マン ド・シス テム,こ れがいまSBSで

採 用 され よ うと してお ります とい う紹介 だっ

た と思 います。 実は私 自身 がTDMAを フ ィ

ージ ビリテ ィ ・スタ ディとして プロジェク ト

をつ くってや りましたのが1966年 で あ りま

す。 もうすでに12年 の年月 が流 れたわけでご

ざい ます。一部 カナダ等 々ではTDMAは す

で にコマー シャルに使 われ てお ります。 そう

い うよ うな意 味で この フレキ シブルな システ

ム としては,確 かに衛星通信 のTDMA,し

か もオ ンデ マン ドでバ リアブル ・デ ィス トネ

ー シ ョンとか とい うような概念 は私 は実は議

論 をも う十数年前 にや っていたわけであ りま

す。 しか し一番問題 なのは何か とい うことは,

や は り私 はこのCア ン ドCで あろ う。 いわゆ

るサ テライ ト・コ ミュニケー ション,フ レキ

シブルなTDMA,こ れ は1つ の大変いい と

思 われ る手段 であ ります けれ ど も,や は り一

番重要 なのはコン ピュータ とコ ミュニケーシ

・ンの結婚,こ の時代 が いままさに始 まり,

80年 代 に花が咲いて いくであろ う。場合によ.

ります と,こ のや り方がやは りレー ザー ・コ

新 しい通信 メディアへの期待

ミュニケー シ ョン,オ プティカル ・フ ァイバ

ー ・コ ミュニケー シ ョンあるいは また同軸 の

ディジタル ・ネ ットワー クあるいはDDXと

い うデ ィジタル ・データ ・スイ ッチ ング ・シ

ス テム とい うよ うなそ うい うい ろい ろな手段

の中で こうい うCア ン ドC,コ ン ピュー タと

コ ミュニケー ションの結婚 が行 われ,そ の結

婚 に よって,冒 頭 に も言い ました ように,単

に定量的に速 くなった とか能率 が少 しよくな

った とか とい うよりもさ らに ビヨン ドした,

定 性的に違 ったいわゆ る社会が来 るのではな

いだろ うか。 たとえば人事問題1つ に しま し

て も,そ の ときに要求 され る新入社員 な り,

そ の ときに要求 され るエンプロイメ ン ト,エ

ン ジニア,マ ネージメン トとい うものの性質

は,や は りCア ンドC時 代 においては質的 に

かな り変わった ものが要求 され て くるのでは

ない だろうか ということ,こ れ は私個人の私

見で ございます。

しか しいず れにしま して も,そ の コンピュ

ータとテレコ ミュニケーシ ョン との結 婚 とい

うのが,い ままさにSBSの 中 で具体的 にい

ま行 われ ようとしておる,こ れは注 目に値 す

るイベ ントであろうと私 自身 も思 うわけ でご

ざい ます。

きょうは大変熱心 に最後 までた くさんのオ

ーデ ィエ ンスの方 々が このパ ネル ・デ ィスカ

ッシ ・ンに参加 していただ きま したこ と,座

長未熟 のために皆 さん の聞 きたい とい うとこ

ろを十分 に くみ とれ たか ど うか大 変危 ぶむわ

けであ りますけれ ど も,こ の機会 を借 りま し

て,パ ネルに参加 され ました皆 さん方,ミ ス

ター ・ガル ビンあるいは ドクター ・ヘ ンスレ

イを含 めま して ここにお られるパ ネリス トの

方 々にお礼 を申 し上げたい と思い ます。 どう

もあ りが と うござい ました。(拍 手)
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セ ッ シ ョ ン 皿 国際 間 デ ー タフ ローをめ ぐる諸 問題

要 旨

通信 とコンピ ュータの結合お よび大規模 なデータベ ー

スの形成 に伴 ない,国 際間のデータ流通が爆発的 に増 大

してい る。一方,欧 米各 国は,デ ータおよび プラ イバシ

ー保護法 を制定 しつつ あるが,各 国 が夫 々の立 場で独 自

の規制 を加 えてい る上,海 外 とのデ ータ流通 に規制 を加

えている ところ も出て きている。OECD,ECな どで は,

この種 の規制 は本来国際的見地で行 な う必要 があ るとし

て,数 年前 より調査 を進めてきてい る。

この問題 は,海 外各 支店とデ ータを交換 してい る多国

籍企 業には今 後大 きな影響を もつ と予想 されるが,こ こ

では,主 として欧州に おける実情 と今 後の 日本 における

取 り組 み方 を論議す る。



国際 間 デ ー タ フローを め ぐる諸 問題

ア ン ドレ ・ダ ン ザ ン1)

議 長,お 集 ま りの皆様方,昨 日,ジ ョン ・

M・ ガル ビン博士 は,日 本の コ ンピ ュータ科

学 におけ る最新技 術の状 況を検討 し,そ して

技 術 の質 を考えると きに,非 常 に謙遜な気持

ちた らざるを得ない ということをお っしゃっ

たわ けで ございます。今 回,日 本情報処理開

発協会の御招待 を受け てお話 をするに当た り

ま して,ガ ル ビン氏 と同 じよ うに喜 びと恐れ

を感 じるわけで あ りまして,あ る意味で彼 よ

り私 の方 が恐 れを感 じてい る とい うことを申

しあげる ことがで きると思 います。

国際 間データフローをめ ぐりまして は,様

々な問題 が提起 されてお ります 。 この問題 は,

OECD,ユ ーロ ピアン ・カウンシル,あ る

いは またフランス政府の人 々と検討 してお り

ま す けれ ど も,い まだ明確 な答 えは出てお

りません。問題 はまだ明 らかに熟 してい ない

こ とにな ります。 しかしなが ら,問 題は きわ

めて重要 であ りま して,ま た緊急 を要 する も

ので あ り,ま ただれ も提案すべ き解決 を用意

していない とい うのが現実だ と思 います 。

そこで,私 は本 日は余 り野心的 にな らない

こ とにいた しまして,あ る意味で皆様方 のブ

レーン ・ス トーミングをお助け する とい うこ

とを した いと思 います 。そ うい う意味で,最

も重要な問題 を提起 するとい うことをし,そ

して さま ざまなパ ー トナーの立場 について各

国の状況 に合わせ て取 り上 げ,そ してまた国

際的 な協力における立場 について取 り上 げて

説明 を試 み たい と思 います。

まず最初 に,定 義 か らスター トしたい と思

います。 これ によって問題 を明確 に し,次 に

これが きわめて爆発的 な進歩で ある とい うこ

とを説明するためにいろいろな プログ ラムを

提起 し,問 題 も提起 したいと思い ます。最後

に,解 決 に対 す るアプ ローチ を国の努力お よ

び国際的 な努力 に分 けて説明 をしてみ たい と

思 います。

私 どもはまず コンテン ト,つ ま り内容を考

えなけれ ばいけません。 それか ら,コ ンティ

ナー,プ ロデ ューサー,ハ ンドラー,ユ ーザ

ー,こ れだけに分 けて考えなければな りませ

ん。 コ ンテン トとい うのは明 らかで あ りまし

て,そ れは情報 その もの です。 コ ンテ イナー

とい うの は,プ ロセ シング ・システムで構成

され てい る もので,特 にデータバンクや ネッ

トワークか らな る ものです。 また,情 報の プ

ロデューサ ーとい うのは研究室で して,こ こ

か らは科学的 な情報 が出 てまい ります し,各

国の統 計資料 サー ビス もそ うです 。また,ハ

ンドラーとい うのは プロデューサ ーのつ くる

情報を収集 す るわけで,そ れを コンピ ュータ

ーにのせて リモー ト ・アクセ スがで きるよう

に します。 これはユ ーザー ・ター ミナルまで

の伝送 ネ ットワー クを利用 し,コ ン トロ ール

す るわけ です 。ユ ーザ ーとい うのは非常 に分

散 してお り,必 要 とす る情報,ま た意志決定

のための情報 を買 います。 もちろん,内 容 と

コンテイナーとの 間に はい ろいろな インタ ラ

クシ ョンが あ ります し,プ ロデ ューサ ー,ハ

1)IRIA所 長
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ンドラー,ユ ーザー との間に もいろい ろなイ

ンタラクシ ョンが あ ります。。 しか しなが ら㍉

こ うい った複雑 な状況 において一体何 が問題

なのか とい うことを理解 するために,ま ず 定

義 づけ ることが必要 か と思 ったわけです。

次に,事 実 を見て みます と,き わめて爆発

的 な進歩 がこの分 野で はあ ったとい うことが

言 える と思 います。 トラ ンスボ ーダー ・デー

タフローの きわめて急 速な成長 とい うの は3

つ の大 きな進歩 が収敏 した ものでして,そ の

1つ は基本 的な技 術,テ クノロジーです。2

番 目は,情 報の 交換 に対 す るニーズ,こ れは

世界 的 に言 える ことです 。3番 目は,イ ンフ

ォーマテ ィックお よび テレコミ ュニケ ーシ ョ

ンにおけ る進歩 です。 ニーズとい う圧 力に よ

りまして,技 術 を動 員 して情 報処理 システム

を進歩 させ,ト ラ ピックの増大 と技 術的 な進

歩 によ り,価 格が低 減 され,信 頼性が増大 し,

また あらゆ る種 類のサ ー ビスのフ ァシリティ

が改善 され,そ の現象 が独 自の加速力 を もっ

て進歩 して きた とい うふ うに申 し上げ ること

がで きます。

次に,爆 発的技 術進歩 に関 してですが,時

間が十分 にあ りませ んのでいろいろこれにつ

いて御紹介する ことはで きません。 しか し,

あ る種類の ダーウィ ン的 な進 化論が ここで起

こって いると言 えま しょ う。 つ まり,あ る意

味の 自然 渇汰が起 こってい るわけです。い ろ

いろな種 類の新 しい技術 の フ ァミリーとい う

ものが出て きては ダー ウィン的 な進化 を遂げ

ているわけです。過 去100年 の間にで きた科

学的な技 術の結果 として,真 空管が発明 され

ました し,ト ラ ンジスタ,磁 気メモ リー,レ

ーザ ー,マ イクロプロセ ッサ,オ プテ ィカル

・エ レク トロニ クス とい ったような ものが発

明 されました。 ここに主要な期 日が書いて あ

って,そ れ ぞれの技 術的な種 があ らわれ た様

子が明 らかにな って いるわ けで して,そ の技

術 のフ ァ ミリーの攻防の中に,あ る意味で準

ダーウ ィン的な選択渇汰が 見られるわけです 。

国際 間データフローをめ ぐる諸問題

この マイクロ プロセ ッサ とい うのが非常 にコ

ス トが安 くな ってきて お りまして,そ の結果

として きわめて新 しいアプ リケーションが広

範 に発 達 して きました。 これか ら20年 間 の

進歩 とい うの はいままで より もさらに大 き く

なるで あろ うと思われ ます。

こ うい った技 術的 な進歩 のほかに も重要 な

ポイ ントが あ りまして,た とえば テルスタ ー

か ら始 まるテ レコ ミュニケーション ・サテ ラ

イ トが1962年 にあ らわれ,そ れがい かな る

意味 を持 つか ということを昨 日伺 ったわけで

す。 そこで初 めて価格 とコ ミュニケー シ ョン

・タイムとセキ ュリティが距 離に よって影響

を受 けな くな ったわ けです 。 また第2番 目の

大 きな イベ ン トとして はソ フトウ ェア ・コ ン

セプ トがあ らわれた ことです。 これ は多 分

1960年 ごろの ことで して,技 術 が きわめて

大 きな コンプ リメン トを与 えるようにな り,

そ して きわめて複雑 な アセ ンブリーの機能 が

で きるよ うになったわけです 。

SOMENEEDS...INT.D.F.

－ArRTRAVELANDHOTELACCOMODATIONS

-INTERNATIONAL1…RADEANDBUSINESS

-SCIENCEANDTECHNOLOGYINFORMAT{ONS

-INDUSTRYANDECONOMYDECISIONMAKING

-TRANSNATIONALCOMPANIESMANAGEMENＴ

－REMOTEDATAPROCESSING

-TRANSBORDERPOLICEOPERATIONS

-WORLDWIDEDATABASES

-PATENTSDATABANKS

-APPL[CATIONSATELUTESUSES

そ れ で は,次 に ニ ー ズ を 考 え て み ま し ょ う 。

トラ ン ス ボ ー ダ ー ・デ ー タ フ ロ ー(TDF)に

対 し て さ ま ざ ま な ニ ー ズ が 考 え ら れ る わ け で あ

あ り ま す 。 ジ ェ ッ ト機 が 普 及 し ま した の で,航
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空機の予約 とかホテルの予約 とい うこ とが必

要 にな りましょうし,こ の点 に関 して も非常

に大 きな ニーズが考 えられ ます。

また,国 際的な通商,ビ ジネスの増大 に よ

るところのニーズ も見込 まれ ます。

また,大 量の科学技術的な情 報 とい うのが

蓄積 されて お りますので,そ うい った情報 を

交換 することが必要 です。 しかしなが ら,フ

ランスにお いて は フランスで必要 とする情報

の5%ぐ らい しか出ていないわけで,残 りの

95%と い うのは当然外部か ら取 り寄 せ なけ

ればいけない。 とい うことは,当 然TDFが

必 要 にな るわけで,フ ランスだけ を孤立 させ

るこ とはで きないわけで,デ ータフローの交

換に対 するネ ッ トワークに どうして もフラ ン

スは参 加せざるを得ない とい う状 況に現在 置

かれているわけであ ります。

また,政 府お よび企業の経営 者,意 志決定

者 もニーズがあるわ けです 。私 のペーパ ーの

中 で こうい ったモデル に関 して はいろいろほ

かに も書いてお きました。まだ十分 に完成 さ

れた とは言 えませんで,ま だ始 ま ったばか り

で ございますけれ ども,ど ちらに して もデー

タバンクか らの情報 の交換 とい うものが非常

に重要な意味 を持 ってきてお ります。

それか ら,多 国籍企業の経営者 として もど

うして もTDFが 必 要欠 くべ か らざる もの に

なっていることは もう当然明らかであ りましょう。

また,リ モー ト・データ ・プロセ シング も必

要にな ります。あ るいは,犯 罪 とい うものが

国際 化 して お りますので,警 察力 も国 際化 し

て いかなければ な りませ ん。

それか ら,テ レコ ミュニケーシ ョン ・サテ

ライ トの利用の時 代 もまた始 まったばか りと

い うことで,枚 挙にい とまの ないほどのニ ー

ズがあ るわけ です。

そして,こ の よ うに プロセシ ングの フ ァシ

リテ ィとインフ ォメーション ・トランス ミッ

シ ョンとい うものが爆発的 に増大 して いると

い うことを ここで申 し上 げ たいわ けで す。T

DFと い うものが ますます増大す るゆえんで

もあ ります。

このよ うな膨大なニ ーズがあ りまして,こ

れは まず最初に先進 工業国の国内で あ らわれ

て まい りました。特 に米 国におい てその傾向

が強か ったわけです。技術的な ツールを利用

いた しまして,非 常に強力な情 報産 業 とい う

ものの増大 を促 したわけで,こ の情報産 業と

い うの が3つ の基 本的 な問題,つ ま り情報の

ス トレージ とプロセ シング,ま た,大 量 のデ

ータのアクセス とハ ン ドリングの管理 ,そ れ

か ら,長 距離にわたって効率 を失 うことな く

デ ータを トランス ミッ トする,そ して値 段 も

高 くないよ うな形 のデー タ ・トランス ミッシ

ョンとい うものが必要 になってい るわけです。

また,テ レコミュニケ ーションに おいて も同

じよ うな急速 な進歩 が見 られました。進歩が

ここで とまってい るわけではあ りません。大

型 の データバンクとか ネ ットワークの ソフ ト

ウェア も改善が必要 とされてお りま すし,マ

イクロプロセ ッサ とか レーザ ーとかオ プティ

カル ・フ ァイバー とい うものの出現 によ り,

ス ピー ドも上が り,価 格 も下が り,安 全性 も

上 がってい るわけ です。 コンピュータ ・ネッ

トワー クか どうい う形で努力して きたか とい

うことについて もペーパ ーの中 に書 いてあ り

ます。細 か くお話 しいた しましょ う。

以上 のよ うに全体的状況 を簡単 に見て まい

りましたけれ ど も,そ の結果4つ の結 論を出

す ことが出来 ると思 い ます。

まず第1に,わ れ われ はまだ進歩 の緒 につ

いたばか りであ るとい うこ とで あ ります。T

DFの ニ ーズとい うのは将来 ますます高 まる

で ありまし ょうし,こ ういったニ ーズを満た

す ため の手段 とい う もの も改善 され続け,イ

ンフ ォメーシ ョンのエクスチェンジとい うも

のが より容 易に,よ り安全に,よ り強力に,

よ り安 くな るわけであ ります。 そ して,こ う

いった ニーズが あることによ って,ソ フ トウ

ェアとハ ー ドウ ェアの マーケ ットも増大 を統
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け,そ の結果,ニ ーズが もっともっと強力な

ものに なるとい う相互関係 に あると思 います。

第2の 結論 といた しま して は,現 在の テク

ノロジ ーの状況 を見た場 合 に,い ろいろな手

段があ って,い ろい ろな ポジシ ョンが 出て き

てい るわけであ ります。 たとえばプロデ ュー

サ ー,ハ ン ドラー,コ ンテイ ナー,.コ ンテン

トとい うのがいろいろな ポジ ションを とるよ

うにな ったわけであ りますけれ ど も,そ の あ

り方 とい う もの を企 業 な り国家な りが簡単 に

コントロールで きるよ うな ものではない とい

うこ とで,全 く逆に現 在 われわれが目の 当た

りに してい る進歩 とい うの は生 物の増殖の よ

うな強 大な ものであ って,い わゆ る当局 の規

制 とい った ような ものは 十分に影響力 を発揮

し得ないわけで,社 会的,政 治的 な影響 の方

が大 きいわ けですσ

国際間 データ フローをめ ぐる諸問題

第3の 結 論 としては,こ うい う状 況 を目の

前に して,国 際的 ない し国内的な組 織が何 ら

かの形 で介入 す るとい う問 題を考えるべ き時

代が来 たので はないか と思 います。一般 的な

利 害に合致 させる上で何 らかの リストレイン

等を この進 化 に対 して与え るとい うこ とに関

して は,た とえば昨日 も例 が示 され た とお り

であ ります。

第4の 結 論 としては,技 術的 な手段 とい う

のは,ど う して も性格 上不安定 であ るとい う

ことです。つ まり,現 在 の状況 を示 した写真

とい うもの を持 って いたとして も,こ れは5

年 後,10年 後 とは全 く状況が違 う よ うにな

ってい るよ うでして,そ うい う意味で は技 術

的な進歩 とい うの はまさに暴 力的 とも言 える

ほどの大変化 なわけですか ら,そ れ をいわゆ

る規制な り任 意的 な政策 に よって コン トロー

ル しよ うとす るの は非常にむずか しいわけで

す。 また,同 時に,国 家の中で も非 常に厳 し`

い規制 を与 えようとす る国は,ほ んの数年 も

た って しま えば,ほ かの より自由な態度 を技

術的 な開発 に とっている国に対 しては,技 術

的に何年 もの遅れを とって しま うとい う状況

が出て くるで あ りま しょ う。

問題 は何か,そ れについて触れてみたい,と

思 います。 とい うのは,ま ず そもそ も情 報 と

は力で す。また,情 報 とは経 済的な活動で も

あ るわけであ ります。情報 とい うの は一種 の

流体 であ って,流 体 であるがゆ えに濃縮 を さ

れたが るとい う傾 向を持 っているとい うこ と,

この情 報の性 格 を忘 れてはな りませ ん。 それ

ゆえ に危険 もあると同時に利点 もあ るわけで

す。

純 粋にい まや った分析 とい うの はある意 味

では知的 な 分析で あったわ けですが,そ れで

は本 当に それが現実的な ものなのか,そ れ と

も概念 の域 を超 えない ものなの かど うかとい

うこ とを考 えなければいけ ません。 その場合

に,そ うい った理念,考 え方 とい うもの をま

ず開発 して い くことが必要 だ と思 うので すが,
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これは過去 の文明において も言 えたこ とです。

昔,知 識 とい うのは金 で あったわけで,政 治

的 に貧 しい者は知識を も持 ち得 なか った。つ

ま り,知 識 とい うのは一握 りのエ リー トの手

に握 られていたわけですが,現 在 で は違 い ま

す。 つま り,権 力の最 も重 要な源は情報であ

る という時 代にな ったわけです。

また,情 報 とは経済 活動 であ るとい うふ う

に 申しました。 た とえば,米 国でMarcPorat

が 調 べ た1860年 か ら1980年 ま での マンパワ

ーの推移 に ,そ れが如実 に示 されてい ます。

これ は農業,工 業,サ ービス,情 報処理 の4

産 業分野 について,マ ンパ ワーがど う変 化 し

ているかまとめた ものです。

この うち,情 報活動 に関 する マンパ ワーを

み ると,米 国における人 口の50%を 占 め て

お ります。これは アメ リカの社会 における き

わめて大 きな変 化を意味 して お り,ア クテ ィ

ブな人 口の50%は 知 識 を修得 し分散 す る こ

と,ま た情報 のシンボルを操作す る ことに従

事 して ことを示す ものです 。実際 に このグル

ープのサ ラ リーは一般 よ りも高 くな ってお り ,

その意 味で付加価値 とい う点か ら考 えると,

50%以 上 が大 きな意 味で の情報活動 か ら得

られてい ると言 って差 し支 えない と思 います。

今 日で は,そ して また将来 と もそ うだ と思

うのですけれ ども,り モ ー ト ・イ ンフィメ ー

ション ・システムによって これ らの活動 を遠

距離で行 うとい うことが ご く簡単 に な ります。

その結果 として,最 終的 な限定 としてある程

度誇長 は されてお りますけれ ど も,す べての

脱 工業化社会におけ る国の付加価値 の50%

はTDFに よ って国外 から得 られ ると い う見

込 み もあ りま して,こ れ は非 常に大 きな現 象

として将来起 こり得 るもの だ と思 います。

情報 は流体で あ りまして,と きには凝縮 を

され,と きには分散 をす るわ けです 。情報 と

い うのは どこでも生 まれ る もので して,研 究

室で も,ま た最 も普通の 業務 をやる場 合にお

いて も出て きます。 たとえば雨の 中か ら水が

出 るということと同 じことで,こ の場合 には

拡散 された情報,液 体 とい うこ とになるわけ

であ ります。利用価値 を高め る ためには,情

報を集めて凝縮 しなけれ ばな りません。人 口

の動態的,経 済的,金 融的,社 会的 な情報 を

集 めるよ うな統計局,ま た科学技術 的な情報

を集 め るパブ リケ ーシ ョン ・システ ムが この

凝縮作用 を果たすわけです。

一般的 に申 しまして ,こ うい った情報 の収.

集 は大 きな機関 が行 ってお り,ほ とん どの場

合は国の機関です。われわれの言葉 か らい き

ます と,こ れ らのソースがデー タのプロデュ

ーサーにな るとい うことで す
。 この段階で は

その コス トは きわめて高い もの です が,情 報

とい うの は一般 的には市場価 格 とい うもの は

ない ものです。 そして,デ ータ とい うの は ソ

ースか らほとんどた だで提供 される とい うこ

とが多いわけ です。ですか ら,そ こでハ ン ド

ラ ーが介 入 して まい りまして,第2次 的 な凝

縮作用 が行 なわれます 。この凝 縮作 用 とい う

の は,集 めるべ き情報 のすべての タイプに専

門 を持 ってい るよ うなプロデ ューサ ー との リ

エ ゾン ・システムをつ くるということで,そ

してこの情報 を処 理 してデータベースをつ く

るような組織化 されたメモ リーの中 にインプ

ットするとい うことで す。適 切な ソフ トウ ェ

アをつ くることによ って,こ のデータベース

をデータバ ンクに変換 する ことがで き るわけ

で して,こ れは さま ざまな形 の質問 によ って

アクセスがで き るわけです。 しか しなが ら,

この段 階で は,ユ ーザ ーは この情報 に対 して.

ア クセスをす るためには市場価 格を払 うわけ

です。凝縮 され た液体か ら情報 は再 び拡 散 さ

れた液体の方に戻 るわけです。 しか しなが ら,

それがユニークな1つ の貯水池を通 るわけで

あ りま して,そ れか らた とえばい ろい ろな テ

クニカル ・ポ リシーを使 うよ うなハ ンドラ ー

を通 って,い わゆる灌溜i用の運河 を通 って,

これ は ランゲ ージとかア クセ スの条件で決め

るわけ ですけれ ども,ま た価格決定 といった
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ような商業的 なス トラテ ジーも関係す るわけ

です。 一般 に こ うい うハン ドラーの当初の経

済 コス トは きわめて高 いわけであ りまして,

ソ ースか らデ ータを収集 して,そ の価値 をチ

ェックし,常 に ア ップデー トを し,ま たス ト

レージ用 に情報 を コーデ ィフィケ ーシ ョンす

るとい うことは きわめて大変 な作業 を含み ま

す。デ ータバ ンクか らの ソフ トウェアを改善

してユ ーザーの要求 に合 わせ,ま た メンテナ

ンス と信頼性 を高 め るとい うこと もきわめて

'
コ ス トの高 い作 業です。皆様 方の状況 は,最

初の オペ レーションが きわめて高 い とい うこ

とにあ ります。 一方,伝 送 コス トは非常 に安

く,ま た,距 離 には何 ら関係 ない とい う状況

にあるわけです。つ ま り,典 型的 に規模の経

済 とい うのを生 かす こ とがで き るわけで,価

格形成 とい うのが低 く抑 え られ るわけです。

通常の場合 には,こ れは独 占ない しは寡 占体

制的な安定 性 を もた らす ほどの ものです。こ

の コス トに関 しては,き わ めて少 数の ハンド

ラーの 間で しか選択 で きないわけです。 こう

いうよ うに,ク ローズな リンクがハ ン ドラー

の間に あるとい うことですか ら,情 報 はコー

ディフィケー シ ョンが行 われ ます と非常に利

用 しやす くな るわけです 。そして,そ れ に対

してア クセスす る場合 には特 殊な言語 を使 う

のです が,そ れ さえ習得すれば 自由に使 うこ

とがで きます。同 じことが ターミナルやネ ッ

トワークに も言 えるわけで,専 用化 さえすれ

ばいい とい うこ とにな ります。 こ うい う形で

コンテイナーがカスタマーに影響 を与 えて,そ

してカ スタマーは常に同 じハン ドラーに対応

しなけ ればな らない とい うこ とにな るわけ で

す 。

それでは次 に,危 険な側 面について考察 を

してみま しょう。

まだ概念的 な段 階ですけれ ども,情 報 は権

力であ るとい うことか ら,政 治的 な主権 に対

する攻撃 に もな り得ます。 また,情 報 とは経

済活動 であるが ゆえに,TDFと い うのが経

国際 間デ ータフローをめ ぐる諸 問題

済的 な主権に対 する危 険となる可能性 もありま

す。また,情 報 とは文化であるがゆえに,文 化的

な主権 が損 なわれ る可能性 もあ ります。 これ

について とりたてて申 し上げ る必要 もない と

思い ます。 こ うい った危険が現 に存在 してい

るとい うこ とはまず認 めなければな りません。

一体 ど うした らいい のか とい うことに関 して

はや は り経験 を待 たなければ わか らないわけ

で,本 当に危険があ るとした らどの程度 の も

のか とい うこ とはまだわれわれにはわか りま

せん。ただ危 験だけ ではな くて,利 点 もある

とい うことを考 えなければ いけません。国際

的な貿 易の開発 にはTDFと い うのは欠 くこ

とがで きません し,国 際的 な協力 に も欠 くこ

とので きな い要素で あ りま しょう。危険 もあ

り利 点 もあるがゆえに,両 者のバ ランスを と

るとい うことがわれわれ に とって は非 常 にむ

ずか しい困難 な作業 とな って いるわけです。

さて,い ままでメ リッ ト ・デメ リ ットとい

うのを分析 して きたわけですが,こ れは単 な

る知的な作業 にしか 過 ぎないのか,そ れ とも

これ はまさに現 実の問題 であるのか とい う問

題に触れてみ たいと思い ます。 これに対 して

は回答 はなか なか出ていない とい うふ うに思

います。ただ,そ んな危険 は想像の産 物に過

ぎないと考えている人 も現実には多 くいます。た

とえば,貿 易 の場合 です と関税 とかそうい うも

のを設立すればいいわけです。 ただ,た とえば

データ ・プロセ シング を通じて潜在的 に労 働

力 を輸出 して いるとい う可能性 もあ りま しょ

うし,ま た,ア メリカの西海岸 に ある大型 の

コン ピュータをフランスが,夜 の料 金 です と

安 い ものですか ら,そ うい ったマー ジナルな

料金 を使 って利用 す るとい う事 も考え られま

す。

それ では,一 体 どの程度 まで アメ リカの ソ

フ トウェアに対 して たとえば フラ ンスの産 業

がみずか らの身を守 るこ とがで きるのか,た

とえば タイムシェア リングとい うものが ある

わけです か ら,そ れに どうして も頼 りがちに
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な らないだ ろうか とい うことです。 こ うい っ

た状況に関 して フランスの政府 も懸念 を抱 い

てい るわけであ りまして,た とえばい ままで

の国 家的 な研究所 とい うの は,何 か情 報 が必

要な場合 に,す ぐアメ リカに頼 るとい うこと

が実際 に行 われているのが現状 です。 また,

あ る国の持 ってい るプライバ シー に関 す る法

律を何 らかの形で抜け穴をつ くって,そ して

迂 回 してしま うとい うことは,た とえばス ウ

ェーデ ンの場合に関 して も,ス ウェーデ ン人

が一体 どれ ぐらいの給与体系 を持 ってい るか

とい うことを調べ るこ とも可能に なって しま

うのではないでしょ うか。そして,ス ウェーデ

ンの人 口が一体どの程度のものであるかどうかと

い うことをや ろ うと思 えばで きるわ けで,こ

うい った活動 に対 しては,ス ウ ェー デンの当

局者 も,ま た当該の国 に関 して もそ れを規制

す ることはで きないわ けです 。 それか ら,非

常 に少 ない少数 の プロセシング活動 とい うも

のが集中 して しま うとい う危険は非常 に大 き

いわけで,こ れ も単 な る想像の産物 とは言え

ないでしょ う。1977年 の9月 の こ とで した

けれ ども,76年 で したか,OECDが ウ ィー

ンで会合 を持 ちこ うい った事実 を明 らかに し

ま した。 国境 を越 えてアメ リカの会社 の外国

の子会社に依存す ることに よって,米 国は現
コ

在 のTDFの 少 な くと も70%を 提 供 して い

る。そして,デ ータベ ースの全世界的 な存在

量 の70%,つ ま り3分 の2を すでに持 っ て

い るとい うことです。また,ア メリカが600

の デ ータベ ースを持 っていて,そ れ によ って

リモー ト・プロセ シングをや って いる。 そし

て,そ の うちの400に 関 して はヨ ーロ ッパで

アクセスで きるとい うことです。

現 在の政治的 な状況 をふ まえて,TDFに

対 す る意思決定 が行 われ る環 境を考える とき

に,幾 つ かの困難 な問題に直面 するわけです

が,そ れを挙 げてみたいと思い ます。 まず第

1は,問 題 自体 が十分 に理解を され てい ない

とい うこと。第2は,意 志決定 者 はその提起

され る問題を理解す るだけの用意 がな いとい

うこと。第3は,利 害 の対立が あ り,ま た各

国における理解 の隔 た りがあるとい うこ とで

す。

知識 が不十分 であ るとい う点につ いてまず

申し上げてみたい と思 い ます。

TDFは きわめて爆発的 な成長 を遂 げ て い

ま^す。過去数年 間,あ る意 味で は荒 々 しい生

物的な成長 を遂 げて きたわけで,全 く制御機

構が働かなか ったと も言 えます。 たとえばス

タンダー ドとか法律 とい うものが規制の役割

を果 さず現象 を十分把握 で きていないわけで

す。 そして,こ の内容の直接 的,間 接的 な経

済的 な価値 について情報を提供 す る人 もいな

かったのが現実です。 また,デ ータバ ンクお

よびネ ッ トワークを多国籍企業について考 え

てみた場合に,そ れはほとん どわか らない状

況 にあ ります。 こ ういったわか らない状態が

続 くとい うことを考 えた場合 に・,事実 に基づ

いた判断 をするのがなかなか困難 にな ります。

意 思決定者 とい うのは準備 が十分で きて お り

ませんの で対 応で きないわけです。情報処理

とい うのは神話 をつ く り出す とい う性格 を持

っているのです。 この ような新 しい技術は40

歳以 上 の人に とっては まだ検討 されたことは

あ りませ んので想像 力をか き立てるわけで あ

りまして,コ ンピュー タは魔法 の力を持 って

い るよ うに見 えるわけです。 そ うして,コ ン

ピュータの専門家 とい うのは特 殊な言 語 を話

してほかの人 には全 くわか らな いとい うこと

で,責 任 のある地位 にある人 々 との間の コ ミ

ュニケーシ ョンはほとんど断 たれて しまいま

す。新聞,ラ ジオ,マ スメデ ィア,テ レビ,

科 学的 なフィクシ ョンの小説 は,少 な くと も

ヨーロッパにおいては,冷 徹でかつ 客観的 な

分析を阻害 し,問 題 に対 す る科学 的な アプ ロ

ーチを阻害す るとみ られています。 コンピ ュ

ータ とい うの は人 間に とって きわめて危険 な

マシンで ある とい うふ うに描写 され るわけで

す。つ まり,独 自の独立 した インテ リジ ェン
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スを持 ってお り,ま た抑 圧す る力 を持 ってい

る し,ま た作 業す ること も過 ちを犯すこ とも

で きるとい うふ うに書 いてあ るわけです。経

験 を持 ってい る人 が意 思決定 をする場合で も,

処 理に対 しての技 術の情 報を十分つかんでい

ない とい うこ とは非常 にゆがんだ鏡に自分 を

映 してい るような もので して,い い意図 は持

ってい たとしまして も,完 全 に その神 秘的 な

べー4レとい うのを取 り去 ることはで きないわ

けです。

TDFの 場 合 に,こ うい った情報 システム

の特性 について客観的 な分析をするのがむず

かしいとい うことが もう1つ の障害 にな って

います。つま り,わ れ われが十分な認識 を持

っていない とい うこと,わ れわれが お互 いに

相互依 存関係 にあ るとい うこ との持 つ力 の危

険性につい て十分 に認識 を していないわけで

す。つ まり,ア ウタルキ ーというものの存在

を忘れが ちで,ど うして も相互 依存 性の持 っ

てい る制約要素 とい うものを無視 しが ちなわ

けです。 こ うい った相互依存性 が国家の 間に

あるとい うこ とに よ って,し か もこれが一種

の地 下に潜伏 した形で行 われて きた とい うこ

とにな ります。だれ もこ うい うもの を望 む者

はいないで しょ うが,こ れが現実で あるのは

間違いがあ りません。つま り,各 国 がお互 い

に依存を しているわけです。 たとえば石油の

供給 とか,通 貨危機の伝 播で あるとか,イ ン

フ レ,失 業 とい った よ うな ことに関 しては,

国 々の間で依存関係 に あるとい うの は一 目瞭

然 です 。 しか しなが らこれ は氷 山の一角 で し

かないわけで,TDFと い うのは目 に 見 えな

いけれ ども,あ る意 味では最 も相互依存性 の

大 きな要因 として考え られます。 この現象 と

いうのは さらに拡大 されて しまうとい うこと

は十分あ り得 ま しょう。 とい うのは,い ま申

し上 げた ような相互依 存性 に対 して,デ ータ

フローが あるこ とに よ って一種 の神経系が備

われ るとい うことにな るわ けです。 われわれ

はこうい った相互依存 性 とい うもの が,も う

戻す ことので きない状況で あ るとい うこ とは

認め るべ きですけれ ど も,新 しい状況 にまだ

なれ てい ないわけです 。

次に,各 国の利害の収敏 とい うことを考 え

てみ ましょう。たとえばアヌ リカを考えてみ

た場 合,自 分 た ちに都合のい い方向を考 える

のは当然で あ りま しょ う。 しか し,こ うい っ

た現象 に対 して,ア メ リカは余 り強 い規制措

置を とろ うとは しないで しょ う。 とい うのは,

アメ リカが どちらかとい うと一方的 な供給側

にあるか らです 。これ は アメ リカの国民の一

般的 な考 え方 に も当 てはまる と思 うので すけ

れ ど も,こ れ を忘れて はいけな いと思 います 。

こうい った認識 のな さ とい うものがTDFに

対 しては正 しい判断 をす る場合 の1つ の障害

にな っています。つ ま り,こ うい ったTDF

の メ リ ット ・デメ リッ トとい うこ とを考 える

場 合に,わ れ われはまだ経験 もなければ測定

の方法 もあ りません。 そ こで,ア メ リカ人 の

本来 のプ ラグ ラマティ ックな考 え方 を もって

すれ ば,わ か らないこ とについ ては現 象がは

っき りした形 を とっていない のだか らまだい

ま対 処す る必要 はない とい う考 え方にな りま

す。 ヨーロッ パは違 います。つ ま り,現 象が

1つ の形 をと る前 に,ま ず問題が問題 として

出て くる ときに対処すべ きで ある。 そうすれ

ば,そ の現象 がいま起 こ りつつ ある事態 にお

いて対処 した方が,そ の現象が確立 されて し

まった時 にや るよ りも容 易で あるとい うふ う

にわれわれ ヨーロ ッパ人 は考えるわけで す。

た とえばバ ランス ・オブ ・パ ワー,勢 力の均

衡 とい うことを考 えるよ りも,む しろプ ライ

バシーとい うことの保護 を積極的に考えるわ

けです。 お もしろいこ とにこ うい ったものが

いわゆ るロ ーマ法 とい う法典に とらわれ る文

化 か らで はな くて,北 お よび北西 ヨーロ ッパ

つ ま りス ウ ェーデ ンか らそ うい う考え方が来

てい るとい うことです 。ただ,プ ライバ シー

の保護 とい うのは,た だ単 にみんなが考え始

めただけ では ありませ んで,ECに お いて も
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よ く考え られ てお ります。同時 に,経 済的,

社 会的な影響 とい うものについ ても考 えがお

よ ぶ よ うに な りま した。つま り,ヨ ニ ロッ

パ の外 に デー タバ ン クがある とい うこ とで

あって,し か も それ が ヨー ロ ッパ人 の情報

の 非常 に重要 な 源 で あるとい うことになっ

た場合に,た とえばこ うい った国際 的な分業

が起 こ って,そ れの中で活 動を振 り分けてい

こうとい うふ うに考えた場 合 に,そ うい った

情報の源が外 にあ るとい うこ とに よ って起 こ

る問題は大 きなわ けで あ ります し,ま た こう

い うことに よって失業 とか通 商上の不均衡等

に関 して もむずか しい問題 をお よぼすわけで

す。 そ うであるが ゆえにヨ ーロ ッパ は積 極的

な態度 をと り,TDFの 研究項 目に関 しても

立 法措置 を とりつつ あ ります し,ま たECと

か ヨーロ ッパ委員 会で もこの問題 を 考えてい

ます。

開発途上国 に とって は,ま た問題 は違 う側

面を持 っています。開発途 上国 は非常に多量

の情報 を必要 としています。 しか し,開 発途

上 国 とい うの は新 しい形 の植民地主義の台頭

を も同時に恐 れてい るわけ です。

社 会主義国,ソ 連 とか,そ うい った国々を

考 えてみ ます と,自 由 とい う問題 を社会主義

諸国 は定義す るわけです 。づま り,社 会の基

本的な法則 として情 報の自由な交換 とい うも

のがあ り得べ きなので あるか どうか とい うこ

とです。 もしノーとい うことになれば問題 は

非常 にむずかしいで しょ う。しか し,も し社

会 主義国 が ノーと言 った場 合には,全 世界的

な意 味での科学面 での協力 とか,そ うい う観

点 か らいって も社会的 な生 産性 は落 ちるとい

うふ うに思います。

次に,活 動 の可能性 は非常 に多 くあるわけ

でして,こ の点 につい ては皆様 方 は幾つかの

問題を感 じてお られ ると思 います。 その意味

で,こ こはで きるだけ アクシ ョンの手段 とい

うことには時間は使 えない と思 います。 た と

えば料金 とか価格 の問題 とかい うこ とで コ ン

ティナーの価 格構成の問題 とい うことも出 て

きます。 また,TDFの 価 格 が国内の レー ト

よりも高い とい うこ とな らば,非 常 にオー ト

ノマスなかつ分散 されたデ ータ処理 システム

とい うのがで きるわけでして,ま た価格が非常

常に低い場合には このTDFの 育 成 を助長す

るこ とにな ります。 もちろん,な かなかコ ン

テス トに関す る価格構成に影響 を与 えるこ と

はむずか しいわけですけれ ども,コ ンテイナー

の方 について は価格構成 に影響 を与 えること

がで きます。 ただ,コ ンテ ン トの方 はなかな

かむずか しいわけです。

また,標 準化 とい うこ とも可能で して,た

とえばスペ インの人 が鉄道 について しました

よ うに,鉄 道 を導 入した最初 のときには特殊

な距離 とい うのを設 けて,そ して ヨーロ ッパ

か らご く容 易 にそ うい う方向 に乗 りか えがで

きないよ うに したわけです。また,も し くは

インターナルな ネ ッ トワー クをつ くって,そ

して外部 のネ ットワークとの情報交換がで き

るよ うにする という形を とるこ ともで きると

思 います。 しか しなが ら,情 報の コンテン ト

をいかに標準化す るこ とがで きるので しょう

か。そ してまた,科 学的 な性格 を持 った情 報

とい うの をコ ミュニケ ーシ ョンで きない よう

に法的 に規制す ることがで きるので しょ うか。

そして,同 時に通信 の秘密 というふ うなことを

守 ることがで きるの かとい うことで す。 また

人権 とい うこ と,そ れか らまた,自 由の制限

とコ ミュニケ ーシ ョンとの かかわ りを どうす

べ きか という非常 に大 きな 問題 があ るわけ で

す。 また,た とえば法的 な規制 を設け ること

がで きるわけです。
ノ

問題は まだ きわめて熟 していない状 態にあ

ります し,そ して また非常 に重要 な もので あ

りますが ゆえに,一 番 よい方法 は行動 をと り

実際 に経験す ることが あ ります。 た とえば危

険が あ って,そ して その危験 を避け るこ とが

で きなければ,危 険の中に飛び込 んで,そ し

て危険 を コン トロールす ることだ と思 い ます。
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そ れ こ そ が プ ラ グ マ テ ィ ッ ク な 方 法 で し て,

そ う い う プ ラ グ マ テ ィ ッ ク な 方 法 を ヨ ー ロ ッ

パ で は と ろ う と し て お り,特 に フ ラ ン ス で は

そ う して い ま す 。

そ こ で,終 わ り に 当 た り ま して,フ ラ ン ス

が 昨 年 一 体 ど うい う こ と を 行 った か と い う こ

と を こ の 問 題 に 関 して 御 紹 介 し て お き た い と

思 い ま す 。

コ ン テ イ ナー に 関 しま して は,IRIAに お い

て は1971年 か ら1975年 の 時 期 に プ ロ ト タイ

プ の コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク を 考 え たわ

け で,こ れ はCYCLADESと い う 名 前 を 持

って お り ま す 。

そ れ か ら 次 にPT.Tの 方 に 行 った わ けで あ り
』

ま して,こ れ は ち ょ っ と変 わ っ た 名 前 で す が,

TRANSPACと い う シ ス テ ム を1979年 の 最

初 か ら オペ レ ー シ ョ ンす る こ と に な って お り

ま し て,こ れ は イ ン タ ー ナ ル ・ ネ ッ トワ ー ク

の 役 割 りを 果 た す こ と に な りま す 。

それ か ら,研 究 を 重 ね ま して,SIRIUSと

い う名 前 の パ イ ロ ッ ト ・プ ロ ジ ェ ク ト を や ろ

う と し て い る わ け で,こ れ は 分 散 型 の デ ー タ

バ ン ク で あ り ま す 。

次 に,コ ン テ ン ト と ハ ン ドラ ー に 関 して で

す け れ ど も,2つ の特 別 な ビ ュ ー ロ ー を 考 え

た わ け で あ りま す 。 こ れ は 科 学 技 術 的 な イ ン

フ ォ メ ー シ ョ ンで,1973年 に で き たBereau

NationaldeI'InfomlationScienti-

fiqueetTechniqueと い う もの で し て,B

NISTと 呼 ば れ る もの で す 。 そ れ か ら,AT

GRANと い う ワー キ ン グ ・グ ル ー プ が1977

年 末 に 設 立 さ れ,現 在,政 府 は そ の 結 果 を検

討 中 で す 。

そ れ か ら,経 済 的 な 情 報 の た め に2つ の グ

ル ー プ を つ く って お り ま し て,こ れ が 現 在 活

動 中 で す 。

ま た,コ ン テ ン ト,コ ン テ イ ナ ーお よび ハ ン

ドラ ー に 関 し て,Missionら1'Informa-

tiqueと い う の が 責 任 を 持 ち,こ うい っ たT

DFの 問 題 を 検 討 し て お り ま す 。

国際間 デー タフローをめぐる諸 問題

それか ら,InformatiqueetLibert'

esと い う委員会が あ ります し,ま た,情 報

と自由 とい う法律 があ り,プ ラ イバシ ーの保

護 に当 たって いるわけです。

次 は標準化 に関してです が,2つ や ろ うと

思 ってお りま して,1つ はPTTで,も う1

つ はユ ーザ ーのアソ シエ・一シ ョンで あ ります

INFOREPと い うものの設立 です 。

ヨー ロッパで はTDFの プ ログ ラムは ヨ ー

ロ ッパ委員会が検討 し,ま たOECDも 検討 し

てお ります 。また11カ 国 で,EuropeanIn-

formationNetworkと い う共同 プロジェク

トをつ くっています。 その結果 としてEURO

NETと い うネ ットワークがで き る。来年か ら

オペ レーシ ョンを開始 する ことにな っていま

す。 そして これによ って科学技 術的 データバ

ンクに対す るプロセスが可能 になるわ けです 。

さて,終 わ りに当た って2つ だけ申 しあげ

たい と思い ます。

1つ は,情 報に関す る状況 とい うのは,あ

る意味で今 世紀の初め におけ る石油 の状況 と

似たよ うな もの だと思い ます。プロデ ューサ

が情報 を与 え る,つ ま りほとん どただで原材

料 を提供す る という状 態に あるわけで す。 ハ

ン ドラーは物 を組織 しようとす るわ けで,こ

れはま さに ロ ックフ ェラーが や らん とした こ

とです 。つ ま り,プ ロダク トを コン トロール

し,そ れを輸送 し,流 通 をするわけで,そ れ

である意味で独占体制 を して いるこ とにな り

ます。 しか しなが ら,情 報 と石油の 間には大

きな違 いが あるわけでして,そ れは原材料 と

い うの は砂漠の国の地 下か ら出 て くる もので

は あ りませんで,脱 工業化諸 国にお け る活動

か ら出て くる もので ある とい うこと。 そ して

また,情 報 というのは きわめ て大量,も しく

は質的 に も不可能 とは言 わない まで も,困 難

な取 り扱い対象であ るとい うことです 。

第2番 目 に,わ れわれ は多分脱工業化文 明

におけ る神経 系を形 成 する上で役 に立 ってい

るわけで,あ る意味でわれわれ は情報化時代

一59一



に向かわ ん としている ことにな ります 。つま

り,わ れわれは高度 の相互依存 に性格 づけ ら

れている もの でありますし,ま た,過 去 におい

ていわゆ る国家主権 と呼ばれていた ものに対

す る物の 考え方が違 って くるとい うふ うに思

うわけです。

私 はい ままで非 常に多 くの命題 だけ提起 し

て何 ら答 えを出 さなか った こ とを申 しわけな

いと思 うのですが,規 制 とか標準化 とか,ま

た価格政策につい ては余 り時間 をか けません

で した。 ただし,こ の問題 がまだ 熟 して いな

いとい うことを強 調 して申 し上 げたい と思 い

ます。 もし自主的 なア クシ ョンをと らない と

すれ ば,こ の状況は もっと深刻な ものになる

か もしれませ ん。 しか しなが ら,も し強 い規

制を しくことになれ ば,あ る意味で それは ブ

ーメラン的 な効果 を持 ち得 るわけで して,自

分の頭にその傷を受 け るとい うこ とにな るわ

けです。そ うい った理 由に基 づいて,こ の問

題 は国際協力 すべ き分野で あるとい うことを

申しあげた いわけで,こ の問題 は孤立 して回

答 を与 え得る もので はない と思い ます。 その

意 味で,こ の機会 に 日本情報処 理開発協会に

御招待を受け まして皆様方に お話 しで きたこ

とは,将 来の国際 協力の よりよい シンボルで

あ りサインだ ったとい うふ うに思 うわけで ご

ざいます 。

御清聴 あ りが とうございま した。(拍 手)
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セ ッ シ ョ ン 皿 〈パ ネ ル デ ィス カ ッ シ ョ ン〉

国 際 間 デ ー タ フ ロ ー を め

ぐる諸 問 題



国際 間 デ ー タ フ ロ ーを め ぐる諸 問題

パ ネ リ ス ト

コ ー デ ィ ネ ー タ

)

)

)

ユ

　

ヨ

健

彦

人

和

朗

岡

山

井

辻

中

柳

ア ン ド レ ・ダ ン ザ ン4)

A・ ボ ネ5)

白 根 禮 吉6)

白 根 すでに皆様お聞 き及び のよ うに ・ダ

ンザ ンさんは非常 にむずか しい トランスボー

ダー ・データフローの問題 を非常 に分析的 に

お話 しに なったわけで ございます。 ダンザ ン

さん もお っしゃってお りますよ うに,こ の問

題 はまだ非常 に未成熟 な段 階の問題で ござい

ます。 しか し,さ すが にヨーロ ッパの方 でご

ざいますか ら,こ の問題 を非常 に分 析的 にお

話 しにな った とい うこ とに私 ど も大変感盟 を

受け たわけで ございます。特 に私 が印象に残

りま したの は,先 ほ どお っしゃ ってお ります

よ うに,ア メリカのプラグマテ ィズムとい う

のは まだ具体 的に問題 にな っていなければま

だそれに対す る研究 は余 り必要で はない と思

うか もしれないけれ ど も,ヨ ー ロッパの1つ

の 考え方 は,具 体的な形 に なる前 に研究 を進

めて,そ れが次第 に具体的 な形 にな った場 合

にその問題 を非常 に うま く処理す る。計画的

に処 理す るとい うことにな ろうか と思 うので

す。そ うい う考え方は非常 にヨー ロッパ的 で

はないか と思 い ます。 日本の場 合 にそれでは

アメ リカに近 いかあるい はヨーロッパに近 い

か,こ れは皆 さんの御意 見の分かれ るところ

1)日 本 電信電話公社第3デ ータ部部長

2)筑 波 大学電子 情報工学 系教授

3)電 通 国際情報 サービス常務取締役

4)IRIA所 長

5)IRIA

6)電 子 通信科学財団理事長

と思いますけれ ど も,き ょ うは特 に 日本か ら

3人 のこ うい う問題 にか かわ りの深い講師の

方 も迎 えてお りますので,そ うい う話 を総合

して いろんな角度 か ら トランスボーダー ・デ

ータフロー ,国 際間 デ ータフローの問題 を議

論 してい きた いと思 ってお ります。

それか らもう1つ は,ダ ンザ ンさんが最後

に結論の ところで,情 報 は今 世紀初め の石油

の状況に似 た面 もあ ったとい うことのお話が

あったのですけれ ど も,ま た,石 油 の ような

物 とは非常に違 った性質を持 ってい るとい う

こともお っしゃって お ります。 それか らまた,

社 会 システムの中で神経系,特 にグ ローバル

な社会 システムの中 での神経系を形 成 してい

く,こ うい う中で 国家 主権 とい った ような問

題 も非 常 に違 った ものにな って くるだ ろうと

い うのが1つ の大 きな問題提起 として出 され

てい るわけで ございます。私思 うに,情 報 は

物 とは非常 に違 った性 質を持 ってい るという

のがこの国際 デー タフロ ーの問題で も非常に

大 きなポイン トにな ると思 ってお ります。 た

とえば,情 報 と一言に言 いますけれ ど も,そ

の性質 によ って,そ の 情報 の種類 に よって私

は非 常に性質 が違 うよ うな気 がいた します。

情報 に よっては伝達 をすれ ばす るほど価値の

増 す もの もあ ります し,あ るいは伝達 を して

しまうと もうその価値 が失われ てしてしまう

もの もあ る。 こ うい うのは具体的 に言 えば,

た とえば ここに電通の柳 井 さんが お られ ます

けれ ど も,宣 伝 とか広告 といったよ うな情報
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は,伝 達 をで きるだけ効率 よ くやればや るほ

ど価値 は増す とい ら性質 を持 っているわけで

す。 あるいは宗教的 な情報 とい ったよ うな も

の ももちろんこれに当たる と思い ます。 しか

しなが ら,あ る非常 に コンフ ィデンシャルな

情報 とい うことにな って まい ります と,こ れ

は伝達 を して しまえば もうすで にコンフ ィデ

ンシャルで はな くな る とい うことですか ら,

その情 報の価値 がそ こで大 き く転換 して しま

うとい った問題 もございます。

また,プ ライ バシ ーとい う問題が 国際デ ー

タフローで も非常 に大 きな問題を はらんで い

るわけですけれ ども,こ ういったよ うな もの

も伝達 はすべ きではない。また,す ることに

よって特 定の個人な り特定 の集団 な りが非常

に大 き く傷つ くとい った問題 も出て くるわけ

です。いずれに しま して も,情 報 とい うのは

非常に伝播力 を持 ってい る,浸 透力 を持 って

いるとい う面 で物 とは違 います 。

また,も う1つ 非常に重要 な局面 は,情 報

は使 って減る もの じゃな いといい ますか,い

わ ゆる物 です と使 えばそ こで消耗 いたします

し,取 りかえなければな らないとか いろんな

問題が出て くるわけですけれ ども,情 報はそ

うい う面で使 っても減 る もので はな い,む し

ろ使 えば使 うほどふ える とい ったような面 も

ございます 。学術情報 とい った ような もので

す と,こ れはほかの人 の論文 を読む ことに よ

って さらに新 しい情報 がそこに追加 され ると

凝縮作 業が起 こる とい ったよ うな ことを考え

ます と,こ こで も物 と情報 との大 きな性格 の

違いが出て くるわけで ござい ます。

そ うい った よ うな たくさんの問題 をは らん

だ中 で,昨 日は サテライ ト1を利用 した国際的

なデータの広 が りとい ったよ うな問題が議論

されたわけ ですけれ ども,実 は最近,こ のサ

テ ライ トだけでは な くて,た とえば光通信 と

い ったよ うな,そ うい う情 報 のチ ャネ ルを

格段 に増大す る手段が た くさん出てま いりま

して,い わゆ るニ ュー ・メデ ィアという言葉

国際 間デ ータフローをめ ぐる諸 問題

で呼 ばれてお りますけれ ども,そ うい う新 し

いコ ミュニ ケーシ ョン ・メデ ィアという もの

がた くさんふ えてまい りま して,た くさんの

新 しい可能 性 をいまわれわ れの前に提供 して

いるわけで す。 しか し,そ うい う中 にあって,

国 際的 なデ ータの非常 な広が り,デ ータ フロ

ーの問題 を きょ うは これ か ら議論 してみ たい

と思 います。

それで はまず最初 に3人 の日本人 の講師の

方か ら,先 ほ どのダ ンザ ンさんのお話 を受け

て,約10分 ほ どの コメ ン トをいただ き たい

と思 います。私 の隣の辻岡 さんか らまず御意

見を承 りたい と思います。 それで は どうぞ よ

ろし くお願 い します。

辻 岡 今 日は,私 はい わゆ る通 信事業者

としての立場 を離れ まして,い わゆ る個人 的

な意 見 とい うことでダンザ ンさんのお話 を受

けて若干 のお話 をしたい と思 います。

実 は今 日,ダ ンザ ン さんのお話 もござ いま

したけれ ど も,電 気通信技 術 と情報処理技術

が ドッキング されまして,言 うなればオ ンラ

イン ・リアルタイム とい ったシステムがで き

たわけで ございますけれ ども,そ の結果処理

その ものがか なり自由 にな った。あ るいは そ

の流動 伝達 がかな り自由 にな った。現 にわが

国 にお きまして もオ ンライ ン ・リアルタ イム

・システムはすでに3
,000に お よぶ現状 で ご

ざい ます し,そ れ らに使 われてお ります ター

ミナルあ るい は回線等 について も莫大 な数 に

上 ってお ります。ただ,わ が国 の現状 とい う

もの をみてみ ます と,い わゆ る国 内的 なネ ッ

トワークとい うことについてはかな り進歩 し

てい ると思 われますが,き ょ うたまたま議題

にな りますい わゆ る国際的 なデ ータフロ ーに

つき ましては若干 まだ大 きな問題 として取 り

上 げ られて きていないのが現状 だと思 います6

た だ,い ろい ろな形 での危惧 ・心配 か な り

の レベ ルで持 たれてい ますが,そ れに対 して

いかに取 り組 むかとい った ことについては,

先 ほ どダンザ ンさんが お話 にな られ たよ うな
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分 析 まで至 ってないのが現状 ではないか と思

い ます 。 したが って,今 日の お 話 は か な り

示 唆に飛んだお話が ございまして大いに私 ど

も参 考としたいわけ で ご ざい ま すが,今 日

の お話 の中で も,国 際的 なデータフローにつ

いては自由 を認 め る必要が あ る。 自由 とい う

言い方 はお かしいわけですが,い たず らな規

制 とい うものは,ダ ンザ ンさん も終わ りの方

で お っしゃ ってお られま した ように,い わゆ

る情報 鎖国 とい うような ものを招 きかねない

わけ でございますが,メ リッ トを追 求する余

り,逆 な意 味で もた らす であ ろういわゆ る弊

害等 につい ての 見解 を忘れる こと もで きない

かと思 います。ただ,先 ほ どのお話に もござ

い ましたよ うに,欧 州で はどちらか といいま

す とデメ リッ トとい うものについての意 見が

かな り出 されている。OECDを 初 めEC等 で

そ うい う取 り組 みがな されている と聞い てお

りますけれ ども,そ の辺 につ いてある意 味で

の 考え方 の整理 をす る必 要があるので はない

か。 いわゆ るデメ リッ トとメ リッ トの バラン

シング,ち ょ うどダンザ ンさん もお っし ゃっ

て お られま したけれ ど も,そ の辺 について わ

が国 として の立場 か らどう考 えるべ きか とい

うこ とを早急 に考える必要があ るだろ うと思

います。

一応建前論的 には ,い わゆ るプライバ シー

の保護 とい うふ うな形,.あ るいはいわゆ るデ

ータ ・ヘブ ンを起 こしては困 るとい う立場か

らの論 議があ るわけで ござい ますけ れ ど も,

本 音的 には もっともっと奥深 い内容 を持 った

規制措置 とい う動 きがあるや に考え られます 。

今 日 の お 話 に ござ い ました ように,国 家主

権 にかか わるような問題が 出て くるだ ろうし,

あ るいは労働問題を起 こす ようなことにな る

だろ うし,あ るいは今 後の情報化社会,ひ い

ては情報産業 を育成す る形 にお いて どうした

らいいか とい ったことか らの規制 といった問

題が 出て くるだろうと思 い ます。 ただ,先 ほ

ど石油 の話 が出 ま したが,情 報 は1つ の商 品

であるとい うような カテゴ リーで物 を考える

とすれば,こ れを使 った形 での貿易 をや ろ う

とだれ しも考えるのが普 通で して,そ の意味

におけ る貿易 戦争 とい うのがその裏 には隠 さ

れ ているのではないか とい う感 じもしてな り

ません。

建前,本 音 の話 は別 としま して も,現 実の

問題 として.ヨ ー ロッパあ るいは 日本 も含め

米国 か らかな り後 れを とってお る。特 に コン

ピュータではかな りの後れ をとって きたこ と

は事実で ございますし,さ らにネ ッ トワーク

に至 ってはパケ ット ・ネッ トワー クの先駆的

な開発 とい った ことで米国か ら後 れを とって

きた。それが さらに データベースとい った面

で また後れを とるので はないか とい う1つ の

危慣性 とい うのが欧州で あり,日 本に も同 じ

ような形で出て きてい るのが現状 で はな いか

と私 は思 ってお ります。 それに対す る挑戦 と

いいますか,情 報 戦争 と言 うと話が きわめて

ドラスチ ックにな るわけでございますが,そ

れ らに対す る挑戦 とい う形での アプローチが

これ か らなされ るので はなかろ うか と考 える

わけです。 これ はい い意味での挑 戦あるいは

悪 い意 味での挑戦い ろいろあるか と思 います

が,情 報が もた らす社会的 あ るいは経済的影

響 を考える とすれば,い ろいろな形 での アプ

ローチが今後展開 され る,そ の辺 につ いては

後でまたい ろいろ話が 出るか と思 いますが,

私 としては そのよ うな 考えを持 ってお ります。

それか らいま1つ,た またま電気通信 に関

与 してお りますので若干 ネ ッ トワークの こと

についてお話 を させ ていただ きたい と思 いま

す。い わゆ るインフォメーシ ョンの フローに

つ きまして,特 に国際的 なフローにつ きまし

て関心 の持たれて きたの はや は りプラ イベ ー

ト、なネ ッ トワークが中心 でした。SWIFTと

言 われ る ものとか,こ れ は国際銀行 間の為替

交換に使われた り預貯金 の交換 に使 われてお

ります。 それか らま たSITA,こ れ は航空機

の座席予約 に使 われ てい るシステ ムで ござい
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ま すが,こ れ もかな りインタ ーナ シ ョナルに

われて お ります。そ うい った ものが幾 つかご

ざいまして,そ れ らはいわゆ るプ ライベ ー ト

・ネッ トワー クとして発達 してきてお りま し

て,ひ いて はTSSネ ッ トワークに も発展 を

して きたとい う形 で ございますが,一 方,そ

れに対 してのいわゆ るパ ブ リック なネ ットワ

ークとい う ものがまだで きてお りません
。来

年度 あた りか らちらほら出て くることになる

わけで ござい ますが,や は りプラ イベー ト ・

ネ ッ トワー クが先行 してい る とい う事実,こ

れ をわれわれ と しては しっか り見詰 める必要

があ るだろ う。プライベート ・ネットワー クと

パブリック ・ネットワークのインターコネクショ

ン とい う問題が今後大きな課題として出てまい

ります。ここにはいわ ゆるアメ リカ的な発想 も

あるか もしれ ませんが,欧 州並 びに 日本にお

ける通信政策に絡 んだ問題が多 々出 て くると

思 います。 この辺の こと もいわゆ るプライベ

ー ト ・ネ ットワークが先行 した ことによ
って

派生する問題ですが,い っか は何 らかの形で解

決 しなけれ ばな らない問題 だ と私 は考 えます。

幾つ かの問題が あるわけで すが,今 後の こ

うい った国際的 なデータ流通 とい った もの に

対 してわれわれ と して どう取 り組 むべ きか考

えるわけです が,ま ず私 自身感 じているのは,

い ろいろの脅威 に対 して どう備 え るか という

自衛手 段につい ての考え方 が まず出 て くるだ

ろうと思 います。 それにはい ろい ろの角度か

らの検 討が必 要かと思 うの です が,そ の検討

の過程 で余 りに も保護主義的 に走 ると,や は

りあ る意 味での鎖国で あ り,今 後の国際化 と

い った 見地か らの孤立化 とい うもの を避け ら

れないだろ う。したが って,そ うい う見地か

らのいわゆ る脅威 に対す るバ リケ ー ドとい う

ものを ここで十分 考える必要があると思います。

それか らまた,こ れ は欧州等でか な り議論

されてい るこ とで ございますが,い わゆるデ

ータ保護 法あ るい はプ ライバ シー保 護法 とい

った法政上 の問題 がやは りつ いて くるかと思

国際 間データ フローをめ ぐる諸問題

います。 これ は国内的 な法律 というこ とで律

する面 も 一 面 もとい うよ りそれがむ しろ圧

倒的 に多 くの 部分 を占 め るかと思い ますが,

や は り国際 間におけ る取 り決 め も当然決め て

お く必要があ るだろ う。その辺の件 について

いろいろ欧州,米 国,日 本 と立場 が違 いま し

て見解 の違 うところで ござい ますけれ ど も,

や は りい ち早 くそれ らについての合意点 を見

出す とい う努力を していか なければ,今 後 の

解決策 に はな らない と思 います。

翻 ってわが国のこ とですが,や は りわが国

は言語 上の相違が ござい ます。いわゆ る日本

語,特 に漢字 を使 い,ひ らがな,か たかなを

使 ってい るとい った問題 と,こ うい った国際

的な データフローとの問題 とのギ ャップ とい

いますか,障 害 と言 った方 がいいか もしれま

せんが,こ れを逆 な意味で有利 に展 開 させ る

手段 を何 らかの形で 考える必要が あるので は

ないか。すべてを英語 で書 いてい くとい うこ

とで一体いいのか どうか とい うことについて

やは り考 える必要 があるだろ うと思 います。

とい うこ とは,わ が国 独自の データベ ースを

どうしてつ くるか。要 す るに 日本語 で読 んで

もらえ るデ ータベース,日 本語 にしかない デ

ータベ ースをいかに してつ くるか とい った こ

とに対 して努力 を惜 しんで はいけない と思い

ます。 これが ひいては国際的 な相互 依存あ る

いは共同作 業 とい った意味 におけ る国際分 業

につなが ることにな ります し,ひ い ては脅威

を除 くとい うと語弊が あ りますが,い わゆ る

自主的 な活動 とい う ものに対 する自信をわか

せ るかてにな るので はないか と思い ます 。 も

ちろ ん,デ ー タベ ースを構築す るとい うこと

については莫 大な資金が 要 ります。 その ため

には国家的 な プロジ ェク トとしてこれに取 り

組 む ことを提 案いた しま して,私 の話を終わ

りたい と思 います。

白 根 非 常に広範 なお話 だ ったと思 い ます。

先 ほ どの ダンザ ンさんのお話を受けて,い わ

ゆるア ドバ ンテージとかデンジャー,あ るい
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はメリ ッ ト・デメ リッ ト,こ こら辺 のバ ラン

スの問題,こ の バラ ンス感覚 というのは これ

か ら非常 に要求 され るとい うのが一貫 した1

つ の 考え方だろ うと思い ます。 と りわけその

プライバシーとかデータ ・ヘブンとか,そ う

い うふ うな危険あ るいは デメリ ットとい った

ものに も十分 考慮 しなが ら自由 化 とい った問

題 も考 えなければいけ ない。

それか らもう1つ 非常に強 くお っしゃ った

のは,ヨ ーロッパとアメ リカ,あ るいは日本

とアメリカ,特 にアメ リカとの格差 の問題 で

ござい ます。それが果 た して情 報戦争 とい つ

た ようなことに も起 こ り得 る ものか どうか と

い った1つ の危慎,脅 威 とい ったよ うな こと

もあるわけですけれ ども,日 本は大体 そうい

う脅威 とか危機感 とい った ものを非 常に重 視

す る国で ございまして,そ れが 日本の進 歩を

支 えてきた と思 うのですが,最 近 のコ ンピュ

ータ関係 でまい ります と
,デ ータベ ースが非

常 に日本は遅れてい るとい うことが1つ のは

や り言葉,キ ャ ッチ フレーズ。 それか らもう

1つ が,ソ フ トウ ェア ・エンジニア リングが

非常 に日本 は後れ をと ってい るのではないか

とい うの は,こ れは若手 のソフ ト ・エンジニ

アなんか も含めてそ うい う考 え方が非常 に強

いわけです。そ うい う中 で,い まこの国際間

データ フローとい うことに な って いい ります

と,ま す ます 日本の データベ ースを国際分業

の中 で どうい う独 自の ものを うま くつ くって

い くか とい うこ とが,1つ の ナシ ョナル ・プ

ロジ ェク トとして急速 にや はり展開すべ きこ

とではないかとい う論議が さまざまな ところ

で出てい るわけで ございます。中 には,こ れ

をひとつ政治的に もそ うい うことをや って も

らいたい とい う意欲 に熱 えて これ を政府に持

ち込んだ とい う話 もあ ります が,石 油 の話 と

違 って情報 の話 は政 治家 の方 に はわか りに く

いらし くて,な かなか コ ミュニケーシ ョンが う

ま くいかなか った とい った ような話 も伝 え ら

れ てお ります。 いずれ にしま して も,そ うい

う日本 とい うものを,国 際的 な データフ ロー

の時代 に入 っまい りまして,ど う位 置づけ る

か。い ま言語 の問題 とい うの も出てまい りま

したし,あ るいは法制上の問題 も出てまい り

ま したが,い ろんな問題がそこに含 まれ てい

ると思 います。

そこで,次 に,特 に学術情報 をめ ぐる国際

間 のデー タフローの問題 につ きまして日 ごろ

深 く考え てお られ ます 中山教授 に続 いてコメ

ン、トをいただ きたい と思い ます。

中 山 私 は大学 にお りますので,大 学 にお

る者 としてわれわれ が考えるのは,い かに し

て新 しい研究成果 をよそか ら知 り,ま たわれ

われ の研究成 果を どの よ うにした ら広 く知 っ

て もらうことがで きるか とい うことです。

私は,現 在,学 術情報処 理セ ンタ ーの仕事

を大 学でや ってお ります。 この学 術情報処理

センターが 目的 といた して お ります とこ ろは

DBDB,さ らにいろいろな現在市 販 されてお

るデー タベ ースを購入 し,そ してそれをのせ

て日本の先生方 に使 っていただこう。 オンラ

イン検索 をどのよ うに した ら効果的にで きる

か,ま た そのために必要 な ソフ トウェアを開

発 する,ま た処理 の方法 を研究 す るとい うこ

とを中心 にや ってお ります。

私 は自分 のや ってい る仕事 をときどき冗談

で,や くざの ヤク売 りだ と言 ってお ります。

とい うのは どうしてか と申 します と,や くざ

が麻薬 あるいは覚せい剤な どを売 ろ うとしま

す と,ま ず適 当なお客 さんにな りそ うな人を

探すわけで ございます。 そして,そ のお客 さ

んにな りそ うな人 に対 して,こ の薬 を打 つと

元気 にな ります よ,こ の薬 を打 つと気持 ちよ

くな ります よと言 って,そ の薬 をただで注射

してや る。やが てそれが習慣化 して中毒 にな

ったらしめた もの,あ とは絞 りほ うだい。 そ

れで 絞 られている気 の毒 な方が あち らこち ら

にいる ようで あ ります が,私 が なぜ 自分の仕

事をや くざのヤ ク売 りだというよ うなこ とを

言 っておるか といいます と,日 本の大学 の先
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生方 は,オ ンラインの情報検索 がいかに便利

な ものであるか,そ れがいか に自分 の研究 を

飛躍的に発展 させる もの であるか,そ うい っ

たことについ て御 存 じがないわけ で ございま

す。 したが って,私 は音響 力 プラーつ きの端

末を持 って方 々歩 いて,先 生,ひ とつ使 って

みて くれ ませんか,ひ とつ使 って御批評 いた

だけ ません か とい うよ うな ことで方 々ぺ行 っ

て それを使 っていただ いてい る。 そ して,い

かに オンラインの情 報検 索が便利 であ り有効

であ るか とい うことを先生 方 に身 を もって知

っていただい てい る。 私は そ うい う意 味で 自

分 のや ってい る仕事 をそ うい うぐあい に冗談

で申 してお ります。

ところが,そ の私 どもが現在 ファイルに入

れておるデータベ ース,恐 ら く今 年度中には

20近 くの ものが フ ァイルに入 って い る こ と

になると思 いますが,そ れは どこでつ くられ

た もので あるか とい うことで ござい ます。 こ

れは全部が輸入品で ございます。逆 に言いま

す と,輸 入 した もの を上手に 日本人 の口に合

うよ うに少 し加工 して,そ して それをみんなに

に使 っていただ いてい るとい うわけで ござ い

ます。この輸入 品が どこで つ くられてい るか

とい うことが非常な問題点で ございます。先

ほ どのお話に もござい ましたよ うに,日 本 は

学術情 報の生産者で あ ります。 しか も,そ の

日本の生産 しておる学術 情報 の量 は非常 に多

いわけで ございます。化学 の分野 です と毎年

100万 以 上の ペーパ ーが出 ておる。 その うち

の3分 の1ぐ らいをアメ リカ化学会 が評価,

選 択 いたしま して,ケ ミカル ・アブス トラク

トとい う形で出版 し,あ るいは マシ ン ・リー

ダブルな形で市販 してお ります。 その うちの

十数%ぐ らいが 日本でつ くられた もので ある

わけです。逆に言 ってしまいます と,日 本は

プロデ ューサーで あ りな が ら,先 ほ どの大変

な資源 をただで向 こ うに提供 し,そ して今度

非 常 に高いお金で それを買 ってお る。石油 の

場 合です と,産 出国は 自分の ところで産 出 し

国際間 データ フローをめ ぐる諸問題

ただけでお金 が取れ るわけですが,現 在 の少

な くとも学 術情報,特 に文献情報で ござい ま

す と,た だで向こ うへ持 っていか れて,向 こ

うはそれを加 工 して,ま た非 常に高 い値段で

こちらが買 い戻 してお るとい う状況 にある,

これがまず1つ の問題 点で はないか と思 いま

す。 これはいま辻岡 さんが言われ た最後の提

案 にもつながってくる問題ではないか と思います。

このデー タベ ースをつ くっておるの が私の

ところで,現 在,通 称DBDBと 申 し て お る

デ ータベ ースが ござい ます。 これ はデータベ

ース ・オブ ・データベース とい う名前で呼ん

で いて,学 内だけで使 うつ もりで つ く ってお

りますが,そ こに現在 二百数十の データベ ー

スの名 前が登録 され てお ります。 これ は文献

情報 だけで ございますが,そ の うちで現在市

販 されている ものの数 が107あ るわけで ござ

いまして,こ の107の うち87%,93の もの

が アメ リカで生産 されてお る。そして,そ の

ほかにイギ リスで7つ とい うふ うな こ とを勘

定 してきます と,英 語 でつ くられ てい る もの

が90%以 上 を 占め てい る,英 語 圏で つ くら

れてい るのが90%以 上 の もので あるとい う

ことが1つ の問題点 と して挙 げ られ るので は

ないか と思い ます。

第2番 目に,先 ほ ど言語 の問題 を取 り上 げ

られま した。 日本語 とい うのは国連 の公式用

語 で もございません し,日 本語 を使 うところ

は非常 に限 られてお る。で は,日 本語 で論文

を書いた らど うで あるか とい う問題にな りま

す と,日 本語 で論文 を書いて,少 な くと も日

本 の学界 で も通用 する分野 とい うのは非常 に

限 られてお ります。科学技術 の分野 にお きま

しては,少 な くとも日本語 で書 いた論文 は全

く論文 としての価値 を認 め られない と言 って

もいい くらいではない か と思 い ます。先 ほど

申 しま した ように,新 しい研究 に よって得 た

知 見をで きるだけ多 くの人 に知 って もらうと

い うのが,こ れが私 ど も大学 において研究 を

や らせて もらってい る者の責任で ござい ます。
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そ うい った意味 か らい きまして も,日 本語で

論文 を書い たので は読 む人 の数が非常 に限 ら

れておるとい う ことか ら,ま ず外国語で 書か

なければいけない とい うのが常識的 にな って

お ります。 そうい った意 味 にお きまして,外

国語で書 くものが多いので,そ れが そのまま

向 こうで アブス トラク トされた り,デ ータベ

ース化 される とい う可能性 は あるわけで ござ

います。 この言語 の うちで どの言語が多 いか

といいます と,先 ほ ど申 しま したよ うに,つ

くられている ものの うちで は英語圏でつ くら

れ てい るものが非常 に多 いわけで ござい ます

が,市 販 されてい る107の デ ータベースの文

献情報の うちで1つ だけが フランス語でeざ

います。PASCALだ け がそれ で ございまし

て,あ との ものは全部英 語のデータベースで

あ る。 この ことは非常 に現在 の学問 の国際的

地位 を示 しておるか もしれ ませ んが,や は り

問題点 としてあ るので はないか。すなわ ち,

国際 フローにおけ るランゲージの問題 という

のは1つ の大 きな問題 として考 えてみなけれ

ばな らないのではないか と思 ってお ります。

第3番 目に は,ど うい うところが そのデー

タベースをつ くって おるか。国別 でい きます

と,先 ほ ど申 しました よ うに,市 販の ものの

うちの90%近 くを アメ リカがつ くってお る。

つ くってお るものの うちの比重を 見てい きま

す と,現 在 一番多いのは非営利団体がわ りあ

い数 として多 いので ございますが,そ の占め

る割合を少 し歴 史的 に追い かけてい きます と,

最 初は政府機関 などでや っていた,そ れが非

営利団体 な どへ移 された,さ らに それが どん

どん私企業 に移 され つつ あるとい うことで ご

ざいます。す なわ ち,デ ータベ ースの作成に

おける私企 業の占め る位置 とい う ものが無視

で きない よ うに なって きてい る。 ど うい うこ

とか と申 します と,非 営利 団体 な どが政府の

補助金 を もらってや ってい たケー スが相当多

い わけで ござい ます。最初 は政府 が補助金 を

出 して一生懸命 育成に努めた。 しかし,情 報

が価値 あ るもの として認め られてきた。 ま た

情報 とい うもの が高い ものだ,値 段の ある も

の,し か もそれは安 くない ものだというこ と

が認 められてい るようにな って きた。 そ こで

いわゆる補助金 は要 らない。逆に また,日 本

の政府 と同 じよ うに,補 助金 とい うの はあ る

程度 出す とどんどん切 って い くとい う形を と

りますので切 られ る。 そういうことで,い わ

ゆ る政府 などの 占め る位置 とい うのは どん ど

ん少な くな って きて,営 利を 目的 とす る私企

業の手 に どん どん移 って きつつあ るとい うこ

とがあ るので はないか と思 います。

もう1つ 問題 と して言 えることは,そ の こ

とによって,逆 に言 うと学者 としては欲 しい

情報であ るに もかかわ らず,販 路が小 さい た

めにつぶれて しま った ような もので ござい ま

す。 た とえば アメ リカ数学 会が全米科学財団

の援 助 を受けてや ってお りましたインデ ック

ス ・オブ ・マティマテ イカル ・ペー パーズ と

い う数学 の論文の データベ ースがござい まし

たが,こ れは1970年 に 政府 の補助 が打 ち切

られてそのままス トフプ してみ ま ってい る。

その後数学関係 のいい デー タベースは現在 に

至 るまで文献情報 はつ くられてお りません。

す なわち,相 当 に採算性が問題 に されてい る。

経済性が 問題 に されていると言 え るのではな

いか と思 い ます。

もう1つ の問題 は,デ ータベースにつ くら

れてい る分野 は,科 学技術 とか生命科学 ある

いは医科学 とい うような ものが多 くて,そ れ

以外 の人文科 学,社 会科学 の文献情 報データ

ベースは非常に少 な い。90%以 上 が 自然 科

学 系の もので あ る とい う現状で ございます。

これ らの問題点 を全部集約 してみ ます と,

採算 性,経 済性 という問題 に帰着 してい くの

で はないか と考え られ ます。

最近,私 は堺屋 太一氏の 「油断 」 とい う言

葉 にな らって,こ の2年 ぐらい 「情断」 キ ャ

ンペー ンをや ってお ります。 これは 「冗談」

じゃないtt情 断"の 話 とい うこ とで一生懸命
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言 ってお ります。最 初の冗談 はジ ョークで,

後 の情断は油断 と同 じよ うに情報 を断 つ とい

うことです。 日本はた くさん論文 を生産 して

い るとい うことは,そ の前提 になる情報が入

って こない と自分 の論文 の学 問的位置 や何 か

も知 ることがで きない。そ ういた します と,

もしある日突然 に情報が途絶 えて しまった ら

どうい うことに な るで あろ うか とい うことで

す。一気にな くな ることはない と思 います。

しか し,先 ほ ど言 いましたよ うに,私 が 一生

懸 命 日本 の先生 を中 毒患者 にして,そ のあげ

くもとにな るもの がよそか ら入 って こな くな

った らどうなるか。 オンラ イン ・データベー

スの検 索になれた人 は自分 でカ ードを集め る

ことは不可能 です 。また,現 在 は研究 者自身

が自分 で必 要な ペーパ ーを呼んで,必 要 な も

のを全部 チ ェックす るこ とは不可能 にな って

います。ケ ミカル ・アブス トラク トは40万

の ものがあ り,そ の中 か ら自分 の必要 な分野,

専 門の分野だ け集 める ことも不 可能で,あ る

大 きな教室 は大学院の学生 が毎 月当番 で割 り

当て られまして,新 しく来 たケ ミカル ・アブ

ス トラク トを見て,自 分 の教室 の研究 に関係

あ りそうな もの を全部集 めて リス トア ップし

て,ゼ ロックスを とって教室の 中へ回 す仕事

をや らせて お ります。医学の方で も同 じよう

なことをや って いるところが やは りあるわけ

で あります。 自分 で そうい ったア ブス トラク

ト誌か ら自分 の必要な ものを引 っ張 り出す だ

けで もいまの大量の情報 の中 では大変 で ある。

そ うい った意味 か らいって,研 究 を進 めた り,

何 かす るためには オ ンライ ンの検索 をど うし

て もや らなけれ ばいけ ない。それ をつ くると

ころに,生 産す る ところ に偏 りが ある。 ラ ン

ゲ ージに偏 りが ある。 これが今後の世界にお

け るデータフローの問題 におい て非常 に大 き

な問題点 と して挙 げるこ とがで きるので はな

いか と思 います 。

もう1つ は プラ イバシーの問題 ですが,プ

ライバシーの問題 はす ぐ個人 その ものの プラ

国際間 デー タフローをめ ぐる諸 問題

イバシーの問題 として扱 われてお ります。私

どもに とっては,プ ライバシーの問題 はそ う

い うこともござい ますが,研 究におけ る プラ

イバシーの問題 とい うの は別 の もので ござい

ます。 ど うい うものか といい ます と,研 究 を

してその結 果は,特 に大学 のよ うに政府か ら

のお金,あ るいは私 立大 学にお いて も政府 か

らの補助金 に よって成 り立 ってい るよ うな と

ころ,そ うい ったお金 に よってや って いる と

ころは,そ の成果 は当然公開 しなけれ ばな ら

ない もので ございます。成果 が出た ら必ず そ

れを公表す る,ペ ーパ ーとして発表 しなけれ

ばな らない。 そ うい う義務 もあると思 います。

ところが,パ ブ リックにす るまで,す なわち

ペーパーと して表へ 出すまでは,こ れ はその

人 のプライベ ー トな範疇 に属 する ものです。

なぜ この情報 と特に 国際 フ ロー とプ ライバ シ

ーのことが問題 があ るか といいます と ,大 学

で そ ういう先生方が ど うい うときに文献険索

をしたいか とい うと,大 き く言 って2回,念

を入 れて3回 だと思 います。 すなわち,自 分

がある研究 を始め よ うとす るときに,そ うい

う研究 が ど うい うぐあいに現在 な され ている

か,ど うい う状態で あ るかを知 るため に,研

究 を始め る段階 でいろい ろ知 るとい うのが ま

ず そ うい ったデータベースに アクセスす る最

初 だと思 います。 それか ら,自 分の研究が あ

る程度完成 してペ ーパーを書 き始 め る,あ る

いは完成に近づいた ときに そのほかの状態 を

よ くチ ェックするために使 う,こ れが第2回

目。研究が長 い間あるい は念 を入 れ るときに

はその研究の途中で もう1回 ア クセスす る,

大 体 この3回 そ うい ったデ ータベ ースや何か

にアクセスする と思 います。 もちろん,絶 え

ず 自分 の分野の もの はいろんなSDIサ ービ

スや何 かで もらいたい とい うこ とは当然あ る

と思 います。そ うす ると,だ れ が どうい う情

報を欲 しが って いるか,ど の研究者が どうい

う情 報にア クセス してい るかが もし漏れ るよ

うな ことがあ った ら,ど こかで それが モニタ
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リングされ るような こ とが あ った らこれ は非

常に困 るわけです。 そ うい った意 味で,研 究

におけるプライバ シーの問 題を別の もの とし

て 考え,こ れを どうい う具 合に守 るか とい う

こ とで考えてお ります。

国内 と国際の問題で は,国 内においては当

然大学の生先方 あるいは研究 者の人 々が 自由

に使 えるよ うなネ ットワー クをつ くることが

必要であ ると思 います。 また,そ の ネ ットワ

ー クはそのまま国際の データベース と国際的

に もつなが って,そ して国際的 なデータベー

ス ・バンクを使 うこと もできるこ とが必要だ

と思い ます。しか し,日 本 は日本で必 要な も

の をや っておか ない と何かの ときに困 るので

はないか。

さらに,先 ほ ど申 しました価額 の問題で ご

ざいますが現在,私 の ところにデータベース

は非常 に安 い値段 で売 って くれてお ります。

定価 というのはあってもない ような もの だ とい

うぐあいに感 じるぐらいの値段で いろんな と

ころがデータベ ース を私 の ところに提供 して

くれてい る。 ところが,今 度私 どもが中 毒 に

な ったときにそこがいままでの10,倍 で な け

ればだめだ とか,あ るいは日本 に対 して特別

の値段で出す と言 われた ときにど うす るか と

い うような ことを恐 れます。 これが先 ほ ど申

しま した 「冗談 じゃない ¶¶情断"」 の話。 そ

のときに対 して 日本 として どうい う対案 を と

って おかなけれ ばいけないか。先 ほどの よう

に,日 本でデ ータベ ース をつ くる とい うこと

も1つ だ と思 います。 それがあ るいは最後の

手 段か もしれ ません。最後 の ときは物 々交換

をして,相 手 からも,ち ゃん ともらわなければ

いけ ない。 こち らが価格 ある ものを与 えて相

手 か らもも らうとい うことが 一番最後 に残 さ

れた手段であ るか もしれません。 そのために

は どうした らいいか,と れ が私 どもが今後考

えていかなければ な らない 問題 ではないか と

思 います。

白 根 中 山先生 のお話 は,特 に学 術情報を

め ぐるデータベースの問題で ございます。

「冗断でない情断 」とい う話が ございました

が,そ れを最 初に言 い出 しだという人 が実 は

ほかに もう1太 い るのです。2人 で そのパテ

ン ト争いが ござい まして,東 大の猪瀬教授 と

ただい まの中 山教授 が大体 同 じころに言い 出

した らしいのです。ですか ら,両 方 と も教祖

だ とい うことに してお きたいのですが,確 か

に石 油問題 とあ る面で は似 たそ うい う値段が

あるようでまだない。 そ うい うデータベース

の中で,だ んだんその利用 者が ふえてまい り

ます とそこで1つ の商 品化 がさ らに進んで ど

んな ことが起 こるか将来 の予測 は非常にむず

か しい。 そ うい う中 にあ って,日 本 が もし と

りわけ英語 圏にデータベースをほ とん ど依 存

していた場 合 にとんで もない問題が起 こるか

もしれない とい う問題提起 。

さらに は,プ ライバ シーと言 いますけれ ど

も,そ れは何 か個人の個人情報 とい うことを

よく言 うのですが,研 究者に まつわるプライ

バシーとい うの は非常に特殊 な問題 があるの

だ とい ったよ うな大変具体的な ユニークな御

指摘だ ったと思 い ます 。

それでは続 きまして柳井 さんで ございます

が,御 存 じの よ うに柳井 さんは海外 のデータ

ベ ースを使 ってのタイム シェア リングの仕事

を大変長 く経験 してお られ ます。そ うい う長

い経験 の中 か ら,今 後の 国際的な情報流通の

問題を,そ の情報 のフ リー,フ ローの問題,

さ らに はそれに対す る鎖国論 とい うのが片一

方 にあるわけですけれ ど も,そ うい ったよ う

な問題 のバランス も先 ほ ど問題が 出てお りま

すが,具 体的な経険 を踏 まえての御意 見をい

ただ きたい と思 います。

柳 井 毎 日の仕事 を通 じまして,国 際 間の

データフローとい うのを直接 仕事 として扱 っ

ているわけで すが,そ の前 に,で はわが国の

国内に自由なデ ータフロー とい うものがで き

るのか とい うよ うな 問題 を提 案 あるいは申 し

上 げたい と思 います。
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実 は先 ほど辻岡 さんはわが国の国 内の プラ

イベ ー ト・ネッ トワークは約300ぐ らい ある

とい うお話 なのですが,現 在 アメリカは,私

の知 ってお ります限 りで は,2,500か ら3,000

の 間 だ と思 うのです。 アメ リカの約10分 の

1。 それか ら,名 前は変 わ って しまい ますが,

GNPの 比 較 を します と,さ よ う現在 のGNP

は 日本はアメ リカの大 体3分 の1。 どの産業

を とって も大体 日本のパ ワーが アメ リカの3

分 の1程 度 なのです。

コンピ ュータについて非常 に間違 った考え

が1つ 日本 に導入 されていて,日 本 はイ ンス

タレーションは世界第2位 だ,ド イツを抜 い

たと言いますが,最 近の アメ リカの統計 によ

ります と,コ ンピュータの利用 とGNPの 関

係で はわが国は世界第8位 です。非常 に低い

のです。実際 の 見かけ と利用度 と金 のか け方

を見 ると,ま だまだわが国 がコ ンピュータ化

された とい って いば るとい うに はほ ど遠 い よ

うな感 じがす るわけです。なぜ アメ リカの プ

ライベ ー ト ・ネ ッ トワークの10分 の1し か

わが国で行 われなか ったか。 これ か ら申 し上

げ るこ とは非常 にあまの じゃ くの発言 とと ら

ないで ほしいのですけれ ども,先 ほ どダ ンザ

ンさんか ら技術 の発達,特 に コ ミュニケ ーシ

ョン技術の発達 によ って コス トが下が ってい

って距離 に関係な く利用 で きるとい うお話が

あ ったのですが,技 術 が発達 しコス トが下が

れば利用料金 は上が って い く,こ れ が 日本 の

現状 なのです。 これは 一体 どうい うぐあい に

理解 す るのか。国際間 に至 っては禁止的 な金

額 に上 ろうとして いる。 インタ ーナシ ョナル

・フローどころか ,こ れを禁止 す るよ うな,

利 用 で きないよ うな制度 に持 ってい く,料 金

体系 に持 ってい くということが現実 に あるわ

けです。 これは理論で もな くて,将 来 の問題

で もあ ります が,あ るいは将 来は非 常に変わ

るか もわか らない。

もう1つ,で は国内 のデ ータフロ ーが 自由

であ るか。われわれが情報 を自由に受け,自

国際間デ ータ フロー をめ ぐる諸問題

由に人 に伝 えるとい うよ うなことは,国 連の

人権宣言 にわが国に入 ったか ど うか知 りませ

んが,人 権宣言には明 らかに情報 の流通 は自

由で,受 けるの も送 るの も自由で ある。ただ

し,国 家 としてのある種 のナシ ョナル ・セキ

ュリテ ィとか,プ ライバシーの問題 とか,風

俗を害する とい うよ うな問題 に関 しては規制

をかけ られるこ とがあ る,そ れ以外 について

は自由であ るべ きではないか。 ここへ わが国

が戻 りますと,わ が国で 自由 に ネ ットワーク

を張 ろ うとす る と必ず規制 がかか って しま う

わけです。国際間の議論 をする どころか国 内

に自由がない とい うのが現状 なのです 。これ

は規 制の問題 自身あるいは法 律自身 にあ るの

かわか りません。わが国のデ ータ通信 を従来

の通 信の延長 上で物を考 えよ う,電 気通信,

通信 そのもので あるとい う考え方 が非常にわ

が国で は根強 く関係官庁 とキ ャ リアに あるも

のです か ら,い ま残念 なが ら情報 の流通 の 自

由は国内 にな いわけです 。

国外に至 っては もっとひど くて,鎖 国論の

話 の前に現 在 は,い ま ダンザ ンさんがお っし

ゃった アメリカのデータベ ースが ヨーロ ッパ

に自由に入 って きて,そ れで何 らかの影響 を

受け ているというような御発言だ ったのです

が,わ が国 にはデータベ ースが オン ライ ンで

アメ リカか らどんどん入 って くるとい うこ と

は現在 ほ とん どないわけです 。われ われ も商

売 を していますが,先 ほ ど中山 さんのお っし

ゃった ような学術文献 に して も,オ ンラ イン

での入 手 とな る理由がわか らない規制 に基づ

いて規制 され ています。皆 さんが きょ う,で

はアメ リカの データベ ースをネ ットワークで

ダ イヤルでつないで ほ しい と言 った って,現

実 にで きないわけです。 そ うい う意 味ではデ

タフロー以前 の問題ですが,そ れは さておい

て,徐 々にそ うい うこ とが オープ ンに なって

い くと思 いますが,わ が国 はそ うい う意 味で

はヨーロッパ と同 じ歩 み,私 はあえてあ まの

じゃ くの表現 をします が,ダ ンザ ンさんが発
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言 された ヨーロ ッパ人 とアメ リカ人 の違 い,

日 本人は また アメ リカ人 と もヨー ロッパ人 と

も違 うべ きであ るとい うぐあい に私 は思 うの

です。

特 に私が心 配 してい ますのは.盛 んにヨ ー

ロ ッパで国際間 のデータ フロ ーの規制問題が

語 られますけれ ど も,そ の裏に流れている も

のがプライバシーに関係 して いる ものに対す

る規制 とい うの は意 味 がわか るのです。 ただ

し,国 家の経済 を背景 に して規制 を強め てい

こ う,外 側 に出 てい くこ とを強め ろ,も っと

極端 な表現 をす る と,OECD内 は 自由だが

外 に向か っては規制 を設け よ うとい うことが

将来行 われる と,わ が 国にと っては非常に困

る問題 なんです。 これ は現 実にデ ータフロー

で な くて,わ が国 が自動車 その他の輸出でい

ま直面 している問題 とほ ぼ似 たよ うな状 態で,

わが国 としては何 とか そ うい う国家経済 をバ

ックに して規制 をかけ よ う,そ うい う名の も

とにおいて規制 をかけ よ うとい うようなこと

が ない ことがな いことをわれわれは何 とか貫

くよ うにほ かの国を説得す る必要があ ると思

うのです。幸い アメ リカの方は現在比較的 自

由 な裁量ですか ら,ア メ リカの中へ入 り込む

こ と,あ るい はアメ リカか ら取 ることにおい

てはわが国 とアメリカの場 合は,現 在 は問題

はあ るとしても,将 来 は フリーで あるべ きで

あるとい うぐあいに考えます し,ヨ ーロ ッパ

と日本 の場 合 ももっとフリーで あ るべ きで,

規 制についてはで きるだけ設 けな いことが望

ましいとい うのが私 の主張 です。 よく考えて

み ます と,国 家 が規制 をかけ るこ とは逆に非

常 にコス トのかか ることです。 日本で は数年

前に プライバ シー法 案が出 よ うとして盛 んに

各 省庁が研 究 したと きに得 られた結論 は,プ

ラ イバシーを高め よ うあ るいはあ らゆ る側面

で高めよ うとすれば するほ ど情報処理 コス ト

が天文学的 にふえる。特 に銀行 のよ うに現在

で も比 較的 情報処理に 関 して コス トがかか っ

て いると ころで さ らに そうい うもの に規制 か

け ると銀 行 その ものの屋台 を揺 るがす よ うな

問題 に もなりかねない とい うことで,こ うい

う規制 の問題 とい うのは少な くと もわれ われ

はで きるだけ フリーで あるべきである と思 う,

これ は経済問題 も絡 んでなんです。

も う1つ は,だ れ が規制をかけ るのか,国

家 が かけ るのか,そ の 国家 と一緒 にな って通

信 の主体 を持 つ通信業者が規制 をかけ よ うと

す るのか,こ の辺の問題 についてはわれわれ

は非 常に慎 重 に世界の動 きを見てわれわれの

方法 を とる必 要があ る とい うぐあいに思 いま

す。私が そうい うことを申しあげる のは,現

在わが国か らあらゆ る産業が多 国籍産業 とし

て海外に進出 してお りま して,こ のデータフ

ローに規制がかか ります と非常にわが国の産

業に と って問題 が多 いか ら申 し上 げて いるの

で,現 実,将 来の問題 として討 論す るよ りも,

きょ う現 在 もし何か規制 がかか る,た とえば

これは非常に極端 な言 い方か もわか りません

が,飛 行 機の予約 をす るの に国を通過 す るた

びに予約 料に税金 がかか るようなことがで ま

した らどうい うこ とに なるか。 われわれが飛

行 機に乗 ろうと思 って,現 在飛行機の ネ ッ ト

ワークの リザ ベーションを自由 に航空会社に

頼んでい るのですが,Aと い う国で は自分の

国に出入 りす るデータ フローに税金 をかけて

やろ うとい うよ うな ことが起 こる と,飛 行機

予約1つ に して も全部税金がかか って しま う。

私企業が活動す るためには最低の情 報処 理コ

ス トで もって,グ ローバルに活動 しない とう

ま くマネージで きない とい うのが現状ですの

で,こ うい う問題 も片一方 ではよ く考 えて,

ナシ ョナル ・データ フローについてわが国 と

しての態度 を決め る必要がある。私 自身 は必

ず しもヨーロ ッパの行 き方 は賛成 しない とい

うのが主張です。 その底 に流れ てい るの は,

何 回 も繰 り返 しますが,ア メリカに対す る経

済的な脅怖,そ うい うものがベースにある限

りにお いてはわれわれは反対 したい。そ うい

うもので は もともとな くて,も っと違 う面で
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規 制あ るいはそ うい うものが行 われ るべ きじ

ゃないか。 やが てアメ リカにかけ られる規 制

はわが国 にかか って くる とい うことを強 く心

配 してお ります。 これ は現実の仕事 を通 じて

なんです。それ に調子 を合 わせ てわれわれが

い くなん てとんで もな い話だ とい うぐあいに

思 ってお ります。

それか らもう1つ 。 ユーザ ーの立場で,少

し離れますが,ダ ンザ ン さんが説 明なさらな

か った うちに,現 在,コ ンピ ュータ ・ネ ット

ワークのユーザ ーとして1つ 問題が出て いま

すのは,キ ャリアとメ ーカーがおの おの将来

を心 配 してそれぞれの プロ トコルを主張 して,

ユ ーザ ーが真ん中に入 って両方 か ら押 されて,

そ の うちに もちの中 のあんこが 出るよ うに,

ユ ーザ ーは どら らへ い った らいいのか という

問題が起 こるのではないか とい う心配が1つ

あるので す 。それは,わ れ われが コ ンピュー

タの メーカ ーで もな くて,キ ャ リアで もな く

て,ユ ーザ ーとい う立場 で言えば,わ れわれ

は技 術の発達 において も両方の真ん中 にはさ

まれ て,そ の どち らか らも押 されてユーザー

自身が ど うしたらいいのかわか らない とい う

ような ことにな らないために,そ れは技術的

に も国際 間の ナ㌢ ヨナル ・データ フロ ーを自

由にす るため にユ ーザ ーがい まは立 ち上 が っ

てど うすべ きか とい う主張をす る時期のよ う

に技術的 には思い ます。

プライバ シーにっい て も2通 りあ ると思 う

のです。 全 く人権 を守 るための プライバ シー

と,人 権を守 る意 味でな くて,企 業活動 が必

要 とす るプライ バシー。 たとえば 日本の会社

がスウ ェーデ ンに子会社 を持 って いる としま

す。 その ス ウェ ーデンにお る子会社の従業員

の利益 を 日本が デ ータフ ローでつか まえるこ

とがプ ライ バシーの違反 だとい うことにな る

と,世 界企 業 とい うの は非常 にむずか しい局

面に達 する。 そこまで はプラ イバ シーでない

のでは ないか。少 し話が飛び ま したが,プ ラ

イバシーもあ る限度が あるのでは ないか 。わ

国際間 データフ ローをめ ぐる諸 問題

が国 は,も ういま各人 が気づか れている と思

うのです が,ア メリカに並 んで多国 籍企業 と

しての活動 がわが国の経済 を非常に支 えてお

る状態で,そ のプライ バシー問題で も,私 企

業の活動内 におけ る問題 とその国の従業員 の

個人 の プライバ シーの問題 の限界に ついて考

えておか ない と,わ れわれ自身 やが てあ らゆ

る活動 を行 うとい うところに問題が生 じるこ

とを心配 して お ります。

少 し方々にわた りましたけれ ど も,そ うい

うことが この データフロ ーで きょう現在仕事

を していま して,あ したを 見て私 が非常 に心

配 しておる点 で ございます。(拍 手)

白 根 いま場内で拍手 もござい ましたけれ

ども,3人 の パネラーの中で柳井 さんは ビジ

ネスと しての データフローの問題 を扱 ってお

られ るとい うことで,切 実 な御意 見で あ った

と思 います 。

3人 の 日本 のパネラーの御意 見はそれ ぞれ

の角度 からこの国際的データフローをめ ぐる,こ

れ は予 測の問題 もございます し,す でに現実

にな って いる問題 もあ るわけですけれ ども,

この御意 見をお聞 きにな って,恐 らくダンザ

ンさん もボネ さん も,日 本 とい うの は フラン

スな りヨ ーロ ッパ とず いぶん違 うとい う感 じ

を あるい は持 たれた と思 い ます。そ うい う意

味 も含め ま して,今 度 はボ ネさん とダンザ ン

さんに先 ほどか らのお話 を受 けてコ メン トの

追加 を してい ただ けれ ば あ りが たい と思 うの

です が,ボ ネ さんか らお願 いいたし ましょ う

か。

ボ ネ 先ほど情断 とい うことをお っしゃい

ました。 つま り,「 冗 談で ない{t情 断"」 と

い うふ うにお っしゃ ったのですけ れ ど も,と

て もお もしろい指摘 だ った と思 い ます。石油

シ ・ックの油断 と完全 に同一線上で 考 えられ

るのか どうか ちょっと疑問に思 う点 もあ るわ

けです。 とい うのは,第1に,情 報 とい うの

は心理 的な現象で あって,い わゆ るスタ ンダ

ー ドな ビジ ネスで はない ということです 。で
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すか ら,大 量 の情 報が あ る特定 の トランス ポ

ーテ ーシ ョン ・システムを流れ るわけではな

いので,そ ういう意 味 では定量化で きない,

物 質 として とらえることがで きない性質 の も

ので あ ります。ですか ら,こ のTDFを 考 え

る際 に,情 報 が物質 で ない とい うことをまず

認識 しなければな りません 。このシンポジ ウ

ムにお きま して も,た とえば音 声 とか音波 と

いう ものは ハン ドラーによ って もたらされる

ものではないわけで あ りますけれ ど も,し か

し,物 質 でない ものが何 かの形 で運 ばれて い

くとい う情報の特殊性 に目を向けなければい

けない と思 います。

第2の 点 として申し上 げたいの は,種 類 の

ツールをわれわれは持 ち得る と思 い ます。 こ

の情報の処理 の爆発的 な増大 をコ ントロール

す るために3つ の ツールが あるわけであ りま

す。ま ず最初 が法律 とか規制,そ れ か らス タ

ン ダー ドで あ りまして,ポ ータ ビリテ ィとか

コ ンパチ ビリティとい うこと,そ れか らタリ

フ,つ ま り経済的 な観点か ら行 うとい うこの

3つ の ツールが考え られ るわけ で,こ の3つ

の ツールは それぞれお互 いに密接 に関連 をし

ているわけです。情 報 とい うものに1つ の価

格 があるわけで はあ りませ ん。情報 を得 るた

めに何 らか の対価を払 うことは必要 です が,
ノ

それ が 一・体幾 らなのか とい うことを考える場

合に,た とえば その情報を売ろ うとい うふ う

に思 った場合に,そ れを売 ることが で きない

でただで上 げて しま うこと もあ るわけですか

ら,情 報 に対 して価格,価 値 をつける とい う

のは非 常 にむずか しいわけです。タ リフも1

つ の方法で はあ りますけれ ど も,そ れほ ど有

効な もの とは必 ずし も言 えないか もしれませ

んが,先 ほ どダンザ ン氏が示 した ダーウ ィン

的 な進 化の図の中で もそれが出て きた と思 い

ます。

次に,文 化的 な特徴を情報 は持 ってい る。

つ まり,文 化で あるが ゆえに社会的 な側 面 も

持 って いる とい う事実 を忘 れては な りません。

つま り,対 価,価 格 なしに文化的 なプロセ ス

を考えることもむずか しいで しょ う。 た とえ

ば犯罪人 を裁 判にかけ る場 合にコス トがか か

ります。 しか し,そ れはコス トで あ って,収

入 にはな りません 。そうす ると,社 会的な観

点か ら見 ると,正 義 を全 うす るた めの コス ト

であ りなが ら,そ の犯罪 人を裁判 にかけ ると

い うコス トを払わなければいけな いわけです。

経済的 な生活 とい うのは,よ く法 律的 または

文化的な観点 を持 たない とい うふ うに考える

人 も多いですけれ ども,こ れは私 は違 うと思

います。つま り,ど こかでバ ランスをと らな

ければいけないわけ で,そ れがま さにス タン

ダーダイゼー ションとい うふ うに考え ること

もで きるのか もしれませんが,標 準化,ス タ

ンダーダイゼ ーション とい うのはい ろい ろ異

な った関心,利 害,考 え方 を持 った人 の異 な

った行動様式 とい うもの を統括 していかなけ

ればいけ ないのですか ら非常にむずか しいと

思います。

柳井 さんがお っしゃいました ように,こ の

ようにTDFと い うよ うな重要 な現 象を 目の

前 に して,や はり自由 に世界 に伝播 させなけ

ればいけない とい うこ とは一見正 しい よ うに

思 いますけれ ど も,ス タンダーダイゼ ーシ ョ

7を 必要 としている人 は3つ の種類 の人 々で

す。 つま り,材 料のプ ロデ ューサー,そ れか

らビジネスマ ン,つ ま りデ ィス トリビューシ

ョン ・システム自体 とい う観点か らの要請で

あ ります。それか ら,最 後 が コンシ ューマー

つま りユーザーであ ります。柳井 さんはユー

ザーではあ りませんで,シ ステムのデ ィス ト

リビューシ ョンの方 に入 ってい る方で あ りま

す。 ダンザ ン氏が講演 の中 で申 し上 げま した

よ うに,デ ィス トリビュー トされた インフォ

メー ション ・システムのユ ーザ ーにINFOR

EPと い う非営利団体 が あ りますが,こ れが

ユ ーザ ーなわけで,こ のユ ーザ ー団体が事実

上のスタンダー ドを設立 いたしまして,ト ラ

ンスポ ーテーシ ョン ・システムをみずか らの
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ニーズに対 して トランスペア レントな ,透 明

な ものに したわけで あ ります。 そ して,イ ン

フォメ ーシ ョン ・システ ムをキ ャリア とリン

クさせる とい うこ とを考えたわけ です。 昨 日

ガル ビン さん が,SBSが1つ の企 業体 と

して事 実上 の標準化を考 えてい るとい うこと

をお っしゃったわけです 。つ ま り大口のユ ー

ザ ーにアンケー トを出 して,一 体 ど うい うサ

ービスが提供 されれば こうい った主要 なユ ー

ザ ーの要件 を満 たす ことが できるか とい うア

ンケー トをや ったとい う'ふうにお っしゃいま

した。 フラ ンスにお きましては小口の非営利

団体が 同 じような検討,研 究を開 始いた しま

して,全 然 ビジネス上の観点 を考えず に,完

全 に非営利的 な観点 か ら問題 を考 えま した。

白 根 続 いて,ダ ンザ ンさん,御 意 見が ご

ざいま した ら・・…・。

ダ ン ザ ン いろいろ コメン トをしたい問

題があ るのです が時間の関係 もあ りますので

次の2つ に焦点 をあてて 申 し上 げたいと思 い

ます。

1つ は,科 学的情報 に関 してで あ ります。

確かに幾 つか問題が あるこ とは事実 で あ りま

す 。情報公害 につ いて意 見を述 べ たいので す

が,こ の問題 をいかに解決 で きるか とい う答

は持 ってい るわけで はあ りませ ん。情 報の ソ

ースは きわめて多様 で あ りまして
,研 究 者 と

い うの は研 究を発表 して それ をプロモーショ

ンするとい うことが必要 で あ りますか ら非常

に多 くの ペーパ ーが出て くるわけ です。 すべ

てのペ ーパーを全部読 む とい うこ とは もう不

可能 な状態 にな ってお ります。

そこで,情 報を取 らな いで もいい方法 が2

つ あるわけであ りま して,1つ は,も う全然

情報を受け取 らな いとい うふ うにすることで

す。2番 目 は,余 りに も多 くの情報 を受け取

れ ばいい とい う状態 であ って,そ れが現 在の

状 態です。余 りだ くさん情報 があるか ら情報

を受 け取 らない と同 じだ とい うふ うに思 うわ

けです。

国際間 データ フローをめ ぐる諸問題

日本 とフラ ンスの違 い とい うの はそんなに

多 くないと思 い ます。 とい うの は,御 承知 だ

と思 いますけれ ども,わ れわれ は有効 な情報

と利用で きな いような情報 という もの を分 け

てい るわけです。 た とえば個人的 な関係 とい

ったよ うな もの を通 じて,日 本の場 合 には有

効 な情報 と非有効的 な情報 というの を分け よ

うとしているわけです。た とえば 自分 に関係

ない情報はそれ を無視 して しま うとい う形 を

人間関係を通 じて とることがで き るわけです。

ところが,開 発途上国の場 合には問題 はむ

ずかしいわけです。 ユネスコのUNISIST

の プ ロジェク トについ てちょっと触れてみた

いのですけれ ど も,ユ ネスコは開 発途上 国の

代表 の圧力 にこたえま して,巨 大 な科学的技

術的 なデータバ ンクをつ くってい るわけです。

開 発途上国 としてはこ うい うデ ータバ ンクに

対 して アクセス をしたい と主張 してい るわけ

です。私 としては これ に疑問 をは さむわけで

あ りまして,こ うい ったデータバ ンクが開発

途 上国 にと って役に立つ とは思 い ませ ん。 と

い うのは,彼 らの得 る結果 とい うの は情報公

害 に しかす ぎない と思 うか らです 。ただ,開

発途上国に ノーと言います と,情 報 を 自分 た

ちだけでと って しま って,困 るとい うことで

抗議 をす るわけです 。米国は伝送 コス トだけ

を とって開発途上国に無料で科 学情報 を提供

するということを決めた ようで あ ります。 も

ちろん役 に立 つか もしれ ませんけ れ ども,あ

る意味では開 発途上国 自体 に とってこれ は危

険 なことか もしれません。

また,も う1つ 私 は中山先生 のお っし ゃっ

たことに非常に関心を持 ったわけです けれ ど

も,こ れは リサ ーチの プライバシ ーの保 護 と

い う点 に関す る御指摘 であ ります。非常 によ

い例 を持 ってお りま すの で指 摘 してみた い と

思い ます。

デ ータバ ンクの利 用に関 しま して,リ サ ー

チ ャーが一体 何を研究 してい るか とい うこ と

を知 るために情報 を求 めるわけ であ りまして,
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特 に原 子力 エネルギ ーに関す る分 野だ ったの

ですけれ ど も,情 報 を得 よ うとしたわけで あ

ります。ある開発途上国が フランスのデータ

バ ンクに接続 して おり まして,あ る時点にい

ろんなこ とを問 い合わせ をしてきました。技

術的なポ イン トにつ いての情報 を得 ようとし

てい るわけで,そ れが原子爆弾に役 に立つ種

類の情報 で,非 常に貴重な情報 であ りました。

こ うい う事実は一般化で き るわけであ りま し

て,デ ータバ ンクのところに いろいろな情報

を与 える とい うこ とにな りますな らば,そ こ

で 問題にな るのは,一 体 その情報 を使 って何

を して いるのか とい うこ とだ と思 うのです。

そして,そ うい う情 報を使 った結果 いろい ろ

困 った結果が その原 子爆弾 の例の よ うに起 こ

って くる可能性が あるわけです。 これ は会社

間だけで はな くて,国 家 間の問題 ともな り得

ると思 うわけです。

また,柳 井 さんのお っし ゃったこ とに も私

は非 常に関心 を持 ちました。 テレックス とか

ネ ッ トワークの価格の問題 について関心 を持

ったわけです 。ヨー ロッパ も同 じよ うな病 を

抱 えてお り,全 く同じ状態 にあるわけです。

専用 のネ ットワークの開発が小規模 に進んで

いるわけで あ ります。 とい うのは,こ れがP

TTと い うコモンキャ リアで もって料 金が設

定 されてい るか らで ありま して,専 用がなか

なか発達 しないわけであ ります。 データの伝

送 とい うのが ある意味 で電話 のただの延長 に

しか過 ぎな いよ うな もの にな っているわけで

す。確かに アメ リカではデ ータ伝送 とい うの

はそれだけ で ビジネスにな るか もしれ ません。

そ して非常 に強い競争 力 を市場で確 保 してい

るか もしれませんけれ ども,た とえばヨ ーロ

ッパの コモ ンキ ャリア,ヨ ーロ ッパではPT

Tで,日 本ではほかに コモ ンキ ャリアがあ る

と思 うのですけれ ども,料 金 を固定 してお り

ま して,そ して独 占体制 を してい るわけであ

ります。 その独 占体制 を濫用 する とい うつ も

りはない と思 うのです 。 もちろん帝国主義 者

で もあ りません し,そ れか らその意味でサ ー

ビスを提供す ることをちゅうちょ しないか も

しれませんけれ ど も,コ モンキャ リア とい う

のはビジネスの インタ レス トとい うのを本当

に理解 していない とい うふ うに私は思 うわけ

で あ ります。 これ はお互に了解 され てい る問

題で ありま して,ヨ ーロ ッパで は国家がテ レ

コ ミュニケ ー ションの独占体制 をしてお りま

す。非 常に有明 なレポー トをSimonNORA

とAlainMINCが 出 したわけですけれ ども,

この報告書 の中 に,テ レコミュニケーシ ョン

が非常に モノポ リーで ある とい うこ とを言 っ

て,そ してそれ はある意味で アメ リカの会社

のパワーに対 す る均衡 を達 するために必 要だ

とい うこ とを言 ってい るわけであ りま して,

そ ういう意 味で料金 を固定 して コ ミュニケー

ションを提供す る というこ とを述 べているわ

けであ ります。 またコ ミュニケーシ ョンの手

段 を コン トロ ールす ることに よって提 供する

し,ま た標準 化政策 について も固定す るとい

うことを述 べて いるわけであ ります。確かに

こうい った方法 によって政府 が手に武器 を掌

握するこ とがで きるわけであ ります。国際的

な多 国籍企業の活動 に対 して コン トロールを

ある程度 す るこ とは可能か もしれませんけれ

ども,し か しなが ら もし私が国家の コモンキ

ャリアで ありますな らば,私 としてはそんな

に膨大な権力 を手中 に してか えって困惑す る

ので はないか,逆 に競争 相手が出て きた方が

ほっとす るんtL)やな いか と思 うのです 。 とい

うのは,こ れは電話 みたいな もので もな くて,

非 常に単 純 な もので はな いか らです。 サー ビ

スを提供 しなけ れば いけないわけで あ ります。

そして,非 常 に よいデ ィス トリビューシ ョン

をするためには,小 さな会社,大 きな会社か

らいろい ろな イニシアチブが出て こなければ

いけないわけで,エ レク トロニ ック ・メール

とい った もの もそ うだし,テ レ ックスにっ い

て もその他 の アプ リケー シ ョンについて もそ

うです。 たとえばテ レコンファレンシング と
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い うの もそ うだ と思 います。 そ うい うのを全

部 いろいろ競争面で 考えた上で,ど れが 一番
'
い いか とい うことを考えてい くべ きだ と思 い

ます。

現在,フ ラ ンスで非 常に議論 が行われ てい

るのですけれ ども,NORA-MINKの プロポ

ーザルを フランスの政府 が どの程 度受け入 れ

るか とい う議論 であ ります。 この決 定 は今年

末 までに行 われる ことにな ってお りまして,

実 際には ヨー ロッパ諸国のユ ーザーた ちに対

して も影響 を与える ものだ と思 います。 これ

は最初 の ジェクディーの レポ ー トと同じよう

な ものであ りま して,政 府 に対 してプロポ ー

ザルを出 しましたけれ ど も,一 部分 は採択 さ

れ,一 部分 は検 討中,そ して 一部分 は拒否 さ

れてい るわけであ りまして,全 く同 じことが

このNORA-MINKの レポー トについて も起

こるので はないか というふ うに思 います。こ

のNORA-MINKレ ポー トとい うのはベス ト

セラ ーで あ りまして,10万 部 以上 売 れ たわ

けです。現在で も売れ続けてお ります。ただ,

私 自身 は フランス政府 がどうい う決定 を下す

かはわか りませんけ れ ども,き わめて重要 な

意味 を将来 に対 して持 つ ものだ と考 えてお り

ます。

そして,問 題 はきょ う提起 され たような問

題 とほ とん ど同 じ問題だ と思 います。 そ うい

うことが あ りますが ゆえに,フ ランス産業大

臣が ユーザ ーを保護す るとい うことを言い出

してい るわけで あ りま して,そ してユ ーザ ー

を組織 する ことが重要 だ とい うことで ユ ーザ

ーの非営利団体 をINFOREPと い う形 でっ

くったわけであ りま して,そ うい うユーザー

団体 をつ くる ことによ ってバランスをとろう

とい うこ とな んです。つ まり,大 きな コモ ン

キャ リア とい った ような企 業とユーザ ーとの

間のバラ ンスを とって,そ して ユーザ ーの イ

ンタ レス トを保護 しようとい うことを考 え,

その上で バ ランスの とれた議論 を行わせ よう

とい うふ うに考えてい るわけです。現在 その

国際 間デ ータ フローをめ ぐる諸 問題

議 論が沸騰中 で ありま して,ど うい う結 果が

出 て くるか とい うことは予測で きませんけれ

ども,た だ私の希望 として はプラグマテ ィッ

クなや り方 を とって問題 を解決 したい と思 い

ます。何段階かの ステ ップで経験 を積み重 ね

てい きたい と思 うわけです。決 ま った結論 を

即座 に導入す るとい うこ とは長期的に は危険

だ と思 いますの で,段 階的 にや ってい きたい

と思 ってお ります。

白 根 これで 一通 り5人 のパ ネリス トの方

の御意 見をいただい たわけで ござい ます。 全

体 として この国際 データ フロ ーの問題 はまだ

未成熟 な問題 とは言 うものの,た くさんの問

題 を含んでい るわけで ござい ます。特 に日本

の場合 には国際的 な大 きな動 きとい うものが

国内に フィー ドバ ックされて,そ れで 国内 の

大 きな変 化が進む。いわゆ る外圧 とか外部危

機,ア ウター ・クライシス とい う ものか ら新

しい改革が生 まれるとい うケ ースが非 常に多

いわけです。 そ うい う意 味 も含 め まして,ど

ん どんこれか ら国際的 なデ ータフ占一の問題

が現実の問題 として出て まい ります と,先 ほ

どはそれ どころか国内 の問題が大 きい んだ と

い う御発言 もござい ましたけれ ども,し か し,

その関連に おいて,私 は国内 の問題 とい うの

もまた大 きな解決の方向 とい うのが出 て くる

ので はないか とい うふ うに感 ずるわけで ござ

います。

「通 り5人 の先生方 のお話 が終 わ ったので

すけれ ど も,特 に最初に発言 した方は ほかの

方の意 見を聞 いて,ま たさ らに こうい うコ メ

ン トを追加 したい とい うこと もあろ うかと思

いますので,ほ かの パネルの方の意 見に対 し

て御意 見が あれば,順 序 は不同で ございます

けれ ども,ど なたか らで もさらに コメ ン トを

追加 したい とい うこ とが ござい ました ら,で

きれば3分 か ら最大5分 ぐらいの コメ ン トを

2～3い ただ きたい と思 いますがいかがで し

ょ うか。

中 山 ボネさんか らもお話 ございま したけ
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れ ども,問 題点 は確 か に石油 とは一緒 にな ら

ない し,油 断 とのアナロジーはで きないか も

しれませ ん。 しか し,問 題 点は値段 がない と

い うことです。ただだ とい うこと,こ れが後

にな って私企 業が どうい うぐあいに で も値段

が操作で きる。しか もある1つ の グループに

属 するよ うな人 がお互 い非 常に仲 よ くこの プ

ロデューサ ーとして情 報を つ くってお る
。そ

うい うところが,逆 にいいます と,そ れ らの

グループは値段 を どうにで も自由にで き ると

い うところが1つ の問題点 として将来 あるの

ではないか とい うことで情断 とい うことを言

ってい ます。 そ うい った意味 で,あ る原価が

あ りぴち っとしてわか って,そ れで こ うだ と

い う形で出 て こな い,た だだ とされていると

ころが物 と違 う。実際 に形が ないとい うとこ

ろが1つ の情報の違 う ところで あ り,ま た将

来 の問題 として あると思 ってお ります。

柳 井 ボネ さんが私 の申 し上 げた ことにい

ろいろまたボ ネさんの解釈 をつけ られた と思

うのですが,こ れ をや っています と,恐 らく

日本人 と フランス人では3日 ぐらい結論にか

かると思 いますので どちらとも申 しあげ られ

ませんけれ ど も,1つ だけ もう1度 繰 り返 し

て申 し上 げたいのです が,わ が国の立場 とい

うこ とか ら考 えると,そ れは どろぼ うを 自由

に街 にはびこ らす とい うよ うなことは常識 を

超 えた問題 なのです が,や は り日本 とい うの

は情.報の流通 に関 しては自由で あるべ きだ と

い う基本 の精神 はず っと貫 いてい きたい とい

うよ うな感 じが します。 それが 日本のために

な るので はないか とい うこ とを,コ メン トで

はないですが,私 は強調 したい と思 うのです。

辻 岡 柳井 さんのお話 の中で,私 の立場か

ら反論 とい うとこれ はまた大変 なことにな る

ので すが,時 間が大分かか るか と思 います。

ただ,国 内に 自由がない とい うかな りきつい

お話が あ ったわけで ございますが,し か らば

一体柳井 さんの方 は営 業な さっていないのか

ど うか とい うことをあ えて聞 きたい と思 うの

です 。自由に営業な さ っているはず で ござい

まして,い わゆ る国内に自由 がな い とい うと

らえ方 は一体 どこか らきてい るの か。その中

には,恐 らく御指 摘のある もの と して は,技

術 の進歩によ って料金が安 くな ると言 ってい

るのが逆 に高 くな っているではないか とい う

1つ の現 象,あ るいは幾 つかの プライベ ー ト

・ネットワークとパブ リック ・ネ ッ トワー ク

との接続 の問題,こ れ らについての規 制上 の

ことをお っし ゃって いるので はな いか とい う

ふ うに思 います。 この件 につきましてはいわ

ゆ る国 として政策的 に考 えてい ることであ り

ます。 もう1つ 近 ごろい ろい ろな形 で発表 さ

れてお りますけれ ども,1971年 に 出 され ま

した公衆電気通信法 その ものを見直 そうとい

う空気が ございます。 これは恐 らく柳 井 さん

方の御 意見が反映 されて きている ことか らか

もしれ ませんが,と にか く時代 は変 わ りつつ

ある,そ れに対 してそれ なりのアプ ローチを

してい るとい うこ とを1つ ここでお話 申 し上

げてお きたいと思 います 。

柳 井 そ うお っしゃれば一言言 いたいので

す。(笑)何 を隠 しま しょ う,電 気通信料金

値上 げ反対運動 の委員長で ござい ま して,そ

うい う立場か らそ うい うことを窮 し上 げたわ

けなんです 。

自由があ るで はないか,そ れです ぐ後 で規

制があ る,こ うい う話で ちょ っと了解 しかね

るのですが,わ れ われは何 もお互 いに言 い合

い してい るわ けでは な くて,現 在の 日本の置

かれてい る地位か らします と,こ れだけ 資源

のない国で,情 報化社会で しか生 きる しか将

来ない とい う国 にお いて,一 番重 要な骨幹 を

成す とこ ろの法律規 制とい うのが完備 されて

な くて,将 来 のため に十分 考えられていな い。

どう御説明 な さって も,や は りキ ャ リア.を保

護す る立場に ある。 これが国家の 政策 な らそ

れで もいい と思 います が,そ うい う もの で

今 日まで きていたわが 国 とい う もの と,明

日の た め に私 は申 し あげてい るので,今 日
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までの ことで はな くて,明 日は そ うい う こ

とではいけ ない。先 ほ ど法律改正 の話 も出 ま

したし,わ れわれ も期待 していますので,そ

ういう意味では何 も反対 のための反対 をや っ

て いるわけで はないので,そ の辺 も国外 の方

が聞か れ ると非 常に変な議論 が行 われて いる

と思 われる と思 いますが,日 本 はそ うい う現

状 だ とい うこ とです。

白 根 この議論は恐 らくエ ンドレスでござ

いますので,ち ょ っと私 も行 司の しよ うが ご

ざい ませんか らこの ぐらいに したいと思い ま

す 。・

今 日 の お話 全 体 を 総合 しまして,情 報 と

かデー タが次第 に商品価 値 といいま.すか商品

化を進 めて くる とい う問題 が どうして もある

と思 うの です。や は り経済 的な問題が先 行す

るといいます か,ど うしてもこれはまず1つ

の大 きな パワ ーとして前面に出て くる。その

後 を追 っか けて,い ま もお話が出 ました よう

に,、法律の問題 とか体 制の問題 とい うのが そ

の後 を よた よた と追 いかける とい うのが,通

常 のあ り方ではな いか とい うような気 もいた

します。 しかし,そ れ だけではな くて,情 報

問題 は文 化的 な問題 といいますか あるいは社

会的 な問題 といいます か,つ ま り情報 とい う

のは きわめて人 間的な問題 も含 まれてい るわ

けですか ら,そ れが だん だんとシス テム にし

て も成熟 期を迎 えて まい ります と,次 第 に社

会的,文 化的な問題 とい うのが その後に従 っ

て くるのでは ないか とい う気がす るわけで ご

ざいます 。

国際的 なデ ータ フロ ーの中で,非 常 にユニ

バーサルな問題,普 遍的 なデータフロ ーとい

う もの は,当 然 そ こで経済活動 の ためあ るい

は さまざまの学術 活動の ために行われるわけ

ですけれ ど も,一 方においてその情報 の ネ ッ

トワーク とい うの はそれぞれの社 会,そ れぞ

れの国の情報 活動,こ れ は きわめて文化的な

1つ のアイデ ンテ ィフィケー シ ョンを持 って

いるわけです か ら,そ うい う形での展開 とい

国際 間データ フローをめ ぐる諸 問題

うものが片 一方で起 こるだ ろ う。

また,国 際的 にデータバ ンクが相互 に流通

を高めると同時に,ま たそれ ぞれの分散化 も

最近 は技術 的 に可能 にな って きた。いわゆ る

セン トラリゼーシ ョン,デ ィセン トラリゼ ー

シ ョン,あ るいは国際的な問題 が,こ の 情報

流通 がよ くなれ ばよ くな るほ どドメステ ィッ

クな問題 あるいはローカリテ ィを持った問題 と

い うもの も改 めて前面に出て くるとい う二面

性 を持 ってい るとい うふ うに私 は思 うわ けで

す。

その意味 にお きまして,先 ほ どもち ょっと

話が出 ました よ うに,日 本 が 日本 独 自の情報

の データベ ースな りネッ トワークを これ か ら

つ くっていかなけれいけな いの だとい うこと

も事実 だろ うと思 うのです。 つま り,ア メリ

カで は成立 しな いけれ ども日本 で成 立す るよ

うな1つ の情報のネ ッ トワーク もあ っていい

し,ま たヨーロ ッパでは成 立す るけれ ども日

本 では成立 しないあるいは アメ リカで は成立

しない とい うような形 での もの もあ って いい

だろ う。私はデ ータ通信 とい う仕事 をかつて

5年 半ほ どや りましたけれ ど も,日 本で一番

先行 して進ん だ もの は銀行 関係の システ ムあ

るいは製造 業の システムだ ったわけ です。 こ

れはやは りそ うい う製造 業 とかそれをサ ポー

トす るバ ンキ ング とい った ような ものが 日本

の社会で非 常 に主導的 な役 割 りを していると

い うこ とが,す なわちまた そ うい う効率 化 を

高め るデータ通信 とい う ものを導入 して それ

がみ ごとに花 を開 いたんだ とい うふ うに思 わ

れ るわけです。次第 に 日本の社会 もそ うい う

経済 活動 のみな らず,さ まざまな社 会活動 と

い う ものがまた追加 してまい りまして,最 近

は医療 とか教育 とかいろんな問題 で そ ういう

システムが進 んで きてい るわ けですけれ ども,

そ うい う段階 になってまい りますと,こ のユ

ニバ ーティで はな くて,ま た片 一方で ローカ

リテ ィとい う問題 が非常 に重 要 にな って くる。

あれは生活 主体です か ら,そ こでの生活主体
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としての人 間の情報活動 は,当 然 ローカ リィ

とい くの を片 一方 で持 つの だ とい うことがあ

ろ うか と思 います。 したがい ま して アメリ

カと日本 は違 う,日 本 とフランス も違 うとい

うその違 い は決 して不思議な ことではな くて,

当然 そ うい う違 いが あって しか るべ きだ とい

うふ うに もとれ るか と思 うので す。

私 のいま申し上 げたのは,非 常 にこの問題

が広範で どう司会 者 として集約 して いいかわ

か らない ものですか らくし刺'しがで きな い。

だん ごが た くさんあ って,本 当は くし刺 しに

して食べやす くす れば いいのですけれ ども,

ど うもその くしが うま く刺 せ ないとい うのが

私のいまの心境で ございます。

そ ういう意 味 も含め ま して,大 変 問題 が広

範で ござい ますか ら,こ れか ら後30分 ほ ど

の時間が ござい ますので,フ ロアの方か ら御

意 見な り御質問 な り出 していただ きたい と思

います。

問 中 山先生 に1つ 御質問 したい と思 いま

す。

先 ほ ど中 山先生 のお っし ゃいま した,日 本

の ものが ただで持 っていかれ て,逆 に高い金

を払 って買わ なければい けない,こ れ は先生

一流の逆説では ないか と思 って い ります。逆

に言います と,日 本が もしそれをつ くれ ばい

か ほどのコ ス トにな って,そ れを高 くアメ リ

カに売 れるのか どうかとい うことです ね。 だ

か ら,も っとは っきり言い ます と,日 本 は し

っか りしなけれ ばだめ じ ゃない か とい うよ う

な感 じを受け たのです。

確 かに,私 はある一製薬会社 の一一調査 員で,

い ろん な情報,デ ータベ ースを買 ってお りま

す が,こ の ときにいつ も思 います のは,一 方

的 に向 こ うの方 か ら押 しつけがあ る。変更 も

一方的 に ある。 しか し,そ れ に対 して全然反

論 はで きない。 とい うのは,そ れ を受け入れ

ていか に使 うか とい うことに きゅ うきゅうと

してい るわけで ござい ます。 しか し,そ れで

いて なおかつ 日本の雑誌 もそこか ら探 せると

い うこ とだ。 だか ら私 は中山先生 に早 く日本

で も,あ るいは 日本語で な くて も結構 でござ

い ます。英語 で もよ ろしいのですが,日 本独

自の データベ ースをつ くって,物 々交換で も

う少 し大 きい顔 をしてあち らの方のデ ータベ

ース も使 いた いし,ま た こちらの データベ ー

ス も使 ってい きたい。 そう思 ってお りますの

で,先 生 の御構想 を多少で もよろしゅ うござ

い ますか ら,こ こで ど うい う構想 を持 ってい

らしてそ うい うこ とをお っしゃったのか お伺

い したい と思 います。

中 山 実 は私 の方は何 もないのです。 と申

しますのは,現 在 の ところつ くるのは どちら

が安 いか とい うと,向 こうでつ くる方が原価、

的 にははるかに安 い。 そこが1つ の問題点で

はないか と思 います。すなわち,日 本で は現

在の論文 のア ブス トラクターの ちゃんとした

トレーニングを受けて いる人が ほとん どお り

ません。 しか も英語で外 国に通用す るような

形の もののア ブス トラク トが ちゃん とで きる

か とい うと,こ れまた非常 に困難 。また,日

本で は英 語は特 殊技 術で,タ イプす ら特殊技

術で して,英 文 タイ ピス トは非 常 に高い給料

を もらっておるというよ うな実情で,そ うい

った意味で どうした らいいか とい うこ とは,

正 直言 ってい ろい ろ考えてみま したけれ ど も,

相 当絶望 的な ものにか られてしま うところが

あるわけで ございます。逆 に言えば,最 近で

す と,私 は大学 の教官 のことしか よく知 りま

せんけれ ども,大 学 の教官 もアメリカの教官

に実際の実収入 としては劣 らな いだけの お金

を 日本円に換 算 した場合 もらっております。

日本の給料 をよその国 と比 べた らすでに相当

高 くな っている。 イギ リスな どよ りはるかに

高 くな っている。 そ うい うよ うな人 々を輸入

してこち らへ雇 って,そ うい うような ことを

やる ような手 段で も考 えた らいいので はない

か。これは企業でや ることは不可能なので,

相 当の補助金 な どを もらって何 らかの手段で,

そ れこそ ノンプロフィッ ト・オーガニゼーシ
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ヨンをつ くってや ってい くような ことができ

れば いいのでは ないか。 やは りそ うい うこと

をぜ ひや ってい く必 要があるので はないか と

思 います。

もう1つ の問題 は,日 本で ア ブス トラク ト

されているのが 向 こうで恣意的に選択 され る

ために非常に重要なのが 欠けて しま ってお る

とい うケースが ござい ます。特 に日本語で出

された ペ ーパ ー,こ れ は サイエンスの方 では

余 りござい ませんが,た とえば図書館の関係

なんか です と,日 本語 で書 かれた もので相当

いいのがLISAと い うようなデ ータベ ー ス

か ら落 ちて しま って,な ぜこれが載っているか

わ かないと思 うよ うなのが 日本のペ ーパrと

して載 録 されて い るところがある。そ うい っ

た意味に おいて,や は りい ろんな意 味で 日本

でや る必要 があるのでは ないか 。その ために

どうした らいいかぜひお知恵を拝借 したい し,

ま たぜ ひ一緒にや らせ ていただ きたい,そ の

よ うに思 って い ます。

問 柳 井先生 に御質問 したい と思 います。

JIPDECの 山村 ですけれ ども,い ま アメ

リカ とヨーロ ッパない し日本 で,非 常 にデ ー

タベ ースの面で格差 が あるとい うことが よ く

言われ てい るわけなので あ りますが,い まア

メリカでデータベ ース として具体的 に どうい

う種 類のデ ータベ ースが一番ユーザ ーか ら望

まれて アクセス されてい るのか,そ の辺 もし

おわか りで した らお教え願 い たい と思 います。

柳 井 アメリカの国内のデ ータベ ースの利

用度 について私 が答 えるの もどうかと思 うの

ですけれ ども,ア メ リカ からお2人 見 えてい

ますか ら,ア ーサ ー ・D・ リットルの方な ど

が そ うい うことを答 え られ る とい うぐあい に

私 は思 いますが,わ が国 や アメリカの中で デ

ータベ ース の利用で 学術的な デ ータベースの

利用度 が上が って きた とい うの は,私 は ここ

2年 ぐ らいだ と思 い ます。上 が って きた とい

うことは,お 互 いにそれに よって利益 を得 る

とか,あ るいは それ を運用す るために,国 家

国際間デ ータフローをめ ぐる諸 問題

の補助 な くて,先 ほ どダンザ ンさんが言 われ

たよ うに,デ ータを加 工 して.加 工す るこ と

自身に付加 価値 を見出してサプライす る とい

うことは ど うして も私企業 にな るわ けです が,

そ うい う ものが成立す るという形 で本当 に活

動 してい るのはここ2年 半 ぐ らいだ と思 うの

です。 それ 以前 にアメリカの国 内で利用 度 の

一番高 いのは ,や は り何 とい って も経済 活動

に関 す るデ ータベースとい うのは,こ れ は直

ちに企業 あ るいはそれ を使 って活動 す る人の

領域 が非常 に広い ものですか ら,そ うい う意

味 のデータ ベース とい うのは非 常に量 が多 く

て,利 用度 も高 くて,ほ とん どの企業が そ う

い うこ とを,政 府の データを もらうな り研究

所 か らもら ったデ ータを加 工す ることに よ っ

てある種の データバ ンクの産業 として も成 り

立 っている。徐 々に徐 々にそれ以外 の分野が

産業 として成 り立 って行 くとい うような姿だ

と思 います 。現にアメリカのデ ータバ ンクを

サ ービスしている会社 が赤字 か ら脱 出 し得 た

とい うのは私 はここ2年 以内だ と思 うのです 。

何 も彼 ら もアメリカにおい てい きな り非 常 に

・発達 したわけでな くて,彼 らな りの非 常 な投

資 と研究の上によ うや くこれか ら花が咲 こ う

とい うところです。いわゆ る文献検索 とい う

もの が本 当にオンラ インで皆 さんが利 用 して,

そ れがサ プ ライヤーの方 も収 入を得 出 した,

それが企 業 としてバランスが とれ始 めて きて

プ ラスに向か うとい うのが この2年 ぐ らいの

間だ と思 うのです 。ほかは全 部その間の蓄 積

とい うのは投資,投 資,投 資 とい う形 で きて

い るとい うことだ と思 います。

ボ ネ 別 にそれ ほど重要 なことで はないの

ですが,つ ま り1つ の言葉で もって非常に多

くの もの を カバ ーしてい るよ うに思 うわけで

す。つ ま り,プ ライバ シーといった問題 とか,

経 済 的なデ ータとか,知 識 に対 するニ ーズと

い ったように,い ろいろな種類 の ものが 出て

いるわけです。

データベ ースには2種 類 ありまして,ま ずー
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最初 に インフ ォメーシ ョン ・リトリーバル ・

シス テムであ って,自 動 的な ドキ ュメ ン トの

リトリーバルの もの です。 それか ら,レ フ ァ

レンスの リス トとい うもの も1つ の インフォ

メーシ ョン ・リ トリーバ ル ・システ ムで あ り

ますけれ ど も,一 たん参 考分類等 の レファ レ

ンスの リス トを得た後に は本 当に生 の文 献に

戻 って見なけれ ばいけません。 そ うい う意味

で は,デ ータベ ース とい うの はフランス的な

使 い方なのか もしれませんけ.れど も,定 量的

な データのわけです 。つま り,数 字 とか統 計

とか,そ うい った数字 であ らわされるよ うな

定 量的 な もの,た とえば経済面での意思決定

をす る場 合に必要 なデ ータ,数 字 とい うこと

で,デ ータベ ースをわれ われは考 えてい るわ

けで は あ りま す 。 データベースのレベルに

は幾 つかの種類 が考え られると思 いますが,

その うちの80%が いわゆ るビプ リオ グ ラ フ

ィとして のデータ ベース,つ ま り情報検索の

め のデータベ ース とい うわけです。 その場合

には後で検索 しなければいけないわけで す。

それか らもう1つ が定量的 な データの数量

的 なベ ース とい うことで,こ の2種 類 ある と

い うことについて は もう皆 さん御 承知の とお

りだ と思 います。

中 ・山'確 か にヨーロ ッパでの使われ方 とい

うのは,文 献 検索 とい うもの よ りは,い わゆ

るフ ァク ト ・リトリーバ ル,特 にいろんな統

計数 値,統 計の値 を使 って い るとい うケ ース

が圧倒的 に多い と思 うので す。 アメ リカです

と文献検索 の方が もう少 し多 いわけ ですけれ

ども,ヨ ーロッパは圧倒的 に多 い。 これは結

局 サ ー ビ スの形 態 が悪 い か らだ とい う こ

とで ヨー ロッパ 自身 も反省 してやってい るの

で はない か,そ うい うようなペ ーパーを読 ん 、

だ ことがあ ったわけです 。

先 ほ ど御 質 問 が あった こ と ですが,ア メ

リカでいわゆ るデー タバ ンクと して公開 され

てい るのは,私 の知 ってい る資料です と約

100あ る。 オンラインで アクセスで きる。 そ

の うちの半分が経 営,経 済 とい う中 に分類 さ

れ ています。 そ して自然科学のい ろんな,た

とえば私 ど もです とNMRの デ ータとかい ろ

いろな 自然科学 系統 の数値データが欲 しい し,

実 際 に 日本で もい ろい ろつ くってお りますけ

れ ど も,そ うい うような ものが案外少 ない。

デ ータバ ンクは結局経営,経 済,社 会,そ の

ほかの統計,あ るいは人 口調査 統計 な どのデ

ータバ ンクが非 常 に よく使 われてい るとい う

ころにや は り1つ の特徴 があ る。逆 に言 うと,

ヨ ーロッパ ではそ ういったよ うな ところが中

心にな ってオ ンラインで使 うことが発達 して

きたの ではないか とい うぐあいに 思われます。

間 中 山先生 にお尋 ねいた しますが,筑 波

大 の データベー スあるいは データバ ンクは民

間企 業に も開放 され ますで しょ うか。大学間

だけで ございますか。

中 山 実 は私 どもとして一一番の問題点 をそ

の ままずば り御指摘 いただ いたわけですが,

私 どもとして少 な くともまず 第1番 目として,

国 として既存 のいわゆる権益 は侵 してはいけ

ない。すなわ ち商売 や何 かでや ってい らっし

ゃ るあるいはほかの 財団 な どがお仕 事 として

や ってい らっしゃるようなこ とは これを侵 し

てはいけない とまず第1に 考 えて お ります。

そ うい った意 味 にお いて どこまで オープ ンに

で きるか とい うこと。実際 に コンピュータ自

身 も国費で 借 りたのを使 ってお ります。 デー

タベ ース購入費 もま ずほとん どは国費,研 究

費 や何か でございますが,い わゆ るパ ブ リッ

クな,公 的 なお金 で ございます。 そうい った

ものをやるこ とで,逆 にいい ます と,私 企業

の利益 に直 接っなが った場合には,非 常 にあ

るところだけに利益 を与 えることは問題 では

ないか。しか し,ほ かにない もの は日本の国

の ものと して1つ の資 源 としてぜひ使 って い

ただかな ければ いけな い。 どういう方法 にし

た らで きるか をいま法規的に も会計的に もい

ろいろ詰 めて もらっておる ところで ございま

す。 で きるだけ ほか の ところの権益 を侵 さな

一82一



い,ほ かを妨害 しない程度 において はオープ

ンできるよ うに して もらいたい とい うことを

私 ども願 ってお ります。

問1つ 希 望 を申 し上 げます。私企 業 とか

国費 とかですけれ ど も,国 費 の もとはみ んな

国民 あ るいは企業 の納めた税金 なんで ござい

ます。 その点 をひとつ御配慮い ただい て,余

り差別待遇な さ らな いで もらいたい。1つ の

データベ ース をた くさんの人 が使 うほど これ

は価値が あるので あ ります。 そ うい うこ とを

ご配慮願 いたい と思い ます。

ダ ン ザ ン フランスで も同 じよ うな問題

が あ りまして,デ ータバ ンクに対 してはかな

り公 的な資金があ るわけであ ります 。大学 で

あ るとか,技 術セ ンタ ーとか,CNRSと い っ

た ような ところで や ってい るわ けで あ りま し

て,こ うい った もの は一般市民 もアクセスで

きるわけです 。一般 企業 もア クセスで きます 。

つま り,こ うい ったデ ータベースにだれで も

アクセスで きるわけで あ りま して,そ の場合

には,も ちろん使 うために お金 は払 いますけ

れ ども,コ モンキ ャリアは別 として,基 本的

にはア クセスは可能で あ ります。われわ れと

しては さらにこ ういった方 向を強 化 させ てい

きたいと思 い ます。ケ ミカル とかそ うい った

分野において はさらに情報 を大 き くして フラ

ンスの データバンクか ら供給で きるように と

い うこ とを考 えてお ります。つ まり,同 じサ

ービス をアメ リカか らわざわざ取 らな くて も
,

フ ランスで も提供 で きるよ うに考 えてい るわ

けです。それ か ら,ド イツで も特 にそ うい っ

た努力が な され ているよ うであ りま して,一

種 のデ ィス トリビューテ ッド ・デー タバ ンク

とい うもの をやってい るわけで,そ れに よ っ

てデータバ ンクの 巨大 な ものを使 わな くても

いい ように して努力の重複 を避 け よ うという

こ とで あ ります。 つま り,1つ の分野 に どこ

かの国が専門化 して,そ してほかの,た とえ

ば フランスでは ここ,ド イツで はこ ことい う

ことをや ることに よって,そ れ ほ ど多額 の税
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金 を使 わな くて もそ うい ったデータベ ースを

確保で きるよ うにとい う方向 も考え られてお

ります。

問 私,西 崎 と申 しますが,こ うい う方面

は きわめて素人であ りますので,ダ ンザ ンさ

ん,ボ ネさん,ど ち らで も結構 ですか らちょ

っとお伺いしたいの ですが,き ょ うTDFの

問題 を伺 ったわけで,お 話 に よります とや は

り何 らかTDFに 対 しては規制 が必要 なん じ

ゃないか。 その具体的 な基準 に つい てはまだ

青雲状態 といいますか結 論 は出 てお らな い と

いうふ うに伺 ったのです が,先 ほど来着 さん

方 からお話が 出てい たよ うに,セ キ ュリテ ィ

の問題 とかプライバ シーの問題,こ うい うも

のは当然1つ の基準 に考 えられ る と思 うので

す が,そ のほかに一体 ど うい う制約 を加 えよ

うとしておるか。結論 は出てお らな いに して

も,た とえばECあ るいはOECDの 中でいろ

いろ議論があると思 いますので,そ うい うエ

グザ ンプルをお知 らせ いただければ と思 いま

す。

それ と同時に,も う1つ,デ ータ フローで

すが,こ れ も大 き くい えば インフォメー シ ョ

ン ・フローの1つ の形態 じゃな いか。 インフ

ォメーションといい ますと,普 通 の電信 とか

電話 もあ ります し,あ るい は放送 もあ ります

し,さ らには郵便 もあ るで しょうし,昨 日そ

の間 に い ろい ろア ン バランスがあ るよ うな

お 話 も伺 ったの ですが,そ うい うものの規制

を一体 ど うい うふ うな関係 を持 って考えてお

られ るのか。恐 らくデ ータ フロ ーだけの問題

では片 づかない問題で はないか。 もうち ょっ

と総 合的 に考 えた ポリシーがい ろい ろ論 じら

れ ておるんじゃないか と思 うのですが,そ う

いう点 もあわせてお伺 いで きれば幸 い だ と思

います。

ダ ンザン 努力 したいと思 い ます。非常 に

複雑 な問題で あ りまして,ど うい う意 味か とい

い うことはよ くわかるのです けれ ど も,な か

なか答 えが出 ない場合 もあ ると思 います。特



に コン トロ ールというこ と,つ ま りこうい う

開発に介入,阻 害が ある とい う可能 性に関 し

てであ りますけれ ども,1つ は,そ の じゃま

になる もの として ある国の中 のコ ミュニケー

シ ョンの料金 を固定 する とい うことであ りま

す。 これ は現段 階で はコモ ンキ ャリアが固定

をす るとい う形 をと ってお り,PTTの 独 占

体制 にな ってい るわけであ ります。彼 らは ど

んな決 定で も自由にす ることがで きるわけで

あ ります。 もちろん,も し料 金が高過 ぎれば

その国 自体が ほかの 国 と競争 力を持 ち得 な く

な るわけで あ ります。 その意 味で,コ モ ンキ

ャリアは賢明で あ りますか ら,余 り高過 ぎる

料金 に しないよ うにヨ ーロッパのよ うな地域

では特 に考え るわけであ りまして,価 格形 成

政策 を考 えるときにはいろんな コンタ クトを通

じてで きるだけ競争 力 を持 ち得 るような もの

にす るわけですけれ ど も,そ れを除けば全 く

自由で あ りまして,ほ かの人の許可 を得ない

でも自由に料金 を設定す る ことがで きるわけ

であ ります。

それか ら,2番 目 に障害 とな りま した のは

法 律に よる規制で あ ります。現在,フ ラ ンス

ではプライバ シーを守 るための情報 と自由 と

い う法律 があ るわけで あ りま して,こ れ は主

にスウ ェーデ ンの経 験 に基 づい た法 律で ござ

います。 しか しなが ら,こ れ は フランスの議

会で決定 され た法律で あ りま して,ヨ ーロ ッ

パの ほかの議会 とも協議 を し,ヨ ーロ ッパ委

員会 に対 して も決 定を行 うようとい うコ ンタ

ク トを ってい るわけで あちます,も ちろん,

プ ライバ シーを保護す るとい う法 律があるわ

けです けれ ども,こ れ は ドイツとか英 国の法

律 と余 り違 わない とい うこ とで あれば非 常に

大 きな トラ ブルが起 こ り得るわ けです。 とい

うのは,多 くの人 た ちが ヨーロッパで は国境

を越えて旅行 い たし ます し,ビ ジネスをお互

いに共通 に持 ってい るか らで あ ります。 そし

て,あ る意味で ヨーロ ッパの法律の違 いを収

敏 させる とい うことに もこれ で役に立 つとい

うふ うに思 うわけで あ ります。 その アプ リケ

ーシ ョンに柔軟性 を持たせ るこ とができるか

らです。 たとえば フランスの法律 によ ります

とオー ソリテ ィを委員会に与 えてお りまして,

委員 会は17人 の メ ンバーか ら構成 され てお

ります。私 の意 見では,こ の委員会が解釈の

余地 をかな り持 ってい るわけで ありまして,

法 の解 釈の余 地に基 づいて解釈 を加 えて,一

体何をすべ きか とい う決定 を行 ってい るわけ

で あ りまして,こ の決定 を通 じて委 員会は議

会 に対 して も影響 を与 えて法の改正 を迫 るこ

ともで きるわけで あ ります。ECの9カ 国 に

対 して共通の法 律 とい うの は最 終的 につ くり

たい と思 って い るわけで,そ のためにはいろ

んな国の いろんな法 律に対 してプラグマティッ

クに アプリケ ーシ ョンを行 ってい くことによ

って達 したい と思 ってお ります。

また,TDFの コン トロールにな る もう1

つ のツ ール は標準化で あ ります。標準化は典

型 的に国際的 に もので あ ります がゆえに,そ

の標準化 をす るに当 って フランス独 自で決定

す るこ とはで きないわけであ りま して,ほ か

の機関 等に も相談 をしなければな りません。

われわれが決定 を下す前には,標 準 化につい

て さま ざまな機関 と協議,相 談す るわけで,

最 終的に諸国間が調和の とれた結論が出れば

とい うふ うに思 ってお ります。 もちろん,国

内におい て もあ る特殊 なスタンダ ー ドを持つ

ことは可能で あ りまして,私 どもフランス と

して もそ うい う形 は とりたい と思 って いるわ

けですけれ ど も,た だ,ほ かの 国との トラン

スペ ア レンシーを非常 に高めたい とい うのが

念 願で あ ります。 しかし,も ち ろん政府 は常

に自由 に決定 す ることがで きるわけであ りま

して,国 益 と考え る場 合にはある特殊 な スタ

ン ダー ドを国 のために設 けてTDFと い うの

をコ ン トロールする ことはできますけれ ども,

ただ,傾 向 としては,各 国間の トラ ンスペア

レンシーを持 たせ ようとい うこ とで す。

それか らもう1つ,放 送 とかメ イル とかい
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う話 について も質 問 されたわけ であ りまして,

昨 日 も指摘 されたよ うに,将 来 はエ レク トロ

ニ ック ・メイル とい うもの が出 てくるとい う

ことなんですけれ ども,そ れに対 して ど うい

う規制があり得 るか という御 質 問だ と思 うの

ですけ れど も,放 送に関 しては専門家ではあ

りませんので お答 えで きませんけれ ども,こ

れに関連 しては多 くの 国際的な問 題が出 て く

ると思います。 しかしなが ら,郵 便 に関 して

ちょ っとコメ ン トで きると思 い ます。 け さも

申し上 げましたよ うに,情 報 自体に規制 をす

る とい うことは きわめて困難で あ ります。手

段 な りツールな りを,つ まりネ ットワー クを

規制す ることは容易で あ りますけれ ど も,情

報の内容 をコン トロールする ことは きわめて

困難で あ ります。

フランスの プラ イバ シーを保護 す るとい う

法律 を考えてみます と,デ ータバ ンクを国の

外 に持 つとい うことは好ま し くないわけであ

りま して,き わめてセ ンシテ ィブな情報 を輸

出する ことは余 り好 ま しくないわけであ りま

す。 たとえば政治的 な問題,政 党 の所属 とか

宗教 とか,そ うい った種類 の ことについては

プライバシーとして保護 されなければな らな

いわけであ ります か ら,法 律で もってそ うい

う情報 をデー タバ ンクに入 れて,こ うい った

タイプの情報 をTDFに す る場 合 には ある程

度の規制 を しくわけであ ります。 た だ,問 題

は このインフ ォメーシ ョン ・ヘ ブンとい った

よ うな ものをど うや って防止す るの か,こ う

い う国が出て くるとい うことは非常に大 きな

問題 だと思 うわけで,こ の問題 はまだ解決 さ

れていない問題 であ ります。

白 根 どうもあ りが とうござい ました。

まだ質問 もあ るか と思 うの です が,ち ょ う

ど時 間が参 りま したの で,非 常 に発 散 してま

とまりはなかなかつかない問題 で ござい ます

ので,こ れでパ ネル討 論 を終 わ りたい と思 い

ます。

きょ うは5人 のパネ リス トの方に ここにお

国際 間デ ータ フローをめ ぐる諸問題

並 びいた だきまして大 変活発 な意 見の交換が

ございました。 とりわけダ ンザ ンさん,ボ ネ

さんは遠 くフランスか らおいでいただきまし

て,フ ラ ンスのいま当面 してい るこの問題 に

ついての生 々 しい御意 見あ るい はさまざまの

体験 な り今 時盛んにや ってお られることをお

話 しいただ きまして大変 参考に させていただ

きました。大変感謝 し てお りま す。 どう もあ

りが とうござい ました。(拍 手)
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セ ッ シ ョ ン 皿 オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン 時 代

要 旨

ワー ド・プロセ シングや電子郵便 な どの導入 をはじめ

オープン ・プラ ンに よるスペ ースの レイア ウ トな ど,今

世紀の末にかけて,オ フィス環境 は大 きな変革 を遂 げる

といわれ る。すでに技 術的 には,将 来の オ フィスを実現

す るための各種のツールが登場 しつつ あるが,そ の 一方,

理想 的なオフ ィス環境の設計には人間 とシステムの イン

ターフェイスな ど,ヒ ューマン ・ファクターが重要な位

置 を占め ると考 えられる。

ここでは,米 国におけ るオフィス ・オー トメーシ ョン

の現状 を理解 し,漢 字処 理な ど日本 独特 の問題 も勘案 し

て今後 を展望す る。

'



オ フ ィ ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン 時 代

フ レ デ リ ッ ク ・G・ ウ ィ シ ン ト ン

私,今 回,こ の会議に出席 してお話す る機

会 を与 えられ まして,非 常に喜んでい る理由

が2つ あ ります。

1つ には,こ の会議の成果 として オフ ィス

・オー トメーシ ョンがほかの国 々におけ るよ

り も日本において特 に重 要で あ ると考 えられ

てい くので はないか と思 うか らです 。

第2に,新 しいオフィス ・オートメーション関

連製品が,日 本の産業の成長 に素 晴らしい機会

を提供 するのではないか とい う気が します。

この点 につい ては もう少 し詳細に後で触れ

たい と思い ます。

まず第1番 目に申 し上 げ たいの ですが,世

界 のすべての先進国 にはオワ ィス ・オー トメ

ー ションを導入せ ざるを得 な いとの見解 には

賛成で あ ります。ペーパ ーワークの負担 は,

ガル ビン氏 が昨 日指摘 された ように,増 加 し

てお り,オ フ ィス におけ るサ ービス ・コス ト

が増加 して おります し,同 時 にエレク トロニ

クスおよびその他の コン ポー ネン トのコス ト

は低減 して きてお ります。 また,・オフ ィス製

品 及 び ソ フ トウ ェアの設 計が着実 に改善 を

遂 げています。 これ らの主題 につ いて順次 お

話 して参 りましょ う。

第 図 はガ ル ビン氏が昨 日見せて くれた写

真 とよく似 てい ますが,オ フィスに積み あげ

られた書類の 山を示 した もので あ ります 。こ

れは最近 アメ リカで行 われ た調査の結果であ

TYP1cALSEcRETARY'sDAILYPAPERFLow

THEPAPERWORLD

ア ー サ ー ・D・ リ ッ トル 主 任 研 究 員'

,astDAtec

■■aSIs■o'tLt

りま して,秘 書の部屋 に1日 に出入 りす る平

均的な書類の量であ ります。 ご覧の よ うに典

型的 な秘書 は.1ペ ー ジの書類 を ファイルか

ら検索 をし,5ペ ー ジの郵便 を受 け取 り,そ

れか ら4ペ ージのカタログ類,口 口これは宣

伝 とか パンフ レッ トとか,そ うい う種 類の も

のです それか ら11枚 の フ ォ トコ ピ ー と,

32〔 一 ジの コンピュータ ・プ リン ト アウ ト

を受け取 るわけで あ ります。

また,外 に出てい く方 の郵便 には,14ペ

ー ジの素通 りして他 の人達 に廻 わ され る書類

がま じ っています。 これ らは間違 ってここに

届 け られたか,こ の人 にはあま り興味がな い

とい った書類 です。それか ら発送 する郵便 と

しては5ペ ージあ ります し,フ ァイルすべ き
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情報 として8ペ ージあ るわ けで す。 この両者

の間の差 は,捨 てて しまわれる書類 の量を現

わしています。

さて,こ のよ うに大 量のペ ーパーが扱 われ

るわけであ りますが,そ の量 はい ろいろな理

由か ら増 え続 ける一方 な の です 。 私 は この

一パ ーワークの増大 が 日本 で もアメ リカと同

じよ うに非 常に大 きな問題 にな っていること

を昨 日知 りま した 。

次に,エ レ クトロニ クス とそ のコンポーネ

ントのコス トの点 です が第 図 はご く一般的

RELATIvECosTTRENDs

CHANGINGCOSＴS『OVERTHENEXTDECADE

な形 でこれか ら先10年 間 に予想 され るオ フ

ィス の要 員 とさ ま ざ ま な オ フ ィス ●プ ロ

ダク トを ささえる技 術的 との間の コス トの変

化 を展望 した もので あ ります。 オ フィス'ワ

ーカーの コス トは年率6%ぐ らいずつ伸びて

い くとしていますが,こ れは控 え 目す ぎると

思 います。 もっと高 いので はないで しょうか。

コミュニケーシ ョン,コ ンピュータ ・ロジ

ック及び コンピュータ ・メモ リーの コス ト低

減 について も,こ れ らの数字 は あま り厳密な

ものでは あ りませ んが,将 来起 るであろ う趨

勢 をよ くあ らわしてい ると してい ると思 いま

す。 またこうい う趨勢 は少な くと も将来10

年 間は続 くとい うふ うに考 え られています。

われわれ業界 にい る者です ら,デ ィジ タル ・

オ フ ィ ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン時 代

エレ ク トロニ クス及 びマイクロプロセ ッサの

コス トが どの程度早 く下が るか とい うことは

なかなか予 想 しに くいわけで あ りま して,あ

まりにも早 く下が り過 ぎますので,そ ういう状

況 にな れて しま って,そ れが何 を可能 に した

か とい うことを見過 しがちであ ります。

明 らか にだれ しも可能 な らばエ レク トロニ

クス及 び コ ミュニケーシ ョンを使 って人 間に

かえてい きた いと考 えるに違い あ りません。

しか しなが ら失業問題が起 こる心配 はあ りま

せん。 とい うのは,ペ ーパーワークの爆発的

な伸び は依然 として続 くわけであ ります し,

新 しいシステムの ため に働 く人 間 も当然 必

要 となるか らで あ ります 。そこで,た とえば

フォ トタイプ ・セ ッターの よ うな極 く特殊な

専門家 は確 かに要 らな くなるか もしれませ ん

が,一 般的 にい ってオ フォス ・オー トメ ーシ

ョンが現在 の オフ ィス ・ワ ーカーに取 って替

わ るとい うことはあ りませ ん。む しろ,際 限

な くオフ ィス ・ワーカーを必要 とするよ うな

情況 にな るの をオフィス ・オー トメーシ ョン

が押 えて くれ るのだ と思 います。

ま た,多 分 オフ ィス ・ワーカーのことよ り

もも っと重要 な点だ と思 われることに,そ れ

は新 しいデバ イスに可能 にな るマネジメ ン ト

及 び 専 門 職 の人 々 の生 産性の向上かあ りま

す。 アメ リカでは こうい う新 しいツールによ

って マ ネージ ャーや専門職 の時間 の効果的 な

利用 を向上することの方が,た だ単 に秘書の時

間を節約 したり,事 務員の人たちの人数 を切 り

つめ るより も重要だ とい う考え方 をす るよ う

にな って きて おります。

昨 日 もガル ビン氏 と 日本 の パ ネ リス トの

方 々との間で事務 レベ ルでの コス ト増 を コン

トロールす る ことが非常に重要 だ とい うこと

で意 見 の一致 をみま した。

しか しな が ら,余 り楽観 してい るわけには

いき ませ ん。進歩 の起 こる速度 を制限する幾

つかの要素 があ るか らで あ ります。

まず第1に,今 日手 に入れ ることので きる
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よ うな多 くのオ フ ィス ・システムは きわめて

複雑 で,か つ硬直的 で,機 能 が限定 されてお

り,人 間で あるオペ レータ との イ ンタ ーフェ

ースに改善 の余地 があ ります 。オフ ィスで働

ら く人 々は コンピュータの オペ レータで はあ

りません し,そ の機器 の取 り扱 いに専念 して

いる専門家 で もあ りません。また,機 械の管理

者の管理の下に置かれているわけで もありません。

オフ ィスで働 いている人 々の存在理由 はほか

にあるわけで,も っと他の いろんな ことをや

らなければいけないのです か ら,何 日 も何時

間 もかけ てマシンのオペレーションを学 習する

暇 も,ま た引 き続 き機械の操作 を行 な って習

熟度 を高め るとい った時間 もないのであ りま

す。

また,ど の よ うな オフ ィス ・マシ ンに して

も,確 立 されてい る文 化的,行 動的 な パ ター

ンに適合 しなけれ ばいけな い とい うこ とがい

え るわけであ りま して,た とえば アメ リカの

場合 にワー ド ・プロセ シング ・マ シンが最 初

に登場 したときに,そ のメ ーカ ーは オフ ィス

の組織の再 編成を推 めま した。つま り秘書 を

一ヵ所 にプールして,そ こに ワー ド ・プ ロセ シ

ングの機械を設 置すれば機械 の購入 費 を上廻

るほ ど秘書 の人 件費 を浮す ことがで きる とほ

のめか した もので した。 ところが実 際 にはだ

れ もオフ ィスの再編成 をして,秘 書 を プール

す るな ど とい った ことをや らず に機械 だけを

と もか く買い込 んだ もので した。(笑)人 間

は何時で も合理的 に行動す る とは限 りません

ひとつ憶 えてお くと便利 な法則 が あ ります。

それは 「どんなにす ぐれたオ フ ィス ・マシ ン

で あって も,そ の操作 は タイプライター とか

簡易 コピア以 上に難 しい もので あ ってはな ら

ない」 とい うもので あ ります。 それよ りもっ

と複雑 な操作 を習 えと要求すれば抵抗 を受け

るのが目に 見えてい るので実際的で はない と

い うわけで あ ります。

私の この法則 が正 しい とい うこ とを示す証

拠 があ るのであ ります。 すな わ ち,ア メリカ

にある もっと進 んだ ワ ー ド ・プロセ シング ・

システムの中 には 「いろいろな フ ィーチ ャー

がっい ては いるが,非 常に覆雑で ある」 とい

った ものが ありますが,実 際 に,こ うした も

のは,あ ま り売 れてお りません。

オ フィスで働いてい る人々は当然声 をよ く

使 います。 これ には面 と向か った会話 であ る

ことも電話越 しの対話であ ること もあ ります。

またグラフ ィックの インフ ォメーシ ョン もよ

く使 います。図 とが グラフ とかチ ォートとか

カタ ログなんかが その例ですが,日 本 の場合

にはそうい った ものの他 に日本独 特な文字 も

入 って来 るわけです 。 また,オ フィスで働 く

者 はテキス トを読みます し,デ ータを参 考に

しなければな りません。 こうい ったいろいろ

の コミュニケーションの手段 が常 にいろいろな

形で渾然 一体 とな って混 じ り合 ってい るのが

オフ ィスで あ りますけれ ども,わ れわれが持

っている マシ ンはその中の1つ のこ としかで

きません。電 話は音声向 け であ り,ワ ー ド・

プ ロセ ッサは テキ ス ト用で あ り,デ ータ ・タ

ー ミナルはデ ータのための もので あ りフ ァク

シ ミリはイメージだけ,を 取 り扱 うよ うにな

っています。 ですか ら,使 う人 の側で そ うし

たいろい ろな サ ービス を結 合 させなけれ ばい

けないわけです。 これは技 術的 には なかなか

むずかし いので すけれ ども,あ る程度 これ を

可能 にす る方法 もある と思 いますので,そ れ

について後で述べ たい と思 います。

アメ リカにお きま して は,リ モ ー ト ・シェ

ア ド・コンピ ュータサ ービス とかオ ンライ ン

・サ ービス会社な どが,あ る程度 こ うした問

題の解決 に役 立 ってお りますが 日本 で もそれ

が うま くい くか もしれません。 あるタイム シ

ェ アリング ・サ ービス会社で は,複 雑な テキ

ス ト処理 とか,情 報検 索,.・それ に,メ ッセ ー

ジの配達 とい った諸サービスを,同 じ1つ のC

PUを 備 えた同一 ネ ットワー クを通 して提供

しています。つま り,そ うした システムに要

求 され る複雑な オペレーシ ョンの一部 をセン
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タ一側 で行 な うことによ り,こ の種 のサービ

ス会社 はユーザ ー側 では比較的 単純 な ター ミ

ナルで も済 むよ うに して,ユ ーザーに と って

システムを比較的使 いやすい ものに している

のです。 つま り,利 用 しや す さと,各 種 のメ

デ ィアの組み合せをめ ぐる問題 は,あ る意味

では,今 日 リモ ー ト・サ ービスビュローの施

設 によ って部分的 に解 決 され ているといえま

し ょう。

将来 は,こ うい った リモー ト・サー ビス ・

ビュローの施 設は,昨 日 ガ ル ビン氏 が述 べ

べ られ たよ うに,サ テ ライ ト・ビジネス ・シ

ステムや,そ れに似 たキ ャリアと結 合す るこ

とによ って,さ らに多 くのサ ービスを提供で

きるよ うにな ることで しょ う。

コ ミュニケーシ ョンのサー ビスの改善 とい

うの は 欠か すことので きな い ものであ ります。

高度 の オフ ィスのオ ー トメ化 のためのプロダ

ク トとかサ ービスの程ん どの ものは,適 切な

コ ミュニケ ー ションをオ フ ィス内において も,

ま た同時 にオ フィス間に おい て も必 要 とする

ことは言 うまで もあ りません。特に改善 が必

要 とされてい るのは次 の4つ の領域 であ りま

す 。

まず①よ り早 いス ピー ドが要求 され ます。

デ ィジタル ・フ ァク シ ミリといったよ うな種

類のサ ービスは,通 常の音声 サ ービスに用 い

られてい る ものの100倍 ぐらいのバ ンド幅 を

要す ることがあ ります。

次に②正確度で すけ れ ど も,電 話 システム

という ものは音 声 コ ミュニケーシ ョンの ため

に設計 された ものです か ら,ノ イズがあ った

り,混 線があ った り,ま た瞬間的 な断線が起

ったりして聞 きづ らい ことがあ りますが とも

か く,コ ミュニケー トする ことは何 とか い く

わけです 。 しか し,デ ィジタル ・データを伝

送す るとい うこ とに なると急 に非常 に高 い伝

送精度 が要求 され る ように な ります。

次 は③信頼性で あ ります。 こうい ったコ ミ

ュニケ ーシ ・ン ・サー ビスに依 存を してビジ

オ フ ィス ・オー トメーシ ョン時代

ネスをやろ うとい うことになれば,当 然 い ま

よりもよ り信頼性の高 い ものが必 要にな るわ

けであ ります。

この信頼性 の もう1つ の重要 な側 面 として

忘 れては ならないのは,コ ネクションが必要

なときには,し か もミリセカン ドの単位で デー

タ ・サー ビスがで きるよ うにア ベィラブルで

なけれ ばいけない とい うこ とです。電話 の場

合で す と,つ ながるまでに30秒 ぐ らい待 つ

ことは馴 れ っこにな っています し,も し話 し

中で あ った ら,そ れで はまた後 でかけ直 そ う

とい うことをや りますが,し か しこれか らの

重要 な ビジネス ・システムの場合 にはそんな

ことは許 され ません。 だか らこそ人 々は専用

回線 を リース して,高 度の信頼性 に関す る保

障 を得 ようとす るわけですが,専 用線 は余 り

に もコス トが 高 くつ くことか らあま り使用頻

度 が高 くない多 くのユ ーザ ーは,今 度 は④ コ

ス トの 問題に 直面するよ うにな ります。

世界の主要 な国にお きまして,コ ミュニケ

ーシ ョン担当 の当局が サービス改 善のために

努力 をしてお ります。 かつて ヨーロッパ のP

TTの 中 には,(こ の 会議での討論 を聞いて

いる と,NTTも そ うだ ったようです ね),

新 しいサービ スの導入 にあまり乗 り気で なか

った もの もあ りま した。 しか し,現 在で は世

界 の主要 国で はそれは過去の話で あ り,こ う

したニーズを満 たす新 サービスを提供で きる

ように出来 るだけ早 く改善 の手が打 たれる よ

うにな ってきています 。NTTのDDXサ ー

ビス も,こ うしたニー ドを十分満 たすこ とが

で きる大 きな改善 であ るべ きだ と思 います。

アメ リカを含 むいろん な国を見てみ まして も,

確 かに進歩の度 合いは あま り早 くは ありませ

ん。 というの も,コ ミュニケー シ ョン施設 を

取 り換 えるに は時 間 もお金 もかか るか らです。

しかし,私 が伺 ったところでは,日 本で の進

歩 はなかなか速 く,非 常に革新的 な電話 シス

テムによ って,日 本の電話 サー ビスの方 がア

メ リカ多 くの地域 よ りず っといい とい うふ う

一91一



に聞いてお ります 。

昨 日ガ ル ビン氏がお話 したサテラ イ ト・サ

ー ビス も',新 しい ビジネス ・サ ービスを提供

する上で非 常に重要 で あります。ただ,ア メ

リカの場 合で も,ほ んの一握 りの大手 ユ ーザ

ーに1980年 代 の初頭 に なって ようや く提 供

で きる とい った程度で す,そ して,新 世代 の

サテ ライ トや 非常 にた くさんの地上局を設置

しなけれ ば,ユ ーザーすべ てに そ うい ったサ

ー ビスを提供 するまで には至 りません。で す

か らそ ういう意 味では アメリカにお いてす ら

80年 代 の 後半に ならない とサテラ イ ト ・サ

ービスが大半の ビジネス ・ユ ーザ ーに とって

の一般的代替サ ー ビスというふ うにはな らな

いのではないか と思います 。

もうひ とつ,す で にこの シンポ ジウムで も

何度 か出ま したけれ ども,コ ンパチ ビリティ

の問題 があ ります 。ここで問題 にな るのは,

PTTに よって提供 されてい る電 話 サービス

と,次 々と利用 可能 にな って くるあ らゆ る種

類 のデバイスの間の コンパチビ リテ ィです。

コンパチ ビ リテ ィの問題 を,魔 法 のつ えを

一振 りすれ ば解決 で きるとい うよ うな ことを

言 ったとした ら私 は大 うそつ きとい うことに

な りま しょう。(笑)現 在は無理です 。 しか

し,将 来 につい ては望み もな きに し もあ らず

で,そ れに関 しては後で もう少 し申 し上げ ま

しょう。

もうひとつ,オ フ ィス ・オー トメーシ ョン

時代の成長 に対 す る障害要因 としてコス トが

あげられます。 つ まり,機 器 を購入 す るため

にユ ーザ ーが貸出 しなければな らない現金 の

ことなのであ りますけれ ど も,た とえば電 気

タイプラ イターは今 月の アメ リカでは大体

600ド ル ぐらいします。 そして,そ れ に対 し

てエデ ィライングのためのCRT付 もの イン

タラクテ ィブ ・ワー ド ・プ ロセ ッサ ・ステ ー

ション1台 入れ よ うと思 うと,そ れだ けで

6,000ド ル もかか って しまい ます 。で すか ら,

導 入の前 に この6,000ド ル もす る機 器 が本 当

にペイす るのだ とい うことを証明す るのは本

当 にむずか しいわけで あ ります。ですか ら,

ユーザ ー としては,そ んなに高 い ものを 買 う

ことに なかなか踏 み切れな いとい うのが現 実

で はないでし ょうか。場合 に よっては,オ ン

ライ ン ・サービス会社 がこ うい った高 い機器

の コス トの一部を負担 す ることに よ って ユー

ザ ーの負担を軽減 する ことがで きま しょう。

アメ リカでは,い くつ かのTSS会 社 が ワー

ド ・プロセ ッサのサー ビスを提供 してお りま

して,実 際の テキ ス トのプ ロセ シ ングは集中

的 に中央でや るとい う方法 を と ってお ります 。

これ は今 の ところかな りうま くい っています。

ただ,将 来 は コン ピュータの コス トがだんだ

ん下が ってきていますか ら,い ず れは誰 し も

がテ キス ト ・プロセ シ ング をや るに十分 な コ

ン ピューテ ィング ・パ ワーを得 られ るように

な るで しょう。

そこでこ うした理由 があ るので,結 論 とし

て申しあげます と,こ れ か ら先5年 ～10年

間 のオフ ィス ・オー トメ化の伸 び とい うのは,

現 在 と同 じような別 個の プロダク トとい う形

で 進むのであ って,い わゆ る インテグ レー ト

された トータルな汎用 システム とい う形 では

起 こらないだろうと思います。 た だ,別 個プ ロ

ダ ク トとして今後5年 ～10年 後 に売 られ る

ものは,現 在われ われ が知 って いるよ うな も

の とは全然違 うものか もしれ ませ ん。 それ に

関 して4つ の例 を挙 げて みたいと思 います。

それぞれ個別な もの ですが,全 く新 しい もの

で あることか ら新 しい市場 を開拓 で きる可能

性を もっています。まず,デ ィス トリビ ュー

テッ ド ・タイプライ タ ーと呼ばれている もの

で あります 。これ は基本的 には ワー ド・プロ

セ ッサですが,新 しいテクノロ ジーを十分 に

・駆使 した もので あ ります。今 日のタイプ ライ

ターはカチ ンとキ ーを打 つこ とによ って イメ

ージを紙 の上 に印字す るので あ ります。 しか

し,よ く考 えてみます とこれ はおか しな話 で

す。 つまり,キ ーを打 った とき紙 にす ぐに イメ
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オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン時 代 ・

ExAMPLE1:THEDlsTRIBuTEDTYPEwR1TER

THEDtSTRI8UTEOTYPEWRITER,1985?

一ジを印字するのは適 切で はあ りません
。 と

い うのは後 で変更 したい と思 うか もしれない

か らです。間違 って打 って しま った というこ

とが あるで しょうし,テ キ ス トを編集の段階

で変 えたい とい うこと もあるで しょ う。 それ

よ りむ しろキーボ ー ドの インプ ット・デパィ

スにいち ど入 れておいて,テ キス トの2行 分

ぐらい をディスプレー上に見せて,エ ラーが

あ った場合 には直 してか ら,そ の結果を ワー

キン グ ・メモ リーの ところ にス トア して おき

ます 。この メモ リーには大体原稿め4Ae－ ジ

とか5ペ ー ジ分 ぐらいを入 れてお くことがで

き る よ うに な って い ます 。 もしこれが大 き

な作業の一部で あるとい うよ うな場合にはそ

れを,よ り大 きな メモ リを備 えた コン トロー

ラへ送 ってや ること もで きましょう。 そ して,

全 体 の ドキ ュメン トが終わ って,い よいよプ

リン トで きる段 階にな ったときに,そ れで完

全な品質の グラフ ィックを打 ち出す ことがで

きる レター ・パーフェク ト ・プリンターを使

って印字 します。 この プ リンターは多分IB

Mの ワ ー ド ・プロセ シング ・システムに付 い

てい るよ うな ジェッ ト・プリンティング ・メ

カニズムを備 えた もの で しょう。 こうい った

もので した ら活 字は自由に選べ ますか ら日本

のキ ャラクタ で も打 ち出す ことがで きます。

ページに合わせて原 稿を さちん と レイアウ ト

すること もで きます し,普 通のタ イプ ライタ

ーに比べて イメージの質 とい う もの も高め る

ことがで きます。 そして,そ の上経費 を節約

す るこ ともで きるのです。何故な ら今 日のタ

イプ ライターに内蔵 され てい る高価 な プリテ

ィング機構が 不必要にな る上にキ ーボー ド ・

イン プッ ト ・ステーシ ョンの6台 か ら10台

に対 してた った1台 の プリンタが あれば済 む

か らです。 また,キ ーボー ド ・インプッ ト ・

ステーシ ョンに して も,キ ー以外 には動 く部

分が 全 くあ りませんか ら,安 上が りに作 るこ

とがで きます。今 日で も1台250ド ル位 いで

製作で きるで しょ うし,将 来 は もっと安 くな

るこ とで しょ う。

もう1つ,デ ィスプ レイ ・エデ ィター とい

うのが この システムを構成 しますが,こ れ は

テキス トを最初に書いた人が テキス トをこう

い うふ うに変 えたい とか,修 正 したいと考え

た時 に必要 とな る ものです 。ディスプレイ ・エ

デ ィターに は比較的大 きなスク リーンが必 要

です。 つま り1ペ ージをまるまる映 し出 して,

パ ラ グラフをあ っちこっちへ動 かした り,そ

の他の必要 な編集上の作業がで きるような も

ので なければ な りません。

この分散型 のタイプライター ・システ ムは,

われ われが タ イプライターと呼んで いるプロ

ダク トの成長 を土台 と して 考え られた もので

あり,高 級の ワー ド ・プロセ ッサ と言 って も

いい ものです が,こ れ はインク ・ジェッ ト・

'プ リンタや グ ラフィ ック端末機 を採用 した こ

とに よ り,グ ラフィック ・システム化 してお

ります。 日本 においては従来のタ イプライタ

ーよ りも,こ うしたシステムの方 が有用 なの

で はない でし ょうか?日 本 での問題 をよ く知

って いるわけ ではあ りませんが,多 分 そ うで

はないかと思 います。

また,こ の プロダク トはここか らさらに発

展 させ ることができるわけであ りまして,各
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端 末 との コ ミュニ ケーシ ョン能力 を持 たせ中

央 の コン トローラ と結 びつけ ることがで きま

す。 明 らかに,も う少 しハー ドウェアとソフ

ドウェアを改善 すれ ば,こ のコ ン トローラを

同 じ建物内 にあるほかの コン トロー ラー と結

び つけて,そ のシステムの端末 やプ リンター

と結 びつけれ ば,事 務所内 メイル ・シス テム

として も利用す ることもで きるわけであ りま

す。

ま た,更 に進ん だ世代 を考えてみます と,

この コン トローラをセ ン トラル ・ス イ ッチと

結 びつけることができますか ら,こ れ をコモ

ンキ ャリア回線 につないでおけば全体の コミ

ュニケーシ ョン ・システム の一部 とす る こと

も可能 で,も しマーケ ッ トがそ うい うふ うな

製品の成長 を望む もので した ら,そ うい う方

向に も伸びていける可能 性 を持 っていけ るわ

けで あ ります。

ExAMPLE2:THESMARTCoPIER

SMARTCOPIεR

第 図 は,ス マ ー ト も・し くは イ ン テ リ ジ ェ

ン ト ・コ ピ ア と呼 ば れ て い る もの で あ り ま す 。

上 の 方 に あ る の は 通 常 の オ プ テ ィカ ル ・ス

キ ャ ニ ン グ ・ス テ ー シ ョ ン で あ り ま して,こ

れ は現 在 の コ ピ ー ・マ シ ン と 同 じで あ り ま す 。

す な わ ち,ミ ラ ー が つ い て い て,イ メ ー ジ を

イ メ ー ジ ・ トラ ン ス フ ァ ー ・デ バ イ ス の 方 に

持 っ て い くわ け で,い わ ゆ る ゼ ロ ・グ ラ フ ィ

ッ ク の プ ロセ ス で あ りま す 。 し か し な が ら,

マ シ ン の 下 の 方 に レ ーザ ・キ ャ ラ ク タ ・ジ ェ

ネ レ ー タ と い うの が 取 りつ け ら れ て い る ので

あ りま して,そ の ア イ デ ア は こ の レ ー ザ ・キ

ャ ラ ク タ ・ジ ェ ネ レ ー タ を外 部 か ら の デ ィ ジ

タ ル 回 線 で 駆 動 す る こ と もで きれ ば,マ シ ン

に 内 蔵 さ れ て い る デ ィ ジ タ ル ・メ モ リ で 駆 動

す る こ と もで き る と こ ろ に あ る わ け で あ りま

し て,こ れ に よ り コ ピ ー と 全 く 同 じ メ カ ニ ズ

ム に キ ャ ラ ク タ を 形 成 し て や ろ う と い うの で

あ りま す 。

こ れ に よ っ て 幾 つ か 新 し い こ と が 可 能 に な

りま す 。 ま ず 第1に,コ ピ ー の 質 が 高 ま り ま

す し,ま た,レ ー ザ ・キ ャ ラ ク タ ・ジ ェ ネ レ

ー タ を 使 っ て 書 式 を レ イ ア ウ ト し ,そ れ に コ

ピ ア ・ス テ ー シ ョ ン か ら取 り出 し た さ ま ざ ま

な デ ー タ を載 せ る こ と もで き ま す し,ま た"

コ ピ ア ・ス テ ー シ ョ ン とい うの を 全 く無 視 い

た しま して,こ の マ シ ン を 使 っ て リ モ ー ト ・コ

ン ピ ュ ー タ か ら の プ リ ン ト ・ア ウ トを す る こ

と もで き ま す し,ま た キ ャ ラ ク タ ・ジ ェ ネ レ

ー タへ の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 回 線 を 利 用 して
,

テ レ ッ ク ス ・プ リ ン タ ー の 役 を果 た さ せ る こ

と もで き る わ け で す 。 プ リ ン タ ー とい う メ カ

ニ ズ ム は 非 常 に 高 価 で す か ら,い ろ ん な サ ー

ビス の た め に1つ の プ リ ン タ ー を シ ェ ア し て

使 お う と い う わ け で す 。 昨 日,ガ ル ビ ン 氏

はSBSチ ャ ン ネ ル を 時 間 的 に シ ェア し て,大

量 の フ ァ ク シ ミ リ も し く は ペ ー パ ー な どの 伝

送 は 夜 や る とい う こ と で し た が,間 に 受 信 し

た大 量 の デ ー タ を 高 速 で プ リ ン ト ・ア ウ トす

る の に こ の マ シ ン な ど は 打 っ て 付 け な の で は

な い で し ょ うか?

も う1つ この ス マ ー ト ・コ ピ ア に 箱 を つ け

加 え た い の で す け れ ど も,そ れ は こ れ ま で の

よ うに た だ 単 に 紙 を 照 ら し 出 す だ け の オ プ テ

ィカ ル ・イ ル ミ ネ ー タ で は な く,デ ィ ジ タ ル

・ス キ ャナ で す
。 電 子 メ モ リヘ デ 一 夕 を 読 み

込 む こ と が で き る デ ィ ジ タ ル ・ス キ ャ ナ が あ

れ ば,フ ァ ク シ ミ リ ・ ト ラ ン シ ー バ ー の 代 り
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を させ るこ ともで きるのであ ります。つま り

デ ィジ タルのイ メージ をコ ミュニケー ション

・ラインを通 じて送 ること もで きれば,デ ィ

ジタイズ された イメージを取 り出 し,ソ フ ト

ウ ェアを使 って編集 をしてか らプリンテ ィン

グをす ることがで きるわけで,つ ま りエジテ

ィング能力 を持 ったコ ピアを持つ ことがで き

るわけで あ ります。 そ うい ったような意味で

このマ シンは非 常 に興味深 く,い ろんな可能

性 を秘 めてお ります。 もうすで に幾つかの メ

ーカーで は ,た とえばバ ロー ス とかゼ ロック

ス とい うアメ リカの会社,ま た 日本の松下や

ほかの会社が部分的 にこ うい ったマシンのプ

ロトタ イプにな り得る ような ものを紹介 して

お ります。 もういろんな形 で存在 している と

思 います。 そ して また,こ うい うものが末だ

完全な トータル ・システ ムにな っていない と

して も,き わめて有用 だ と思 います。

先の討論 の際 に コンパチビリテ ィの ことが

問題 にな りま した。特 にフ ァクシ ミリ ・デバ

イスの コンパ チビ リテ ィの ことが問題 にな っ

たわけであ、りますが,も し私が申 し上げてい
ト

る㌘ 一二卜 ・戸 ピァの中 にソ・ トウ・アを内

蔵 して い て1す べ ての イメ ージがデ ィジタル

化 されてい るな らば,ソ フ トウェアを利用 し

て資料 を調整 してほか のデバイスの プロ トコ

ルに マッチさせ ることがで きるよ うにな るわ

けです。ですか ら,コ ピアに インテ リジェン

スを持たせ,そ してソ フ トウェア ・コン トロ

ールを持たせ ることによ って今 日の コンパチ

ビリテ ィの問題 を よりよく解決す ることが で

きるでし ょう。完全 に解決 で きないまで も,

よ りよい解決 を出す とい う可能性 はあると思

います。

このデパィスは実際 に存在 している ものでは

ありません。模型 をつ くって,ど のようなこ と

をわれわれが考 えているのかお見せ しているま

でです。まるで本物 みたいですけれ ども違 いま

す。これは電話 であって,受 話器 もプッシュ・ボ

タンもついていまして,通 常は電話を使 うよ う

オ フ ィス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン時 代

ExAMPLE3:THEMuLＴ1-PURPOSETELEPHoNE

な形 で利 用で きるわけで す。ただ,こ れには,

小 さなデ ィスプ レイがついてお ります。200

字 の 液器の平面 パネル ・デ ィスプ レイかなに

かがつ いてい ます。また ファンクシ ョン用の

い くつ かの ボ タンも付 いてい ます。 このデ バ

イスを使 うこ とによ ってわれわれは新 しい能

力 を持 つ ことが で きるわけです。 たとえば電

話 をか けて もだれ も電話 に出ない とい った場

合は,「 後で お電話 くだ さい」 とい った短 い

メッセ ージ,を タイプ してス トレージしてお

け ば,相 手 が帰 って来 てボタンを押せ ばその

メッセ ージを受け取 ることがで きます。

また,ほ かの使い方 として,こ のデ ィスプ

レイ電話 を使 ってデータベ ースに単純 な問い

合 わせ をす ること もで きるでしょ う。 その メ

ッセ ージが デ ィスプレ イ に入 る位 小 さ くて

単純な もの な らば,だ れかに話 をしな が らそ

の会話 と関係 がある預金 残高 を確 かめ るこ と

もで きる し,コ ンピ ュータに入 っでい るほか

の情 報 とい うの もチェ ックす ることもで きる

のです 。

また,こ の マシンによ り,電 話 の ネッ トワ

ーク内で求め られる もの はすべてダ イヤルす

ることに よ り得 られ るわけで して,ど こか の

データベースにアクセスを しまして,公 共デ
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一 夕ベースに入 ってい る情報 をこの小 さな ス

ク リーンに入 りさえすれば得 ることがで きる

のです 。

そこで国際間 データ ・フローの問題 が起 こ

って くるわけで あ ります。 とい うのは,今 日

では世界 の どの電話 に対 して も電話 をかけ る

ことがで きるわけで,一 部は技術的 にで きな

い ところ もあ りますけれ ど も,そ れを除 け ば

どこで も可能 なのですか ら,こ ういった種類

の電 話 を備 えれ ば世界の どん なデ ータベ ース

へで も電話 をかけ られ るわけ であ りまして,

そ うい った施 設が既 に存在す るので あ ります。

そこで われ われ はどう した らよい ので しょう

か?電 話線を切 るべ きで しょうか,そ して

現在の音声通信の 自由を制限すべ きなので し

ょ うか?も しそ うい うことが問題 になる と

すれ ば,こ れ は先 ほ ど誰 か が お っしゃった

よ りももっと緊急 を要する問題だ と考え ます。

そ してまた!こ の マシンは現在 の電話 よ り

ず っとコス トは高 くつ くと思 い ます。 しか し

なが ら,こ の点 につい て もまたエ レク トロニ

クス のコス ト低減 の傾向 を考えてみ ます と,

5年 以 内には こうい った種 類の機器 は もは や

現 在の電話 コス トの2倍 以上 には決 して な ら

な いと思います。換言 します と,現 在 の アメ

リカで は大 体20ド ルで電話 を買え るわ け な

のですけれ ど も,5年 後 になります とこ うい

った種類の電話 を40ド ル 出せば買 え る よ う

にな るのではないか と思 います。ですか ら,

こ うい う種 類の機器 は非 常に人気 が出 る可能

性が あ ります。 そこでこれ をめ ぐって競争 の

問題 が出 て くると思います。

い ま申 しましたよ うに,今 日の アメ リカで

は自由に電話 を買 うことができます 。標準 プ

ラグ に合い さえすれば,い ろんな種類 の電話

を選択で きるわけ です。アメ リカは現在 コモ

ンキ ャ リア との 自由なインターコネ ク ション

が,完 全 に自由に なってい るとい う意 味で非

常 にユニークだ と思 います。 ところ が,PT

Tが あ るほとん どとい うか,他 の全 ての 国 と

い って もよいほどですが そ うい った国で は,P

PTTが 電 話機器 を所 有してお り,PTTが

選 択 して,顧 客に提供 する ように しています。

そうい う機具が もし標準化 されていた り,あ

る程度 の種類が限 られてい る場合 には問題 は

起 こらないのですけれ ど,さ っきお話 した よ

うな特殊 な電話が出て まい ります と,い ろん

な実験 をした りいろんなモデルを持 ちたい と

思 い ます し,ニ ードが ユーザ ーに よって違 う

ので,現 在 より多 様性がふ えて くるわ けで あ

りまして,そ うな ります とどんな国の公社 も

こ うい ったあ らゆる種類 の電話の機器 を各種

の型式 にい たるまで取 り揃 えてお くよ うな こ

とはや らない と思 います。そこで,PTTに

対 しもう少 し私設 の マシ ンをネ ッ トワークに

インターコネクションする自由を許 してほ し

い とい う圧力が高 ま るか も知 れません 。

ExAMpLE4:THESEMl-AuToMATIcFILINGSYs了EM

●

銑{雷
第 図は,も うすで にアメ リカで市場に出

回 って お ります製品 であ ります。 これはマ イ

クロフィッシ ュ ・ス トレージ ・システ ムで あ

りま して,全 般的 には従来 の もの と同 じ性格

を持 った もので あ ります が,何 回 も露光 で き

るような特殊 なフ ィルム を備 えてい るので,

新 しい情報 のページ をそのマイクロフ ィッシ

ュに必 要 とあ らばつけ加 えること もで きるわ

けで あ りまして,1枚 の マイクロ フィッシュ

とい うのに,た とえば従業員 の履歴で あると

か,契 約 の履歴 とか,保 険契約の記録 とい っ
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た ものの取 引が行 なわれるごとにアップデー

トする ことが で きます。なぜ このマシンを取

り上げたか と申 します と,テ キス トな りグラ

フ ィックの情報の ス トレージ ・コス トとい う

のが きわ めて高 いか らで あ ります。先 ほども

申 し上 げま した ように,エ レク トロニクス ・

ス トレージの コス トとい うの はきわめて急激

に低減 をしてお ります。 しか しなが ら,も し

ある会社の全体の書簡 ファイルを コン ピュー

タ ・ス トレージに入 れてお きたい と思 います

な らば,そ の最 たるや膨大な ものにな ってし

ま うで ありまし ょう。 ある会社の テキス ト ・

ス トレージのニ ードについ て調査 した ことが

あ りますけれ ども,大 体通信な り現在の メモ

の1ヵ 月分 を コンピュータのメモ リー ・ファ

イルに入えてある だけなんです けれども,そ

の ストレージで必要 とされる容量 とい うのは,

その データベース自体 の10倍 ぐ らい の容 量

の もの なので あ ります。です か ら,1985年

に なって も,ほ とん どの機関,会 社 にとって

そ うい うことをするのは コス ト高に過 ぎる と

い うふ うに思 い ます。 グラフィック'イ メー

ジの場 合,特 に日本 の場合 はそ うい う例 にな

るのですけれ ど も,そ の場合 にはス トレージ

・コス トの問題は さ らに大 き くな って くると

思 います。ですか ら,よ り近代的で新 しいこ

うした種類 の マイクログ ラフ ィック ・システ

ムがオフ ィスの1980年 代 におけ るオ フ ィ ス

・オー トメーシ ョンにおいては きわめ て重要

な役 割 りを果 たす と思 います。 ユーザーは ミ

ニ コンピュータと会話 して何を検索すれば よ

いか決定す るこ とがで きます。 ミニ コンビ ゴ

ー タは ファイル内の全て のマイクロフ ィッシ

ュのイ ンデ ックスを ス トア していますか ら,

イ ンデ ックスのページを見て,あ のページが

欲 しいとか,こ のペ ージが欲 しい とい うこと

を決 めることが で きるわ けで,次 にマシ ンに

指令 をいた しま して,必 要 なマ イクロ フィッ

シュを引 き抜い て くれ と要請すればそれが運

び出 されて くるわけ で ござい まして,現 在で

オ フ ィス ・オー トメーシ ョン時代

はマ イクロ フィッシュが紙 に イメー ジ化 され

て,紙 が私 の ところに送 られて くるわけであ

ります。

私 どもの研究 によ ります と,情 報検索の際

の情 報を求め る人へ と情報 が送 られて くる時

間 とい うのは あまり深刻 な問題で はあ りませ

んで,問 題 になるのは最初 に情報 を見付け出

すまでの時間であ ります。 そこで私 のシステ

ムの場合は,見 付 けるまでの時 間はオン ライ

ンですが,ス トレージ ・コス トは安 いわけで,

デ リバ リーは更に コス トが安いわけです 。 も

し,早 く欲 しいというこ とで した ら早 くして差

しあ げること もで きるわけ であ りま して,そ

のため にはマイクロフィッシュを テ レビ・カ

メラの前に置い てや り,そ の イメー ジを テ レ

ビのモニターで送ればいいわけで あ ります。

こうい ったことは,今 後長 年に わた って シス

テムがハイブリッドの形 で残 って行 くとい うこ

との例 証で あ ります。マイクロ ・イメージと磁

気 メモリーといったハイブ リッ ドの媒 体が今 後

も使われ てい くであ りまし ょうし,そ れか ら

電子電話 とスマー ト・コピア とい った ものが

完 全に統合 された単 一の汎用機器 としてで は

な く,ハ イブ リッドとして長 く残 ってい くと

思 います。

しか し,1990年 に もなれ ば完全 に統 合 さ

れた システムが出現す るよ うに な ると考 えて

います。 その頃 までには,広 帯域 のデ ィジタル

・ハイウェーが,ガ ルビン氏が昨 日予測 したよ う

に,も うどこにで も見 られ るようにな ってい

るで しょう。 それは地域的 なサテラ イ ト ・サ

ービス ,ま たはオール ・デ ィジタルの地 上回

線 によ って実現 され ることでしょ う。 多分 こ

れが最 も重要 な出来事にな ることで しょ う。

また,別 個の プロ ダク トが今後10年 間 の

間 に着実に改良 されてい き徐 々に ファンクシ

ョンと有用な フ ィーチ ャーとを積 み重ね てい

くことによって,お 互 いの性質 がだ んだん と

似通 って行 くと思 い ます。つ ま り,そ れ ぞれ

の機器が コ ン トローラの部分 にコ ミュニケ 一
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シ ョンの機能 を取 り込 む ことに より,オ フィ

ス内のマ シーン間のコ ミュニケーシ ョンが下

の方か ら上に向けて起 こって行 くことで しょ

う。 そして外 部 との通信の必要性の有無 に拘

らず,コ ミュニケニシ ョンはオ フィス内部で

は じまるのです。 そして,カ スタマーが 一体

何 を求め ているか がつ くる側 にわかれ ば,ソ

フ トウェア もどん どん と改善 をされて行 くよ

うに思 います 。

ただ,こ の分野 のメーカーには正確 に ビジネ

ス ・マシンをどうい う形 で設計 した らいいか と

い うことを予測 できる人はお りません。経験 の

みか ら予測 をたて ているわけで して,新 しい

フィーチ ャーを付け加 えてみて,そ のプ ロダ

ク トが売れな くな った ら止めて しま うし,売

れ行 きが よくなった ら,そ の後 のプロダ ク ト

にず っと付 けるよ うにす るとい った具合 です。

ですか らこ うした オフ ィス ・マ シー ンもこれ

と同 じよ うな試行錯 誤を通 じて改善 され,研

摩 されてい くことに なると思 います。 これ が

ソフ トウ ェア とインター フェ イスの フ ィーチ

ャーとい うところの改善の あ り方 では ないか

とい うふ うに思 います。

ソフ トウェアが改善 され,エ レク トロニク

スの コス トが これか ら もどん どん と下 が って い

い くにつれ まして,コ ンパチビリテ ィの問題

の解決 もだんだんと容易 になってい くだろ う

と私 は思 います。 もちろん,す べ てのオ フィ

ス ・マシ ンが単一 のデータ ・リプ レゼ ンテ ー

シ ョンとかデータ ・コ ミュニ ケーシ ョンの ス

タンダー ドによ って代表 され るよ うにな ると

は思 いません。少 な くと も私 が生 きてい る間に

に そんなこ とに はな らないでし ょう。 しか し

それで も構 わないのかもしれません。 とい うの

は,ソ フ トウェアが十分 に よい もの にな って,

しか もエレク トロニクスの コス トが十分 に安

くな れば,時 間 を無駄に してシ ステムに出入

す る全 ての メッセージを大変換す る余 裕が で

きます か ら,多 分,実 際の限 られた状況の 下

では,コ ー ド ・コンバ ージ ョンだ とか プロ ト

コル ・コンバー ジョンな どを行 って,コ ンパ

チビリテ ィに対 す るニ ー ドを満 たす こ とが で

きます。換言すればそ うい うことが可能 に な

れば コンパチ ビリテ ィ自体が問題で な くな り,

その結 果普遍的 な スタ ンダー ドの必要性 とい

うの もな くなる日 も来 ると十分に 考え られ ま

す。

こ うい った目新 しい 個別の マ シンが出て き

て,そ れがいずれ はインテグ レー トされた ネ

ッ トワークにな っていけば,当 然 オフ ィスの

役割 り,ま たオフ ィスで働 く人間の役割 り,

そ して そ うい った人 々を雇 っている企 業の役

割 りとい うもの に非常に大 きな影響 が出て く

ると思 います。

昨 日,21世 紀 に関 す る展望 がな さ れ ま し

た。 コンピュータ産 業 とい うのはまだ25年

の 歴史 しか持 っておらず,コ ンピュータが 一

体 世界 に対 して最終 的に ど うい う影響 を与 え

るか まだよ く判 ってお りませ ん。ただ21世

紀 とい うの はあと23年 す れば現実 にや って

くるわけで あ りま して,そ ういう意味 で,コ

ンピ ュータより も更 に大 き く新 しい こう し

た一連 の ツールの効果 とインパク トを把握 し

うる と考えるのは楽観的す ぎるのではないで

しょ うか。 そ うい う意 味で は,新 しい オフ ィ

スのオ ー トメ ーシ ョンの影響 というのは21

世紀 にな って もまだ継続 しているので あろ う

とい うふ うに思 います。 もしかす ると本当の

ところは西暦の2,100年 に な ってや っと,あ

あ,結 局 こうい った システム はこ うい う影 響

を及 ぼ したのだな とい うことがいえるのでは

ないで し ょうか。い まの段 階では正確 に一体

どうい う影響が出 て くるか とい うことを予測

するこ とはで きない とい うの が正 直な私 の心

境 なのであ ります。ただ,は っきりとこれだけ

は効果 と して出て くるとい うふ うに言 える も

のもあ るで しょう。

まず,働 く者に関連 してですが,ほ とん ど

のオフ ィス ・ワーカーの仕事 が いままで以上

に より興味深 くチャ レンジ ングな もの に な り
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ま しょう。 とい うの も,私 どもや秘書 の人々

に とって本当 にばかげた作 業,つ ま り延 々 と

時間 を使 って一生懸命 ファイル を探 す とい う

ような,そ うい ったむだは全 くな くな るわけ

で あ ります し,そ うい う意味で みず か らの本

当に生産性 をあげ,お もしろい仕事 をす るこ

とが できるだけの時間の余 裕 も出て くるはず

であ ります。 しか し,そ れは同時に仕事 自身

が非 常にむず かしい ものになる ことで しょう。

つま り,シ ステムが コ ンプ レ ックス にな って

まい りますので,護 れ しもが十分 な知性 とス

キルを持 つこ とを要求 されるよ うに なって来

るので あります。 それではあま り技能 を持 っ

ていない人 にはオ フ ィス内 をや ることが現在

より も少 な くな って行 くので し ょうか?わ れ

われは最高 の教育 を受 けた最 もインテ リジェ

ン トな一部の エ り一 トしか働けない ようなオ

フィスを創 りあげよ うとしてい るので しょ う

か?本 当にそ うい った極 く普通の教育 しか

受け なか った,普 通の イン テリジ ェンスを持

っている人達 をだ んだ ん と置 き去 りにしてし

まいつつ あるので はない か,と い った不安な

気持 ちにさせ られ ます。 私はい ささかこの こ

とを心配 してい ます。何故 なら,実 際 にデー

タ ・プロセ シ ングの分野で そ うい うこ とが起

こ ったの を目撃 したか らです。

デ ータ ・プロセ シングの初 期の段階で は,

大 勢の キーパ ンチャーが いま したが,こ の人

達は極 めて普通 の人 々で した し,,コ ンピュ

ータの オペ レーターは カー ドリーダ ーにカー

ドを フ ィー ドした りプ リンターに用紙 を入 れ

る とい った作業をや っていたわけ です。 しか

し,い まや コンピュータがオ ンラインのネ ッ

トワークとい う形 をとるにつれ,エ ン ドユー

ザ ーが ター ミナル を通 常の業務 の一環 として

オペ レー トするよ うにな ってまい りました。

そして,マ シ ン自体 も もう完全 にセル フスケ

ジュールで オ ートマテ ィックにな って きま し

たか ら,キ ーパンチャーとかマシン・オペレータ

ーといったよ うな人 々の仕事量が他 の分野 と比

オフ ィス ・オー トメーシ ョン時代

較 して ぐん と減 って しまいました。 まだ もち

ろん た くさん ジ ョブは残 っているわけで,非

常 に経験や知識があるプログラマー とか シス

テム ・アナ リス トの仕事はあ りますけ れ ど も,

余 り技能 を持 たない普通の人 のための仕事 は

だん だんな くなっているのが現実で あ ります。

です か ら,そ れを私は非常に心 配しているわ

けで あ りまして,仕 事 自体 がな くなる とい う

ことではな くて,仕 事の質がむずか しくな る

がゆ えにエ リー トだけ にで きるよ うな仕事 し

か残 らな いので はないか とい うこ とで私 は心

配 しているのです。 こ うい った動 きが企業 の

構造,機 構に影響 を与え るの もまた事実で あ

りま し ょう。

東 京の中心地 まで毎 日通 勤したりするのも大

変 なわけですが,こ うした統合 された情報 シ

ステ ムを使 うことがで きるよ うに なれ ば,1

ヵ所 の職場 に毎 日大勢 の人 々を集 めて業務 を

行 う必要 が な くなるか もしれ ませ ん。少 くと

も住 んでい るところのす ぐ近 くある地 域 セ ン

ターか ら仕事 をすることがで きるようにな る

で しょう。小 さなオフィスがあって,そ こに

こう した マシンを置いて あって,そ してご く

近 くに住んでいるグルー プがそのオフィスに通

えばよ く,都 心まで 通わな くて も済む よ うに

な るで しょう。 そして究極的に は家 にいたま

ま仕事がで きるようになるか もしれ ません。

しか し,私 は1固人的 にはそ うい うふ うにな ら

ない方が いい と思 います。 とい うのは,装 置

自体 がかな りの間依然 として高価 でしょ うし,

同時 に,こ れ は奥 さんに内緒ですけれ ど も,

われ われ夫 族 とい うのは少な くと も1日1回

ぐらいは家か ら出てい きたい とい うふ うに思

うか らです(笑)。

それは ともか くとして,あ ま り長 い距離 を

通勤 しな くて も済むことは良い ことです。公

害 防 止 か ら もエ ネル ギ ー節 約か らも,都 市

の過密緩和の点か らも好 ま しい ことですが,

た だ,こ の場 合 で も不 安 が ないわけでは あ

りません。 こういった統合 され た情報 システ
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ムが完成 した として も,本 当に人 間が現在 と

同 じよ うに組織 の下で きちんと機能す るか ど

うか疑問 です。 つま り,い まはオフ ィスに1

ヵ所 にい ますか ら,電 話で 話 した り,実 際 に

会議 をや った り,人 と面 と向 って話 をするわ

けです。今度 は新 しい マシ ンを使 ってや るわ

けですか ら,た とえば握手 すること もで きな

けれ ば,ち ょ っと肩 をたた き合 って廊下 の隅

で こそこそ立 ち話 をす ること もで きな くな っ

て しまい ます。そ うす ると,そ れが何 か組織

の精 神 とい うか,そ うい った仲 間意 識的 な も

のに マイナスの影響 を占 える ようにな るので

はな いで しょうか。っま り,自 分 が本当 にグ

ループの 一員で あるとい うような感 じが薄れ

る とい う恐 れ もな きに しもあ らずだ と思 いま

す。

もう1っ 企 業の あ り方 に対 して出 て くる影

響 としては,多 国籍企 業の活動 をさ らに強化

す るので はないだろ うか とい うことで あ りま

す。 とい うのは,い ろいろな国に散在 してい る

オフ ィス間により効率的 で密接かつ大量 の情報

が交 流 します。そして,た だ単 に地域 的な オフ

ィスにちょこっと行って仕事 すればい い とい う

よ うな状況 になれば,も う本当にパ リの中心

街 にあるオフ ィス と通信す るの も東 京の中心

街 にあ るオ フィス と通信す るの も全 く変 わ ら

な くな って しま うで しょ う。言語 の問題 はあ

るか もしれ ませんが,そ れとても同一 の企業内

の従 業員間ではだんだん と解決 され ると思 い

ます ので,も う東京 にい るのもパ リにい るの

も全 く変 わ らな くな って しまうとい うことに

な ると,多 国籍企業の活動 を規制 する とい う

意味で問題が出 てこないで しょ うか。 また,

同 時に国際間の データ ・フロー とい った問題

も当然出 て くる と思 います。

しか し,先 に述 べ ましたよ うに実 際に そ う

い う時 点に達す るの はまだ まだ先 のこ とだ と

思 います。 本当に基 本的 にわれわれが仕事 を

す るや り方 が変 わ るのはまだ10年 も しくは

それ以 上先 だと思 ってお ります。確か にその

間に も新 しい個別 プロダ ク トが どん どん と開

発 され市場に導入 されて くるこ とで しょ う。

そうした個別 のプロダク トにして も非常 に大

きなプラスをわれわれ に もた らして くれ をと

思 います。い まや ってい るこ との効果 をまず

高 め ることがで きるし,コ ス トを削減す るこ

とがで きるし,ま たある程度 同時に時 間をよ

り有効 に利用 して,よ り有益 な ことに振 り向

け ることを可能 に して くれ るで しょ う。

それか ら,こ う い った新 しいデバ イスに対

する非 常に大 きな市場が間 もな く出現 して く

るだろうと思 って お ります。 それゆ えに,最

初に申 し上 げましたよ うに,日 本の業界 にと

って はこれは非常 に大 きな機会で ある と思 い

ます。 昨 日,ど な たか パネ リス トの方が コン

ピュータや コミュニケーシ ョンに関 して 日本

は遅 れて いる とい うふ うにお っしゃいま した。

しか し,オ フィス ・エクイプメ ン トのテ クノ

ロジ ーにおいて日本が遅れ てい るな どとはわ

れわれはだれ も考 えないのであります。日本は

現在 でも安 価な コンビニエ ンス ・コピアの分

野では世界市場 を もう制覇 してい ると言 って

いいわけで あ りますし,ほ かに も主要な製 品

ラインで主導的 な地位 を占めてお られ ます。

ファクシ ミリの マシ ンで あるとか,ま た グ ラ

フィ ックのオフィス ・イ ンフ ォメー ションの

プ ロセス とい うことに関 しては ほか のどの国

よ り も日 本 の方 が よ く知 っている と思 いま

す。 イ ンタラクテ ィブな グラフィックを たと

えば エ ンジニア リング ・デザ インに関 して利

用 するこ とで はアメリカは世界 一で あると思

いますけれ ども,オ フ ィスでの コ ミュニケー

ションとい う観点 か ら見た場 合,日 本 はもう

グラフ ィックを使 わざるを得ないわけです か

ら,当 然世界 のどの国 よ りも日本の方は熟知

してお られるとい うふ うに思 います。ですか

ら,十 分 に世界市 場で競合で きるだけの力 を

持 ってお られる企業に属 してお られる皆 さん

方 は,そ ういった面 に十分 に考慮 を払 ってい

るか どうか 一度 見直 して もらいたい と思 いま
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す。特に,ア メ リカの自由な インターコネク

シ ョンが許 され ているテ レホン システムの状

況なんかを見て,新 しい電話 とか通信 システ

ムを試 してみ られることをお推め します。

とい うわけで,完 全 にオ フィス ・オー トメ

ーシ ョン時代が成熟す るのはまだ先 の ことで

あ りますが,あ る意 味で はまだ先であ るとい

うこ とが われ われにとって は幸 いなのか もレ

れません。 つま り,時 間が かかればかか るだ

け,そ の問 われ われは今後の傾向 を慎重 に検

討 して い くこ とがで きるし,そ して もしも悪

い影響 が あ りそ うな場合 にはそこを考 え直 し

た り,そ れ を阻止す るだけ の十分 な時間的 な

余裕が あるか らで あ ります。 これか ら先55

年 位 いの動 向を考えた場合,私 は現在 の趨勢

を非 常に好 ま しい もの とい うふ うに思 います。

とい うのは,い まわれわれが考 えている新 し

いマ シー ンは,だ れに対 して も脅威 を与え る

もので ない し,し か も,ユ ーザ ーやサプ ライ

ヤーに対 してはかな りの利益 を もた らす もの

だか らで あ ります。 そ うい う意味 では,私 は

オフ ィスのオ ー トメー ション時代 の将来 に関

して非常に楽観的 であ ります。

あ りが と うござい ました。(拍 手)

一101一
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松 下 それで は通俗的 なや り方 かもしれ ませ

んが,ま ず こちらか らお並 びの順 序でパ ネリ

ス トの御 三方 に.オ フィス ・オー トメーショ

ンについて10分 程 度 の コメ ン トを い ただ き

まし て,そ の後 ウ ィシ トンさんに補足あ るい

はコメン トをいただ きたい と思 います。

それか ら,最 後 に,こ れ だけ の ベテラ ンの

方が 一堂 に会 するとい う機 会は ございません

ので,フ ロアの皆様 か ら質 問をお受け したい

と思 います。

事前 にパ ネ リス トの方 と何遍 かの打 ち合わ

せをい たしま したが,そ れぞれかな り明確に

それ ぞれの立場 に従 った主張をお持 ちで ござ

います。 したがい まして,大 変安 心 いた しま

して,コ ーデ ィネータとい った大事な仕事 よ

り も,私 はむ しろ時計 を前 に置い たタイム ・

カウンタ ーとい う感 じでや ってい きたい と思

ってお りますので,ひ とつ御了解 いただ きた

い と思 い ます。

菊 池 今 回の パネルに入 れていただ き まし

た際に実 は大い にたじろぎました。と申 しま

すの は,私,ず っと泥 臭 い管 理 畑 に お りま

してオフ ィス ・オー トメー シ ョンに対 して は

1)石 川 島播磨重 工業営業本部管理 室技 術

部部長

2)富 士 ゼロ ックス専務取締役

3)旭 リサーチセンター主任研究員

4)ア ー サ ー ・D・ リッ トル主任研究員

5)野 村 総合研究所 常務取締役

いわば被害者 とい うとちょっと言 い過 ぎなん

で すけれ ど も,い まを ときめ くデ ータ通信,

デ ータベース,タ イム ・シェアリング ・シス

テム,イ ンテ リジェン ト ・ター ミナル,エ ト

セ トラ,エ トセ トラ,こ うい った世界 か らは

ほど遠 いいわば地虫 のよ うな もので あ りまし

て,あ ま りば っとしたお話 はで きそ うにあ り

ません。えい,ま まよと昔はいず り回 って い

た事務の現場 の立場か ら,事 務管理の合理化

について私な りの言 い分を聞いてい ただ くこ

とにいた します。

また,私 の内容 を実 はあ らかじめ組 んで き

た もので ございますか ら,そ れがた またまウ

ィシン トンさんの話 と非常に重複す るところ

が ござい ます。 これはひとつ一種 の コンセ ン

サス とい うかエ ンファサイズとして受け取 っ

ていただ きたい と思 います。

泥臭 い こ とは泥 臭 い のですけれ ども,私

の 会社 で もか つ て は事務 の合理化 には非常

に熱心 だ った時代 もございまして,UNIVAC

120に 早 々 と飛びつ き'まして,そ れに よって

給与計算や材料 の受け払い計 算の電算化 に着

手 しました。次 いで,例 の ユニパ ック,ソ リ

ッド ・ステ ー ト ・コン ピュータ,USSCで は

原 価 計 算 の 泥沼 に柔 び込 んでい きまして,

い まや 一連の電算 化をサポー トするために社

内規定 な どもわりあい よく整備,保 守 されて

いる ようにな って おります。

そして,驚 かれ ることと思 いますが,い ま

や電算室の要員が何 と600名,ホ ス ト ・コン
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ビ ュータが豊洲 にACOS700とIBM3033と

UNIVAC1100-82,田 無 に370-138,相 生

に370-158,呉 に370-158.こ れ らが9,600

ボ ーまたは4800ボ ーの専用回線で ネ ッ ト化

されてお りまして,こ れ にぶ らさが る端末,

ミニコ ンの たぐいが多数 あ りま して,あ らゆ

る事務 計算 は電算化 され,生 産管理面 もシ ョ

ップ単位 に,特 に造船 は,構 造不況 下では皮

肉ですけれ ども,基 本設計 か ら生産設 計 を経

そ外板のNC切 断 に至 るまで高度 の一貫 シス

テムがで きてお りますが,つ くる船がな くて

夜泣 きしてい るのが残念 な ところです。(笑)

最 初,事 務計算 は完 全な クローズ ド ・シス

テム として完成 されてお りま して,ユ ーザ ー

は,ユ ーザ ー とい うよ りは,む しろイ ンプ ッ

ト ・ロー ドとア ウ トプ ットの翻訳 とい うロー

ドを与 え られ た1つ の システム ・エ レメ ント

だとい うふ うに位置づけ られていまし た。 こ

れに対 して,設 計計算 は例 の コモ ン ・データ

・フ ァイルの保守 とい う問題が ない ため に最

初 か らオープ ン化が進 められま して,ユ ーザ

ーは自分でつ くったプ ログラムを端末,と 言

って もたとえて言 えば 銀行 の中 にあ るキ ャッ
,

シ ュ ・デ ィスペ ンサ ーみたいな もので,要 す

るに 自分の手元 にある端末 ではな くて,電 算

室の管理 下に ある リモー ト ・バ ッチの端末で

すが,こ れか ら入 れ ます と2～3日,遅 くて

1週 間 くらいで ア ウトプ ットが入手で きるよ

うにな ってお りま して,一 時 ちょ っと乱用気

味の傾 向があ りま した。いまで は,先 ほ ど申

し上 げました設計 か ら製造 までの一貫 した電

算化が陸上部門 で も進 んでいるわけで,設 計

計算 もルーチ ン ・ライクな ものは その システ

ムに組み込 まれ てい く傾 向 にあ ります。

ところで,事 務計算 の方 は逆に オープ ン化

の方向に あ りま す。す なわ ち,CODASYL

タ イプのデー タベ ースとそれに対 す るユ ーザ

ー用 のコマン ド言語 の開発が大分進iみまして,

や は りリモ ー ト・パ ッチですが,だ れで も簡

単なコマン ドで使 えるよ うにな ってお ります。

オ フ ィス ・オー トメーシ ョン時代

さらに,一 部TSSモ ー ドで オープ ンな端末,

す なわち先 ほ どの例で いえば,街 中 に設置 さ

れ たキ ャッシ ュ ・デ ィろペ ンサ ー的な端末 を

使 って インタラクテ ィブな使 い方が始 ま って

います。具体的な例 は入 金管理 なので すけれ

ど も。

こう申し上 げます と,一 般製造 業,特 に重

工業の中で はまず人並み にオフ ィス ・オー ト

メ ーシ ョンが進 んでい るよ うですけれ ども,

ここで私 が特 に強調 したいの は,コ ン ピ ュー

タリゼーシ ョン即 オ フィス ・オー トメー シ ョ

ンとは全 く考 えていないとい うことです。電

算 化された といって も,各 種 の原始伝票 は人

手 で仕分け され,ま とめ られ まして,企 業 の

電算 システ ムの中では最 も前近代 的,ハ ーレ

ム的な存在で ある例 の キー ・パ ンチ ・ルーム

ヘ メイルされてい るし,ア ウトプッ トについ

て も旬報や月報が毎度 文書保存箱 い っぱい ぐ

らいの ものが どさ っと配達 され,こ れを関係

部門別 に仕分け して転送 し,エ ン ドユーザ ー

の方 は,こ こか らが私の言 い たい ところなの

ですけれど も,打 上表の特殊 言語,す なわ ち

数字 とかな とABCの 平 板な羅列,要 するに

見ただけで うん ざりするよ うな資料,こ れ を

漢字 ひらがなで,し か もアクセ ン トの は っき

りした人間語 に翻訳清書 する事務作業 に入 る

わけです。

いままでは人間が涙 ぐましい努力 をして,

コ ン ピュータのイ ンプ ット・コー ドや打 上表

の中身 や テレ ックスの ローマ字に近づ こ うと

して きました が,こ の辺 が もうが まんの限界

で ございま して,同 じ大 きさで平 板に並んで

いる数字,か たかな,ABCに は ほとん ど愛

想が尽 きた とい うのが現 業の本 音で ございま

す。特 に トップマネジメン トは,た とえ フォ

ーマ ッ ト用紙で も打表上を 見るの をいやが り

ますね,ア メ リカ と違 って 。それで,非 常に

読みや すい字 に した もの ないし はグラ フ化 し

た もの を要求 して きます。か くてや むな く清

書屋 さんが繁 盛す る とい うことで,間 接 費が
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下が らない1つ の要因 にな って いるわけです。

今度 はコンピュータが人 間様 の方に歩み寄 る

時期ではなかろ うか と考えています 。

要 は,事 務 の世界 におけ るコン ピュータと

い うのはあ くまで もデータ ・プロセ ッサであ

って,ド キ ュメン ト・プロセ ッサで はな か っ

たとい うことです 。最近,オ フ コンの世界 で

漢字が使 えるものが出始め たの は,こ れ は出

るべ くして出た傾 向だと思 っています。

ドキ ュメン ト ・プ ロセ ッサ と言えば,私 の

会社は毎 日血眼 にな って中近 東,ASEAN,

中 南米 の案件 を追 いかけて いる関係上,エ ン

ジニアリ ング ・プロポ ーザ ル,ス ペ シフ ィケ

ーシ ョン ,コ ン トラク ト等の英文 の ドキ ュメ

ン トが毎 日多量に つ くられてい ます。ま た,

技術提携 やジ ョイ ン トベ ンチ ュア等 の文書 も

時節柄非常 に多 い。組 まな い とインターナシ

ョナルには受注で きない場 合が多 いですか ら

ね。 それで,ハ ー ド部門の生産性が極限に達

した現在,う ちの会社 では ソ フ ト部門の生 産

性向上 が至上命令にな ってお り,特 にエンジ

ニア リング部門 の効率 ア ップが差 し迫 った課

題ですが,こ れに対す るチャ レンジの1つ と

して,デ ータ入 りの文書 を自動的 に検索,編

集す るシステム,英 語で言 えば オー トマテ ィ

ック ・ドキ ュメンッ ・アン ド ・データ ・リト

リー ビング ・ア ン ド・エデ ィテ ィング ・シス

テ ム,略 してADDRESと い うの を開発 中で,

その中核 とな るハー ドとしては,高 性能,ハ

イ ・コス ト ・パ フ ォーマ ンスの ワー ド・プロ

セ ッサを使用 しています。先 ほ どお話の ござ

いま した ワー ド ・プロセ ッサで ござい ます。

いままで は どうや っていたか といいます と,

先 ほ ど申 しあ げました多数の案件 につ いて,

その英文 ドキ ュメ ン トをその都度 書 きお ろレ

てい たのでは間尺 に合わな い,全 然 間に合わ

ない ものです か ら,過 去の複数 の案件 ドキ ュ

メン トか ら当面す る案件 に フ ィットす る部分

を抜 き出 しま して切 りは ぎ作業 をや りま して,

切 りは ぎ細工 と称 していますが,こ れは皆 さ

ん も思 い当 る点があ ると思 うのですけれ ど も,

これをタイプ屋 さんに 回しま して,A41枚

1,000円 か ら1,500円,高 い もので2,000円 で

外注 に出すわけ です。 返 って きた もの を読み

返 してみると,大 抵 は ミスタイプではな くて,

当 方オリジナルの虫がい ますか ら,こ れをま

た打 ち直 して もらう。か くして ドキ ュメンテ

ーシ ョンは遅 れ ,タ イプ屋 ばか りもうかると

い うことにな る。特 にプロポーザ ルの遅れ は

ときには致命的 な こ とにな りますか ら,こ の

問題を先ほ どのADDRESで 解 決 しよ う と し

て,当 節 最 もコス ト ・パ フ ォーマンスの高 い

ワー ド ・プロセ ッサ を選んで2シ ステ ムほ ど

導入 し,現 在すでに フル稼働に入ってい ます。

A44,000ペ ージ分 を一度 にハン ドルで きま

して,ま た,1日 文 章 の呼 び出しや つぎは ぎパ

ッチ作 業のための キー ・オペ レー ションをほ

とん ど省略 した り,電 話で言 えば例 のピッポ

ッパとい うもの です ね,そ うい うふ うなこ と

をや った り,オ ペ レーターに対す るマシン側

か らの プロンプ ト機能 を 自由 に行 った りす る

ための プログラム機能や演算機能 も使 える便

利 なマシンなのです 。最 初 はCRT上 に打 ち

込 んで,こ こは先生 のお っしゃったとお りの

ととですけれ ども,間 違 った らす ぐ打 ち直せ

るので砂 ゴム を使 う恐怖感がな く,タ イプ屋

さんとい うの は下へ行 くほ どミスタイプがふ

える そうですね。 こわ くてかえ って ミス ッて

しま う,そ うい う恐怖寒が全然 な く,タ イピ

ス トの タ ッチ数 も大 幅に増 加 します。打 ち忘

れ,あ るいは後 か ら気が変わ ったための フレ

ーズの挿 入や その修 正 ,削 除な ど も簡単に行

えて,そ の間の リページネーシ ョンも自動化

されて います。 テ レコ ミのアダプ ターが っい

てお りますので,で きたてのほやほや のプロ

ポーザルを当社 の専用 回線で その ままニ ュ・一

ヨーク等へ送 るこ とがで き,ま たテ レックス

回線 に もの せるこ とがで きるのです。 もちろ

んこのシステムはエ ンジニ アリング関係だけ

で はな くて,技 術提携の交渉 やアグ リーメン
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ト,さ らには一般の ビ ジネス ・レター ・ライ

テ ィングに使 って います し,変 わ った使 い方

としては,文 書検索,ト ラ ンザ クシ ョンの追

加,演 算機能,こ うした ものを利用 して案件

の受 注活動や 見積 り業務 をある程度 機械化す

る。 なおその管理 をこれで やってや る とい う

ことに も使 う予定 にしてお ります。

とい うわけで,目 下 の ところ,当 社 のオフ

ィス ・オー トメー シ ョンと言 うとち ょっと気

が ひけ ますが,オ フ ィス ・オー トメーシ ョン

とい うのはまだまだ先 なんですけれ ども,こ

のワー ド'プ ロセ ッサ を利用 したADDRES

の開 発が トップを切 ってお ります。

しか し,こ のシステ ムはφ くまで も英文 を

対象 とした もので あ りま レて,漢 字,ひ らが

なの使 えるものの開発 をわれわれは首 を長 く

して待 っていたわ けです。漢字,ひ らが な と

言 えば,ま ず第1に キ ャラクタ ・ジェネ レー

タが高 くつ くと言われ ますが,キ ャラジ ェネ

用のROM・LSIの 値 段 はどん どん下が って

おります し,漢 字 を要素 に分解 して記憶 させ,

必要 な都度 アセ ンブル とい う方法 も開発が進

んでいます。

第2に はプ リンタですが ・,キャラクタ ・ジ

ェネレータの ドット数 は最低で も1字 当 た り

32ス ク ウェアぐらいは必要 でし ょう。

第3に,デ ィスプ レイの リゾリューシ ョン,

分解 能ですが,こ れは現在のTVの525本 で

は複雑な漢字 はだん ごにな って しま うだろ う。

したが って,32ス ク ウェアの ド ットに 対 応

で きるだけの グラフ ィック ・デ ィスプレイ並

みの分解能 が必要 にな るか ら普通 のテ レビは

使 えない と思 い ます。 そのかわ り,ド キュメ

ン トだけではな くて,グ ラフや ポ ンチ画 も簡

単 に挿入で きるようにな るでし ょう。つ い10

日前,い まや ってい るデータ処理 について漢

字,か な用 の ワー ド ・プロセ ッサが発表 され

たの は御存 じのとお りだと思 い ます 。

インプ ッ トにっいては緑 の窓 口型 とい うか,

要 するに頻度の高 い熟 語,慣 用句 をワー ド ・

オ フィス ・オ ー トメー ション時代

プロセ ッサに登録 してお きま して,こ れを検

索 す る方法 がキ ー ・ポイン トにな ると思 い ま

す。

こ うな ると当然,フ ァクシ ミリとの関係 が

問題 にな ります。 ファックス については当社

は比較的 早 く,石 川 島重工 と播麿造船 が合併

した ころか ら使っていま したけれ ども,い ま

のマシンで もA420秒 パ ー ・シー トとい う

のが最高で,ス ピー ドで ちょっと引 っかか る。

また,フ ァックス自体は単な る通信装置 であ

って,そ の背 後にある情報の蓄積,検 索 との

リンクに問題 が残 ります。私 の考 えです と,

ワ ー ド ・プロセ ッサ を1,200ボ ーか ら2,400

ボ ーの電話 回線,も っとも2,400ボ ー は エ ラ

ーレー トか らい って もい まの段階 では無理 か

もしれ ませんけれど も,こ れを使 った方が ト

ータル・システムとしては組 みやすいと思います。

泥 臭 い 話 の つ も りがいつの間にか成層 圏

飛行 に移 って しまいま'したけれ ども,事 のつ

いでに私 の夢 を申 し上げてお きます と,こ れ

が また ウィシントン先生 の御紹介 と同 じもの

で ござい まして,フ ァックスなん か辛気臭 い,

い っそ うの こ とバイラテ ラルなテレ ビで静 止

画像 を送 り出 し,電 子 ビームが画面 に与 える

電荷 を イレーザ ブルな複写紙に静電 プ リン ト

すれ ば一瞬で画像を含む ドキ ュメン トの1ペ

ージを伝送す ることができ ,複 写紙 としては

一度電荷 を与 えれば60日 間 はその イメ ー ジ

を保 持 す るク ロ ミック液晶 と称 する りキ ッド

・ク リスタルがすでに 日本で 開発 され ていま

すか ら,こ れをテレビの シャ ドウマス クのよ

うな フレームの中 にポチポチ ポチポチ と入れ

ま してサ ン ドイッチ ・ペー パーをつ くります。

ス トレージ としては この よ うな再使用可能 な

複写紙 のほかに非常に ア トラクテ ィブなのは

ビデオ テープですね,こ れが非常 に大 きい と

思 います。

こうい うバ イラテ ラルな ソフ トイメ ージの

通信 を インタ ーオフィス用 に使用すれば,こ

れ はま さにオ フ ィス ・オー トメーシ ョンを引
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き起 こすで しょ う。使 い捨 てのプ リンテ ッ ド

・マ タ ー はな くな って大 変 な省資源 とな る

し,こ の システムがオ フィスか ら飛 び出して

パ ブリック ・ユーテ ィリテ ィになれば大変な

ことで,新 聞,雑 誌か らベス トセラー,百 科

事典 に至 るまで出版界 にどんで ん返 しが起 こ

ります。 サラリーマ ンの 自宅勤務 も実現 する.

これ もさ っき話が出 ましたけれ ども,こ れは

バ ィラテラルな テレビで幾 らで も呼び出 して

やればいいわけです 。

この辺で久米の仙人 をやめて雲 か ら地上 に

ドー ンと落 ちることに しま しょう。

オフ ィス ・オー トメーシ ョンはわれわれの

目か ら見 るとエベ レス トで ございますけれ ど

も,こ の前 にはた くさんの現実 問題 が行 く手

を さえ ぎってお ります。先 ほどは現 在の電算

シス テムの非人間性 とい うもの を訴 えてきた

わけです が,実 は行 く手 をさえぎる問題 とい

うの はほとん どヒューマ ン ・サ イ ドにあり,

日本の風土 に独特 の ものが さらに追加 される。

この ところ,電 算 システムについて集 中処理

と分 散処 理の対比 が非常 に盛んで,大 勢 が分

散処 理の方 向にあるこ とはオフコンの急激 な

台頭 を見て ももうお わか りのとお りで,何 を

見て も分 散だ分散 だ とい うこ とにな っていま

す。か く言 う私 もかつ ての電算 システムの被

害者 と言 った らまたこれ は しか られますけれ

ど も,被 害者 であ った ことの反動 か ら,分 散

処理 システム賛成論 者であ り,大 体の傾 向 と

してはセン トラル ・コンピュータは企 業内の

電電公社 とい うか,一 種 の回線制御兼 コモン

ファイル ・メインテ ナンス ・コン ピュータ的

な性格 と,大 型の科学技術 計算 の処理 コンピ

ュータ的な ものに変 わ ってい き,い まだれが

どんなジ ョブでセ ン トラル ・コンピュータを

使 っているのかは知 らないけれ ども,と にか

く使 った人か らは使 った分だけば っち り料金

をいただ きます よ とい うユ ーテ ィリテ ィ的 な

存 在に変 わ って い くと思い ます。 もちろん,

ロ ーカル ・ニーズは ローカル ・コンピュータ

で賄 うの は当然 で,こ の限界 は2対8だ と言

われ てお ります。8割 が ローカル処理 な らば

ローカル を置いた方が いい,分 散型 の方が い

い とい うわけですね。

私 のい うヒューマン ・サイ ドの現実 問題 と

い うの は,分 散処理 システムが現在の企業内

の管理活動に とって両刃の剣にな るとい うこ

とです。 これは1つ には,経 営 システム自身

の問題で はなく て日本固有 の組 織に由来 する

こ とで,企 業内の各 プ ロフィック ・セ ンター

が 自分の ボデ ィガー ドとして自分専用 の事務

処理 グループを持 ちたが るとい う傾 向が ござ

います。ず いぶ ん泥 臭 い 話 に落 ちて しま っ

たのですけれ ども.特 に業績評価 にかかわ る

事務作 業に これが多い。 もっとも私の会社で

は構造不況 を見越 して,と うに機種 別の縦割

り組織 か ら職能別の横 割 り組織 に戻 して しま

ったのです。大 きく変えま した。 したが って,

管理会計面での操作は意 味がな くな っており

まして,ま た,全 社共通の経営 データは「応

統一 された セン トラル ・ファイルか らア ウ ト

プ ットされ るよ うにな ってお りまして,個 々

の プロフ ィット ・センタ ーの会社 の中 におけ

る位置づけがは っきりしてお りますので,当

社 につい ては過去 にあ ったボデ ィガー ド的 な

事務処理 グル ープ とい うものの問題 は解消 し

っつ あ ります。

次 に,こ れ と付帯 して,ロ ーカル ・ニ ーズ

を満 たす ための ローカル処理のかすの中 か ら

全社的な経営 データと してセンター ・フ ァイ

ルに伝送 すべ き最小公 倍数的 なデータ,こ れ

が結構量的に も質的に も負担が大 き くな って

お り,分 散処理の影が少 し薄 くな る とい う問

題 があ ります。各 センターを関連会社並みの

独立 経営体 とみな しまして,先 ほどの最小公

倍数的 デ ータは,損 益計算書,バ ランス シー

ト,資 金繰 り表 とい った最終的な もの にしぼ

って しま って,セ ンター ・マシンで社内の連

結決算的 な処理 を行 うとい うところまで割 り

切れ ば話 は別ですけれ ども,そ れに して も年
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次計 画に必要な デ ータ,す なわ ち受注,完 成

計画及 びそれに必要な資金 計画,設 備 計画,

人員 計画,研 究開発 計画,原 価発生予 想等の

バイタルな数値 のバ ック ・データをブ ライン

ドに した状態で企業内の各 グループのか じを

とってい くのは非常 にむ ずかしい ことだ と思

います。そしてまた,こ れ らの計画 と実績 の

フォローには どうして も人 間的な要素が入 り

込んでくる。,し たが って,全 社的な モニ ター

・システ ムは必 要悪 として不 可欠で あ ります。

要 は分散 処理 即 「よきにはか らえ」的 な経

営では絶対に ないのであ りまして,セ ンタ ー

のない ネットワーク ・ア ーキテクチ ャとい う

ものが企業経営に向いてい るとは必 ず しも言

えないと思い ます。 もちろ ん,ネ ッ トワーク

◆パターンが即 経営パ ターンを決 め るわけで

は決 して あ りませんが,経 営 システムの アー

キテ クチ ャがは っきりしていない ところへい

きな り分散処理 システ ムを持 ち込 むのは どん

な ものだろ うか とい うことを言 いた か ったわ

けです。

最 後に,ま た泥臭 い 話に な りますが ・ホ

ワイ トカ ラ ーの勤務 する机 の上や脇置 きの上

を見ます と,こ れは一概 に言えませんが,一

番乱雑 なのは官庁,公 団,公 社の た ぐいで,

次 は総合 商社,メ ーカーは中位 で,外 国の 日

本支社 とい うのが 一番 きれいです 。机 の上の

きれ いさ と事務 能率 とは必ず し も比例 す るわ

けで はな くて,む しろその逆 であ ることが間

々あ りますね。逆の場 合 とは,よ そ目には乱

雑 を きわめてい て も,う ず高 く積まれた書類

のそれぞれの あ りかが本人 の頭に ク リアに入

っていて,手 を伸ばすだけで欲 しい書類 に手

が届 くよ うな状態 のと きです。作家や学 者に

よくあるタ イプで,ど んな にほこ りが積 もっ

ていて も奥 さんは一切 これ を掃 除 してはいか

ぬ とい うよ くある状態 のことです。 これ をよ

く考 えてみ ます と,要 は時に応 じて必要 とな

る情 報がすべ てハ ー ド ・コピーの状態 です ぐ

手に届 くところに あるとい うことで,ま たそ

オフ ィス ・オー トメー シ ョン時代

れ らが とい うよ りは,そ れ らのジ ャンルを示

す本 な りファイルな り文 書の束全体 を一覧で

きる状態 にあるとい うことも言 えます。いわ

ば 見た 目の乱雑 さとは逆 にエ ン トロ ピーは そ

の方がず っと低 いわけです。

また もう1つ お もしろいのは,メ モ魔に も

2種 類 あ りまして,何 で も構 わず時系 列 に従

って 目や耳に入 った情報 をやた ら片 端 か らメ

モするタイプと,ジ ャンルや 自分の活動 パタ

ーンやエ リアに応 じて数 ブロ ックない しは数

冊 に使 い分け る人 といます。何 を言 いたか っ

たか と言 うと,凡 人 に とって は情報 が多過 ぎ

るとい うことは情報が全 くない とい うことと

同 じなんだ とい うこ となんです。社 会人,企

業人 の大部分 が凡人 で ある以上,情 報 の質 と

量の最適 化,オ プテ ィマムゼ ーシ ョン,こ れ

が自然 に行 われて,そ の上で情報 のや りと り

が迅速 に行 われるシステム こそ本 当の意味で

のオ フィス ・オー トメーシ ョンで はなか ろ う

か と思い ます。 もちろんこの考 え方のパ ック

には事 務のル ーチ ンワ ークはすべて機 械化 さ

れてい るという前提 があって,そ の上 に立 っ

て人間の行 う行動の選択 を判断す るのに必要

にして 十分な情 報をタ イム リーに人間 に与 え,

人 間 の行 った選択の結果 を適 切な形 態で必 要

なとこ ろヘ タイムリーに伝 える システム,こ

こへ た ど りつ きたいとい うのが私 の願 いです 。

なお,こ こで 申しあげ た 「選択 」 とい う言葉

といわゆ る 「意思決 定」 とい う言葉 とは ここ

で は同義語で ござい ます。結論 か ら言 います

と,決 定 とい うの はそ もそ も選択 なん です。

またまた飛行高度 が 上が り始めて しまい ま

した けれ ど も,高 度な抽 象の段 階に とどま っ

てい るの はむ しろ皆 さんの フィージ ビリティ

の方 で あって,事 務屋の ニ ーズ とい うか リク

ワィアメ ントの方 は,潜 在的 ではあ ります け

れ ども,実 は きょうに で もそのよ うなオ フィ

ス ・マネジメン トに移行 したい はずです 。先

ほ どの ウィシン トン先生の予 測 も無理 か らぬ

こととは思い ますけれ ども,ビ ジネ ス ・マシ
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ンのユ ーザ ーであ るわれ われ事務屋 としては,

い ま使 えるアベ イラベルな マシンを うま く使

って,一 日 も早 くペーパ ーワークのモダン ・

タイムスか ら人間 の世界 にはいず り上が り,

ハー ド ・コピーの 山の中 か ら脱 出したい わけ

です。

幸 いに して,テ クノロジ ーの世界で はデ ィ

スプ レイは もはやCRT－ 辺 倒で はな くな り,

プ ラズマ,LED,リ キ ッド ・クリスタルな

どに よる高分解能,低 価格,薄 型 の ものが続

々と関発 されている最中 です。 それ らの ソフ

ト・コ ピーの メデ ィア,そ れ もマルチスク リ

ーンをそれ ぞれ インデ ックス ・スクリー ン,

レ ファレンス ・ドキュメ ン ト ・スクリーン,

こ れには遠方のス テー ションか ら呼び出 した

ものを含 みますが,そ れ らを見 なが ら,第3

番 目の スク リー ンで あるワーキ ング ・ドキ ュ

メン ト ・スク リーン上 で新 しい ドキ ュメン ト

をつ くり,こ れを伝送 しまして,伝 送先 か ら

の リア クションをや は りソフ ト ・コピー上 で

とらえるとい うよ うなシステムは決 して5年,

10年 先 の ことで はな くて,こ れは先生 にた

てつ くよ うですが,実 は私 どもが開発 せんと

しているADDRESそ の ものなのです 。

事務管理 に限 らず,ニ ーズ とい うのは常に

潜在化 してお り,本 来 出るべ き不満 は習慣 の

中 に埋没 しているのだ とい うこ とを強 調 させ

ていただ きまして,私 の話 を終 わ ります。

どうもあ りが とうございました。(拍 手)

松 下 ど うもあ りが とうございました。

広範囲にい ろいろな視点 か ら問題を提起 し

ていただ きました。私,個 人的 にテ クニカル

な ことは抜 きに して感 じま したこ との 一番大

きい こ とは,人 間 とい う もの とオフ ィス ・オ

ー トメーシ ョンとい うもの が どうインタフェ

ースをつ くりなが ら最終 的に好 ま しい この問

題 に対す る回答につなが ってい くか とい うと

ころがいまのお話の1つ の印象 でCざ います 。

それで は,続 きまして,津 村 さんにお願 い

したい と思 います。

津 村 た だ い ま ウ ィシ ン トンさ んか ら,

技 術の進歩 を踏 まえて,そ の上 でオフ ィスの

将来,オ フィ ス ・イン ・フューチ ャー と.いい

ますか,そ うい った ものを頭の中へ描 いた上

で,非 常 に具体的 に今後 どのよ うにオフ ィス

が変 わ ってい くか,オ ー トメ ーシ ョンが行 わ'

れ るか とい うこ とをお話 しい ただいたわ けで

すが,多 少 そ うい った面で重複 するところが

あると思 い ますけれ ど も,オ フィス ・オ ート

メーシ ョンを論 ず るためには,ま ずオ フィス

の使命 とい うものか ら考えていかなければい

けないのではないか と思 っております。オフ

ィスのア ウ トプ ットは,た とえば経営計 画で

ある とか,製 品 計画で あるとか,人 事 管理 だ

とか,通 達 だ とか,い ろいろ多種 多様 な問題

が あるわけで あります。要す るに,結 果 とし

てはいかに クリエーテ ィブな,そ して高 い価

値の もの を生 み出すか とい うことが一番 重要

な ことだ と思 うのです。 ところが,場 合によ

っては マイナ スの価値 を生み出す とい うこと

もあ るわけです。 したが って,オ フ ィス'オ

ー トメーシ ョンというものは現在 の事務 所の

あ り方 をそのまま にしておいて,単 に これを

機械化す る ということでは不十分で ある と言

わなければ な らな いと思 ってお ります』情報

の選別で あるとか,人 間の問題 である とか,

マ ネジメン トのあ り方が会社 によ っていろい

ろ違 うとい うこととか,オ フィスの中 の仕事

とい うの はウ ィシン トンさんが指摘 され まし

た ように非常に複雑で あ ります。 た とえば情

報 とい う言葉1つ と って考 えてみたい と思 う

のですが,一 体 組 織に とって情報 とは何だ ろ

うか.情 報 とはそれ を受け取 る人 または組織

に とって有効 に活用 し得る情報 とい うもの だ

けが情報で あ って,他 はすべて ノイズで ある

と思 い ます。つま り,情 報か ノイズ とい う'こ

とは受 け取 る側 に よって決 まる ものであ る。

したが って,い かに適 切で効果のあ る情報を

効果的に インプ ットす るか とい うことは大変

むず か しい問題だ と思 います。
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話 を元 に戻 しまして,オ フ ィス ・オー トメ

ーションを考 える場合 に ,現 在経営 環境 が非

常 に変わ って きた,そ れか ら技術的 には80

年 代 に はコンピュータ とコ ミュニケー シ ョン

が結婚す る時代で ある とい うふ うな ことが言

われてお ります。つ ま り,時 間 と距離を超 え

ていろいろな ことがで きる時代で あ る。 した

が って,オ フ ィスを考 えた場合 に,ま ず未来

のオフィス はどんな ものであ るか を しっか り

と考えて おく必要 があ る。現 に70年 代 には

コン ピュータの発 達に よって給与 の支払 い方

法 とか銀行の システムは非常 に大幅に変わ っ

て しまいま した。 それ で,オ フィスの将来 を

考えて,そ れか らその次 にオフ ィスの インフ

ォメーシ ョン ・システムは どうあるべ きか と

い うことを確立 しなけれ ばいけ ない。その上

でオフィス ・オー トメーシ ョンを成功 させる

とい うこ とでな い とアプロ ーチ と してまずい

のではないか と思い ます。 たと えば コン ピュ

ータとか ワー ド ・プロセ ッサ ,こ れは進歩 の

段階 で集中処理 か分散処理 とかい うことが問

題 にな りま した。 これ は一に技術進歩 とオフ

ィスのあ り方 とが 切 り離せ ない関係 にあると

いうことだ と思 うのです。現 に,コ ン ピュー

タに よって集 中処理 す るとい うような段 階で

オフ ィスの中に コ ンピュータ ・ス〔 シャ リス

トが誕生 してオフ ィスに大 きな変化 を与 えた

とい うよ うな過去があ るわけであ ります。80

年 代 につい ては再び分散化の方向 に向 か うの

ではない か,働 く人 た ちに再び焦点が 当 たっ

て くるので はないか とい うふ うなお話 もござ

いました。そ うい うこ とで,オ フィス ・オ ー

トメーシ ョンを成功 させ るためには オフ ィス

の インフ ォメ ーシ・ヨン ・システムの確立 が非

常 に重要 であ る。 したがいま して,わ れわれ

が いろいろな議論 をする場合 にど うもオフィ

ス ・オー トメーシ ョン とい う言葉 は余 り適 当

ではないので はないか,む しろオフ ィス ・イ

ンフ ォメーシ ョン ・シ ステムとい うような と

らえ方 を現在 まずす る必 要があるのでは ない

オ フィス ・オ ー トメーシ ョン時代

か とい うことをひとつ提言 したい と思 ってお

ります。 また,こ うい った点 につ きま して も

ウィシン トンさんの御意 見を承 りたい と思 い

ます。

それか ら,オ フィス ・オー トメ ーシ ョンに

関 しま しては,コ ンピュータ とコ ミュニ ケー

ション とコピア,こ の3つ が中心 のツ ールに

な るのではないか。つま り,Cア ン ドCで は

な くて,Cア ン ドCア ンドC,ト リ プルCと

いう ものが三種 の神器 にな るので はないか と

いうふ うに私 は思 ってお ります。

それか ら次 に,入 力,イ ンプッ トの問題 に

ついてですが,い ままで世の中に ある多 くの

自動 化システム を見た場 合に,入 力に難点が

あ るシステムは一般 に成功 してお りません。

つまり,イ ンプッ トがシステムの成否 のか ぎ

を握 っている と言えるわけです。すな わ ち,

ノイズでない情報の選択 の手法は ど うした ら

よいのか。 それか ら自動 的 または容 易 な入 力

手段が非常に問題で あるとい うふ うに思 いま

す。 アメ リカ とかヨーロ ッパ とい うと ころで

はタ イプライターが非常 に定着 してお って,

ま た言語や文 字が機械 化に適 してお ります。

現 に ワー ド・プロセ ッサが非常 に早 く普 及 し

てお るとい うのは,こ の入力 問題 が少ない と

い うことだ と言えると思 います。 日本 とか中

国はその点大 きなハ ンデ ィキ ャップ を しょっ

てい る。 したがいま して,オ フィス ・オー ト

メー シ ョンの スピー ドが 日本では欧米 よ りも

時間がかか ると考えな くてはな らない と思 い

ます。 したがいま して,日 本 に とっては特 に

入力に関す る研究が非 常に重要 な問題で はな

いか と思 い ます。 したがいま して,全 般的 に

はその トータル ・システムが オフ ィスにや って

くるのは非 常に先にな ります とい うウ ィシン

トンさんの意 見には私 も全 く同 じよ うな意 見

を持 ってお ります。 そ うい った点か ら も特 に

日本 のオ ー トメ ーシ ョンは非常 にむずか しい

問題を抱 えているのですが,こ こい らにつ い

て ウィシ ントンさんか ら何か ア ドバイスをい
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ただけれ ば大変 にあ りがたい と考えてお りま

す。

名 和 まず,オ フィス ・オー トメ ーシ ・ン

とい う言葉 につい て考えてみ たい と思います。

オー トメー シ ョンとい う言葉の由来 ですけ

れ ども,御 承知の よ うに フ ォードの副社長の

ハーダーが工場の能率化 にっいて1948年 に

使用 した ことに始 まるといわれてい ます。 オ

ー トマテ ィック ・オペ レーション とか オー ト

マテ ィゼー ション とか い う言葉 を簡略 した も

のだ とい うふ うに言 われてい るわけですが,

オ ー トメーションにはいわゆ るプロセスの自

動制御が まず ございます。 それか ら,自 動的

に大 量の製品をつ くるデ トロイ ト方式 が ござ

います。 自動制御で は判断の 自動 化が行われ

るわけで して,こ こで はフ ィー ドバ ック ・ル

ープが特徴 づけ られるわけ であ ります。デ ト

ロイ ト方式 は トランス ファ ・マシ ンによ って

特徴 づけ られ るわけで して,こ こで は人手の

自動化が行 われ るとい うことにな るわけです。

つ まり,ト ランスファ ・マシ ンでは運搬 と加

工 とが有機的に 一体 とな ってい るとい うわ け

で ございます。

さて,こ こですでにEDPS化 し た事務作業

とい うものについて 考えてみま しょ う。 た と

えば オンライ ンによ りますオーダー ・エ ン ト

リー ・システム とか貯金の預け入れ あ るいは

引 き出 しシステム というのが ございます。 こ

れ らのオンライ ンの事務作 業 とい うもの につ

きまして は2つ の 見方がで きるので はないか

と思い ます。第1は,こ こでは判断 の自動化

が あ る。 したが って これ は自動制御 で あると

い う見方が出て くると思い ます。 しかし,よ

くみてみ ます とこれは正確 を欠 く見方で はな

いか。 オンライン ・システムは自動販売 機に

似 た開ル ープ制御 であ ります。 したがいま し

て もう1つ の 見方,第2の 見方が出 て くるわ

けであ ります。人 間か らみ ます と,オ ンライ

ン ・システムで は情報が行 って,そ こで処 理

されま して,そ れか ら帰 って くるとい うこと

になるわけで あ ります。 つ まり,オ ンライン

・システムで は伝送 と処 理,言 いか えます と

情 報の運搬 と加工 とが有機的 に結合 した機械

であ る。 トランスフ ァ ・マシ ンで ある とい う

ふ うに言 うことがで きるのではないか と思い

ます。問題 は,現 在,人 間系 の方は残 されて

お ります各種の事務処 理作業,そ うい う業務

が この トランス ファ ・マシンの域 にまで自動
、

化 し得 るか否か とい うことに帰着す るのでは

ないか と思 います。

話を元 に戻 しま して,も し判 断の自動化が

完 成いた します とオフ ィスに 自動制御が行 わ

れ るとい うことにな りますが,そ のと きに は

オフィスが無人化 するとい うことにな るわけ

です。 しか し,多 分 これ はオフ ィスの 自殺行

為で あろ う。また不可能 なこ とで あろ うと思

い ます。なぜな らば,オ フィスは人 間の発想

が活躍す る場で あ るか らで あ ります。

さて,デ トロイ ト方式 は互換式の生産方式

とコンベア ・システムが前提 となるわけで ご

ざいますけれ ども,し か らば オフ ィス ・オ ー

トメーシ ョンと言 う場合 にオフィスで この前

提 が満 た されるか どうか とい うことが問題 に

なる と思 います。互換式生産 方式 には交差 の

概念が 必要で あ ります。つ まり,オ フィス中

にあ ります原料,中 間製 品,完 成 品が規格 化

されてい るか どうかとい う問題で ございまし

て,こ の原料,中 間製品,完 成品 がオ フィス

においてはいずれ も情報 であるとい うことが

問題 にな るわけで あ ります。 したが って,こ

れらの情報が規格化 した表現 であるか あるい

は規格化 した フォーマ ッ トを持 っているかど

うか とい うことが問題 にな ります。多分規格

化 して いるとは言 えない と思 います。 まず文

字が あ ります,図 表 もあ ります。文字に しま

して も,数 字 があ ります,か ながあ ります;

漢 字 があ ります 。 あるいは数値表現が あ りま

す し,コ ー ド表現 があ ります。 自然語の表現

が ござい ます。 さ らに,こ れ らの情報が さま

ざまな媒体 にの ってい るとい うふ うなこ とが
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あるわけです 。

まず,声 の場合が ありますが,こ れ は一応

別に置 きまして,紙 に印 され た もののみ を考

えてみ てもさまざまで あ ります。 まず寸法で

す。A伴 が あ ります,B伴 もC"ざ い ます,外

国か らきた もの はまたサイズが違 います。 フ

ァイルの形 も違 います。穴 をあけ て とじた も

の もあ ります し,た だは さんだ もの もござい

ます。文字 の記入 方法 もさまざまでございま

して,手 書 きが あります し,活 字 があ ります

し,そ の文字 の形の大 きさが さま ざまであ り

ます。縦書 きもあ ります し,横 書 き もあると

い うこ とです 。そのほか,複 写 もございます

し,マ イクロフ ィッシュ もあ り,コ ンピュー

タ出力 もある とい うことで,と て も規格 化 し

てい るとは言 えないわけで あ ります。 もちろ

ん,わ ずかでは ございますが,規 格 化 して い

る情報 はあ ります。 しか し,そ の分 はすで に

ル ーチ ン業務 として コン ピュ ータ化 されてい

る とい うふ うに 見て いいの では ないで しょ う

か。つま り,現 在残 され てお ります部分は規

格化の むずか しい部分 であ る。結 論的に言 い

ます と,互 換式生 産方式 について はオフ ィス

・オ ー トメーシ ョン とい うのは悲観的 であ る

とい うふ うに私は 見たい と思 います。

第2に,コ ンベア ・システムについては ど

うかとい うことにな るわけです が,コ ンベア

・シス テムが機能 を発揮するためには ,い ま

述 べました規格 化 に加 えまして,フ ローあ る

いは シーケ ンス が確定 しなければな りません。

オフィスにお きます情 報の フローとか シーケ

ンスは一体 ど うであ るか とい うこ とにな りま

すが,フ ロ ーとか シーケ ンスがすでに決 ま っ

た もの としてあ るとすれば,そ れはル ーチ ン

業務で あ りま して,た とえば請求書の発 行 と

か製造 指示書 の発行 とかい う もので あ ります

が,そ うした ものはすでに とうの昔 にEDP

S化 さ れてい るわけで あ ります。事務所 に残

されているのは何 か と申 します と,そ う した

書類 を作成す る前 の会議 であ り,各 種の ネゴ

オフ ィス ・オ ー トメーシ ョン時代

シエ ーションで あ り,根 回 しであ ります。 こ

うした業務に情報 伝達 に関す る確 定 した フロ

ーが あるとは とて も言 えな いのではな いか と

思います。 シーケ ンスについ て も同様 であ り

ます。媒体す らない場 合が普通 であ ります 。

何年 か前に電電 公社 で調べ られ た ものが ござ

い まして,こ れ によ ります と,ホ ワイ トカラ

ーの1日 は余 裕時 間を除 きまして ,6時 間

33分 働 いて いる という勘定で ござい ま すけ

れ ども,そ の うち43%の2時 間50分 が 対話

あ るいは人 間的な接触 に費 や されてい るとい

うことにな ってお ります。

もう1つ,コ ンベ ア ・システムが実現 する

ため には,フ ローの全体 にわたる作 業 の同期

化,シ ンクロナイゼーシ ョンが必要 で ありま

す。 しか しなが ら,事 務作 業の発生 は連続的

あ るいは一様 ではない と思 います。 密度 が高

くて待 ち行列 がで きるとき もあ ります。密度

が低 くて人の方に待 ち時間の生 ずる場合 もあ

ります。つ まり,事 務作 業 を自分 自身 で コン

トロールで きな いとい うことがあ るわけであ

ります。 たとえば会議 が ござい ます,旅 行 と

い うのがあ ります,そ うい うことで相手 に連

絡 で きない ことが しば しば ござ います。あ る

調査 によ ります と,典 型的 な マネージ ャーは

その時間の40%を 電 話 とか出張 とか に使 っ

てい るという報告 が ござい ます。 また,電 話

の呼 び出 しにつ きま して も,初 め の トライで

もって相手に通 じない場 合が72%も あ る と

い う勘定 もございます。 あ るいはセ クレタ リ

ーを呼 ぼうといた します と ,彼 女が机 の前 に

座 っていない場 合が14～43%,平 均25%

は ど こかに出ている とい う調査 もございます 。

もう1つ コン トロール不可能 な ものが ござい

ま して,こ れ が電話 によ る仕事の中断で ござ

い ます。特 に マネ ージ ャーは電話 をかけたが

りま して,電 話 を含め まして,彼 の時間の

66～80%は し ゃべ って いる とい う報告 もあ

るわけであ ります。いずれ にい た しま して も

コンベア ・シ ステムに関 して は,こ うい うこ
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とを考えます と,オ フ ィス ・オ ー トメーシ ョ

ンは悲観的 で あると考 えるわけであ ります。

つま り,シ ステム化 された オフィス ・オー ト

メー シ ョンの実現 はかな り将来 のことになる

ので はないか とい うふ うに私は思 います。 こ

の辺 は先ほ どの ウィシン トンさんのお話 に私

は同意 見で ございます。

しか らば当面 オ フ ィスの中で可能 な ものは

何か,そ れは ユニ ット ・オペ レーシ ョンと申

しますか,単 位操作 の 自動 化であろ うとい う

ふ うに思 います。

ここで 日本におけ る事務 機械 の売 れ行 きを

ながめてみ ます と,た とえば 日本 の事務機械

工業会の調査に よ ります と,内 需で すが77

年 度 にお きま して,売 れてい る方は電卓 で ご

ざいま して,こ れ は590万 台,圧 倒 的です。

次 が複写機で30万 台 で す。 売れない方 はマ

イクロ写真機器で ございま して,こ れが3万

台を割る とい う統計が出て お ります。

ここで,売 れ てい る複写機 と売れていない

マイクロ写真機器 を比較 してみたい と思 うわ

けです。なぜ前 者 が伸び,後 者が伸 び悩 んで

いるか。それ は,前 者 の利用 は人間系に影響

を及ぼ していない。 ところが,後 者の採用 は

人間系に影響 を及 ぱ してい ると見 られ ると思

います。 つまり,複 写機 を使用 い たしまして

も人 間側 の ファイル ・システム は旧来の まま

で あ ります。 ところが,マ イ クロ写真 を利用

しますと人間側 の ファイル ・システムは大 き

な影響 を受けるわけです。 この とき人 々は情

報 の収集 とか蓄積 とか検索 のすべての段 階 に

おいて装置の共同利用,す なわ ち撮影機 とか

リーダーとかを共同で利用 せ ざるを得 ないわ

けで あ ります。 このため に人 々は共通の コー

ド体系,共 通の シソーラス,共 通 の コマ ン ド

を使 うこ とを強 制 され るわけです。 つま り,

使 いなれ た伝統的 な ファイル ・システムをこ

の とき人 は捨てな ければな らな い とい うこと

にな るわけです。別名で 申します と,た とえ

ば電子式 レジスターがPOSよ り有利 で ある,

こ れは 日本 の話ですけれ ども,こ れ も同様の

現 象ではないか とい うふ うに思 います。 こん

なふ うに考えます と電卓 の発達 とい うのは う

なずけ るわけで あ りまして,そ れは全 くパ ー

ソナルなわけで,他 人 との引 っかか りがない

わけです。 その所有 者に何 らの外的 な強制力

を与 えないわけ であ ります。 ここに単位操 作

の自動化の方向 があるのではないか と思い ま

す。 これが当面実現 可能 な方 向で はない か と

思 います。

こうした前提 の もとで 考えました場 合に,

オフ ィス ・オ ー トメーシ ョンの進展 に関 して

は,ユ ーザーに とって は幾かの配慮点がある

と思 います。

第1は,い たず らな汎用 化を望 まない こと

で あ ります。従来のEDPSに お いては,汎

用 機について考えてみます と,ユ ーザーは必

ず し も満足 していない状態で ございます。汎

用 機はだれにで も使 えるよ うに汎用 化を徹底

しよ うと して いるわけですが,そ の結果 だれ

にとって も使 いに くい煩 損な ものにな ってい

るわけです。 これはた とえばJCLな な どお

考 えにな ればす ぐおわか りだと思 います。 ユ

ーザ ーに と ってみ ては利用 しやすい ことが第

1で あ りまして,オ フィス ・オー トメ ーシ ョ

ンにおいて も同様 であ りま しょう。特 にオフ

ィス ・オ ー トメーシ ョンの場合 には使 い勝手

のよ さが本 質的で あ ります。 このためには商

品のいたず らな汎用化 より も細分 化の方が望

ましい,あ るいは特 殊化の方が望ま しい と言

っていいので はない かと思いま す。オ フィス

の機器の市場 といい ますのは,汎 用 機器 のそ

れよ りも,小 な く見積 もって も多分2け た以

上の大 きさが あ ると思 います。つ ま り,オ フ

ィス機器には特殊化 した商品 につい て も十分

の市場の大 きさが保証 され るのでは ないか;

そ うい うふ うに思います。

そ うした観点に立 った場 合には,た とえば

どん な特 殊化が考 えられるか とい うこ とにな

ります。 たとえば漢字 入力 についてです。 い
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ま一般に出回 ってお ります各種 の機械 を見ま

す と,一 般に約3,000字 ぐ らい ございます。

もちろん,多 い ものは5,000字 とか10,000字

とかい うの もあ ります し,新 聞 社のシステム

に至 っては11万 字 な どとい うの もe"ざ い ま

す。要 するに漢字 の利用頻 度にはユ ーザ ーに

さまざ まな くせがあ るとい うことなので はな

いか と思 い ます。 しかしなが ら,ユ ーザーの

立場 か ら考えてみま すと,た とえばユ ーザ ー

がつ くります文書 は,お 客様用 の もの と社 内

用の もの がございます。お客様 の ものについ

ては漢字 の豊 富 さが能 率に優先 す るか もしれ

ませんが,社 内の ものにつ きま しては多分逆

だ と思 います。 また,企 業の活動分野 によ っ

ても使用漢字の範 囲 と頻 度は異 な ると思 いま

す。これ らをすべての企 業を満足 させ るための

汎用 化する とす れば字数がふ えるの はあた り

まえで あ ります。 しか し,仮 に3,000字 で も

多いのか。オペ レー シ ョンはわず らわ しいわ

けで あ ります 。 しか も機 械の大 きさ,寸 度 は

大 きくな るわけであ ります。 しか し,業 種 に

よ って違 うと思 い ますが,た とえば文書の使

用 目的 の90%が 社 内用 であ る とい う報 告 も

ございます。社 内用 であれば,な い字種 はあ

きらめて とい う手 もあ りましょう。打 ち割 っ

た話,現 在流通 して い る手 書 きの社 内の文書

の質 を考 えれ ば,字 の質 は大分落 ちてい ると

い って いいのでは ないか と思 います。つま り,

少 な くとも社内の文字に関 しては人 は寛容 に

な りつつ あると言 ってもいい と思います。

漢字 の出現度 について 考えてみ ます と,論

語で もって1,512種 で す 。 老子に至 っては

1,072種 に す ぎません。当用漢字を大 幅 に割

るわけです。要 する に,論 語 とか老子は十分

宣伝した論理 を展 開 してい るわけであ ります

し,そ うい うものを駆使 して いるわけで あ り

ます。 時代が変わ りま して表現 が豊かにな っ

たとい うこと も言 えま しょ うけれ ど も,た と

えば国立国語研 究所の調査 によ ります と,新

聞の最 も頻 出す る活字 の1,000字 によ って記

オ フ ィス ・オ ー トメー ション時代

事の93.9%が カバ ーされ るとい う報告 が 出

てお ります。企 業の関心領域は多分新聞 よ り

狭いはすです か ら,仮 にテ クニカル ・ターム

が増加 す ると しま しても,そ れは分野を限れ

ば少 数に な ると思 います。 これ はたとえばパ

テン ト,特 許 の文書 を読んでみればだれで も

気がつ くはずで す。 とい うことで,漢 字入力

にっいては特 殊化する ことによ り大幅に字数

を減 らせ るのではないか とい うふ うに思 いま

す。 これが特殊 化の意 味であ ります。

しか しなが ら,こ こに第2の 留意点が発生

す るわ けです。いま述 べた よ うに,個 性 に富

む機種 が導入 され,こ れを利用 し始め た場 合

にどうな るか,次 に予 想 されますの はその相

互接続で あ ります。つ ま りインテグ レー シ ョ

ン,シ ステム化であ ります。相互 に個性化 し

たシステムで ある場合,そ の相互間の インタ

フェースはど うな るで しょうか,あ るい は プ

ロ トコルは どうな るか。 それはそれ ぞれの機

械は人間系 に近 いほど変更 しに くいわけであ

ります。人間の習慣は機械 をス クラップ ・ア

ンド ・ビル ドし得 るほど簡単 に変更 はで きな

いわけ であ りまして,こ れは これ までEDP

Sの 分 野 にお いてネ ッ トワークが進 まる時点

において問題 にな ったこ とであ ります。 た と

えば ネ ットワークの過程 にお きまして,コ ー

ドの統 一です とか,物 理手 順の統一です とか,

論 理手 順 の統 一などとい うことが問題 にな り

ま した。 オフ ィス ・オ ー トメーシ ョンの場合

には,も っと人間臭 い局面でそ うした ことが

問題 とされ ることになる と思 います。先 ほど

私 はオ フィス ・オー トメーシ ョンについて イ

ンテグ レーシ ョンが むず かしい と申 しました

が,そ の理由 の もう1つ が ここにあ るわけで

あ ります。

松 下 ど う もあ りが とうございま した。

で は,ウ ィシン トンさんにちょっとコメン

トをいただ きたいと思 います。先ほ ど津 村 さ

んか ら2～3御 質問 ござい ました し,ま た,

あ るいは前にや られま した ウィシン トンさん
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の プレゼ ンテー シ ョンの補足 とい う意 味 も込

め まして,な お かつぜい た くなお願 いで すが,

い まなお三方か らそれぞれに コメ ン トをいた

だいた そのコメン トに対 す る御 感想等 をま と

め てお答 えいた だければ と思 います。

ウ ィシ ン トン はい,喜 んでお答 え した

い と思います。3人 の非 常にすば らしいパネ

リス トの方 が話 をされ ましたので私 もコメン

トをしたいと思 うのですが,ど ちらか とい う

とコメン トをしなければいけない とい うより

は,し たい ところを抑 えなければいけ ない と

い う苦 しさの方で ございます。

幾つか菊 池 さんが指摘 された ことの中 で私

がぜひ コメン トしたい と思 う点があ ります。

最 初の ころにお っ しゃったのですけれ ども,

大 量の コンピュータ ・アウ トプッ トにおいて

ほかの人,専 門家,ト ラ ン ス レ ー タが マ ネ

ジメン トにわか りやすいよ うに変 える必 要が

あ るとい うことを言われたわ けであ ります。

おか しな ことで,ア メ リカでよ く言 われ るこ

となのですけれ ども,ど こで もコンピ ュータ

を使 っているこ とで,こ んな ことが必要でな

い よ うな ところはない と思 うので す。 アメ リ

カで も全 く同じことが起 こってい るわけで,

プ ロ グラム とい うのは非常に包括的 なコ ンピ

ピュ一夕 ・アウ トプッ トを出す ので すが,毎

回セク レタ リーな り特 殊 な専門 家が新 しい表

をつ くった り報告書 を書い たりしてそれを マ

ネ ジ メ ン トへ 届 け る訳 で,ア ウ トプ ッ トが

そのままマ ネジメン トに行 くわけではないの

です。 これ は大変お もしろいわけで,世 界的

にあ る意味 でこの コ ミュニケーシ ョンをする

のに失敗 して いるので はないか と思 うのです。

コン ピュータ と本当 にマネジメン トの ニーズ

を うま くかみ合わせ てい ない と思 うのです。

マネジメ ン トのニ ーズを知 って それに対応 す

るよ うなプ ログラムを出 して,必 要 な とこ ろ

に アウ トプ ットで きればい い と思 うのですが,

も う25年 間 やっていなが らそれが ま だ で き

ていない とい うのが現 状 です。 マネジメン ト

の1つ のニー ズとしては,現 在 出て くる もの

とは もう少 し違 った ものをニーズ として持 っ

て お り,デ ー タの カロレー ションの関係 が違

うとか,コ ンテ クス トが違 うとか,違 う説明

とかい うよ うな ものが必要 とされ るわけで あ

ります。 もちろん完 全なプログラムは書け な

いわけですか ら,マ ネジメン トのニーズにす

べて こた えることはで きな いか もしれません

けれ ども,少 しは何 かできる と思 うわけです。

その方法 としてはオフ ィス ・プロダクトをつ く

って,コ ンピュー タ ・アウ トプ ットに基づい

て レポー トをつ くるよ うな製品,つ まり現在

のエデ ィテ ィングとか プ レパレーシ ョンにか

わる もので はなくて,も っと早 く,そ して も

っとよ り容易 にや るこ と,そ してまた コス ト

も時間 も削減で きるよ うな製品が何 らかの形

で出 て くるべ きだと思 います。

また,菊 池 さんのお っし ゃったことで もう

1つ お話 ししたい ことが あるのですけれ ど も,

非 常に すぐれた ドキ ュメント ・プレパ レーシ

ョン ・システム について話 して おられた よ う

で あ ります。直接 デ ータ処理の システ ムと対

応 してペーパ ー ・テープを出 して,直 接 テ レ

ックスで もってペ ーパ ーの トランス ミッシ ョ

ンが行 われてい るようで あります。 これ はき

わめて いい例 であ りまして,も し私 の申 し上

げた将来 の予 測が正 しければ起 こ って くるこ

とだ と思 うのです が,ペ ーパ ーをイ ンターチ

ェンジのメデ ィアム として いろんな種類の機

械 と人間 との間で使 ってい こ うとい うことに

な り得る と思 います。

あと もう1つ 申 し上げたいのですが,菊 池

さんのお っしゃった ことで特 に印象 が強 か っ

たの は,ド キ ュメ ン ト ・プレパ レーシ ョン ・

システムの開発 で3つ の異 な ったデ ■スプ レ

イ ・スク リーンを使 うとい うこ とで あ ります。

これは私 の コメン トで は申 し上 げませんで し

たが,こ うい む考 え方 は非常 にす ぐれた もの

だ と思 います。 アメ リカでは2つ デモン ス ト

レーシ ョン ・ター ミナルがあ りま して,そ こ
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では幾 つかの スク リー ンでは な くて,1つ の

ス クリーンで分割 されて い る ものを使 ってい

るわけです。 ソフ トウェ アとCRTの 大 きい

のを使い まして,そ の中 をパ ーツに分け て,

情 報 を一部 にのせ ておいて,ほ かの ところで

は別なアクテ ィビティをや ってい るよ うに,

1つ の スク リーン をス プ リッ トす ることが行

われ てい るわ けです。 こ うい うプ ロトタイプ

の製品 はゼロ ックス ・コーポ レーシ ョンとペ

ンシルバ ニア大学 で使 われて おります。 ちょ

っと考えてみます と,こ れ はたとえばペ ージ

・メークア ップ として も使 うこ とがで きると

思 うのです。つ まり,テ キス トが全部完了 し

て しま って,そ れで絵 とか宣伝用の材料 とい

うのが もうスケ ッチが済ん だと きに,そ れを

いろんな プル ーフされ たマテ リアルをペ ージ

に張 りつける とい う作業 をや ってその後で校

正をす るわけで,そ こでタイプセ ッテ ィング

をや るとい うことにな るのです。現在で はそ

の校正の部分 はマニュアルでや ってい るわけ

なんです。新 聞で唯一残 ってい るマニュ アル

の部分 は ここなんで すけれ ども,ア メ リカの

幾つかの企 業が これに対 して ペ ージ ・メ ーク

ア ップ とい う機器 をつ くっでいるわけで,つ

まり大 きなスク リーンがあ って,そ れが幾つ

かの部分 にスプ リ ットされていて,テ キス ト

とイメージをス クリーンの中 に入 れて,最 後

にそのま とめ上 が った ものをイメージ として

校 正刷 りとして出すわけであ りま して,そ う

い う種類 の製品 に将来 方向 としては行 くので

はないか と思 うわけです。菊池 さんが机 の上

が非常 にめ ち ゅめ ちゃだ とい うふ うにお っし

ゃったのですけれ ども,そ れはデ ィスプ レイ

の上でめ ちゃ くちゃにす れば机 はめ ちゃ くち

ゃにしないで も済 むので はないか とい う気が

す るわけで す。

それか ら,津 村 さん も非常にお もしろいこ

とを御指摘 にな った と思 います。津村 さんは

もしか した ら私 も言 いたか ったよ うな ことを

お っしゃったわけな んですけ れ ども,あ る種

オ フィス ・オー トメーシ ・ン時代

の マシンな りある種 の最新技術 に よって,と

きに は完全 に業界 を変 えるこ とがある。 つ ま

り,日 本にお いて もアメリカにおいて も銀行

業が そ うであ るように,完 全 に業界 を変 え る

ことが あるとい うこ とであ ります。 それ は大

変お もしろい ことであ りま して,今 度変 わ る

業界 はどこだ ろうと考えるのはお もしろい と

思い ますご ど うい うツールを開発すれ ばそ う

いう変 化 を もた らす ことがで きるか とい うこ

と もお もしろいと思 います。

1つ 考えてはいるのですけれ ども,ま だ は

っきり言えないのですが,1つ の 可能 性iと し

ては,銀 行 業のエレク トロニ クスとい うの を

ポイ ン ト ・オ ブ ・セールの方 に広 げてい って,

ハ ン ド ・トラ ンスファ ・システムを消費 者に

も商人 に も便利 なように使 うとい うこ とで あ

ります。 アメ リカの場 合はまだそのポ イン ト

'オ ブ ・セールの点 が早 くで きないわけで
,

日本 は どうか わか りませんが,こ れ も1つ の

可能性 だと思い ます 。

また もう1つ は,教 育産業 も革新的 に変 え

ることがで きると思 います。新 しい ツールで

もってあ る種の教育用材料 を各学生の要請 に

合わせて,学 校だけ でな・く家庭用に も使 うこ

とが で きるようにな ると思 います 。アメ リカ

では この分野で はい ろいろな理由 によ って進

歩 が早 く起 こ っておりません。 日本の政府 が

支援 してい るプログラムについて読 んだ こ と

が あ るのです けれ ど も,日 本の方が もしか し

た らこうい う可能性 は早 く起 こるのでは ない

かと思 ってお ります。

また もう1つ,造 船業 とか重工業 につ いて

言 います と,コ ンピュータ ・アシス テ ッド ・

デザ イ ンを機械的 なエ ンジニ アリングに も使

うことがで きるわけです。特 に アメ リカで は

こ うい う分 野 における利用 が爆発的に伸びて

お ります。 日本の会社が どの程度 この発達の

状況 をチ ェ ックしててお られ るかわか りませ

んが,も し そ うで ない な らば アメ リカの そ

の力 が もう渡 造船 業で戻 る可能性 もあ るか
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もしれません。 それは日本で も見ていただ き

たい もので あ ります。

それ か ら,オ フ ィス ・インフ ォメー シ ョン

・システム とい う言葉の方 がオ フィス ・オー

トメーシ ョンよ りいい ので はないか と言われ

たわけで,ま さに それが私 の ペーパ ーのタイ

トルだ ったわけで すか ら,完 全にお っしゃる

こ とに同意 いた します 。

前 に も申 し上 げましたよ うに,私 ど もが見

てお ります プ ロダク トは,現 在の フ ァン クシ

ョンを自動化 して人間をな くす とい うご とで

はな くて,む しろ新 しい方法 で,よ り便利 な

方法 で,そ してよ り速 く,ま た より合理 化 さ

れた方法 で情報 を処理す る ことで あ ります。

ほとんどの場 合にはより便利にす るところにポ

イン トかあると思 います。4つ の可能性 のあ

るプロダク トを私 は述べた わけですけれ ど も,

そ のいずれ を と ってみ ても完全 にオー トメ化

す る もの はないわけで,4つ をすべ て取 り上

げてみて も,情 報 を組 み合 わせ た り,処 理 を

速 くした り,使 いやす くした りするだけ であ

りますか ら,お っしゃ った ことは大変正 しい

と思 います。

また,津 村 さんは さらに何か ア ドバ イスが

あ った らとい うことをお っしゃ ったわけなの

です けれ ども,1つ だ け申しあ げたい と思 い

ます。

進 んだ オフ ィス ・システムを利用 しよう,

また内部のコ ミュニケーシ ョン ・システムを

利 用 しようとしている会社 の場合 に関 して,

アメ リカではほ とん どの会社 が こうい うこと

を余 りや って お りません。 どの人 をと って も

テス トな りフィ」ジ ビリテ ィ ・スタディをや

って,そ してオフ ィス ・システ ムを組織全体

を取 り上げて評価で きるよ うな人 はいないの

で す。 もちろん,処 理 の分野で は こうい う人

が いるわけで あ りま して,デ ータ処理 の機構

は長 年かか って成長 してい るわけですか らこ

の ような人がい るの ですが,オ フ ィス ・シス

テムに関 しては ほとん どだれ もい ないわ けで

す。昔 はタ イプ ライター とか計算機 ぐ らい を

買 って,あ と電 話が あるだけですか ら,全 く

計画を立 てることな く,た だ人が いるか らそ

こに電話 をつけ るだけのことで あ った わけで

す。ですか ら,ア メ リカでは現 在多 くの変 更

を行政機構 に取 り入 えて,そ してある意味の

あ る形で この新 しいツールを利用 し,評 価で

きるような方向 に向かお うとしてい るわけで

す。 ただ,日 本で どうい う機構 にな って,いる

か わか りませ んが,も しアメ リカ と同 じ よう

な条件が存在 している とすれ ば,私 が差 し上

げ られ るア ドバイス としては,よ り機構 をこ

の問題 に対応 で きやすい ように再編成 するこ

とが必要ではないか と思 うわけで す。

名和 さんは非常に お もしろい比 較を され た

わけで,オ フ ィス ・インフ ォメーション'シ

ステムを生産向上 に たとえ られ,コ ンベアと

トランス ファ ・マシンの技術 を比 較 されたわ

けですけれ ども,こ れはある意 味では ある種

のオフ ィスに は当 て は ま る と思 います。た

とえば ルーチ ンの トランザ クシ ョンで プロセ

スが全 く同 じ形 で大量 に行 われる場 合には,

名和 さんが御指摘 にな りま した ように,ほ と

ん どすべ てが コン ピュータ ・システ ムを使 っ

て 自動化 され てい るわ けです。ただ,ま だ物

理的な ドキ ュメ ン トのハ ン ドリング をしなけ

れ ばな らない ものがあ ります。 たと えばライ

セ ンスの書式 であ るとか,試 験 のペ ーパーで

あ るとか,政 府 の機関 における書式等が それ

ぞ と思 います。た とえば コンベ アとか トラン

スフ ァ ・マシンに類似 した よ うな製品が 当て

はまる可能性 もある と思い ます。 しか しなが

ら,私 が考えてお ります典型的 な オフ ィスは,

む しろジ ョブ ・シ ョップ型の製造業に当ては

まるので はないか と思 います。最近経験 した

ので すが,非 常に多様 な小型の複雑 なマ シシ

がつ くられ てい る工場が あ りまして,こ の工

場は各 ワーク ・ステ ーシ ョンに分かれてお り

ま して,そ れぞれ数人 の人 と数台の汎用 の マ

シンが あ りま して,こ の ワーク ・ステーシ ョ
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ン全体の周 りに非 常に広 いコンベアがル ープ

型 に な ってお りま して,こ の上に全 く同 じバ

スケ ットが載 っているわけです。 このバスケ

ッ トの中 にはいろい ろな ものが入 れ られて,

た とえば原材 料が入 って きた り,最 終製品 が

出てい った り,ま た仕掛 かり品 がステ ーショ

ンの間を動 いて いるとい うことにな るわけで

す。 こうい うジ ョブ ・シ ョップ型 の製造 業的

な環境 の方が よ り類似 しているので はないか

と思 うわけです 。 このル ープは ワイ ド ・バ ン

ド'コ ミュニケ ーシ ョン ・システム と対応す

るわけで,究 極的 には これ がオ フィス ・シス

テムの中 心 となる と思 うわけです。 もしそれ

が正 しい とす れば,そ のル ープをコン トロー

ルするよ うな コ ミュニ ケーシ ョン ・コン トロ

ーラーがサ ブ ォーデ ィネー ト ・ファイル とか

レフ ァレンスの情 報 とかを コン トロール し,

そ して コモンキャ リア ・ラインの コ ミュニ ケー

ーシ ョン ・ス イッチを コン トロールす るこ と

がで きるよ うにな るわけで,そ の意 味で心臓

か ら体 に全部 血液 を送 って いる と同 じよ うな

役割 りをこのル ープが果たす ことがで きる よ

うになるか もしれ ませ ん。ただ,こ の比 喩が

いいか どうかはよ くわか りませんけれ ど も。

ついで なが ら申 し上 げます と,名 和 さんは

現在 のオ フィス ・マシンが 非常 に大量 の漢字

を取 り扱 うには,必 要 とされてい るに もかか

わ らず,十 分 ではない ことを指摘 されま した。

先 ほ どの私の予測 を振 り返 ってみます と,ス

トレージ とマイ クロ ・プロセ ッサの コス トは

きわめて大幅 に軽減をす る と考えます な らば,

将 来,た とえばキ ャラクタ ・イメージのス ト

レージ'コ ス トもあ る程 度合理 的 なものにな

るで あ りましょ うし,そ してまたよ り多 くの

ボキ ャブ ラリーを アウ トプ ッ トでき るよ うに

なる と思 うわけです。 ただ問題 は,い ろん な

種類 の漢字 の インプ ッ トが本当 に安い コス ト

で簡単 にで き るよ うに な るか というところに

あ ると思 います 。

また,最 後 に,名 和 さんの ご指摘 の中で非

オフ ィス ・オー トメーシ ョン時代

常 に深刻 な コンパティビ リテ ィの問題が提 起

されたわけで あ ります。 マシ ンとコ ミュニケ

ーシ ョン ・システムの コンパテ ィビリテ ィは

非常 に大 きな問題だと思 います。私 の話 の中

で も申 し上 げ ましたよ うに,こ の コ ンパ テ ィ

ビリテ ィの問題 は,マ シンが ハー ドウェ アで

はな くて ソフ トウェア ・コン トロ ールを持 つ

ようにな って,そ してソフ トウ ェアを変 える .

ことによ って変わ って くると思 います。特定

の例 としては コミュニ ケーシ ョン ・プ ロ トコ

ルで,た とえばSDLCと かHDLCが そ うで

あ ります。特定の ビッ ト・パターン とい うも

の を持 った もので ござい まして,こ れで もっ

て ある ビッ ト・グループの内容 を示 す ことが

で きるよ うになるわけで あ ります。アメ リカ

の場 合 にはタ ーミナルのメーカ ーです で にマ

イク ロプロセ ッサをター ミナルのバ ック ・エ

ンドの方に取 りつけて,そ れが 自動的 に1つ

のプ ロ トコルか らほかのプロ トコルに変換 す

るこ とがで きるよ うにな ってお りま して,こ

れ は専用 の ものであ ります 。 とい うのは,50

ドル とい うオ プションを考えてい るわ けで す

けれ ど も,将 来 はこれが もっと安 くなる と思

います。ですか ら,プ ロ トコル を標準 化す る

とい う問題で はないわけで あ りまして,必 要

な ときに は変 換するとい うことをや っていけ

ばい い と思 うわけです 。 もちろん,プ ロ トコ

ルの コ ンバ ージ ョンはかな りや さしいわけ で

あ りまして,ま たほかの コンパテ ィビリテ ィ

の方が も っと大変 だとい うこ とか ら考 えれば,

こ うい う形でやれば問題 は ごくコス トを安 く

す ることで可能 になってい くとい うふ うに思

うわけです。

松 下 どうもあ りが とうござい ました。

ちょ っと勝手な ことを言わせて いただ きま

す と,情 報 とい うものを扱 ってい ろんな議論

が起 こっているのが今度の この シン ポジ ウム

だと思 うのです が,い まの情 報の流れ は,こ

のパ ネル ・デ ィスカッション とい う形式 をか

ります と,ま ずパネルか らフロアにr司か って
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情報が 幾つ か流 れた,こ れ はすで に終 わ りま

した。

それ で,先 ほ どお約束 しました最後の20

分 とい うのは,逆 に今度 は情報 とい うよ り質

問か もしれ ませんが,主 として情報の流れが

フロアか らパ ネル へ,ま たパネルか らフロア

へ ということにな る。 よく考えて みます と,

一 番情報の交流の少ないのはパネル 同士では

ないか とい う気 もするわけで あ ります。 いま

ウィシ ン トンさんのお話で,実 は左右に情報

が流れ たとい うことを考 えま して私 はあ りが

たか ったのですが,実 はここでコーデ ィネー

タの権限 を少 し悪 く行使 いたしまして,私 は

しば らくの間眠 ってお りますか ら,こ うい う

情報交流 を相互に していただけないだろ うか,

そ れをお願いで きない だろ うか とい うので,

事 前打 ち合 わせ と,台 本 と違 ったことを申 し

上げて恐縮 ですが,い かが な もので ございま

しょ うか。

菊 池3人 とも非常にた くさん共通点があ

った とい うことだけ はは っき りと言 えるので

すけれ ど も,そ の中に微 妙な差異 はある と思

いますね。私 は楽観 論者,オ プテ ィミス トで

あ るとい うよ りはニーズが 高いのだ とい うこ

とをギ ャンギ ャン騒いだ立場 で,ほ かの方3

人 は フィージ ビリテ ィが まだ遠 いよ とい うこ

とをお っしゃ った と思 うのです。

もう1つ 言 えるこ とは,プ ロ トコルの標準

化だ とか,マ シン間の接続 の問題,シ ステム

化の問題 だ とか,こ れ は ジョブ ・シ ョップ以

外 には考 えられない とい うふ うなお話は よく

わか るので ござい ますけれど も,実 験的 な段

階にお きま して はデータ交換でな くて ドキ ュ

メ ント交換 が現実 の問題 として可能 にな りつ

つ あ る。 とい うの は,ワ ー ド・プロセ ッサに

テ レコ ミュニケーシ ョン ・アダプタがつ くだ

けで大体済んで しまい ま して,具 体的な例で

言い ます と,た とえば ミッド ・イース トか ら

受注 する大 きな案件 について,非 常に多岐 に

わた る各 デパ ー トメン トがスペックのス トラ

クチ ュアにな るような パーツを書 きますね。

それを全 部 トータラィズす るのに そ うい う通

信 線 とい うのは非常に役 に立 つ,非 常に実務

的な観 点か ら私は申し上 げたわけでな んです。

社 内に限定 すれ ばこ うい う活動は非常 に楽で

あ ろう。ただ,パ ブ リックな場では,こ れ は

日本の役所 は特 に米国に比べ まして なかなか

歩 みは のろいので はないか。私が考 えていま

したのは企業内での活動 だ ったのですが ね。

津 村 先 ほどか ら漢字の問題が大分出 てき

たように思 うのですけれ ども,そ れか らウ ィ

シ ントンさんか らはグラフィックスとい うもの

が情報 の中で相当大 きなウ ェー トを占めてい

る とい うようなお話 もあ ったわけですけれで

も,私,実 は現 在の コンピュータの テクノロ

ジーに足 りない ものがあるのでは ない か とい

うふ うに思 ってい るわけで あ ります。 とい う

こ とは,現 在,コ ンピュータは数字で あると

か キャラ クタをコー ドにした もの を取 り扱 う

とい う,い わゆるエ レク トロニック ・データ

・プロセ シングを主体 として非常 な発 達をし

て きたわけで あります。 しか し,ど うや らオ

フィス ・オー トメ ーシ ョンを考えます と,こ

うい ったEDPと い う手法で十分 カバ ーで き

るのだ ろ うか とい う疑 問を持 っているわけで

あ ります。つ ま り,グ ラフィックスをい かに

扱 うか,イ メ ージ をどうするんだ とい うこと

にな ります と,特 に 日本 とい うよ うな立場 を

考 えてみ た場合 に,今 後 イメージ ・プロセ シ

ング とい うようなテクノロジ ーを もっと もっ

と研究す れば何か解が出て くるので はないか。

たとえば最近 ファク シ ミリとい うもの が非常

なスピー ドで 伸びてお ります。 これはま さに

エレクトロニ ック・イメージ ・プロセ シ ングの

1つ の手法 で,そ のほかに もレーザ ・プ リン

タとい うよ うな ものがあ らわれて まいりまし

た。 これ によ って現在 まで のEDPの コ ンピ

ュータ ・アウ トプ ットがで きなか ったことが

相当た くさんで きるようにな ってまい りまし

た。 そうい った面 で,ハ ー ドウェア,ソ フト

、
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ウェア を含め て,今 後 エレクトロニック ・イメ

ージ ・プロセシ ングを もっと押 し進 め ていけ

ば オー トメーシ ョンが よ り進 むのでは ないか

とい うふ うに思 うわけです。

ウ ィシ ン トン 津村 さんのお っしゃるこ

とに全 く賛成です。 それ以上 にま た もっとい

ろい ろな ことが出て くると思 います。 たとえ

ば イメージの場 合 には どうしたらス キ ャナを

使 って コス トを安 くしてイメージのデ ィジタ

ル化が で きるか とい うこと。それか ら,グ ラ

フ ィック ・アウ トプ ッ ト・デバ イス として イ

ンク ・ジェッター とかゼ ログラ フィ ックを使

うことができるわけですけれ ど も,た だわか

らないこ とはイメージの シェイプの認識 で,

そ れを機械 で もって 自動的に マニ ピュレー ト

することだ と思 い ます。

それ から もう1っ の問題 は フ ァクシ ミリの

ペ ージの伝送時 間だ と思 うわ けです。バ ン ド

幅の コンプレ ッシ ョン ・テクニ ックを使 いま

して その伝送時間 を下げようとしてい るわけ

で す。 もちろん このバ ン ド幅 の コンプ レ ッシ

ョン ・テ クニ ックは,イ ンテ リジェンスを高

くすれ ばよ り認識 が よ くで きる ように な るわ

けです 。

また,も う1つ の分 野 として は,こ れは も

っと基本的 に重 要な ものだと思 うのですが,

音 声認識,ボ イス ・レコグニ ッシ ョンで あ り

ます。 こ うい う認識技 術が どの程度成功 する

か とい うこ とは私 は述 べ ませんで した。 もち

ろん,近 い将来 にお いて もわ れわれ は完全 に

自然言語の認識 と解釈 がで きるよ うには決 し

て な らない と思 います。 これ は最 も微 妙 でか

つ高度 の もの で人 間の頭 しか まだで きない も

ので あ りま して,20年 間 も研究 を続 け た上

で もまだ ほとん ど進歩を していな い分野で あ

ります 。 しかしなが ら,他 方,皆 様すべて御

承 知だ と思いますが,限 定 された音声認 識の

マ シンは非常 に少 ない ボキャブ ラ リーで1つ

の音声 か らで き上が っていて,1人 の ス ピー

カーだけに トレーニ ング をされた もので あ り

オフィス ・オー トメ ーシ・ン時代

ます。 いまの ところ まだ余 り有用 ではあ りま

せんけれ ど も,し かしなが ら段階的 に少 しず

つは よ くな ってい って,パ ターン認 識 とい う

のが音声認識のプロセスに適用させ られてそれが

成功す るよ うになれば,も しか した ら一 も

しか した らと申 したい のです けれ ども,た と

え完全な音 声認識で ないに して も,き わ めて

重要 な プロダク トが出 て くるので はない か と

い うふ うに思 うわけで あ ります。

ここで,3つ の問題 の間 に,イ メ ージ ・プ

ロセシング,バ ンド輻 のコ ンプレ ッション,

音 声認識 の中 に共通 な言葉 としてパ ター ン認

識 とい う言葉 が出 て くるわけです。つ ま り,

非 常 に大幅 なエンジニ アリング上の変化がパ

ターン認識で きるか,も しくは もっと基本的

なブレークスルーがで き る。 たとえ基本的 な

ブ レークスルーでは な くて も,主 要 なエ ンジ

ニア リング上 の改善 が あればオフ ィス ・オー

トメ化に対 してい ろい ろな違 った影響 が出て

くるのではな いか と思 います。

名 和 パターン認識 は余 り知 識 ござい ませ

んので,先 ほどウ ィシン トンさんのお っしゃ

ってい ることで2～3お 伺 いしたい ことが ご

ざいます。

第1は,先 ほ どいろいろ なシステ ムの単位

機器 の間の コンパ テ ィビリテ ィのない ことが

ソフ トウェアで もって 自動変 換で きるか ら簡

単であ るとい う御指摘 があ ったわけです 。私

も多分 そ うで あろ うと思 うのですが,私 が先

ほどうま く申 し上げ られなか ったのか もしれ

ませんが,た とえばSDLCと かHDLCと か

い うレベルの プロ トコルの変 換はか な り簡単

で あろ うと思 うのです けれ ども,だ んだん そ

の上 に,こ れはアプ リケーシ ョン ・サイドに

レベルが移 ってまい りま して,ユ ーザ ー ・レ

ベルのプロ トコル も非 常に細 か いレベルのユ

ーザ ー ・レベルの プロ トコル にな ります とな

かなかコンパテ ィビ リテ ィをつ くるのがむず

か しいのではないか とい うのが私の 言いたい

ことの1つ で した。具体的 には,た とえばタ
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イプライターのキーの配列 とか,こ ち らの タ

イプライターに打 った ものが こ ちらの タイプ

ライターに字 がな いので出 てこない とか,帳

票の様式が違 うとかい うこ とにな るわけです。

そ うした人 間系の方 はなか なか変更がむずか

しいので はないか とい うのが 申し上 げたか っ

た ことの1つ です 。

2番 目は,実 は先 ほ どの御講演で もって,

将 来 のコンピ ュータ ・オフ ィス ・オー トメー

シ ョンが完成 したと きのオ フィスの中は どう

な るのだろ うか,わ ず かなエ リー トが君 臨す

るオフィスになるので はないか,あ るい はそ

うで もないか もし らぬ とい うよ うな疑問があ

りました。私 もその辺 は どうなるの かわか り

ませんが,私 はこんな経験 が ござい ます。自

分 の経験 を申 し上 げて恐縮 なんですが,昔 米

国の ミリタリー ・スペ ックの もとで品質管理

をや っていた ことが ござい まして,そ の とき

に ミルキ ューの9858と い う品質管理 ス ペ ッ

クでいろい ろ仕事 を して もら ったのですが,

この ときには まさに ドキ ュメン ト優先なんで

すね。あ らゆ る ものが ドキ ュメン ト化 されま

して,事 務所 の中 を動 いてい るとい うこ とで,

逆 に言 います と,製 造工 より も検査 工 といい

ます か,そ うい った ドキ ュメン トを整理 する

人間 の方が多 い とい うふ うなことが ございま

した。確かに そうい うオフ ィスの環境の もと

ではオフィス ・オ ー トメーシ ョンは非常 に効

率 が出 るん じゃないか と思 うのです。特 に シ

ステ マティ ックにや った ら効率 が出 るのでは

ないかと思 うわけです。 そ のときに事務 所の

中のあ らゆ る もの が手順化 され規格化 されて

いたわけで ござい ますけれ ども,あ る日たま

たまそこにある机 の上 の牛乳びんの中 に花が

生 け られて いました。 そ うしました ら,監 督

官が それを目 ざと く見つけま してこ う言 った

わけです。 「牛乳 びん とい うのは本来牛乳を

入れる もので ある,こ れを 目的以外 に使用す

るよ うな だ らしのな いこ とでは困 る。 もし花

を生 けたければ そのあ きびん に花生 け とラベ

ルを張 れ。」 というふ うな ことを言われ たわ

けです。多分私の想 像力 が貧 しいせいか も し

れませ んけれ ども,下 手 に システム化 し,イ

ンテグ レーションされ たオフ ィスがで きると

すれ ば あるい はそんな事務所 になるので はな

いか とい うふ うに思いますけれ ど も,い かが

で しょう。

ウ ィシ ン トン 非常 にお もしろい質 問だ

と思 います。名和 さんのお っしゃいましたよ

うにコンパティビ リテ ィの問題に関 しては私

も全面的に賛成 であ ります。 た とえば ア』メリ

カの政府の機関 で もって異 な ったデータベ ー

スの言語 を幾 つか持 ってい るわけです。ま た,

ユ ーザ ーの方はユ ーザ ーの方で質 問をするた

めの別のインクワイァリーのための言語 を持 って

い るとい うような ことにな って しま ってお り

ます。 とい うことは,こ の政府機関 にと って

は3つ のデー タベ ースに対 してインクワイア

リーをす る場合 にク ロス ・レファレンスが必

要 になる とい うことにな ります。 もちろ ん,

ユ ーザ ー とい うのは 自分 の使 ってい る言語 と

い うものに固執す るがゆえに変 えたが らない

とい うことが あ ります。 そこで,こ の政府機

関はソ フ トウ ェアの会社 に委託 いたしまして,

この3つ のインクワイア リー ・ランゲ ージの

ための トランスレータ をつ くれ とい うふ うに

言 ったわ けです。 シンタ ックス とボ キャブラ

リーは非常に近か った ものですか ら実際 に ト

ランス レータ もで きて,ソ フ トウェアはそ う

いう意 味では成功 だ ったわけです。 これは コ

ンパテ ィビリテ ィとしてはかな り高次 の次元

に属す る問題で あ りますが,あ る意味では限

定的 な問題 で す。 とい うのは,3つ の具体的

なセ ットだけで よか ったわけですか らそれが

たまたま可能で あ ったとい うことで あ ります。

つま り,こ うい った高次 の問題が こうい う形

で対処で きる ときもあればで きないと き もあ

るとい うわけです。1つ のPt-一 の プログラム

で もって全般的な問題 をすべて解決す る こと

がで きません。
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名和 さんの2番 目の質 問に関 して は,や は

り名和 さんのお っしゃ ったのと同 じよ うな状

況 を私 どもも見て いるわけです。 オフィスに

何 年 も勤め てい るような人 は本当 にルーチ ン

化 して しま って,な れ親 しんで しま ってい る

もので すか ら,も ういままでの本 当に繁雑 な

システムのや り方 に もう大恋愛 してい て,い

わば彼 ら自身 が ロボ ッ ト化 しオー トメ化 され

て しま っているよ うな,そ うい った歯車 の一

部 にな ってい るわけです。 しか しなが ら,こ

れは1つ の事実 であって,そ れに よって確か

に御指摘の ように新 しい オフィス ・インフ ォ

メーシ ョン ・システ ム とい うものの導入 を阻

んでい ると思 い ます。そ うい う意 味では世代

が完 全 に1世 代 後退 しない限 り一1世 代で

は十分 でないか もしれません 。1世 代,2世

代 後退 しな い限 り,本 当の意味で こ うい った

新 しい システムを合理的 に受け入れ られ るよ

うな,そ うい った心理状況は出て こないので

は ない かと私 も思 ってお ります。

松 下 ど うもあ りが と うござい ました。

実 は時間の計 画か らい きます とあ る十数分

で こち らの方の問題 は終 わりまして,フ ロア

か ら何 か御 質問 をい ただこうとい うことであ

りますが,幸 い十数分 あ ります。 そ こで,こ

ち らか ら先生 方にお願いいた しまして1つ 教

え ていただ きたい こ とが あるわけです。 非常

に素人 の立場 を堅持 いた します と,一 体 オ フ

ィス ・オー トメーションは 日本で進 んでい るの

だろうか進 んでいないのだ ろうか。実 は私 はよ

くわか らないとい うのが実感でござい ます。 し'

か し,こ れはいい ものだ,ど ん どん入れよう,こ

れか ら発展 させよう,そ して好 ましい経営状況

といい ますか条件 をつ くろうとい うのは どうも

きわめて間違 いのない事実 らしい。 もうすでに

実 は何 回かいろいろな方 から御指導があったの

ですけれ ども,オ フィス ・オートメー シ ョンを

これからわが社 にあるいは入れてい くときに当然

事前 に配慮 しなければな らないいろい ろな問

題 があ るはず だ。私 はい ろいろな問題 の うち

オ フィス'オ ー トメーシ ョン時代

特 に感 じます のは,人 の問題 が一番 大 きいの

で あ ります。先ほ どの ウィシン トンさんのお

話 の中 にエ リー トとい う言葉が出て まい りま

した。 エ リー トに とって これ らの もの を見る

あ るいはこれ らの ものと共存す るこ とは容易

か もしれませんが,実 はエ リー トの ほかに ノ

ンエ リー トもたくさんい るわけです。 た くさ

ん とい っては怒 られて しま うか もしれません

が,お ります。そ うい うノ ンエ リー トとい う

ものの存在 を前提に して,こ のオフ ィス ・オ

ー トメーシ ョンが事業所 ,い わ ゆるオ フ ィス

に入 ってきたあるいは入 って くる とした場合

に どうい う手だてを事前 に しなけれ ばな らな

いか,も ちろん事後 とい うこと もあ るか もし

れませ んが,何 かその辺が大変心 配の種 で あ

ります。 その心配の種 をひとつ ここにお並び

のエ キスパ ー トの方 から除 いてい ただ きたい

とい うのが私 どもの勝手 なお願いで ございま

して,実 は余 り時間が ございませんので それ

に対 して簡単 にと言 うと失礼 ですが お答 えい

ただいて,悩 みをひ とっ解決 していただ きた

い と思 います。 よろ しくお願い します 。

菊 池 とて も解決で きるだけの答 えはで き

ませ んが,解 決の方向 は体験的 に言い ま して

お 話 しで き ると思います。

エ リー トとい う言葉が出 ま したけれ ど も,

エ リー トとテ クノクラ ー トと同 じ言葉 で はな

いわけです。優秀な大学を出て博士 号 コース

まで とった人 はエリー トであ って もテ クノク

ラー トでは ない場合 もあ る。卑近 な例 は,先

ほ ど申 し上 げました ワー ド ・プ ロセ ッサを導

入 しま して,そ の担 当 を決 め るため に適性検:

査 をや ったわけです。 それか ら,一 連 の トレ

ーニ ング ・コースの後 でテ ス トをや った
。 そ

うす ると,非 常に頭が よさそ うで切 れ そ うな

のが てんで 悪 くて,も そ っとして裏 に隠 れて

いる ようなの が非常 に いい点 を取 るので すね 。

です か ら,ま さに適材適所 とい うことを,オ

フ ィス ・オー トメーシ ・ンとい うの は定義が

あ る ようでな いようで わか りませんけれ ども,
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少な くと もこの種 の仕事 をするときには もう

一度 スク リーニ ングをや り直すとい うこ とを

痛 切に感 じま した。

津 村 余 り心配要 らないの じゃな いか。 と

い うのは,ち ょ っと数字 は忘れましたが,数

年前 に,高 度成長 の時代だ ったのですが,三

菱 総研の牧野 さんが,現 在 われわれの働 く時

間,年 数 とい う ものが,だ んだん高学歴 にな

って きて,企 業で働 く時期が どん どん遅 れて

いる とい うよ うな点 とGNPの 伸 び,そ うい

う ものか らい くと,ち ょっとこの辺 が確 かで

ない のです が,20年 後 ぐらいには現在 の35

倍 ぐ らいのプログ クテ ィビリテ ィを上げな く

てはな らない ようにな ります とい うよ うな話

を された こ とがあるのです。そ うい う点か ら

社 会 がどん どん発達 していけば仕事が よけい

で きる。 です か ら,む しろプロダ クティ ビテ

ィを35倍 現 在か ら上げ るとい うことは大変

な ことなので,低 成長 にな りま したので そこ

まで いかない に して も,十 分みんながや って

い く何 らかの職場が どこか にで きて くるので

はないか とい うふ うに考えてお ります

名 和 私は配慮点 ということで は,先 ほど

いわゆ るオ フィス ・オー トメー シ ョンを汎用

的 な機器 の導入 として とらえるか,特 殊的な

特殊 化の もの として とらえるか とい うような

こ とと,単 位操作 といいますか,個 別的 な も

のか あるいはシステム化 したものか,イ ンテ

グ レー シ ョンした ものか とい うことを申 しま

したが,そ の点 が多分今後 のオフ ィス ・オ ー

トメーシ ョンの導入に関 しての配慮点 にな る

の じゃないか と思います。

問題 は,仮 にオフ ィス ・オー トメーシ ョン

を導入 した場合に,ユ ーザ ーと していつの時

点に導入すべ きか とい うことに なると思 うの

です。 ユニ ット ・オペ レーシ ョンといい ます

か単位操作ですね,単 な るコピアを導入す る

とか とい うようなことに関 しま しては,こ れ

は職場 環境 の整備 と同時 にいつで もで きるの

で はないか とい うふ うに思 うわけです。

ししか らば,イ ンテ グレーシ ョンしたオフ ィ

ス ・オー トメーシ ョンについて は どうか とい

うことにな るわけですが,私 としては これ は

将来いずれは標準 プロ トコルがで きる もの だ

と思い ますので,そ れまで 待 った方が いい の

ではないか と思 います。 もしその前 にや りた

い とい うことで あれば,自 営 の システムを持

つ こ とはやめま して,多 分そ うい うときは大

型の オンライン ・システムが そうしたサービ

スを提供 する ようになると思 い ますので,そ

の提供を受けなが ら準備 を していて,標 準 プ

ロ トコル を確立 するまで は待 って いるのが よ

ろしいのでは ないか。 そ うい たしません と,

人 間系に近いだけになか なか スクラ ップ ・ア

ン ド ・ビル ドが しに くい。機械の方 はどん ど

ん進 むか らスクラ ップ ・ア ンド ・ビル ドした

いわけですが,人 間系 の方 は動かな いので,

下 手 に企 業の中 にシステマテ ィックな ものを

入れ て しま うとそれに食い込 まれ てなかなか

動 きが とれな くな るとい うふ うに思 います。

標準 プロ トコルが確立 した後では,そ の前に

導入 していた先進的 な システムはす ぐに時代

遅 れにな って しま うとい う可能性が ある と思

います。

松 下 あ りが とうございま した。

ウ ィシン トンさん,何 かお答 えい ただけま

すで しょ うか。

ウ ィシ ン トン まず最初に,こ の従業員

の問題 について2つ ご く簡単に申 し上げたい

と思 います。

1つ は,も ちろんこの情報化週間が ま さに

やろ うとして いる目的で あ りま して,人 々の

間に情報 と知識 を周知 させ て,少 な くと もあ

る程度 リーズナ ブルな変化 を もた らすための

即応性 をつ くるということで あ ります 。

第2番 目は,20年 間 にわたって,ア メ リカ

だけでは な くて ヨーロッパにわた って経験を

持 ってい るわけで,多 分 日本 に も当ては まる

と思 うのですけれ ども,従 業員に よって受け

入れ られ るための秘訣は,彼 らに情報を与 え
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る とい うことだ と思い ます。つま り,オ フィ

ス ・オー トメ ー シ ョンを始めよ うと思 った と

たんか ら,こ れが どんな もので あって,そ れ

が何 をする ものか とい うことを知 らせ,そ し

てそれが変 化 してい くにつれて従業員 に もア

ップデ ー トすべ きであ ります。労 働組 合があ

る場合には労 働組合に も早 目に情報 を与 える

わけであ ります。た とえば仕事 とか行動 とか

が変 わっため新 しい学習 があ るとい う場合には

最初に知 らせ るとい うことであ ります。後 で

で教 えられた ら もっと反対が強 くな ると思 う

わけです。 もちろんほかに もい い方 法があ る

か もしれませんけれ ど も,少 な くと も最初 か

ら完全 な情報 を与 えることがいい ア ドバ イス

にな るの では ないかと思 います。

それか ら,名 和 さんの ご質問 に関 してです

が,ア メ リカの航空業界の スラングを ちょっ

と思い出 したのですけ れ ども,飛 行 機が飛 ん

でいれ ばそれ は もう古 い。そして,も し待 っ

て お りますならば コミュニケーションの プロ

トコル もそ うい うふ うに なるの ではないか と

い う気がするわけ なのであ ります。 もしか し

て飛 んで しま って使 うよ うになってしま った

らもう古 くな るというよ うな時代が あ り得 る

わけですか ら,ど の会社で もある一定の メー

カー,特 定の プロ トコルに コ ミッ トす るとい

うことではな くて,ち ょっと長 目に待 ってみ

るとい うことも少 しは必要で はないか と思 う

わけ です。 プロ トコル について も言語 につい

て もよ り便利 にな ってい くのでは ないか と思

います。

菊 池 いまの話題 か ら離 れるのですが,意

見と質問 の ミック スチ ュアなんですが,イ メ

ージ ・センサ ーか パ ターン ・レコグニ ッシ ョ

ンは確かに非常 にむずか しい問題 です。 しか

し,も っとイージーゴ ーイングな道 があ るの

で はなか ろ うか。 たとえば漢字 はいまの とこ

ろ どうして もド ット・プ リンタを使 わざるを

得な いとい うことで あれば,そ れ を逆手に と っ

って,こ れ は ドッ トですか らコン ト'ラス トの

オフィス ・オー トメーシ ョン時代

問題 は ござい ますけれ ども,そ の まま図形を

グラ フ ィカルに使 えるわけですね。ですか ら

図形 と文章の混在は,マ イ コン ・マニ アな ん

か もや ってお りますけれ ど も,混 在 は普 通に

受け 入れ られ るわけです。 そ うい う形 で,ス

テ ップ ・バイ ・ステ ップといい ますか,そ う

い うふ うにや っていけ ば,あ えてオ フィス ・

オー トメーシ ョンな どとい うよ りは クレ リカ

ル ・ワークの合理化だ とい うこ とでや ってい

ければい ます ぐできる こと もずいぶん たくさ

んあ るの では ないかと思 います。

松 下 ど うもあ りが とうございま した。 そ

れで は最 初に申 し上 げました とお りに,得 が

たい機会 で ございますか ら,フ ロアの方 か ら

先生 方 に御質 問をいただ きたいと思 います。

問 野村総研の田中で ございます。 日米 を

比較 した場 合,コ ンピ ュータの利用,あ るい

は コ ミュニケーシ ョン,あ るい はコ ピー'マ

シ ンの利用,こ の辺は大差がな い,あ るい は

GNP相 関,そ の比率で い って も大 差がな い

とい う見方 はできるので はないか と思 うので

すけれ ど も,米 国の場合 に,タ イプライタ ー

の普及 とい うのがずい ぶん進 んで きて,そ の

発展 形 として ワード ・プロセシングとい う考

え方が出 て きた。 これは議論にな ってい ます

よ うに,イ ンチプレーテ ッド ・システム化 と

い うこ との非常に新 しい側面 をこ こに生 み 出

して い ると思 うわけです。 といい ますのは,

文 書情報が コンピュータ ・フ ァイル とドッキ

ングす るよ うなか っこうで使 われ るようにな

る。 そ うします と,日 本 の場 合には ど うして

も,津 村 さんか ら御 指摘 があ った よ うに,イ

ンプ ッ トの問題,つ ま り漢字 の入力 を効率 よ

くや る手段 が できない限 りこれは なかなか進

まないので は ないか と思 うわけです。 そ うし

ます と,こ の文書情報 の フ ァイル化 とい うの

です か,コ ン ピュータ との ドッキ ングとい う

ことが日米 の間でかな り差 にな ってあ らわれ

て くるのではないカ)。いずれ漢字 の入 力につ

いていい手 法が出て くるか もしれ ませ んけれ
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ど も,こ れ はかな り先 のよ うに思 うわけです。

その間にかな りギ ャップが出て くるだろ う。

とします と,日 米の事務 コス トとい うので す

か,事 務処理上の差 とい うものが そこに出て

くるので はないか とい うことが,非 常 に感 覚

的ですけれ ども,予 想 され るわけです。 これ

は本 当に そ うい うふ うに とらえていいのか ど

うか とい うことです。 どなた とい うこと では

ございませんけれ ども,コ メン トをいただけ

れば と思 うのです。

菊 池 ちょっと私の方 か ら一言だけ。

その件 は,先 ほ ど私 が ピック ・プ ロジ ェク

トの プロポーザルや何 かをっ くるのに一 々書

い ていた ら間尺 に合 わないとい うことを申 し

上げ ました。 それ と全 く同 じ意味で,一 々漢

字を捨 って イン プットしていたので は全 く間

尺 に合わない わけです。 したがって,先 ほ ど

私 早 口で ぶ っ飛 ば しま したけれ ど も,フ レー

ズ な り熟語な りその単語 な りをディレク トリ

ーに入 れてお きま して ,入 れてい く段 階で メ

ニ ューが出 て くる,そ れでセ レク トす るとい

うシステ ム,私 が それを緑 の窓 口型 と言 った

のは,緑 の 窓口 とい うのは御存 じの ように長

い棒 があ って,背 中 の岡 山たたいてやれば,

向 こ うには岡山 とは似 て も似つ かないバイ ナ

リ ィ ・コー ドが あるわけです ね。それ と同 じ

よ うな意 味で,カ タロギ ングして おいて,そ

れ をあ るレ ンジで 呼 び出 して,そ の中か らピ

ンポ イン トす るとい うや り方で,漢 字の逐 一

インプ ットとい うこ とは完全 に防げ るのでは

ない かと思 ってお ります。

津 村 私 も結論的 にはその辺非常 に心配 を

してお るわ けです。本当に それが現在 はギ ャ

ップにな ってお りますね。 それが果 た してど

の程度改善 され るのか。あ るいはい まち ょっ

とお話があ ったよ うに,あ る種の作業はか え

って漢字 の方が得をす るとい う場合 もあ るの

で す ね,絶 えず使 う熟語 とかは一発で入 りま

す か ら。 そ うい うこ とで,あ る種の ものはか

え って有利な点 もあ るが,総 合 的に見た場合

にやは り相当なギ ャップが あるの ではないか。

したが って,そ の辺は機械以外の人間 の方で

何か うま くや らない と当分 そのギ ャップは埋

ま らないのではないかとい うふ うな危惧 は持

ってお ります。 お答 えにちょ っとな りません'

け れ ども,私 も よ くわか らない とい うところ

で ござい ます。

松 下 ウィシン トンさん ・いまの フロアか

らの質 問に対 して何か……。

ウ ィシ ン トン これは本 当は言 わない方

が いい と思 うのです。 とい うの は,日 本の問

題 は よ くわか りません。 もちろん解決策 も当

然 ないわけです。 ただ1つ 考え られるのは,

非 常に小 さいキャラクタだけれども,6,000ぐ

らい非常 に大 きなスク リーンにの せて,そ し

てポ イ ン トを して,そ の部分 をス ク リー ンが

ズームア ップ して大 き くな って きて,そ して

それがわか ったときにポイン トを して また元

の ス クリーンに戻す とい うことを交互にや っ

てい った らど うで しょ うか。 たとえば1秒 当

た り1回 とか5秒 当た り1回 とかい うふ うに

やる,い ま現在の段 階ではフィージブルであ

りません けれ ども,可 能性 として はあるので

はないです か。 ど うで しょう,こ んなのでお

役 に立 てば。

名 和 ちょっととん ちんかんな御返事に な

るか もしれませんが,2つ の 見方 があ ると思

うの です。

1つ は確 かに情報 の生産が落 らるか もしれ

ませ んけれ ども,で は現在生産 して いる情報

がすべて有効に使 われ てい るか ど うか とい う

問題が あると思 うので す。 いわ ゆる企 業の中

で の情報 の うちの3分 の1は 全然 見 られない

で死蔵 されてい るとい う話 もござい ます し,

ち ょっとそれた統 計です けれ ど も,郵 政省の

情報流通 セ ンサ スを見ます と,マ スコ ミを含

めて,全 発生量 の6.3%し か 消費 されていな

いのだ とい うふ うなこ ともあ るわけです 。で

すか ら,ド キ ュメン トする前に何か うま く情

報 を選別す るとい うような 考え方が1つ ある
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のでは とい う気がす るわけです。

それか ら もう1つ は,結 局漢 字に帰着 する

と思 うのですが.漢 字 のいまの大 きなボー ド

を前 に して 入力す るとい うことにな ります と,

専任 者な りだれかが入れかわ りたちかわ りそ

この場 所に来 て インプッ トす ることになると

思 うのです が,要 は各 個人 個人が 自分の机の

上でや るとい うふ うな形に完全 に分散化 しな

い と,な かなか漢字入力 をわれわれ が気 まま

に手 書 きでやる ような形 ではで きな いと思 う

わけです。 そ うい う技術が どこに出て くるの

か とい う気がす るので すが,1つ に はや は り

特殊化 とい うこ とで,こ の前 もある人 とお話

ししたのですが,た とえば半導体 の特許明細

書 を書 くと きに,そ の方のお っしゃ るのには,

そ んな言葉は要 らぬとい うわけです ね。素子

とか何 とか とか幾 つかの言葉 があ って,あ と

はてに をはでつ なげると特許明細 書が書 け る

とい うこ との よ うで,言 ってみれば そうい う

各 個入用 の小型の ワー ド ・プロセ ッサを持 っ

ていれ ばそんな た くさん漢字 は要 らないので

はない かとい う気 がす るのです が,そ うい う

技術は多分 先ほ どのお話です と,コ ンピュー

タの素子 その他が どん どん安 くな るので いず

れは 可能で あろ うとい う気がいた します 。

松 下 あ りが と うござい ました。

それでは残 りの時間 を使 いま してパネ リス

トの方 々に一言だけ この課題 に ちなみま して

最後に御発 言いただいて締 め くくりたい と思

い ます。

菊 池 きょ う大分威勢 のいい こと,悪 いこ

とを並べ たわけです が,そ もそ も造 船か ら出

てきたので きょ うは あま り大 きな声では言 え

ないので すが,う ちはは っ きり申しあげ てオ

ーバ ー 三コンピ ュータ ライズ したわけです
。

これ は茶飲 み話 にな りますが,先 ほ どの コン

フ ィギ ュレーシ ョンは ちょっと,そ れか ら

600名 も人員が い るとい うの はアブノーマル

です ね。 いまは分散化 の方向に完全 に入 って

い る,大 きな機械 は全然違 った用途 に使 うと

オ フィス ・オ ー トメ ー ション時代

い う方 向に走 っているわけです。 その中 で,

イ ンス タレーシ ョンの 導入で人間の抵抗 に合

うとい う話 があ りましたね。 そ うい う場 合 に

持 ってい き方 というこ とで ある種の テクニ ッ

クがあ る。 そのテクニ ックとは要 す るに イエ

ス ・アン ドとい う言葉です ね,こ れは 一言で

言 えばそ うな んです よ。相手は いろんな こ と

を言 い ます。 ノー ・ピコーズ と言 った らだめ

です ね。イエス ・アン ド,そ れで アズ ・ユ ー

・セ ッド,あ なたが言 ってい るよ うにとい う

ふ うな言葉で対応 してい きません と,事 務 屋

とい うの は地虫のよ うで結構気位 が高 いので

す よ。ですか ら,や は りあ る程 度人 間関係 を

保 った上 で入 ってい きません と,あ なた の 言

うとお りと言 って自分の意 見を言 うわけです

ね,そ うす るといつの間にか催 眠が かか って

同 じ方向 を向 いてい るとい うことにな る。 こ

の辺,裏 話 ですけれど も,今 回の インス タレ

ーシ ョンで非常に強 く感 じた点なんです
。

津 村 先 ほどか ら日本語 の問題 が出てい る

わけです けれ ど も,同 じ言葉 を しゃべ る人 口

を世界 で考え てみると英語 を しゃべ る人 口が

一番 多いのでは ないか ,日 本語 とい うの はど

うも6番 目 らしいのですね。 したが って,相

当な人 口があ る。 日本語 とい うのは非常 に特

殊 な言 葉だ と思ってい るけれ ど も,相 当な人

口があ る。それか らジ漢字 というのは中国 に

10億 の人 がお るとい うようなこ とで,漢 字,

日本 語,こ うい』った ものに挑戦す る とい うこ

とは非 常 にむずか しい こ とであ るけれ ども,

ま た日本語 に限 らずいわゆ る象形的な文字 を

使 う民族 とい うもの も非 常に多 い と思 います。

非常 に長期 的に 見ると 日本 に と ってはまこ と

にチ ャ レンジ ャブルな仕事では ないか とい う

ふ うに私 は思 って おりますの で,そ れだけ ち

ょ っと申 し上げたい と思 います 。

名 和 私は こんな感 じの事務機器 がで きた

らいいな とい う夢 を1つ 申し上 げて,多 分 そ

れ はい まのペ ーパ ー ・メデ ィアで使 っている

もの が,望 むべ くは電磁的 な媒体 に入 って し
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ま うのが 一番使いやすいのではないか とい う

ふ うに思 います。

それ と もう1つ は,幾 らシステム化 し よう

として も残 る人間的な ものがある と思 います

ので,個 人用 のフ ァイル とい うのがで きない

かと思 うわけ です。

電 磁的な媒体にのせ られ た個人用 のフ ァイ

ルあ るい は個人用の字 引で もいいのではない

か と思 うのです。 ど うい うことを言い たいか

とい います と,た とえば電 話帳 が ござい ます

ね,こ れが言 って みればTSSみ た いな もの

で あ らゆ る情報が入 っているわけです。東京

の電 話帳 をみます と,個 人名が3冊 あ り,企

業名 が1冊 あ りb産 業編が2冊,生 活 編が2

冊,公 共機関 が1冊 で,私 が出がけ に数 えて

きた ら8,600ペ ー ジ あったわけですけれ ど も,

、ちょ うどそこに通信科学館 とかい うのが あ り

ま して,あ そ こに全 国版が あ りま して,昨 日

見てまい りま した ら幅 が7～8メ ー トルある

のですけ れ ども,そ れを利用 する人はいない

と思 うので す。現実 に皆 さんが電話 を使 うと

きど うして使 ってい るか とい うと,個 人用 の

メモ によ っているわけですね。個人用の メモ

を 見ます と,電 話番号だけ書いてあるだけで

はな くて,相 手の所属部課が書いて あ った り,

あ るいは相手 の子供の名前が書いてあ った り

とい うふ うな ことがあ'るわけで,要 す るに個

人用 の分 類 とい うのが あ って,あ るいは個人

用の フ ォーマ ッ トい うのが あるわけです ね。

そ うい うメモ とい うの が多分 いろい ろシステ

ム化 して も落 ちるところで,そ うい ういろい

ろなメモを持 っているこ とが ある意 味で はそ

の人 が会社 の中で働 く上で プ レステージが高

まるよ うな財産 なん じゃないかと思 うわけで

す。 したがい まして,そ うい う個人用 の コー

ド体 系 とか,個 人用 の シソー ラス とか,個 人

用 の コメ ン トとか,要 す るに個人用の コマン

ドがその ままフ ァイル と して入 ってしまう。

現在 それが頭の中に あ った り,あ るいは メモ

の中 にあ った り,机 の中 にあ った り,キ ャ ビ

ネ ットの中にあ った りするわ.けですけ れ ども

それはそのままの体系で も って,現 在 のデー

タベ ース とい うのはデータが重複 しない とか,

だれか らも共 通に アクセスできるとか,そ う

い うことを言 ってい るわけですが,そ うでは

な くて,各 個人 が考えてい るそのままの コー

ド体系,あ るい は シソー ラス,あ るいはコメ

ン ト・コマ ン ドとい うふ うな ものが その まま

使え るよ うな ものが コンピ ュータの中 に さっ

と入 って しまうよ うな時代 にな らないか と思

います。 先ほ どウィシン トンさんの話 では,

幾 ら将来 デバ イスが安 くな って も企 業全体の

情報 はコンピ ュータに入 らない とい うことで

あ りま したが,私 は個人用 のそ うい うメモだ

った ら入れ るよ うな時代 が出て くるので はな

いか と思 います。

松 下 あ りが と うござい ました。

最後 に,ウ ィシン トンさん,よ ろしくお願

いい たします。

ウ ィシ ン トン 名和 さんのお っしゃったと

お りだと思 います。御承知だ と思 い ますけ れ

ども,あ る種 の大学 とか実験的 な産業界にお

きましては個人 的なフ ァイルは非常 に重要で

あ りま して,い まは経済的 じゃないか もしれ

ませ んけれ ど も,そ うい うことは将来経済的

にな るか もしれ ません。

最後に,こ の言語の問題 について ち ょっと

長期的 に述べ てみ たい と思 うのですけれ ど も,

さ っき津村 さんがお っしゃったこ とに関 して

であ りま して,い ろい ろな ピク トグ ラフ,象

形 文字的 な,象 徴文字的 な言葉が ある とい う

ことに関連 してなのです けれ ども,世 界の ほ

とん どの 子供 た ちの成長の仕方 を考えてみま

す と非常 に イメージ志 向的 な精 神構造で あ り

ます。 テ レビが入 って きた ことに よ って ます

ます そ うい う傾 向が強 まって きてい ると思い

ます。 つ まり,新 しい ピク トグ ラフ的 な,た

とえば国際的 な道路標識 とかい ったような も

のが世界的に広 が って きてい るわけであ りま

す。 これか ら3世 代,4世 代 た ちます と,わ
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オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ 。 ン 時 代

れわれの子孫 はお互いに国越 を超 えて,こ う

い う口語で は なくて,も っと違 ったあ る種 の

全 く新 しい形 態 の イメー ジ言語 を話す ように

なるか もしれ ないわけであ ります。 とい うの

は,こ れ も非常 に飛 び離 れた抽象的 な ことだ

と思い ますので,こ の辺で終 えてお きたい と

思 います。

松 下 あ りが とうござい ま した。大体時間

にな りま したので,こ の パネ ル ・デ ィスカ ッ

ションは一応 閉会 させて いた だきます。御協

力 いただ きま したパ ネルの先生方並び にフロ

アの方に厚 くお礼 申 し上げます。 どう もあ り

が とうござい ました。(拍 手)
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ま と め

斎 藤 有1)

副会長 の斎藤 と申します。 ただいま進行係

か ら全体 の まとめ をや るよ うなお話が ござい

ましたが,セ ッションの異 な るいろいろな討

議 の内容 を一 まとめにして申 し上 げ ることは

非 常 に時 間 もかか ることです し,私 自身 もそ

れにふ さわしい人 で も,能 力 もない と思 いま

すので,最 後 にお礼 を兼ねて閉会の ごあい さ

つ とい うよ うな形 に させ ていただ きたいと思

います。

きの う,き ょ うにわた りまして開催 しまし

たこの国際 シンポ ジウム も,皆 様方多数の御

参加 を得 まして予定 どおり順調に各 セ ッショ

ンとも討 議が進み まして,そ れ ぞれの セ ッシ

ョンに よって結論的な ものは違 うかと思 い ま

す が,一 応開催の趣 旨を達 成で きた もの とし

て,主 催 者 としてはま ことに感謝にた えない

ところと存ず る次 第であ ります。 これ もひと

えに皆様 の御 協力 のた まものであ りまして,

特 にスピーカー としては るばる海外 か らおい

で をいただ きましたガ ルビンさん,フ ランス

か らおいでに な りま したIRIAの ダ ンザ ン

所長,そ れか らADLの ウ ィシン トンさん,

そ の他の方 々の非常に興味あ るサゼ スチ ョン

に富んだお話 を承 りまして,そ れを中心 に し

て各 パネ リス トか らそれ ぞれ違 った立 場か ら

の いろい ろ御 体験 に基 づ く貴重 な御意 見を拝

聴 で きました ことは,皆 様 にそれ ぞれ御参考

に なる点 も多か ったか と思 って,厚 く御礼申

1)日 本情報処理開発協会副会長

し上 げる次第で あります 。

このシ ンポジウムの趣 旨につ きましては昨

日上野会長 か ら申 し上げ ましたので詳 し くは

触 れ ませ んが,80年 代の情報処理 シス テ ム

とい うこ とを考えるために も,恐 らくこの3

つ のセ ッション以外 にいろいろな問題点,た

くさん要 素を考 えなければな らぬだろ うと思

うのであ りますが,2日 間 とい う時間 の関係

もあ りま して,例 年 のとお り,3つ の セ ッシ

ョンにしぼったわけで あ ります が・,中にはい

まの時点 としては取 り上 げ るの にまだ早 い よ

うな問題 もあったか もしれ ません し.そ れか

ら,基 本的 に大事 な問題で あ りま して も具体

的 な対策がなかなかむずか しい とい うような

きょうの午前中の ような問題 もあ って,そ れ

ぞれ セ ッションによって違 うわけで あ ります

が,一 応 主催者 として の考え方を簡単 に申 し

上 げてお きます と,第1の セ ッションの 問題

について は,こ れか らコンピュータ とコ ミュ

ニケ ーシ ョンの一体化 がますます進む とい う

よ うな ことか ら,コ ミュニケーシ ョンの新 し

いメデ ィアの問題 をお互 いに理解す るこ とは

非常 に意 義深い もの が あるだろ うとい う趣 旨

でSBSの 例 を御説明 いただ き,そ れ の将来

についていろい ろ御討 議 をいただいた とい う

ようなこ とで,い わゆ るCア ン ドCと 申 しま

すか,そ の ような将来 の姿 をわ りあい御理解

いただい たので はないかとい うふ うに 考えて

お ります。

それか ら,第2の トラ ンスボーダー ・デー
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タフローの問題 につ きま しては,日 本 もだん

だん国際化 してい く世 の中 で非常 に重要な問

題 であ ります し,日 本 が非 常に遅 れてい る分

野で もあ る とい うよ うな ことで,特 にデータ

バ ンクの構築 については何 をや っているんだ

とい うようなお しか りをこ うむ っている向 き

もあ るわけで あ りますの で,そ うい う意味か

ら問題点 をい ろい ろ指摘 され て,こ れを今後

どう持 ってい くか非常 に重要であ り困難 な問

題だ と思 うので ござい ますけれ ども,そ うい

う趣旨で御討議 をい ただ いた とい うようなこ

とであ りました。

最後のセ ッシ ョンのオフ ィス ・オー トメ ー

ションの問題につ きま しては,ほ かのプ ロセ

ス ・オー トメー シ ョンとか メカニ カルの オー

トメー ションとい う分野 はかな り進んでお り

ます けれ ど も,オ フ ィス ・オ ー トメーシ ョン

はむずか しいだ け,そ れだけ非常 に遅れてい

る。しか し,だ んだ んい ろいろな ビジネスの

マシンや ツールが開 発 されて きま して,だ ん

だん企 業 も進んで きたので,ま た80年 代 の

「経営 環境 に与 える インパク ト」 とい うよ う

な表題 まで つけ てある関係上,ま だ時期は早

いのか もしれま せんが,こ め辺 でいろいろ一

応検 討 してい くこ とも意味が あるだ ろうとい

う考 え方で この テーマを選んだ次第で ござい

ますが,そ れぞれの立場 でいろい ろな ご意 見

が出 ま して,今 後私 ど も協会 として もこれ ら

の問題 に取 り組 んで,自 分 の仕事 と してそれ

ぞれ皆 さんの コンセ ンサスを得 られ るよ うに

努力す るとか,あ るいは政府 にいろい ろ要 望

す るとか,あ るいは協会 みずか らの調査,研

究,開 発 とい うよ うな面で取 り上 げてい くと

い うような問題 提起 もかな りあ ったか と思 う

のであ ります 。私 どもは今後 この協会の仕事

を進 め る上において この中か ら幾つか の問題

を選んで取 り組 んで まい りたいと考えてお り

ます が,そ の節は またフロアの皆様方 あるい

はパネリス トの先生方 にいろいろ御指導 いた

し くお願 い申 し上 げてお きたい と思 います。

時 間 もあ りませんの で一応 この辺で ごあい

さつを終 わらせてい ただきたい と思 い ますが,

重 ね て皆様 の御協力に対 して厚 く御礼 申 し上

げまして,私 の最後 の ごあい さつ といた しま

す。 あ りが とうございま した。(拍 手)

だ く機 会が多い と思 いますので,将 来 もよろし
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